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序　　　　文

中国横断自動車道岡山・米子線の建設に伴う埋蔵文化財の発掘調査は、日本

道路公団の委託を受けて当財団が実施しているところで、昭和60年度には日野

郡内の2地区を調査したが、そのうちの佐川遺跡群については、第20集として

既に発刊の運びとなっている。

本書は、溝口町に所在の下山南通遺跡の調査結果であるが、この遺跡は昭和

59年度に発見され、急遽調査することになったものである。

調査の結果、遺跡は弥生時代中期から後期を中心とする集落跡で、中期中葉、

中期後葉、後期後葉の住居跡が確認され、出土遺物も豊富で、特に中期の土器

は保存状態もよく量も多いものである。

また、縄文時代早期から後・晩期までの遺構・遺物が一部で検出されたほか、

9世紀後半の製鉄関連の遺構・遺物も検出されており、これらは今後本県にお

ける発掘調査の参考資料として役立つものと期待している。

おわりに、この調査に多大の御協力をいただいた町ならびに地元の皆さんを

はじめ、御指導いただいた方々、そのほか関係の各位に対し心から感謝し、厚

くお礼を申し上げます。

昭和61年3月

財団法人鳥取県教育文化財団

理事長　西　尾　邑　次

遺跡よりみた秀峰大山



例 仁コ

上本報告書は1985年度、中国横断自動車道（岡山～米子線）建設計画に伴う日野郡溝口町上野e金屋

谷に所在する下山南通遺跡の発掘調査記録である。

2e下山南通遺跡は新発見の遺跡である為、字名を採って命名したものである。

3e出土遺物の整理は鳥取県埋蔵文化財センターの協力を得て調査員が行なった。

40遺跡、遺構の実測は調査員、補助員が協力して行なった。遺物の実測は鳥取県埋蔵文化財センター

の小林、桑崎、田中出、田中真、福田、山崎が行ない調査員が補足した。

5e遺跡、遺構の写真撮影は調査員が行なった○遺物の撮影は太田と中原が行なった。

6。図面の浄写は、左藤、田中真、中原が行なった。

70本報告書の作成は調査員の討議に基づくものである、執筆は調査員が分担して行ない、執筆担当者

は文末に記載した。編集は中原が担当した。

8e出土遺物、図面等は鳥取県埋蔵文化財センターに保管されており、出土遺物は将来的には溝口町に

移管する予定である。

9e本書に掲載の地形図は図土地理院発行の5万分の1地形図「米子」他を使用した。

10e本遺跡出土の鉄浮に関しては、日立金属株式会社安来工場、和鋼記念館に自然科学分析を依頼し、

同副館長佐藤豊先生には玉稿を戴いた。共伴した炭化物については京都産業大学理学部、山田治先生

に14C年代測定をお願いした。また、鳥取大学教育学部赤木三郎先生には、現地において地学的指導

をお願いし、出土石製晶の石材鑑定にも御協力を戴いた。記して謝意を表します。

1工現地調査及び報告書作成にあたって下記の方々に助言、指導を戴いた。

足立克己、飯野学、絹見安明、久保穣二朗、小原貴樹、真田康幸、杉谷愛象、田中精夫、田中弘道、

田中義昭、角田徳幸、中村徹、根鈴輝雄、野田久男、原俊一、東森市良、平勢隆郎、松沢亜生、松本

岩雄、村上勇、森下哲哉、柳浦俊一、柳沢一男、益田晃

12e発掘調査に際しては地元の方々を始め、下記の方々に便宜をはかっていただいた。謝意を表します。

溝口町教育委員会、溝口町金屋谷（代表‥影山博大）、太平原（代表‥井上祥一郎）、上野（代表：

堀田候公）、岩立（代表：足立登）、岡野里子

凡 例

1。本報告書における方位は、すべて磁北を示す。

2。本報告書に収載した遺物には観察表中のく取上番号〉　をネーミングしてある。

3。本報告書における遺構記号◎遺物記号は次のように表記する。

SI：竪穴住居跡、SB：掘立柱建物跡、SK：土壌、P：ピット

S：石器、H：剥片、F：鉄器類、Po：土器

4。遺構e遺物挿図中における表示は下記の表記に従う。

焼土田、焼土面団、磨滅範囲Eコ、敲打範囲E∃、凹み範囲∈∃、磨面及び磨耗圏、敲打痕

旺ヨ、凹み［亘塾］、煤園、灰汁四

5。ピットの計数はP（長径×短径一深さ）で示した。単位はcmである。

6。遺構挿図中におけるセクション◎エレベーションの基準線標高はH二の記号で表わす。
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第1章　調査の経緯

第1節　調査に至る経過

日本道路公団による中国横断自動車道（岡山◎米子線）建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査は

昭和57◎58年度の西伯郡岸本町久古第3遺跡（主要地方道名和◎岸本線道路改良工事関連）、貝田

原遺跡、林ケ原遺跡。昭和59年度の米子市上福万遺跡、石州府29◎30号填、日下遺跡、石州府第

1遺跡の調査が行なわれている。昭和60年度は日野郡江府町佐川地内の佐川第1遺跡、佐川第2

遺跡、佐川古墳群が江府インターチェンジ建設計画地内に既知の遺跡として存在しており、発掘

調査が予定されていた。ところが、昭和58年12月に溝口町金屋谷字下山南通の溝口インターチェ

ンジ建設予定地内に土器の散布が認められるとの情事臣が入り、昭和59年1月10日から13日迄、鳥

取県埋蔵文化財センターと鳥取県教育文化財団が担当して、重機を導入しての試掘調査を行なっ

た。その結果、土壌を始めとした遺構と縄文～弥生時代の遺物を多数検出した。すでに建設計画

の変更が困難であった為、ここに江府町佐川遺跡群とともに、記録保存を目的とした発掘調査を

行なう必要が生じた。新たに発見された本遺跡は字名をとり下山南通遺跡と命名された。試掘調

査結果を受けて、日本道路公団は鳥取県教育委員会と協議し、鳥取県教育文化財団が発掘調査の

委託を受け、西部埋蔵文化財調査事務所が調査を担当した。本書は溝口町上野字大平ル原、王ノ

原二、金屋谷字下山南通一に所在する下山南通遺跡の発掘調査報告書である。　　（中原　斉）

第2節　調査の経過と方法

調査の経過　調査範囲は試掘調査の結果をもとに鳥取県埋蔵文化財センター、鳥取県教育委員

会が協議し、調査対象約40，000m2のうち盛土工区及び遺構◎遺物が発見されなかった地区を除外し

て、約16，000m2の全面発掘調査を決定した。これを受けて現地での調査は4月8日から開始され

たが、先述した試掘調査が厳冬期の降雪をついての緊急確認調査であり、トレンチにおける土層

の検討が十分でなかった為、試掘トレンチの清掃から行なった。トレンチ再検討の結果第17トレ

ンチで遺構（SK－123）を発見し、日本道路公団、鳥取県埋蔵文化財センターと協議してC区南

側約1，000I正を拡張することとした。実際の調査は江府町佐川遺跡群の調査と併行した為、4◎5

◎6月の3ケ月は主に重機による表土除去と遺構検出に努め、佐川遺跡群の調査が一段落した6

月24日より本格的な発掘調査にかかった。当初予想に比べて遺構分布の密度にはかなり疎密があ

ったことと、小規模な土壌が大多数を占めたことにより、調査は順調に進み、10月3日に若干の

補足作業を除き現地作業を終了した。調査の経過は調査日誌（抄）を参照されたい。9月26日に

はラジコン飛行機による全体写真の撮影を行ない、9月28日は雨天にもかかわらず約50名の参加

者を得て現地説明会を開催した。遺物の整理は現地調査と併行して鳥取県埋蔵文化財センターに

おいて行ない、現地調査終了後、12月から埋蔵文化財センターにおいて報告書の作成を進めた。

3月20日すべての整理作業を終了した。

－1－



〈　調　査　日　誌　抄　〉

4月8日　下山南通遺跡調査開始。試掘トレンチ

の清掃。

4月10日　第8トレンチで縄文土器の出土を確認。

4月11日　埋文センター◎文化課e公団現地協議。

4月15日　重機を投入して表土除去開始。

4月17日　A区第20トレンチより縄文早期末～前

期の土器を検出する。

4月20日　表土除去と平行して、遺構検出開始。

4月22日　C区遺構検出開始。

4月23日　B区遺構検出開始。B区第8～10トレ

ンチ拡張部より弥生土器多量検出（土

器溜）。

4月25日　A区本調査開始。遺物は全点ポイント

取り上げ。

5月17日　B区拡張トレンチにおける包含層の調

査結果をもとに現地協議。

5月24日　C区において堅穴住居跡2基検出。

6月13日　B区において堅穴住居跡を検出。

6月24日　佐川より中原、西原、浅川着任。

6月25日　埋文センターと遺物整理方法について

協議。

6月26日　休憩小屋建設。

6月27日　C区SK－106遺構調査開始。10mグリ

ツトの設定。杭打ちを行なう。

7月3日へ／降雨による作業中止続く。

7月15日　旧C区SK－09をローム特殊土壌と判

断以後、多数検出。D区調査開始。

7月20日　鳥取大学赤木三郎教授による地学的現

地指導。併せて溝口町長山遺跡見学。

7月23日　溝口小学校見学。発掘体験学習。

7月27日　調査区全域の表土除去終了。

7月29日　調査の重点をB区南部遺構群に移す。

土壌多数出土。

8月28日　A区調査終了。

8月30日　B区調査後地形測量。

9月6日　C区に調査の重点を移す。

9月26日　ラジコン機による全景写真撮影。

9月27日　D区の調査終了。

9月28日　PM2：00より現地説明会。雨天強行。

9月30日　B区調査終了。

10月3日　C区調査終了。現地作業全て終了。

調査の方法　先述の如く鳥取県埋蔵文化財センターにより19本の試掘トレンチが入れられ、調査

範囲が決定された。調査の方法としては，下山南通遺跡が新発見の遺跡でもあり、調査面積との

かかわりで、期間が限定されることから、表土除去に重機投入はやむをえないと判断された。重

機投入の場合どこまで掘り下げるかが問題となるが、先の試掘調査が気候条件等により土層断面

の観察が十分ではなかったため、試掘トレンチの断面清掃を行なった。これによりI表土、II黒
註

褐色土（クロボク）、III暗茶褐色土（中間層）、IV黄褐色土（地山）の基本層序を確認した。また、

試掘トレンチが重機の使用により遺物の出土層位が不明なことと、清掃中にT－8トレンチ東壁

III層から縄文土器が出土したことから、T－8、9、10間を拡張して掘り下げ、遺物の出土層位、

散布の把握に努めた。結果、弥生時代遺物はII層中位で面的に散布しており、III層中と思われた

縄文土器はIII層に掘り込まれた縄文時代土壌SK－60埋土中の遺物であることが判明した。したが

って、III層以下は無遺物層であり、II層途中までが旧表土と考えられた。本来の遺構面は月層中

に存在すると思われるが、平面的に遺構を確認するためにはII層を除去し、Ⅲ層上面を確認面と

しなければならないことが再確認された。一部にはII層すべて重機で除去すべきだという意見も

あったが、II層中に散布する遺物を考慮し、重機はII層中で止め、以下III層上面まで遺物を取り

上げながら人力で除去した。これと併せて、縄文遺跡の存在が予測される下谷川に画したテラス

（A区）にトレンチT－20を設定した。T－20において良好な縄文遺物包含層を確認したため、

A区調査は遺物の全点Point取り上げを行ない、縄文時代生活空間の復原を試みた。A区を除く

約15，400m2は調査区北寄りに流れる水路を境にして、南側は中央稜線より東をB区、西側をC区

と呼び、水路より北側をD区として地区設定した。B～D区の本調査は磁北にあわせて南北にA～
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二

挿図1下山南通遺跡調査前地形測量図



T、これに直交して－4～0～15の10m間隔のラインを引き、このラインに囲まれた10m方眼の

グリッドを調査区全域に設定した。このグリッドの北西コーナーの杭名（例3－E杭）をグリッ

ド名（3Eグリッド）として測量の基準とした。遺構外の遺物はグリッド単位で一括し、散布が

桐密な場合は1グリッドをさらに4分割して、取り上げを行なった。遺構の実測には簡易遣り方

を用い、平板測量を援用した。写真は35mm白黒、カラーリバーサルを撮影している。図面、写真

等の記録は鳥取県埋蔵文化財センターにおいて保管している。

註　ここにいう基本層序は調査開始段階で調査員が視覚的な分層を行なったもので、後日、鳥取大学赤木

三郎教授の指導を得て地質的な層序を確定した。第2章第1節を参照されたい。　　（中原　斉）

第3節　調査の概要

下山南通遺跡の調査は、調査期間等の関係から調査対象約40，000I正のうち盛土工区を除外する

などして、調査範囲の縮小に努め、約16，000Iがについて発掘調査を実施した。C区南側において遺

構を追跡し、約1，000Iがの拡張を行なったが、B◎C区とD区の境を流れる水路の両側約2mにつ

いて水路保護の為、調査を断念し、調査面積は当初計画とほぼ同じである。調査成果の概要は下記

の如くである。

くA区〉

下谷川に画した、幅25m、奥行18mのテラスで、B区との段差5mを測る。試掘調査の段階で、

このテラスに設定したT－20から縄文土器◎石器の良好な包含層が確認できたため、重機を投入

せず、手掘りで掘り下げを行った。遺構としては集石遺構1基とピット4基を検出したのみであ

るが、遺物は縄文土器、石器を多量に検出している。主体をなすのは早期末～前期初頭の縄文◎

条痕◎沈線文系の土器群であり、他に早期の押型文◎無文土器、後◎晩期の無文土器が少量出土

している。石器は、黒曜石◎サヌカイト◎チャート◎鉄石英製石鋲等の剥片石器◎磨石◎敲石◎

石皿◎石斧◎石錘等の礫石器◎石核石器を検出している。A区調査ではほぼ全ての遺物をポイン

ト取り上げし、その分布をDOT－MAPによって観察することにより、当時の生活空間の復原を

試みている。

くB◎C◎D区〉

調査の便宜上、A区を除く調査区全域にB～D区の3小区を設定したが、遺構の分布にはC区

からB区の北西隅部をかすめてD区中央まで広がる遺構群と、B区南東側に分布する遺構群の2

つが認められた。前者を「北部遺構群」後者を「南部遺構群」と呼称した。両者の間には、低い

稜線と自然河川「旧河道」があり、約70mの距離を測ることができる。南部遺構群は堅穴住居6◎

掘立柱建物5◎土壌85◎集石1を検出しており、縄文土壌（早期末）1基を除けば弥生時代中期

中葉の集落であった。北部遺構群では堅穴住居9◎掘立柱建物9◎土壌38を検出した。遺構群の

北寄りには中期後葉の遺構が集中し、南寄りには後期後半の遺構の集中が見られた。弥生時代集

落に伴う土器◎石器は多量に出土しており、特に弥生中期中葉の土器は良好なセット関係を把握

し得る資料が出土している。この2つの集落跡には有機的な関係が想定できると考えられる。こ

の他にSト10に重複したSB－07周辺ピットから鉄淳を検出しており、平安時代前期にこの地で鉄

生産が行なわれていたことが確認できた。この後はB区南側で鉄澤、C区河川で近世陶磁器を発
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見しており、江戸時代終り頃の一時期を除いて、人間が生活した痕跡はみとめられなかった。

第4節　調査体制

調査は鳥取県教育委員会、鳥取県埋蔵文化財センターの指導のもと下記の体制で実施された。

○調査主体　　財団法人鳥取県教育文化財団

理　事　長　　西尾　邑次

副理事長　　坂田　昭三

常務理事兼事務局長　　平木　安市

財団法人鳥取県教育文化財団　埋蔵文化財センター

所　　　長　　田測　康允

次　　　長　　田中幸治郎

庶務係長　　竹内　　茂

○調査担当　　財団法人鳥取県教育文化財団　西部埋蔵文化財調査事務所

所　　　長　　永原　　功

主任調査員　　中原　　斉　　松本　琢己

調　査　員　　太田　正康　　浅川美佐子　　西原　徳善

調査補助員　　野崎　正美　　左藤　　博　　西田　直史　　長谷川蔦代

事務担当係員　　杉田千津子

○調査協力　　溝口町教育委員会　　上野、大平原、金屋谷、岩立地区

下記の方々に発掘調査作業員、整理作業員として協力していただいた。記して謝意を表したい。

発掘参加者（五十音順）

足立近子、飯塚冨吉、井沢牧子、石本茂雄、井上みのり、入江和子、入江喜美枝、入江恵子、入

江純正、入江正、入江智嘉子、入江典子、入江幹子、入江八世栄、入江教之、上田千恵子、内田

千登世、遠藤和子、太田一子、大塚夏枝、岡野里子、岡本恵美子、岡本千鶴子、奥田浩志、影山

君子、加美谷正毅、幸形勝男、幸形砂恵子、権代寿久、権代史枝、権代義孝、佐々木誠、下高瑞

哉、下村君子、下村磨埋枝、鈴木茂雄、砂口豊子、宅野正清、戸田艶子、長井千登世、仲田茂、

仲田茂子、西村和子、西村武夫、西村波子、野坂綾子、野坂貞子、野坂真、野坂正美、野坂好夫、

畠繁秋、飛田初江、深田正子、深田百合子、福田崎枝、松原孝雄、松本光子、宗政久和子、村尾

愛子、村尾千鶴子、村尾照子、村尾矩男、村尾瑞葉、村尾ヤスエ、村上美之、森下秀夫、森田幸

子、森田しな子、森田美津枝、森田芳子、森本貞純、矢田貝真澄、山崎巧枝、山本邦文、山本節、

吉岡幹江、米山喜美栄、渡辺義行

整理参加者（五十音順）

神矢紀子、河上敦子、桑崎知早子、小林美奈、酒巻佐代子、笹尾千恵子、田中出夫、田中真由美、

谷口恭子、福田和美、松岡朋子、山崎保子、山根八重美、山本久美恵　　　　　　（中原　斉）
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第2章　位置と環境

第1節　地理的環境

鳥取県

位　置　本州の西部、中国地方の北東に位置し、東は兵庫県、南は岡山県◎広島県、西は島根

県に接している。北方には日本海が広がり、南方には標高1，200mを越える山地が連な

面　積　っている。県域では、東西126km、南北61．85km、総面積3，492．34km2で、日本全体の約

気　候　1％を占める。また県土の約75％は林野である。気候は、比較的温暖で、年平均気温

14．3～14．70C（冬季：0．7～1．10C、夏季：29．4～30．80C）である。これは本県沖合を

流れる対馬暖流によるところが大きい。また本県は雪国でもあり、年間の降雪日数は

人　口　39．1～42．8日、最大積雪深は80～129cmである。人口は、61万6，025人（男29万5，498人◎

女32万527人、昭和60年10月1日現在）で県庁は、鳥取市に所在する。
ひよう　せん　　　　　　みむろ

地　形　　山地が総面積の86．3％を占め、脊梁部に、県東部では、氷ノ山（1，510m）、三室山（1，
なぎの　　　　　　　　　　　たかはち　　　　　　ひるせん

358m）、那岐山（1，240m）、県中部では高鉢山（1，203m）、蒜山（1，200m）、県西部では
けなし

毛無山（1，218m）、道後山（1，269m）などが高くそびえている。また、県西部には、

東は倉吉市周辺、西は米子市付近、南は脊梁山地などに接し、北は日本海へ没する、

広大な裾野を持つ大山（弥山：1，710．6m）が中国地方随一の秀峰として、ひときわ高

くそびえている。晩秋初冠雪の頃（10月下旬）に、米子市、島根県松江市側から眺め

大　山　る、大山西側の山容は、「伯膏富士」の名にふさわしい。志賀直哉「暗夜行路」、大町

桂月「一蓑一笠」、島崎藤村「山陰土産」、など大

山の登場する文学作品も数多くあり、なかでも高

浜虚子の「秋風の急に寒Lや分の茶屋」が大山寺

参道に句碑となって、また郷土の文学者大江賢次

の「望郷」の一節「おお大山．！いや大山さん／お

んみは私の親父／永遠に慈愛と威厳をもつ／母な
おおなるはら

るふるさとの父よ」は日野郡江府町大平原に文学

平　野　碑となっている。平野は、県三大河川と呼ばれる

千代川（東部）、天

神川（中部）、 日野SAKAIMINATOC

川（西部）、に沿っ

て発達する。上

～中流域には、小

規模な谷底平野が

みられ、下流域に

は三角州平野、砂l

丘（又は砂州）が
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広がっている。東部では、鳥取平野一鳥取砂丘、中部では、倉吉◎北条平野一長瀬◎

北条砂丘、西部では、米子平野一弓浜半島の砂州（又は砂丘）があり、これらの三角

州平野は、東部では湖山池、中部では東郷池、西部では中海などの潟湖を有し、地盤

鳥取砂丘　は軟弱である。鳥取砂丘は、東西15km、南北幅最大2km余の規模を持つ。その起伏に

富んだ地形や砂表面の風紋は、四季を通じて、あるいは1日のなかで様々な表情を見

せ、これは、田賀久治写真集「砂丘の幻想」で紹介されている。郷土作品を含め、多

くの文学作品に登場し、阪本四方太「夢の如し」、志賀直哉「暗夜行路」◎「城の崎にて」、

島崎藤村「山陰土産」、高浜虚子「砂丘秋晴」などがある。有島武郎は、「浜坂の遠き

砂丘の中にしてさびしきわれを見出でけるかも」と詠み、砂丘に句碑が残っている。
註1

地　質　県内最古の岩石は、三郡変成岩と呼ばれ、県東◎西部の脊梁部に小規模に分布して

本州地向　いる。この岩石は、本州地向斜時代のうち、古生代石炭紀～二畳紀にかけて堆積した

監本州海成層を源岩とし、古生代二畳紀末～中生代三畳紀初めに変成作用を受けたもので、

このことは、当時（約3．45～2億年前）本県は海域にあったことを示している。その

後、古生代二畳紀末～中生代三畳紀前半に起こった地殻変動（本州造山）によって海
註2

域が縮少し、本県は陸地化していった。中生代ジュラ紀中頃以降、西南日本内帯にお

広島変動　いて広島変動と呼ばれる大規模な火成活動が起こった。本県では、中生代白亜紀後期

～新生代古第三紀初頭と古第三紀の2回の火成活動がみられる。この火成活動は火山

岩類の噴出とそれに続く花崗岩類の貫人がセットになっている。火山岩類のうち流紋
註3

岩質の砕層岩は溶結した構造を示すことが多く、このことは火山活動が陸上で起こっ

たことを示している。火山岩類のうち前者は中生代火山岩類と呼ばれ、主に県東◎西

部の脊梁部、東◎中部の海岸部に分布する。後者は、主に中部脊梁部に分布する。花
註4

崗岩類のうち前者の代表的なものは、鳥取花崗岩と呼ばれるもので、分布は本県全域
註5

にわたり、その延長は県境を越えて東方及び西方へと続く底盤状岩体を構成する。後
註6

者の代表的なものは鉛山文象斑岩と呼ばれ、主に県中◎西部の脊梁部、東部の海岸部

に分布する。広島変動の時代が終わり、新第三紀初頭になると、地殻の陥没による堆

積盆地の形成と、これに続く海底（または湖底）および陸上での火山活動で特徴づけ
註7　　　　　　　　　　　　　註8

グリーン　られるグリーンタフ変動が始まった。本県は、山陰一北陸区と呼ばれる西南日本内帯

タフ変動　を占める新第三紀の地質区に属し、東部では鳥取層群が発達した。また西端部では法
註9　　　　　　　　　　　　　註10

勝寺火砕岩層（中新世中期）、西南端部では、多望層（中新世中期）がみられる。グリ

島孤変動　－ンタフ変動期が終わると、島孤変動と呼ばれる時代に入り、火山活動と山地の上昇

があり現在にいたる。中新世末～更新世前期にかけて、東部では、霊石山安山岩◎稲

葉山玄武岩、中部では、ウランを含む陸水成層と陸成火山岩類とからなる三朝層群、

西部では、長砂流紋岩、無斑晶安山岩、鶴田玄武岩、蒜山火山の活動などが見られる。

大山火山　更新世中期には、東部で扇ノ山火山の活動が始まり、これに遅れて西部で、大山火山

の活動が始まった。大山火山は、更新世中期頃～更新世末にかけて活動した二重式火

山で古期大山、新期大山よりなる。古期大山噴出物のうち最も広い面積を占めるのは

－　6　－



挿図3　鳥取県の地質層序
註11

溝口凝灰角礫岩と呼ばれる火砕流（又は火山泥流）堆積物で、大山の周辺部とくに東側
かぶとせん　　　やはず’せん

に広く分布し広大な裾野を形成する。また、船上山溶岩、甲ケ山溶岩、矢筈ケ山溶岩、
つばぬきやま　たらど

吉原溶岩、城山溶岩などの厚い溶岩や、孝霊山、鍔抜山、鋲戸山、豪円山などの側火

山もこの時期のものである。新期大山噴出物は、古期大山の中央部で現在峻険な山肌
註12

を見せる弥山、三鈷峰、烏ケ山などの溶岩円頂丘と、古期大山噴出物やこれ以前の岩
註13　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註14

石（基盤岩類）でできた山地の侵食谷を埋める、新期火砕流堆積物と、これらを覆う
註15

大山火山灰層で構成されている。また大山火山の休止期には、侵食、移動、堆積によ
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って下流域に火山麓扇状地が形成された。その堆積物は、古いものより御来屋砂礫層、

高姫礫層、由良砂礫層、岸本礫層と呼ばれすべて段丘化しており、大山火山灰層が被
註16　　　　　　　　　　　　　　　　　註17

覆している。また、大山火山灰層中には大山起源の軽石層、外来の軽石層◎火山灰層
註18

砂　丘　が挟在しており、鍵層として第四紀層の研究に活用されている。海岸部には砂丘が発

平　野　達し、大山中～上部火山灰層を挟んで古砂丘と新砂丘に分けられている。完新世、縄

文海進最盛期（約6，000年前）に県東、中部では古砂丘背後は、入海的環境（潟地）に

あったが、その後の海退に伴って河川による土砂の堆積が行なわれ、現在の軟弱な地

盤（古海層）からなる三角州平野が形成され、古砂丘の上位に新砂丘が発達し現在に

至る。西部では若干様相が異なるが、ほぼ同様の形成をたどり、中海層が堆積し現在
註19

に至る。また、新砂丘には、クロスナと呼ばれる砂丘の安定期を示す腐植土層が介在

しており、縄文時代～中世末に至る遺物、遺跡が包含されている。

溝口町

位　置　　鳥取県、4市6郡のうち、県西部日野郡の北部に位置し、東は西伯郡大山町、日野

郡江府町、西は西伯郡会見町、同郡西伯町、南は日野郡日野町、北は西伯郡岸本町に

接する。中央部を流れる日野川に沿って交通が発達しており、国道181号線、国鉄伯備

線が通り溝口には伯膏溝口駅がある。総面積100．06km2、人口約6，000人の町で、総面積

の51．44％を山林と原野が占め、耕作地（水田◎畑）は11．27％を占めるに過ぎない。

地　形　　中央部を北北西に日野川が流れ、大江川、白水川、野上川などがこれに注ぐ。日野

川、野上川流域には沖積層からなる谷底平野が発達し、溝口◎荘付近では小規模な河

岸段丘がみられる。大部分は高地（海抜200～800m位）で占められ、日野川を挟んで

北東側は、大山火山の新期火砕流堆積物からなる高原（桝水高原e福永高原など）が

広がり、大山火山の溝口凝灰角礫岩からなる丘陵などが小規模に見られる。南西側は

日野川右岸域（鬼住山など）から南方向へと、主に白亜期後期～古第三紀の花崗岩類

からなる小～中起伏山地がそびえ、北端に更新世前期に噴出した玄武岩類からなる台

用語解説

沖積平野　現成の日野川流域、または日野川水系流域に沿って発達する谷底平野と扇状地（小規模に段丘化して

いるものも含む）。主に水田として利用されている。

崖　錐　　新期大山噴出物の溶岩円頂丘の裾部に円錐状に発達する堆積物。

低位段丘　沖積平野との比高差が10～20mの平担地、主に水田として利用されているが、溝口町溝口付近の段丘

面は畑地として利用されていることが多い。大山上部火山灰を被覆していないため形成時期は完新世以

降であろう。

高位段丘　沖積平野面との比高差が40m±の平担地。溝口町溝口、同町荘付近に小規模に見られ、主に水田とし

て利用されている。大山上部火山灰を被覆している可能性があるが確認していない。

高　原　　新期大山噴出物の火砕流堆積物で構成された、海抜200～900mと大山に向かって高度を増す、表面起

伏の小さい綬傾斜地（3。～6。）。後述の丘陵e台地。山地が開析されてできた谷部を埋めるように発達

する。海抜200～500m位までは、水田として利用されることが多いが、大半は原野か植林（または雑木

林）地である。岸本町岸本東方に発達する岸本礫層からなる段丘化した扇状地堆積物もこれに含めた。

丘　陵　　古期大山噴出物の溝口凝灰角礫岩（火砕流または火山泥流堆積物）で構成された、海抜100～1，000m

と大山に向かって高度を増す、高原よりはやや開析の進んだ綬傾斜地（30～40）。後述の台地e山地に

せき止められる様な分布を示す。畑地、植林地として利用されているが大半は雑木林である。岸本町岸

本西方に発達する、御来屋砂礫層からなる段丘化した扇状地堆積物もこれに含めた。
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挿図4　遺跡周辺の地形面分布園

地（高塚山・越敷山など）がみられる。また、三郡変成岩が谷川東方及び大内の谷に

沿って小規模に分布している。

台　地　鶴田玄武岩と呼ばれるカンラン石玄武岩溶岩で構成された、頂上に海抜200m士の平担地をもち、沖積

平野面と急崖をなす卓状の高地0主に畑地、果樹園として利用されていることが多い。溝口町手代西方、

会見町鶴田付近では、この玄武岩が下位の花崗岩類を不整合に覆い、上位に溝口凝灰角礫岩が不整合に

のり、その上位に、大山最下部火山灰層（風化してけばけばしい赤色を呈する）、大山松江軽石層（DKP

OrDMP）が被覆する様子が観察できる0カンラン石玄武岩が分布する岸本町上細見、溝口町大平原東方、

同町金屋谷南方、及び普通輝石・カンラン石玄武岩が分布する溝口町宝殿付近もこれに含めた。また無

斑晶安山岩が分布する溝口町大内東方、岸本町水無原北方及び蒜山火山群（象山、擬宝珠山など）もこ
れに含めた。

小～中起　三郡変成岩と、白亜紀後期～古第三紀の火成岩類（火山岩類と花崗岩類）で構成された、海抜200～1，

伏山地　200mのやや急峻な地形を呈する山地0主に植林地として利用されているが、大半は雑木林である。三郡

変成岩は、港口町内にも小規模に分布するが（谷川東方・大内付近）、その大部分は、江府町武庫一池の

内を結ぶ断層線より南側に分布する。火山岩類はこの断層線に沿って分布し、北方の江府町江尾付近ま

で広がる花崗岩類は、溝口町溝口ー江府町江尾一同町助沢を結ぶラインより南側に、主に、鳥取花崗岩、

鉛山文象斑岩などが分布し、溝口ー江尾ラインの北側（日野川右岸域）には、主に江尾花崗岩が分布す
る。たたら製鉄遺跡は、この花崗岩の分布する地域に集中している。

大起伏山地　新期大山噴出物の溶岩円頂丘で構成された、海抜1，200m以上の急峻な地形を呈する山地。弥山、三鈷

峰、鳥ケ山があり、崩壊が激しいため、土地利用は見られない。
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周辺の地質　弥山火砕流堆積物は、大平原付近で新鮮な部分が見られ、青灰色を呈する。ここで

は上位に向かって風化が進み、赤色化、粘土化がみられる。粘土化した部分の上位80

cm±は黒ボク化している。上野付近では、御来屋砂礫層を不整合に覆う同堆積物の岩

塊を含まない部分（厚さ5m±）が見られ、淡桃色を呈している。またこの御来屋砂

礫層は、20m±以上の層厚を持ち、礫を含まない層や、礫岩層、又は砂岩層がレンズ

状に発達する様子などが見られ、成層構造が発達している。全体に灰色で、固結～半

固結である。また、無斑晶安山岩、花崗岩類、三郡変成岩などの基盤岩類からなる亜
註20

角～亜円礫が含まれている。長山付近登山橋東部の露頭で本火砕流が江尾花崗岩を不

整合に覆う様子が見られ、その不整合面は、右上がりに傾斜している。また長山付近

登山橋西部では表土の下位に硬質の黒灰色ローム質火山砂層（上位はクロボク化）が

厚さ140cm±で発達する。その下位に未固結の黄褐色礫層（一部中～粗粒砂層）からな

る底位段丘礫層が厚さ20～80cm±以上で発達し、高位段丘崖の裾部に向かい厚く堆積

している。また本層は下位の溝口凝灰角礫岩層及び江尾花崗岩を不整合に覆っている。

溝口凝灰角礫岩層は、下位の江尾花崗岩を不整合に覆う。20～40cmの花崗岩質の亜角

～亜円礫を含み、基地は半田結～固結の赤褐色中粒砂からなり、粘土化している。下

山南通遺跡では、やや新鮮な鉄棒が表採されており、また小規模ではあるが、平安時

代の鉄生産遺構も確認されている。一般に、材料の砂鉄の源岩として、安山岩質火山

岩、花崗岩質深成岩、紫蘇輝石斑レイ岩などが知られているが、これらの岩石は遺跡

周辺に小規模に分布している。

下山南通遺跡
おおな　はら

位　置　　鳥取県日野郡溝口町上野字王ノ原こ、大平ル原、同町金屋谷字下山南通一に所在す

る。溝口の北方約2km、大平原部落東方に位置し、新期大山山裾より西方へ広がる、

弥山火砕流堆積物（津久井、1984）〔荒川（1984）はオドリ火砕流堆積物とした〕で構成さ

れる高原上に立地する。西部を日野川が流れ、北部の清山川、南部の大江川によって開

析されている。本遺跡の総面積は約16，000m2（うちA区は約600m2を占める）である。

地　形　　下山南通遺跡の大部分（縄文時代後期◎晩期、弥生時代中～後期）は、海抜216～230

mで、南西下がりの緩傾斜地上（20～40）に立地し、下山南通遺跡A区（縄文時代早

期◎前期◎後期◎晩期）は、南端を流れる小河川に向かって舌状に伸びる海抜約214m

の平担地上に立地する。以下前者を本遺跡、後者をA区、両者を下山南通遺跡と記述す

る。遺構検出後（調査終了後）の等高線図〔付図1〕をみると、下山南通遺跡には北東

一両西方面に伸びる数本の谷部および尾根部からなる微地形が認められる。本遺跡の遺

構は、中央の尾根部と小河川（破線部分）を挟んで北西部と南東部の2地域に分布して

おり、前者は谷部に、後者は尾根部にそれぞれ北東一南西方向に伸びる分布域を示し、

微地形に支配されている。A区の遺構もこれとほぼ同様である。また、A区南端の小

河川と接する部分が急崖、又はこれを覆う二次堆積のクロボクからなる斜面をなすこ

とから、それ以後この河川による削刺を受けたと考えられ、遺構が現在より広範囲に
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分布していた可能性がある。また本遺跡内で確認した、小河川〔弥山火砕流（地山）

を削り込んで南西流するもの〕のうち、中央部の河川はその堆積物中にこれより南東

側に広がる遺構群と同時期の遺物（弥生時代中期）のみを包含し、表土（又は風成の

クロボク）に覆われているため、遺構群と同時期に存在していた可能性が考えられる。

北西部の河川はその堆積物中に、弥生時代中期～近世に至る遺物を包含し、かつ周辺

に分布する遺構（土壌◎掘立柱建物跡など）を壊していることから、新しい河川（近世

以降）と判断した。また現在では、これを切って、貯水池用の水路が作られており、本

遺跡の北部を流れている。遺跡より西方を臨むと、眼前に大山がせまる。四季折折と

また日刻刻と移り変わるこの雄大な姿は、遺跡発掘中、我々に深い感動を与え続けた。

大平原付近
（海抜180m位）

駐ヨ表土

圏円礫混じり砂層
（山河川）

出田黒色砂質粘土層

クロボク、軟質

匿覇莞箆競漕占遠雷

∈ヨ票票孟品；台警漂芸砂層

臣∃黒灰色ローム質硬質火山砂層

臣コ礫層（段丘）

、匹扁山火砕流

巨夏極釆屋砂礫層

Eヨ溝口凝灰角礫岩

匹∃江尾花崗岩

挿図5　下山南通遺跡セクション柱状図
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と考えられる黒色粘質砂層（下位のクロボクの砂質部分、厚さ10cm±）がみられる。

この下位にはクロボクが厚さ70cm±で発達し、遺物包含層となっている。遺物には縄

文時代早期末～前期（本遺跡南端、A区近く、SK－60）、後期～晩期（本遺跡北部中央

付近）の土器が若干含まれている他は、弥生時代中期～後期の遺物が圧倒的に多く含

まれている。また遺物は地表面下20cm±の付近に平面的分布を示すことが多く、生活

面であった可能性が考えられる。また本遺跡では、その後の小河川などによる遺物包

含層の削剥が考えられ、その堆積物は、A区の表土下に厚さ100cm±のクロボク層（二

次堆積）として発達する。クロボク層下には黒雲母◎紫蘇輝石◎角閃石デイサイト質

の岩塊と同質の基地からなる囲結～半固結の弥山火砕流唯積物が320cm±以上で発達す

る。その上位2層は粘土化し（上部はクロボク化して暗茶褐色を、下部は黄褐色を呈

する）、その下位は赤色を呈する。また地表面には、径2～3mを越える巨礫が尾根部

に多数みられ火砕流堆積物の特徴を示す。A区では、表土下に厚さ100cm±のクロボク

層（二次堆積）がみられる。これは、本遺跡から流入したものであり、縄文～弥生時

代までの遺物が、不規則（渾然と）に包含されている。軟質で、砂質っぼく乾くとし

まりがない層である。この下位の黒色ローム質粘土層（火山礫を多量に含む、硬質）
ヽ

が厚さ55cm±で発達し、これが縄文時代早期◎前期◎中期の遺物包含層となっている。

遺構は下位の黄褐色ローム質砂質粘土層（厚さ40cm±以上、火山礫を多量に含む、硬

質）を検出面として確認した。この層は、径2～3mを超える亜円礫と、径10～20cm

の亜円～円礫を多く含んでおり、特に尾根部に密集している。この下位には弥山火砕

流堆積物が堆積していると予想される。　　　　　　　　　　　　　（松本琢己）

註1三　郡　変　成　岩　中国地方東部から、九州北部にかけて各地に分布する低変成度の広域変

成岩。県内では、泥質の堆積岩を源岩とする黒色片岩、石英長石質の岩石

を源岩とする珪岩、塩基性火山岩を源岩とする緑色片岩が卓越し、石灰質

の推積岩起源のものは極めて少ない。最近、八頭君開合同町大江川の河原で、

初めて本岩中より中生代三畳紀（約2億年前）の化石が地元の小学生によ

って発見されたのは記憶に新しい。

註2西　南　日　本　内　帯　日本列島の本州区のうち、糸魚川一静岡線（フォツサeマグナ）より西

方を西南日本といい、さらに中央構造線より大陸側を内帯、南側を外帯と
いう。

註3溶　結　し　た　構　造　色、組成または組織を異にする部分（軽石や火山ガラス等）がしま状ま

たはレンズ状に重なり合う構造で、これは火砕岩、凝灰岩などが堆積時に

高温を保ってしミたことを示す。

註4鳥　取　花　崗　岩　主に粗粒黒雲母花崗岩と僅かに角閃石を含む中粒黒雲母花崗岩の2相か

らなり、細粒相、アプライト相、ペグマタイト相を伴う。カリ長石が淡紅

色を呈し、黒雲母は六角板状、石英は球形に近いのが特徴。

註5底　　　　　　　　　　盤　主として造山帯に分布する花崗岩質の大規模深成岩体で、露出面積が100

km2以上にわたるもの。バソリス。

註6鉛　山　文　象　斑　岩　三朝町鉛山地区を模式地とし、岩相は、文象斑岩、微文象花崗岩、花崗

斑岩、石英閃緑岩などがある。石英と長石（ふつうカリ長石）が楔型文字

状に組み合った文象組織（顕微鏡的大きさのものは微文象組織という）が

顕著に見られる。　　　　　　　　）

註7グ　リ　ー　ン　タ　フ　グリーンタフ変動によって堆積した、溶岩、火砕流堆積物、火山灰等の
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火山岩のうち、中新世中期以前のものをさす。一般に緑色を帯びているた

めグリーンタフ（緑色凝灰岩）と呼ばれる。

註8山　陰　一　北　陸　区　大規模な堆積盆地が形成された北陸地方の北陸層群、近畿北部の北但一

照木層群、島根県地域の石見一出雲層群が代表的である。鳥取層群は、北

但一照木層群のうち北但層群に含められている。

註9法　勝　寺　火　砕　岩　層　米子市の南から西伯郡西伯町法勝寺にかけて小範囲に分布する、石見一

出雲層群の緑色凝灰岩。玄武岩～安山岩とその砕層岩を主とする下部層、

石英安山岩とその砕層岩を主とする中部層、流紋岩とその砕屑岩を主とす

る上部層からなる。

註10多　　　　里　　　　層　日野郡日南町多望の南方に分布する。中国脊梁山地の南麓に点在する備

北層群の一部である。礫岩、砂岩、泥岩の互層からなる。

註11溝　口　凝　灰　角　磯　岩　古期大山及びそれ以前の噴出物が、火山泥流として2次的に堆積したも

の。東麓における典型的な岩相は、淘汰の悪い、最大径50cm以上の岩塊を

含む凝灰角礫岩で、厚さ数m～約20mの多くのフローユニットからなる。

註12溶　岩　円　頂　丘　粘性の大きな音容岩からなる急傾斜の側面をもつ丘状の火山。鐘状火山、

塊状火山ともいう。

註13侵　　　　食　　　　谷　河川の流水や氷河などの侵食作用によって生じた谷。

註14新期火砕流堆積物　活動の時期によって古いものから順に、名和火砕流堆積物（津久井、1984）

〔太田1962a、bの名和軽石流にほぼ相当し、北麓香取から北西へ名和付
きのえ

近を経て日本海へ達するもの、甲川に沿って北へ分布するものの2流から

なる〕、槙原火砕流堆積物（津久井、1984）〔太田、1962a、b、Cの弥山熱雲

のうち、草谷原、槙原から赤松にかけて、末兼から添谷にかけて、吉原か
なる

ら江尾にかけて分布する4つの分流からなる〕、笹ケ平火砕流堆積物（津久
なる

井、1984）〔太田、1962a、b、Cの弥山熱雲のうち、鏡ケ成から笹ケ平を経
さがりかや　　　　　　　　み

て関金付近に達するもの、鐘ケ成から南へ分布し、下蚊屋へ至るもの、美
よう　　　えび

用から江尾に至るもの、弥山南方から西南西へ富江、白水へ至るものの4

流からなる〕、弥山火砕流堆積物（津久井、1984）〔太田、1962a、b、Cの

弥山熱雲のうち、弥山北方清水原から大雀付近まで阿弥陀川に沿って分布

するもの、西麓桝水原から西へ向かって分布するものからなる〕に区分さ

れている。

註14火　砕　流　堆　積　物　火山灰や軽石などが火口から空中高く吹き出ないで、地表をはう乱流と

なってある方向、または四周へ流れ下ったもの。地形の凹部を埋めて流下

する場合が多く、また一般に分級が悪く（砕屑物あるいは砕屑性堆積岩を

構成する粒子の粒径の分布のひろがりが広いこと）、類質や異質（同じ火山

体の岩石を類質、その火山体と関係のない岩石を異質と呼ぶ）の岩片を含

むことが多い。

註15大　山　火　山　灰　層　活動の時期によって、大山最下部火山灰層（御来屋砂礫層を被覆する）、

大山下部火山灰層（由良砂礫層を被覆する）、大山中部火山灰層、大山上部

火山灰層（岸本礫層を被覆する）に区分されている。

註16大山起源の軽石層　大山最下部火山灰層中では、大山樋谷軽石層（DHP or HDP）、大山松

江軽石層（DKPorDMP）が、大山下部火山灰層中では、生竹軽石層（DNP）

が、大山中部火山層中では、倉吉軽石層（DKP）が、それぞれ知られている。

註17外来の軽石層、火山灰層　大山下部火山灰層中の、生竹軽石層より下位に、三瓶木次軽石（K3　0r

SKP）層〔島根県の三瓶火山起源。大山西麓で厚さ40～45cm、東麓で厚さ
あいら

20cm程度〕が、大山上部火山灰層中の最下部に発達する姶良Tn火山灰（AT）

層〔南九州姶良カルデラ起源。大山一帯に分布がみられ厚さ約20cm程度〕

が、それぞれ知られている。また、約5，000年前に噴出した、南方の火山島

起源と考えられているアカホヤ火山灰（Ah）層〔黄橙色、おがくず状、軽

しょうで可塑性のないガラス質火山灰、黒ボク土層中に火山ガラスの密集

帯として介在する〕が知られている。
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かぎ

註18鍵　　層（Keybed）任意の地域内で、比較的短期間に堆積し、相対的に大きな広がりをもち、

かつ、他の層とくらべて特徴のある岩相を示す地層。それを手がかりとす

ることによって、その地域の層序、構造の解明を容易にし、また、地層の

区分、対比の一つの基準となりうるもの。鍵層が、鍵単層（一枚の単層）

または火砕質鍵（単）層（凝灰岩などの火砕質岩からなるもの）の場合に
は、厳密に同時面をしめす。

註19ク　　ロ　　ス　　ナ　砂丘を構成している砂層中に介在する厚さ20～50cmの黒色を呈する砂。

過去の砂表面が、植物遺体の腐食によって黒色に土壌化したもので、砂丘

′の安定期（飛砂などによる砂の供給の休止期）をしめす。日本海沿岸の砂

丘では普遍的に見られ、かつその形成期が同時期であることなどから、鍵
層として、砂丘発達史の解明に役立っている。

註20江　尾　花　崗　岩　日野郡江府町江尾から同郡溝口町長山にかけて、おもに日野川右岸に分

布し、ほぼ北西一南東方向の分布傾向をもつ。主に角閃石黒雲母花崗閃緑

岩～石英閃緑岩からなり、しばしば、有色鉱物が一定方向に配列して、片

麻状構造を示す。鳥取花崗岩によって各地で貫入されている。

参考文献

赤木三郎　「大山火山の地質」『大山隠岐国立公園、大山地区学術調査幸陪』（財）日本自然保護
協会調査報告第45号、P9～32、1973

赤木三郎　「上福万遺跡の自然環境」『上福万遺跡、日下遺跡、石州府第1遺跡、石州府古墳群』、
鳥取県教育文化財団調査報告書17、P9～15、1985

津久井雅志「大山火山の地質」『地質学雑誌』90（9）、P643～658、1984

豊島吉則　「大山の地形」『大山隠岐国立公園、大山地区学術調査報告』（財）日本自然保護協会
調査報告第45号、P43～54、1973

鳥取県「10万分の1鳥取県地質図および同説明書」鳥取県、1966
地学団体研究会山陰支部『続山陰地学ハイキング』、1983
溝口町誌編さん委員会　『溝口町誌』、溝口町、1973
江府町町史編さん委員会『江府町史』、江府町、1975

角川日本地名大辞典編纂委員会『鳥取県地名大辞典』角川書店、1982

新日本海新聞社鳥取県大百科事典編集委員会『鳥取県大百科事典』新日本海新聞社、1984

第2節　歴史的環境

旧石器時代　鳥取県内では現在のところ旧石器時代の遺跡は確認されていない。しかしながら、

旧石器時代人の落とし物と考えられる遺物がないわけではない。大山山麓一帯で発見

された柳葉状尖頭器◎舟底形石核（黒曜石製）◎ナイフ形石器（淀江町小波出土）◎握

槌等がそれである。またそれらに若干後出するとみられる有舌尖頭器が、岸本町貝田

原、会見町諸木、米子市奈喜良遺跡等で表採され、大山町坊領荘田遺跡でも出土して

いる。現在に生きる我々にとって、その眼に止まり易い土器を所有しない旧石器時代

遺跡の発見は非常に難しいことではあるが、この時代の文化究明には、それを待つし

か方法がない。

縄文時代　彼の土地に住み着いた人々と同様、此の地の人間も土器作りを実現させる。縄文時

代及びその前段階の文化的内容はほとんど解明されていないが、文化的変化の必要に

迫られ、その後現在迄脈々と受け継がれる土器生産が開始されたのは具体的事実であ

る。現在のところ県内最古段階とされている土器は、縄文時代早期のものと思われる

押型文土器であるが、溝口町長山第1⑥、米子市上福万⑯、岸本町林ケ原⑳、北田山

遺跡⑭等で出土している。大山西麓に存在する早期の遺跡としては、溝口町長山第1◎
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井後草里⑪◎下山南通◎南原第1⑯◎江府町佐川第1◎岩屋ケ成◎日南町折渡◎岸本

町林ケ原◎北田山◎米子市上福万遺跡が主なものとしてあげられる。特に上福万遺跡

では莫大な量の遺物と伴に明確な遺構を数多く検出しており、今後当地における縄文

時代を考える際に重要な遺跡となるであろう。前期の遺跡としては溝口町下山南通◎

江府町佐川第1◎助沢竜王◎江尾宿、米子市上福万◎目久美◎陰田遺跡等が知られる。

中期の遺跡は江府町竜王、岸本町林ケ原、米子市目久美◎陰田遺跡等があるが確認さ

れている遺跡数は他の時期に比べるとまだ少ない。後～晩期になると溝口町下山南通e

長山第1◎井後草里◎神原⑳、江府町佐川第1◎岩屋ケ成◎竜王◎美用第1◎美用第

2遺跡等周辺地域だけ見てもわかるように遺跡数が増加する。そして大山西麓に生活

した縄文人は山陰の厳しい自然環境に耐えながらも農耕文化の到来を迎えていくので

ある。

弥生時代　　まず縄文時代後期～弥生時代前期の海退によって形成された低湿地で水稲耕作が開

始され、平野をかかえる丘陵地にも前期の遺跡が存在する。水稲耕作の山間部への波

及は、その自然的条件によりかなり遅れるが、中期中葉になると溝口町下山南通◎神

原◎上中ノ原⑳、日野町岩田遺跡等で集落が営まれる。後期に入ると潅漑技術◎農工

具の発達やそれによる人口増加がさらに進み、米子市青木◎福市遺跡のような大集落

も形成される。溝口町でも下山南通◎大平原第1④◎大平原第2⑤、溝口上野第2②、

長山第1◎水尻⑳◎根雨原第1遺跡⑫等その数は明らかに増加する。ねずみ呑遺跡⑰

から石庖丁、磨製石斧が出土しているが時期は不明である。

古墳時代　　溝口町域には鬼の岩屋古墳⑮、上双子古墳◎間地古墳◎宮原古墳⑬等の後期古墳が

存在する。いずれも主体部は横穴式石室であり、2～3基まとまって分布するもの、

散在するものがある。今回調査した下山南通遺跡の対岸に存在したとされる野武士原

古墳⑧については詳細不明である。周辺地域では考薩天井をもつ貝田1号墳を含む貝

田古墳群、佐川古墳群、美用古墳群、また杉谷横穴墓群、内ノ倉山横穴墓群等が知ら

れている。その他の遺跡としては、溝口上野第1①◎溝口上野第3③◎大平原第1④

◎谷川⑩◎添谷⑭遺跡等が存在する。

歴史時代　　溝口町域は、律令制下では伯膏国日野郡野上郷（和名抄）に属していた。条里制の

施行は不明瞭で、溝口に「中坪上」「中坪下」等の坪付地名があるが、明確な地割遺構

は発見されていない。中世の当町域は久古牧◎新印郷◎三部荘から成る。久古牧は大

山寺西明院領荘園、新印郷は国衛領で、日野郷に本拠をもつ日野氏の所領だったと推

定されるが三部荘を史料上に見出だすことができない。今日の町名「溝口」の名称は

戦国期に入ると見出される（年末群7月24日毛利元就他二名連署状）。近世の当町域は

溝口荘◎三部郷◎佐川郷◎久古荘◎大山寺領からなり、それらは池田鳥取藩主の大名

領地、角盤山大山寺の寺領、鳥取藩家老福田氏の知行所に分けられる。（太田正康）
参考文献『鳥取県地名大辞典』　角川書店　1982

『溝口町誌』　溝口町誌編さん委員会　1973
益田晃他『上中ノ原・井後草里遺跡発掘調査報告書』溝口町教育委員会1983
『大山西麓埋蔵文化財分布調査報告書』鳥取県教育委員会　1977
『大山山麓遺跡群調査報告書②』鳥取県教育委員会　1977
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第3章　縄文時代の遺構と遺物

第1節　遺構

下山南通遺跡では縄文時代遺構として、集石遺構（A区）◎土壌（B区）◎ピット（A区）を検

出した。いずれも当遺跡南隅に存在する。

上　集石遺構

集石－01

位　　置　13Nグリッド南隅に位置し、本遺跡南端の一段低いテラス上に立地する。

形　　態　　楕円形の掘り方〔1．86×（2．04）－0．20m〕の中央部に5～25cmの礫を配す。礫の重

なりは中央部に近いほど厚みを増しほぼ20cm程度である。南側で若干破壊を受け配石

が乱れている。また焼石は認められなかった。

挿図7　A区集石01遺構図
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遺　物　　P05を含め押型文土器4片、無文土器3片を検出した。

時　　期　　出土遺物より縄文時代早期後半と考える。

特筆事項　　掘り方底面に接する礫がほとんどみられないこと、下位に配された礫のレベルがほ

ぼ横一線であることから推察すると、掘り方を穿ち土入れを行ない、その後礫を配し

たと考える。

2。土壌

SK－60

位　　置　10Nグリッド北西隅に位置し、縄文時

代遺跡が確認できたA区より1段高い綬

斜面上に立地する。SK－58◎59に切られ

る。

形　　態　　試掘トレンチT－8及びSK－58◎59に

壊される為、平面形及び規模は不明であ

るが、その深さは18cmを測る。断面形は

壁の立ち上がりが不明瞭である。

土　　層　　掘り込みは黄褐色粘土に迄達しない。

埋土は①～③層である。

遺　　物　　縄文R施文の土器4片Po7（1個体）

を検出した。

時　　期　　出土遺物より縄文時代早期末～前期初

頭と考える。　　　　　　（太田正康）

第2節　遺物

守

挿図8　S挿図8　SK－60遺構図

下山南通遺跡の調査により縄文土器（早◎前◎後～晩期）及びそれに伴なう石器（石鉄◎磨石◎

敲石等）が出土した。それらの遺物は特に遺跡南端（A区）に集中している。以下A区出土の遺

物を中心に報告する。

a土器

本遺跡出土の縄文土器をその文様形態によりI～VI類に分類した。また、各遺物の詳細は挿

表4～6に、出土位置は付図2（下山南通遺跡A区出土遺物DOT－MAP）に示している。

I類　押型文土器（挿図9　Pol～5　図版4）

Polは縦位に楕円文を施す。口緑端部内面に不明瞭ながら平坦面をもつ。P02は外面に横位
註1

の楕円文を施すが、内面の施文は若干斜位である。Po4◎5は特殊菱形（変形山形）文を外面に
註2

施し、他の押型文土器に比べ胎土は微密である。

II類　縄文土器（挿図9◎10　Po6～25　図版4）

（丑Rの縄文を施すもの（Po6◎7）

P06の施文は羽状を呈する。P07はB区SK－60出土の遺物である。いずれも胎土中に繊維

を含まない。
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②RLの縄文を施すもの（Po8～12）

Po8◎9は口緑下に押し引き沈線、PolOは貼付け突帯上に刻みを施す。Poll◎12は薄手で口

緑端部は外に張り出す形態である。Po8～10は胎土中に繊維を含むがPoll◎12は含まない。

③LRの縄文を施すもの（Po13（し25）

Po13は全体の器形がほぼ把握できる唯一の縄文土器である。おそらく底部は鈍い尖底で、そ

の底部より胴部へやや広がり、口緑部は直立気味に立ち上がる。胎土中はキメの粗い繊維を多

量に含む。Po14は口緑端部外面に不明瞭な平坦面をもち薄く仕上げる。Po15◎16◎17の口緑

端部には刻みを施す。Po16の口縁下には押し引き沈線を施す。Po18◎19はいずれも胴部片で

ある。Po19は外面に段を有する。Po20◎21の内面にはへラ調整痕が明瞭に残る。Po22～24は

内外面に縄文施文が行なわれる。25は平底の底部片で外面に沈線が施される。上位に縄文施文

が行なわれることがかろうじて確認できた。Po20～24以外は胎土中に繊維を含む。

III類　沈線文土器（挿図10◎11Po26◎41図版4◎5）

Po26は、一見した感じでは撚糸文かと思われたが、条の中に撚りが確認できず沈線文土器と

した。Po41は外面に、3～4mmの凹状沈線、横位の刺突、縦位の突帯を施す。内面は条痕調整

が認められる。

IlT類　条痕文系土器（挿図10◎11図版5◎6）

①折り返し口緑を有するもの（Po27～35）

Po27～32は折り返し口緑部及び胴部外面に連続刺突を施す。内面のナデ調整は粗く、粘土積

み上げ痕も残存するなど凹凸がはげしい。Po33～35は内外面条痕地文のみである。Po27～32の

無文（刺突を施さない）のタイプと考えられる。

②条痕地文に刺突を施すもの（Po36）

内面にナデ調整を施し口緑は単純に仕上げる。

③その他（Po37～40◎44）

Po37◎40◎44は条痕地に突帯を貼付け、その上に刻みを施す。38◎39は条痕地のみである。

lT類　別突文土器（挿図12　図版6）

①極細工具による刺突を施すもの（Po42◎43）

②半裁竹管による刺突を施すもの（Po46◎47）

③劣裁竹管による刺突を施すもの（Po45）

VI類　無文土器（挿図12～14　図版6）

①ナデ調整◎条痕調整により仕上げるもの（Po48～59）

Po48は口緑端部に沈線、口緑下に円孔が施される。Po50は口緑下に円孔を施そうとしたもの

らしく、その痕跡が内外面に認められる。Po54の口緑端部内面には斜行沈線、Po56の口緑端部

内面、Po57の口緑端部外面には絡条体圧痕が施される。Po58◎59の上部については不明である。

②粗製土器（Po60～64◎69）

Po60◎61の口緑端部は、粘土貼り付けにより肥厚する。Po62の口緑は直行し、口緑下に円

孔が施される。Po63の口緑はやや内傾する。Po69は上げ底気味である。

－18　－
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③刻み目突帯を有するもの

Po66は口緑端部にも刻みを施す。

註1『鳥取県教育文化財団調査報告書17◎上福万遺跡』1985における縄文土器の中でI類D種とされ

るものと同タイプの土器である。

註2　褐色、暗褐色を呈し、焼成も良好、胎土中に砂粒を僅かに含む程度である。

b　石器

下山南通遺跡の石器は、剥片石器と石核石器◎礫石器の2つに大別した。その使用時期につい

ては、A区出土の石器を縄文時代早～前期（北部◎南部遺構群出土の石器を弥生時代中～後期）

として取り扱った。

1◎　剥片石器◎剥片◎石核（挿図16◎17　挿表7◎8　図版6）

A区出土の剥片石器は石鉄◎尖頭器があり、石鋲未製品と思われ．るものもある。また、剥片◎

－　24　－



石核も出土している。

石蝕（Sl～29）

総数29点0このうち、石材は黒曜石22点（76％）サヌカイト6点（21％）チャート1点（3

％）である0完形23点についての長さ・幅の相関を挿表1に示した。長さは10．5～25．5mmの間

にある015・卜20mmの間にあるものは8点（35％）、20・卜25mmの間のものは10点（43％）存在

する0幅は9・4～24mmの間にある010・卜15mmの間のものは11点（48％）、15．1～20mmの間のも

のは9点（39％）存在する。長さと厚さ、幅と厚さの相関は挿表2・3に示した。厚さは2．2～8．

6mmの間にある。

石鉄の製作を考えると、その製作技術が違えば仕上がる製品の形態的特色（長さ・幅・厚さ）

にその影響が現れるのは言うまでもない0そのことをふまえて挿表1～3の中でA区とB・C・

D区出土の石鉄を見比べる0長さ・幅の相関（挿表1）を見ると、グラフ上のポイント分布は、

A区とB・C・D区では27度と14度の範囲内にそれぞれおさまり、そこにはかなりの差が認め

られる。興味深いのは、双方の石鉄幅及び幅に対する長さの比の最大値を示す直線の傾きが双

方とも同様であるのに対し、幅と長さの比の最小値を示す直線の傾きは大きく異なるというこ

とである0特にA区では、幅が長さを上回るものも存在するo B・C・D区では19．1mmの石鉄

が最も短いが、A区ではそれ以下のものが8点存在しその最短のものは10．5mmである。

10 20

挿表1石傭長・幅相関表
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次に長さ・厚さ、幅・厚さについてのグラフ中のポイントに着目す　幅

ると、A区出土のものがB・C・D区に比べより広がりをもつことが（m）

窺える。以上のことからA区の石鉄に比べ、B・C・D区の石鉄は長

さ・幅・厚さにより企画性をもち全体的にスマートであることが言え

る。

最後に、A区とB・C・D区出土石鉱の時期であるが、共伴する土

器から類推し、縄文時代早期後半～前期前半、弥生時代のものがそれ

ぞれ大半を占めると考える。

尖頭器・石銀末製品（S30・31）

S30の素材は剥片である。尖端部が僅かに欠損する。背面側は両線

に剥離調整を施し尖端部を作り出すが主剥離面側には一部に剥離調整

が認められるだけである。S31はおそらく約％が欠損すると考えられ

るが、末製品であろうか。

剥片

A区出土の剥片総数は286点であり、石器遺物全体の83％を占める。

これらの遺物を分析し検討を加える事は、当時の石器製作技術を知る

上で必要不可欠である。今回の報告では検討を加えるまでには至らな

かったが形態分類を行ないそのデータを提示する。
註1

I剥片分析方法

i計測（挿図15参照）

A単純最大長（最も長い部分の計測値）

B単純最大幅（単純最大長に直交する長さで

最大のもの）

C最大厚

D最大長（剥離軸方向）

E最大幅（剥離軸に直交する）

ii形態分類

最大長（L）と、それに対する最大幅（1）

の比によって5分類を定義する。

石刃　　　　　L≧21、L≧5cm

石刃状剥片　1≧1．2cm

石刃状剥片は両線が主剥離面に平行でな

い場合を呼ぶ。

剥片

横形剥片　L≦1

細石刃　　L≦21、1＜1．2cm

－　26　－
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II分類結果

分類した各形態別点数は（挿表10～12）、剥片125点（44％）、横形剥片150点（52％）、石刃

1点（0．5％）、石刃状剥片1点（0．5％）、細石刃9点（3％）である。石材別に見ると黒曜

石257点（90％）、サヌカイト12点（4％）、珪岩6点（2％）、その他頁岩◎メノウ◎ジャス

パー◎鉄石英◎アプライトが11点（4％）である。黒曜石が大半で僅かにサヌカイトが利用

され、その他の石材はほとんど石器素材として用いられることがなかったことを示している。

〈こ＞

く＞

S4億一億5戌
C＝＞

∠）

－＿1－＿栄二
Sll

挿図16　A区出土剥片石器実測図①
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先述したA区出土の剥片石器の石材別点数をみても同じ傾向を示している。

剥片と横形剥片の比率は1：1．2でやや横形剥片の点数が多く、石刃◎石刃状剥片等の石器

素材になり得る様なものはごく僅か認められたのみである。剥片◎横形剥片の剥取はほぼ同

程度になされ、石器素材になり得るものは無駄にされることはほとんどなかったということ
註2

であろう。この状況は上福万遺跡（米子市上福万）における様相と合致する。本遺跡出土の

細石刃については、それを利用して製作した小型の石器は確認しておらず、石器製作過程に

おける副産物（屑片）かと考えられる。

石核（挿図17）

6点出土しておりいずれも黒曜石である。

2。石核石器◎磯石器

本遺跡の石核石器礫石器は、次の様に分類した。（鈴木道之助『図録石器の基礎知識III』1981、

柏書房のP22表1を参考にした）

①　磨石◎敲石……磨痕◎磨面、敲痕◎敲面、凹みが一個体に併存する場合が多いため、その

組み合わせにより次のI～VIの6タイプに細分した。I（磨痕のみ）、II（敲痕のみ）、III（磨

痕＋敲痕）、IV（磨痕＋凹み）、Ⅴ（敲痕＋凹み）、VI（磨痕＋敲痕＋凹み）

②　石斧……打製石斧、局部磨製石斧、磨製石斧、環状石斧がある。

③　石錘……円礫（又は丸石）を利用して、その長軸方向の両端を欠いた石錘。

④　石皿…‥ヰ央部に磨耗による大きな凹みを有する石器。

⑤　砥石……使用画がほぼ平坦な砥面を有する石器。一部には、磨耗による小さな凹みや、線

条痕などが認められる。

⑥　石庖丁

A区出土の石核石器◎礫石器の総数は21点である。その分布範囲は、土器∴剥片石器の分布範

囲と重なる。

①　磨石◎敲石〔挿図18◎19　挿表9　図版7〕

磨石◎敲石I（S38～42）

5点出土した。両面に磨痕の認められるもの（S40◎41◎42）、片面に磨痕の認められるも

の（S38◎39）、周縁部に磨痕の認められるもの（S42）などがあり、これらの中には過度の

磨耗によって平坦になった磨面を持つもの（S38◎42）、磨面が光沢を持つもの（S41）があ

る。

石材は、角閃石安山岩、花崗閃緑岩、花崗岩である。

磨石◎敲石H（S43◎44）

2点出土した。高走痕が長軸方向の上端に認められるもの（S43）、両端に認められるもの（S

44）がある。

石材は、砂岩、黒雲母花崗岩である。

磨石◎敲石IV（S45～49）

5点出土した。片面に凹みの認められるもの（S45◎47◎48）、周縁部に凹みの認められる
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もの（S45◎46◎49）があり、これらの中には過度の磨耗によって平坦になった磨面を持つ

もの（S45◎47）がある。

石材は、角閃石安山岩、無斑晶安山岩等である。

磨石◎敲石IV（S50～53）

4点出土した。片面に凹みの認められるもの（S51◎52）、両面に凹みの認められるもの（S

畷ZZ≡遜

l

、芝二藁

了、二＿一三二二：
O S＝1：4　10。IL

J　　　　　」

：：｛I廟‡

o S＝l：2忘cm
挿図19　A区出土石核石器。礫実測図②
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50◎53）があり、これらの中に

は過度の磨耗によって平坦にな

った磨面を持つもの（S50◎51◎

52）、過度の敲打によって平坦に

なった敲面を持つもの（S50◎

52◎53）がある。

石材は、花崗閃緑岩、角閃石

安山岩などである。

②　石斧

打製石斧（S54）

石材は、ガラス質安山岩であ

る。全体に剥離痕が認められる

こと、周縁部に両面調整によっ

て刃部が作り出されているが、

刃部と基部の区別がはっきりし

ないことなどから、剥片石器に

属すると判断できるが、ここで

は打製石斧として取り扱っ．た。

③　石錘（S55◎56）

S55◎56共に礫石錘で、長軸

方向の両端に打撃を加え、糸掛けを

作り出している。

石材は、角閃石安山岩である。

④　石皿（S57）

扁平な石を利用しており、石

材は、黒雲母角閃石安山岩であ

る。表面中央部に斜めに伸びる

若干の凹みを持つ磨り面が認め

られる。表面右側には敲打によ

る凹みが認められ、何かを敲く

際の台石としても利用されてい
S58　－　、O S＝1：6　　20cm

たことが窺われる。また、石皿　　　　　　挿図20　風区出土石器実測図

として製品化する際の加工痕と思われる平坦な磨面が、縞状に認められる。

⑤　砥石（S58）

扁平な石を利用しており、石材は、角閃石安山岩である。平坦な砥面には、線条痕が認め

られる。また、砥面には小さな凹みも認められ、敲く際の台石として、又は石皿としても使

－　32　－



用されていたことが窺われる。

（太田正康）

註1①山中一郎「長原遺跡出土の石器について」『大阪市平野区長原遺跡発掘調査報告書』長原遺跡

調査会編1978

②根鈴輝雄「原石◎剥片◎石器◎石鉄について」『鳥取県教育文化財団調査報告書17上福万遺跡』

1985

註2　註1－②に同じ

また、上福万遺跡では、縄文時代早期後半～前期前半の土器が出土している。本遺跡A区出土

の土器もほぼそれと同時期のものであり、対比する好資料であろう。

第3節　小結

前節で述べたA区出土の縄文時代遺物について位置づけをして小結とする。

I類とした押型文土器は、内外面小型楕円文を施すものや文様の粗大化がみられ、早期後半（黄
註1　　　註2

島式◎高山寺式併行）の時期である。II類とした縄文土器は、縄文RL◎LRの原体により施文

されるものがほとんどで、器厚も厚いものが多い。また、縄文R施文のものは胎土中に繊維を含

まないが、それ以外は繊維を含むものが多く（挿表4◎5）、II類の特徴の1つとしてあげることが
註3

できる。III類としたものには、厚手で胎土中に繊維を含む土器と、外面に突帯をもち内面に条痕
註4

調整が施される土器がある。IV類は本遺跡で最も出土量の多かった土器群である。IV類の土器で
註5

は、胎土中に繊維を含むものが僅かにみられる程度である。これらの土器は米子市陰田遺跡◎松江
註6

市タテチョウ遺跡出土遺物の中に類似するものがある。前期前半の時期に比定できる。Ⅴ類土器
註7

の中には羽島下層II式～北白川下層I式の特徴をもつものが含まれる。VI類中には時期の異なる

ものが存在する。VI類①に含まれる各土器は、I類～Ⅴ類のいずれかに伴うものであろうし、VI

類②◎③は後～晩期の遺物であろう。

以上、本遺跡出土の縄文土器については、早期後半e早期末～前期前半、後～晩期に大別して

捉えられる。石器については共伴する土器より、本遺跡南端A区出土のものを縄文時代遺物と考

えており、本章に記述した。B◎C◎D区出土の石器は弥生時代のものを多く含むと考え第6章

第2節に記述した。尚A区における各遣物の出土状況等についての細かな検討は第6章第1節に

記述する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（太田正康）

註1　岡山県邑久郡黄島貝塚

註2　和歌山県田辺市高山寺貝塚
ひかわ

註3　II類土器の特徴は、島根県簸川郡菱根遺跡出土の「縄文地繊維土器」に類似性を求められようか。

註4　後者の土器は、米子市陰田遺跡において出土している。『陰田』米子市教育委員会1984◎3、こ

の報告の中で第1群土器とされているものがそうである。

註5　『陰田』米子市教育委員会1984◎3

註6　『タテチョウ遺跡発掘調査報告書』－I－島根県教育委員会1979◎3

この報告の中で前期BeC類とされる土器群である。B類を「羽島下層式に近い」としている。

註7　桐谷克彦「北白川下層式土器」『縄文文化の研究30縄文土器I』雄山間1982
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遺物番号 挿図番号 図版番号　 取　上　 番　号 口径（cm） 手　 法　 ・　 特　 徴 胎　　　　　　　 土 色　　　 調 焼　 成

Po l 9 4 2 A
N alO49

N o．892

外面に押型文 （楕円）を施す。 砂粒、長石、黒雲母含

む。
内外面淡褐色 良好

P o 2 9 4 2 A

No．1265
No．1397

内外面 に押型文 （楕円）を施す。

一部スス付着。

石英、長石を含む。 内外面赤褐色 良好

P o 3 9 4 1 B
No．1081

尖底部 外面に押型文 （楕円） を施す。 石英、長石を多量に含

む。繊維少量含 む。
内外面淡褐色 良好

P o 4 9 4 l B
No．13 11

外面に押型文 （特殊菱形）を施
す。

石英、長石を含む。 内面暗褐色
外面淡褐色

良好

Po 5 9 4 2 A
No．13 70

外面に押型文 （特殊菱形）を施
す。

石英、長石を多量に含

む。黒雲母少量含む。
内外面褐色 良好

Po 6 9 4 2 A 復口径 外面 に縄文（R ）、口緑端部に刻 石英を多量に含む。黒 内外面暗褐色 良好
No．133 2

No．140 9
22．8 みを施す。 雲母含む。

Po 7 9 4 B 区S K －60 復口径 外面に縄文（R ）、口緑端部に刻 石英、長石を多量に含 内面暗褐色 良好
Nn937 2 1．3 みを施す。 む。黒雲母含む。 外面淡褐色

Po 8 9 4 2 A 外面縄文 （R L ）、口緑端部刻み、石英を含む。黒雲母少 内外面褐色 良好
No．187 口緑下に 3 条の押 し引き沈線を

施す。
量含む。繊維含む。

Po 9 9 4 2 A 外面に縄文 （R L ）を施す。 3 石英を多量に含む。繊 内面褐色、 良好
NG1146 条以上の押 し引 き沈線 を施す。 維含む。 外面明褐色

PolO 9 4 1 B 外面に縄文 （R L ）、口緑下の貼 石英を含む。金 ・黒雲 内外面褐色 良好
No月40、944、706、
692

付寒帯に刻みを入れる。 母含む。繊維多量に含

む。

Poll 9 4 2 A
N o．1019

外面に縄文 （R L ）を施す。 砂粒、石英を含む。 内外面淡褐色 良好

Po12 9 4 2 A
No⊥629

外面に縄文 （R L ）を施 す。 石英を含む。 内外面明褐色 良好

Po13 9 4 1 A
‰10 56、92 2、

11 2 4、10 5 7、
112 5、12 09

2 A
No．1158、54 9、

12 3 3、115 9、
126 6、140 5

外面に縄文 （L R ）を施す。 砂粒、金。黒雲母含む。

繊維多量 に含む。
内外面褐色 良好

P o14 9 4 2 A

N8 123 4 ・

外面に縄文 （L R ）を施す。 砂粒、石英 を含む。繊
維含む。

内外面褐色 良好

Po15 9 4 2 A 外面に縄文（L ；R ）、口緑端部 に 砂粒、石英を含む。繊 内外面褐色 良好
NG138 9 刻みを施す。 維多量に含む。

Po16 10 4 2 A 外面縄文（L R ）、口緑部に押 し 石英を含む。黒雲母、 内外面褐色 良好
Na266 引き沈練 2 条、口緑端部に刻み

を施す。
繊維を含む。

Po17 10 4 1 A 外面に縄文（L R ）、口緑端部に 砂粒、長石、金雲母含 内外面褐色 良好
No．1283 刻み施す。 む。繊維 を多量に含む。

Po18 10 4 2 A
No．1333

No．1409

外面に縄文 （L R ）を施す。 石英、金雲母含む。繊
維多量に含む。

内面暗褐色
外面淡褐色

良好

Po19 10 4 2 A
No．1369

外面に縄文 （L R ）を施す。 石英を含む。繊維を多

量に含む。
内面褐色
外面淡褐色

良好

Po2 0 10 4 2 A
No．1223

外面縄文（L R ）、内面へラミ．ガ

キを施す。一部 スス付着。
石英、長石、金雲母含
む。

内面赤褐色
外面淡黄褐色

良好

Po2 1 10 4 2 A
No．1218

外面に縄文 （L R ）を施す。一
部 スス付着。

石英、長石を含む。 内面褐色
外面暗褐色

良好

P o22 10 4 20 トレンチ 外面及び口緑内面部、口緑端部 石英、長石を含む。金 内面暗褐色 良好
No．441 に縄文 （L R ）を施す。 雲母少量含む。 外面褐色

P o23 10 4 拡張 トレンチ 外面縄文（＿L R ）、内面条痕地に 石英を少量含む。黒雲 内面暗褐色 良好
No．55 縄文 （L R ）を施す。 母含む。 外面淡褐色

P o24 10 4 2 A
No．1200

No．1229

内外面及び口緑端部に縄文 （L

R ）を施す。
長石を含む。 内面赤褐色

外面褐色
良好

P o25 10 4 20 トレンチ

No．46 2
No．464

復底径

7．4

外面に縄文 （L R ）と沈線を施

す。
石英、黒雲母少量含む。
繊維含む。

内面褐色

外面淡褐色

不良

挿表4　下山南通遺跡縄文土器観察表①
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遺 物番 号 挿 図番号 図版 番号 取　 上　 番　 号 口径 （cm ） 手　　 法　　 e　　 特　　 徴 胎　　　　　　　 土 色　　　 調 焼　 成

P o26 10 4 2 B 3 本 1 単位 （幅 1 cm ） の条線 施 長 石 を多 量 に含 む。黒 内面 灰褐 色 良好

‰ 1344 す。 雲母 、繊 維含 む。 外面 淡黄 褐色

P o27 10 5 1 B

NoJ 092

胴 部突帯 が折 り返 し口緑 につな

が る。 口緑 、突帯 及 び外面 は櫛

状 工具 に よる刺突 が施 され てい

る

石 英、黒 雲母少 量含 む 内面 明褐 色

外 面褐 色

良好

P o28 10 5 1 A

No．8

折 り返 し口緑 部 に櫛 状工 具 に よ

る刺突 を施 す。 内面条 痕。

石 英 を含 む。 内外面 暗褐色 不良

P o29 11 5 1 B 復 口径 折 り返 し口緑 及 び外面 に は、条 石 英、長 石 を多量 に含 内面淡黄 褐 色 良好

N o．6 6 4 、 6 6 7 、

1075、 1072

35 ．8 痕 地 に櫛状工 具 に よる刺突 を施

す。

む。黒 雲母 を少量 含 む。外 面褐 色

P o30 1 1 5 1 B 折 り返 し口緑 は櫛 状工 具 によ る 石 英 を多量 に含 む。長 内外面 褐色 良好

N o．107 1、 1072 、

1075

刺突 、外面 は半裁 竹管 に よる刺

突が施 され て いる。

石、繊維 を少 量含 む。

P o3 1 11 5 1 B 折 り返 し口緑が 波状 をな す。口 石英 を多量 に含 む。 長 内外面 暗褐 色 良好

N o．813 、815、9 11、

915

緑 には櫛状 工具 に よる刺突 ．、外

面 には 口緑 に沿 っ て条痕地 に半

裁竹 管 によ る刺 突 を施 す。

石、金 ・黒雲 母含 む。

P o3 2 11 5 O C 折 り返 し口緑及 び外面 は、 条痕 砂粒 、長石 、黒雲母 少 内外面 淡褐 色 良 好

N o．984 地 に劣哉竹 管 に よる刺実 が施 さ

れ てい る。

量含 む。

P o3 3 11 5 2 A 内外 面条痕 調整 。折 り返 し口緑 石英 、長石 、黒雲母 を 内外面 淡褐 色 良 好

N o．580 上 に条線 をめ ぐらす。 少量含 む。

P o3 4 11 5 1 B

N a913

外面 ナ デ調 整 、内面 条痕 、折 り

返 し口緑 を もつ。

砂粒 、黒雲母 を含 む。 内外面 淡褐 色 良 好

P o3 5 11 5 1 B 復 口径 折 り返 し口緑 ナデ調 整。外 面及 石英 、長石 、黒雲母 少 内面暗 褐 色 良 好

N GlO73 6 ．4 び胴下 半部 の内面は条痕 を施 す。 量含 む。繊維 含 む。 外面 褐色

P o3 6 11 5 8 R

N a762

外面 条痕 地 に劣 戟竹 管 によ る刺

実 を施 す。

砂粒 、黒 雲母 少量含 む 。内面 淡黄褐 色

外面 褐色

良 好

P o3 7 11 5 2 B 内 外面条 痕。外 面突帯 上 に刻 み 石英 、長石 、金雲 母含 内外面 褐色 良 好

N o．329 を施す。 む。

P o3 8 11 5 1 A

N o．19、 20、 2 1

口緑 は波状 をなす 。内外面 条痕

調整 。

石英 、黒雲母 含 む。 内外面 褐 色 良 好

P o3 9 11 5 S K － 01 胴 屈曲部 。外面 条痕 。内面 屈 曲 石英 多量 に含む。 長石 内面暗 褐色 良 好

N a796 部 よ り上 位へ ラ削 り、下位 ナ デ

調整 。

黒雲母 含 む。 外面 褐色

P o4 0 11 5 2 A

N o．619

内外 下条痕 。 口緑面 に刻 み目突

帯 あ り。

石英 多量 に含む。 内面 淡褐色

外面褐 色

良 好

P o4 1 11 5 2 A N o．598 外面 は横 位 に幅 広 の沈線 、縦位 石英 、黒雲母 を少 量含 内外面 褐 色 良 好

3 A N o．899 に突 帯 を施す。 屈 曲下 に刺 突 を

施 す。 内面 に条痕調 整。

む。

P o 42 12 6 2 A 外面 に極 細竹管 による刺 突、 口 石英 、長石 、黒雲 母 を 内面 暗褐 色 良 好

No．139 1 緑部 に刻 み を施 す。 含 む。 外面 淡灰褐 色

P o 43 12 6 2 A N o．10 11

1 B N o．1190

外面 は横 位 に刺 実 を施 し、斜位

に条線 を施 す。

長石 を多量 に含 む。 内外 面褐 色 良好

P o 44 12 6 1 B

No．70 6

内外面 条痕。外 面 に突帯 が付 く。 砂粒 を含 む。 内面 淡褐 色

外面 黒色

良好

P o 45 12 6 2 A

No．78 、 73 、 77

復 口径

2 6 ．6

外面 は条痕地 に C 字 連続 刺実 を

施す。

石英 、黒雲 母 を含 む。 内外 面暗 褐色 良好

P o 46 12 6 2 A

No．59 9

口緑外面 に左 か ら右へ D 字状刺

実 を 2 列以上 施 す。

石英 、長石 を含 む。 内 外面暗 褐色 良好

P o 47 12 6 2 A

Nは6 29

外面 に左か ら右へ D 字状 刺実 を

施す。

石英 、長石 を含 む。 内面 暗褐 色

外面 灰褐 色

良好

P o48 12 6 1 B 復 口径 内外面 ナ デ調 整。 口緑端 部 に亥l 石 英 を多量 に含む。黒 内 外面 良好

No．84 5、848 、849 、

1354 、 12 93

1 A

No．5 26

2 A

NoJ 3 29、 1411

2 B

NoJ 3 83

28 ．2 み を施 す。口緑下 に穿孔 が ある。雲母 を少 量含 む。 淡 褐色 ～

淡灰 褐 色

P o49 12 6 l B 復 口径 内外面 ナ デ調 整。 強 いナデ に よ 石英 を多量含 む。長 石、内外面 良好

No．1291、 1292、

1294

4 2 ．2 リロ緑端 部歪 む。 金 ・黒雲母 含 む。

繊維 少量 含 む。

淡灰 褐色

～黒 褐色

P o50 13 2 A

No．1274

内外面 ナ デ調 整。 外面 に刺突 あ

り。外 面の刺 突 と対 をなす 内面

に穿孔 の 痕跡が あ る。

石 英、黒 雲母 を含 む。 内面淡 褐色

外 面淡 灰褐色

良好

挿表5　下山南通遺跡縄文土器観察表②
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遺物番号 挿図番号 図版番号 取　 上　番　 号 口径（cm） 手　 法　 ・　 特　 徴 胎　　　　　　　 土 色　　　 調 焼　 成

Po51 13 1 A

N a524
外面ナデ調整。内面条痕。 石英、金 ・黒雲母 を含

む。

内面褐色

外面黒褐色

良好

Po52 13 2 A

‰1326

内外面ナデ調整。 金雲母 を含む。 内外面淡褐色 良好

Po53 13 2 A

N a1175

内外面ナデ調整。 長石、黒雲母 を含む。 内外面黒褐色 良好

Po5 4 13 2 A

NG 1019

内外面ナデ調整。口緑内面に斜

行沈線 を施す。
長石を含 む。 内外面淡褐色 良好

P o5 5 13 3 A
No．348

内外面条痕。 口緑端部に刻みを
施す。

石英を含む。 内外面褐色 良好

P o56 13 2 A 内外面ナデ調整。口緑内面に絡 石英、長石、黒雲母を 内外面暗褐色 良好
NoJ 241 状体圧痕 を施す。 含む。

P o57 13 2 A

‰70

口緑に単位の大きな刻みを施す。石英、長石 を含む。黒

雲母を少量含む。
内外面褐色 良好

Po58 13 2 A
‰142 2

尖底部 内外面ナデ調整。 石英を含む。繊維を少
量含む。

内外面淡褐色 良好

Po59 13 2 B

N a134 6

尖底部 内外面ナデ調整。 石英、金雲母 を含む。 内外面淡褐色 良好

Po60 13 6 表採

NoJ 446

復口径

39．4

内外面削痕調整。一部 スス付着。石英を多量含む。

黒雲母を少量含む。
内外面淡褐色

～淡黄褐色

良好

Po61 13 6 2 A 外面削痕。内面ナデ調整。外面 石英、長石を含 む。黒 内外面明茶褐

色

良好
No．1242 スス付着。 雲母を少量含む。

Po62 13 6 1 I

Nq 200、259、30 5

内外面 に削痕 を施す。 口緑部に

円孔あり。
石英、長石、黒雲母含

む。

内面淡灰褐色

外面淡褐色
良好

Po6 3 14 6 1 I

N o．305、259

復口径

30．4

外面削痕、一部スス付着。 石英、長石、黒雲母含

む。

内面淡褐色

外面暗褐色

良好

Po64 14 2 A

NoJ 016

内外面削痕調整。 石英、黒雲母を含む。

繊維含む。
内外面淡黄褐
色

良好

P o65 14 6 No．374 折 り返 し口緑部に刻みを施す。 石英を含む。 内面淡灰褐色

外面淡褐色

良好

P o66 14 6 S I －01

NG3 92

復口径

15．2

口緑端部外面に刻みを2 ヶ所施

す。
長石を含む。 内外面淡褐色 良好

Po67 14 6 S K －16

N o．498
口緑下外面に刻み目突帯あり。 長石を含む。 内外面灰褐色 良好

Po68 14 6 S K －64

N nlO8 2

復口径

25．0

口緑下にへラ状工具による刻み

目突帯がめぐる。内外面ナデ調
整。

石英を含む。 内外面明褐色 良好

Po69 14 1 I

N a305

底部径

8．6

底部内外面ナデ調整。 石英、長石 、黒雲母含

む。

内面黒褐色

外面淡褐色

不良

挿 表 6　 下 山 南 通 遺 跡 縄 文 土 器 観 察 表 ③

N o． 挿 図 番 号 図 版 番 号 分　　 類 出　 土　 位　 置 取 上 番 号
最 大 長 さ

（m m ）

最 大 幅

（m m ）

厚　 さ

（m m ）

重　 さ

（g ）
石　　　　 材

S l 1 6 6 石　　　 節 A 区　　　　 1 A 4 5 （1 9 ．0 ） （1 4 ．0 ） 3 ．0 0 ．6 黒　　 曜　　 石

S 2 1 6 6 ノノ ／／　　　　　　　　　 ノ／ 2 7 2 3 ．0 2 1 ．0 7 ．0 2 ．1 ノノ

S 3 16 6 ノノ ノノ　　　　　　 2 A 12 2 0 1 8 ．5 （14 ．0 ） 4 ．0 0 ．6 ノ／

S 4 1 6 6 ノ／ ノノ　　　　　　　　　　 ノノ 2 8 4 2 6 ．0 （16 ．5 ） 3 ．5 0 ：8 ノノ

S 5 1 6 6 ノ／ ノ／　　　　　　　　 ／／ 6 6 1 6 ．0 14 ．0 3 ．5 0 ．5

S 6 1 6 6 ノノ ノ／　　　　　　　　　 ノノ 2 8 5 2 5 ．4 1 4 ．8 5 ．2 1 ．5 ノ／

S 7 1 6 6 ノ／ ノ／　　　　　　　　　 ノ／ 7 7 2 1 8 ．5 1 5 ．0 3 ．5 0 ．6 サ　 ヌ　 カ　 イ　 ト

S 8 1 6 6 ／／ ／／　　　　　　　　 ／／ 1 13 2 （2 3 ．0 ） （1 6 ．0 ） （5 ．5） 1．8 ノノ

S 9 1 6 6 ノ／ ／ノ　　　　　　　　　 ／／ 6 4 2 2 0 ．0 （17 ．0 ） 5 ．0 1 ．4 ノノ

S l O 1 6 6 ／／ ノ／　　　　　　　　　 ノ／ 1 4 3 2 2 2 ．0 1 6 ．0 4 ．0 9 ．9 ／ノ

S l l 1 6 6 ／／ ／／　　　　　 1 B 7 1 4 （1 0 ．0 ） （1 4 ．0 ） 4 ．0 0 ．5 黒　　 曜　　 石

S 1 2 1 6 6 ノノ ／／

3 層 2 0 ト レ ン チ

4 2 7 1 6 ．5 1 9 ．1 3 ．0 0 ．4 ノ／

S 13 1 7 6 ノノ ノ／ 4 0 5 2 5 ．0 2 4 ．0 5 ．5 2 ．1 ／／

S 14 ／／ A 区　　　　 1 A 1 0 6 7 1 2 ．2 1 1 ．5 3 ．4 0 ．3 黒　　 曜　　 石

S 15 ノ／ ／ノ　　　　　　 2 A 2 8 1 1 0 ．5 1 3 ．0 3 ．2 0 ．3 ／／

S 16 ノ／ ／／　　　　　　　　　 ノノ 1 2 5 4 2 2 ．4 1 6 ．1 6 ．3 1 ．4 ノノ

挿表7　下山南通遺跡（A区）剥片石器一覧表①
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N o． 挿 図 番 号 図 版 番 号 分　　 類 出　 土　 位　 置 取 上 番 号
最 大 長 さ

（m m ）

最 大 幅

（m m ）

厚　 さ

（m m ）

重　 さ

（g ）
石　　　　 材

S 1 7 石　　　 毒族 A 区　　　　　 2 A 10 7 0 2 1 ．0 13 ．0 3 ．2 0 ．7 黒　　 曜　　 石

S 18 ／／ ノ／　　　　　　　　　 ノ／ 2 8 0 2 4 ．2 1 7 ．9 5 ．0 1 ．6 ／ノ

S 1 9 ／ノ ／／　　　　　　　　　　 ノ／ 7 7 6 1 7 ．0 10 ．1 2 ．2 0 ．3 ノノ

S 2 0 ノノ ノ／　　　　　　　　　 ！／ 12 3 0 2 2 ．4 1 6 ．6 8 ．7 2 ．4 ／／

S 2 1 ／ノ ノ／　　　　　　　　　　 ノ／ 5 3 7 1 4 ．0 1 3 ．0 2 ．5 0 ．6 ノ／

S 2 2 ／／ ノノ　　　　　　　　　　 ノノ 13 9 1 8 ．5 1 5 ．4 4 ．6 1 ．0 サ　 ヌ　 カ　 イ　 ト

S 2 3 ノノ ノノ　　　　　　　　　　 ノノ 6 0 3 1 3 ．1 12 ．6 2 ．7 0 ．4 ／ノ

S 2 4 ノ／ ノノ　　　　　　 1 B 3 2 2 1 6 ．5 1 6 ．4 5 ．3 0 ．8 黒　　 曜　　 石

S 2 5 ／！ ノノ　　　　　　　　　　　 ノノ 1 19 1 2 3 ．9 1 5 ．0 3 ．7 1 ．1 ノ／

S 2 6 ノノ ／ノ　　　　　　　　　　 ノノ 8 3 0 1 8 ．3 8 ．4 3 ．3 0 ．4 ！／

S 2 7 ／ノ ノノ　　　　　　　　　　 ／／ 8 4 2 2 0 ．5 1 3 ．6 3 ．8 0 ．9 ノ／

S 2 8 ノノ ノノ

3 層 2 0 ト レ ン チ

4 2 4 2 3 ．1 1 6 ．7 4 ．2 1 ．1 チ　 ャ　 ー　 ト

S 2 9 ノノ A 区　　　 掘 下 中 7 2 3 19 ．5 1 5 ．6 2 ．5 0 ．5 黒　　 曜　　 石

S 3 0 1 7 6 尖　 頭　 器 A 区　　　　 2 A 10 4 0 4 ．4 1 ．0 1 ．0 1 2 ．0 ノ／

S 3 1 17 6 石 鋲 未 製 品 ！／　　　　　 1 B 6 9 9 3 ．1 （1 ．9 ） 0 ．4 5 1 ．3 3 ノ／

S 3 2 1 7 6 石　　　 核 A 区　　 S K － 0 1 7 9 4 2 ．9 1 1 ．9 4 2 ．4 1 1 5 ．9 ／／

S 3 3 1 7 6 ／／ ノノ　　　　　　 1 B 6 9 4 5 ．2 3 2 ．8 6 2 ．6 8 2 8 ．8 ノ／

S 3 4 ノノ ノ／　　　　　　 2 A 8 6 1 5 ．3 5 4 ．7 0 3 ．1 5 8 6 ．6 ノノ

S 3 5 ／ノ ノ／　　　　　　　　　　 ノ／ 1 15 1 4 ．6 0 3 ．3 0 2 ．2 5 2 8 ．8 ノノ

S 3 6 ノノ ／ノ　　　　　　　　　　 ／／ 8 6 5 3 ．5 0 3 ．15 1 ．9 0 1 9 ．8 ノ／

S 3 7 ノノ 〝　　　　 廃 土 中 1 2 8 3 4 ．7 5 3 ．7 0 2 ．4 2 4 2 ．1

1
ノ／

挿表8　下山南通遺跡（A区）剥片石器一覧表②

N G 挿 図 番 号 図 版 番 号 分　　　　 類 出　 土　 位　 置
取 上

番 号

遺 存

状 態

長　 さ

（cm ）

幅

（c m ）

厚　 さ

（c m ）

重　 さ

（k g ）
石　　　　　　　 材

S 3 8 1 8 7 磨 石 ・敲 石 I A 区　　　 1 A 9 9 4 完 9 ．8 9 ．1 5 ．2 0 ．6 4 角 閃 石 安 山 岩

S 3 9 18 ′　 7 ノ／　　　　　 ノノ ノノ　　　　　 2 A 5 6 5 ノ／ 9 ．7 8 ．6 5 ．5 0 ．6 2 黒 雲 母 角 閃 石 花 崗 閃 緑 岩

S 4 0 ノノ　　　　　 ／ノ ノ／　　　　　　　　 ノ／ 6 4 0 ／／ 8 ．2 7 ．2 5 ．9 0 ．5 9 花 崗 岩

S 4 1 ノ／　　　　　 ノ／ ／ノ　　　　 1 B 3 2 0 ！／ 8 ．9 7 ．4 5 ．3 0 ．5 2 黒 雲 母 花 崗 岩

S 4 2 1 8 7 ノ／　　　　　 ／ノ ／ノ　　　　　 2 B 1 3 8 2 〃 9 ．6 8 ．3 4 ．7 0 ．5 3 角 閃 石 安 山 岩

S 4 3 1 8 7 ノ／　　 I I ノノ　　　　　 2 A 5 3 9 ／／ 6 ．5 4 ．5 3 ．1 0 ．1 3 砂 岩

S 4 4 ノノ　　　　　　 ノノ ／／　　　　　　　 ノ／ 5 3 3 ノ／ 7 ．6 3 ．2 2 ．8 0 ．1 0 黒 雲 母 花 崗 岩

S 4 5 1 8 7 ／／　　 IV ノノ　　　　　　 ／ノ 3 6 7 ／／ 9 ．8 8 ．5 5 ．5 0 ．7 1 角 閃 石 安 山 岩

S 4 6 ／／　　　　　 ／／ ／／　　　　 3 A 3 6 5 不 明 9 ．7 3 ．4 5 ．0 0 ．1 7 無 斑 晶 安 山 岩

S 4 7 1 8 7 ／ノ　　　　　 ／／ 3 層 2 0 ト レ ン チ 3 9 8 ％ 欠 1 2 ．0 9 ．1 5 ．4 0 ．7 4 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩

S 4 8 ノ／　　　　　 ノ／ ／／　　　　 ／ノ 3 8 1 ％ 欠 7 ．4 8 ．0 5 ．2 0 ．2 7 角 閃 石 安 山 岩

S 4 9 ／／　　　　　 ノ／ ノ／　　　　　 ノ／ 4 1 1 完 1 0 ．3 8 ．2 6 ．5 0 ．5 7 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩

S 5 0 1 9 7 ！！　　　 V I A 区　　　 2 A 13 3 8 ／ノ 1 3 ．9 1 0 ．2 5 ．2 1 ．0 5 黒 雲 母 角 閃 石 花 崗 閃 緑 岩

S 5 1 ／！　　　　　 ノ！ ノノ　　　　　　　　　 ノノ 5 6 4 ノノ 1 1 ．3 8 ．9 5 ．7 0 ．1 7 角 閃 石 安 山 岩

S 5 2 19 7 ／／　　　　　 ／／ ／ノ　　　　 1 B 13 0 7 ／ノ 1 2 ．O 1 0 ．2 　 4 ．7 0 ．6 5 ． 角 閃 石 安 山 岩

S 5 3 1 9 7 ／／　　　　　 ／／ 3 層 2 0 ト レ ン チ 4 2 0 悠 欠 1 0 ．0 1 0 ．9 6 ．2 0 ．7 3 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩

S 5 4 1 9 7 石　　　　　　 斧 A 区　　　 1 A 1 1 1 6 完 9 ．2 5 ：2 1 ．0 0 ．0 8 ガ ラ ス質 安 山 岩

S 5 5 1 9 7 石　　　　　 錘 ／ノ　　　　　 3 A 3 6 5 ／ノ 5 ．7 4 ．3 0 ．8 0 ．0 3 角 閃 石 安 山 岩

S 5 6 1 9 7 ／／ 〝　　　　 1 B 3 2 0 ノノ 5 ．1 4 ．1 1 ．9 0 ．0 5 角 閃 石 安 山 岩

S 5 7 2 0 7 石　　　　　　 皿 ノ／　　　　 2 A 8 9 7 ノノ 3 7 ．2 ：3 0 ．9 1 3 ．7 1 8 ．7 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩

S 5 8 2 0 7 砥　　　　　　 石 ノノ　　　 掘 下 中 14 4 7 ノノ 3 1 ．6 3 1 ．7 8 ．0 1 2 ．9 角 閃 石 安 山 岩

挿表9　下山南通遺跡（A区）石核石器e礫石器一覧表
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N o． 分　 類 出 土 位 置 取上番号
最大長さ

（mm ）

蕨 大 幅

（m m ）
石　　 材 N o． 分　 類 出 土 位 置 取上番号

最大長 さ

（mm ）

最 大 幅

（m m ）
石　　 材

H l 横 形 剥 片 A 区　　 1 A 5 3 1 8 ．6 2 4 ．4 黒　 曜　 石 H 5 1 横 形 剥 片 A 区　　 2 A 5 6 3 1 1 ．4 2 0 ．2 黒　 曜　 石

／ノ　2 ノノ ノノ　　　　　　 ノノ 1 2 0 5 1 1 ．3 2 2 ．8 ／／ ノ／5 2 ／／ ノノ　　　　　　 ノノ 6 1 2 1 2 ．1 1 4 ．3 ノノ

ノノ　3 ノ／ ノノ　　　　　　 ノノ 5 1 9 5 ．1 6 ．2 ／／ ／／5 3 ノノ ノノ　　　　　　 ノノ 1 1 5 6 1 6 ．9 2 2 ．5 ノノ

／／ 4 ノ／ ノノ　　　　　　 ノノ 2 6 2 3 ．0 4 4 ．0 ノ／ ノ／5 4 ノ／ ノノ　　　　　　 ノ／ 1 0 3 2 1 9 ．6 3 2 ．6 ノ／

ノノ　5 ノ／ ノ／　　　　　　 ノノ 6 4 8 2 2 ．5 2 4 ．5 ／ノ ／ノ5 5 ノノ ノ／　　　　　 ノ／ 2 5 0 7 ．9 10 ．9 ノノ

／／ 6 ノノ ノノ　　　　　 ／／ 1 1 2 3 1 2 ．8 1 7 ．7 ノノ ／／5 6 ／／ ノ／　　　　　 ノノ 9 1 1 1 ．2 17 ．5 ノ／

ノ／ 7 ノ／ ノ／　　　　　 ／ノ 10 5 8 1 2 ．4 4 2 ．2 ／／ ノ／5 7 ノノ ノノ　　　　　　 ノノ 8 9 1 1 6 ．8 4 7 ．5 ノノ

ノノ　8 ノノ ノノ　　　　　　 ノ／ 3 8 1 1 ．0 1 6 ．5 ノノ ノ／5 8 ノノ ‘ノノ　　　　　　 ノノ 6 7 1 6 ．4 2 2 ．8 ／ノ

ノ／ 9 ノ／ ／／　　　　　　 ノノ 3 0 1 3 ．5 4 ．2 ノノ ノノ5 9 ／／ ／／　　　　　 ノ／ 1 2 3 0 1 0 ．5 12 ．9 ノ／

ノノ1 0 ／ノ ノノ　　　　　　 ／／ 7 6 9 1 4 ．0 1 8 ．5 ノ／ ノ／6 0 ノ／ ノノ　　　　　　 ノノ 1 1 6 0 9 ．4 1 8 ．8 ノノ

／／1 1 ノノ ノノ　　　　　 ／ノ 1 1 1 8 1 6 ．6 1 7 ．0 ノノ ノ／6 1 ノノ ノノ　　　　　 ／／ 6 1 4 1 1 ．2 1 9 ．7 ／／

ノノ1 2 ／／ ノノ　　　　　　 ／ノ 1 0 6 7 1 6 ．3 1 8 ．2 ／／ ノ／6 2 ノノ ノノ　　　　　　 ノノ 9 2 13 ．2 2 4 ．2 ノノ

ノノ1 3 ノ／ ノノ　　　　　　 ノノ 1 12 0 1 6 ．8 1 8 ．3 ノ／ ノノ6 3 ノノ ／ノ　　　　　　 ノノ 2 8 4 13 ．0 1 7 ．8 ノ／

ノ／1 4 ノノ ノノ　　　　　　 ノノ 1 1 1 8 1 1 ．3 1 9 ．4 ／ノ ノ／6 4 ノノ ノ／　　　　　 ノノ 1 4 2 3 10 ．2 1 5 ．1 ノ／

ノノ1 5 ／／ ノ／　　　　　　 ノノ 1 2 0 8 2 8 ．5 3 4 ．3 サ ヌ カ イ ト ノノ6 5 ノ／ ！！　　　　　 ，ノ！ 1 0 2 6 18 ．3 2 1 ．6 ／／

／／1 6 ノ／ ノ／　　　　　 ノ／ 1 2 2 3 ．0 7 0 ．8 ノノ ノノ6 6 ノノ ノ／　　　　　 ノ／ 1 5 4 1 7 ．0 1 8 ．5 ノ／

ノ／1 7 ノノ A 区　　 2 A 1 4 1 0 7 ．5 1 4 ．4 黒　 曜　 石 ノ／6 7 ノノ ノ／　　　　　 ノノ 2 3 2 9 ．8 3 1 ．3 ノノ

ノ／1 8 ノノ ノノ　　　　　　 ノノ 8 5 1 1 7 ．0 1 9 ．8 ノノ ノ／6 8 ノ／ ノノ　　　　　　 ノノ 8 8 9 2 3 ．0 3 5 ．8 ノノ

ノ／1 9 ノノ ／／　　　　　 ／／ 1 3 8 7 19 ．2 4 2 ．7 ノノ ノ／6 9 ノ／ ノノ　　　　　　 ノノ 1 0 7 0 1 8 ．3 2 2 ．5 ノノ

ノノ2 0 ノ／ ノ／　　　　　　 ノノ 1 4 0 19 ．0 2 0 ．0 ／／ ノノ7 0 ノ／ ノ／　　　　　 ノノ 1 0 2 9 1 6 ．1 1 9 ．9 ノノ

ノ／2 1 ノ／ ノ／　　　　　 ノノ 1 1 3 3 2 3 ．7 3 2 ．3 ノノ ノ／7 1 ノノ ／／　　　　　 ノノ 1 9 2 2 9 ．3 3 3 ．2 ノノ

／ノ2 2 ノノ ノ／　　　　　　 ノノ 1 0 1 8 14 ．1 2 3 ．5 ノノ ノ／7 2 ノ／ ／／　　　　　 ／／ 7 8 9 15 ．8 1 8 ．6 ／ノ

ノ／2 3 ノノ ノ／　　　　　 ノ／ 2 7 4 2 7 ．8 3 8 ．1 ノノ ノ／7 3 ／／ ノノ　　　　　　 ノノ 6 18 9 ．6 1 9 ．6 ノ／

ノノ2 4 ／ノ ノノ　　　　　　 ノノ 1 2 1 6 17 ．8 2 9 ．6 ノノ ／／7 4 ／ノ ／ノ　　　　　　 ノ／ 1 5 6 14 ．9 2 1 ．8 ノ／

／ノ2 5 ／ノ ノノ　　　　　　 ノノ 2 5 4 2 9 ．1 3 2 ．2 ノノ ノノ7 5 ノノ ノ／　　　　　　 ノノ 1 1 3 6 2 8 ．7 3 4 ．5 ／／

ノノ2 6 ノ／ ノノ　　　　　　 ノノ 8 6 3 1 4 ．7 18 ．0 ノ／ ／ノ7 6 ノノ ノノ　　　　　　 ノノ 1 7 2 1 1 ．7 2 5 ．2 ノノ

／／2 7 ／ノ ノ／　　　　　　 ノ／ 7 7 1 1 1 ．2 1 3 ．5 ノ／ ノノ7 7 ノノ ノノ　　　　　　 ノ／ 8 7 0 1 1 ．1 1 3 ．4 ノ／

ノ／2 8 ノ／ ノノ　　　　　　 ノノ 1 1 4 4 1 1 ．0 1 2 ．1 ノ／ ノノ7 8 ノノ ノノ　　　　　　 ノノ 1 5 8 1 0 ．7 1 4 ．8 ノノ

／ノ2 9 ／／ ノノ　　　　　　 ノノ 1 1 6 5 9 ．5 1 6 ．0 ノノ ノ／7 9 ／／ ノノ　　　　　　 ノノ 2 4 7 1 5 ．3 2 5 ．4 ノノ

ノノ3 0 ノノ ノ／　　　　　 ／ノ 2 4 8 3 9 ．5 5 3 ．8 ノ！ ノノ8 0 ノノ ノノ　　　　　　 ノ／ 6 5 2 3 ．9 3 4 ．2 ノノ

／／3 1 ノノ ／／　　　　　　 ノ／ 6 0 5 1 6 ．7 1 9 ．0 ノノ ノノ8 1 ノ／ ノノ　　　　　　 ノノ 7 7 5 1 5 ．2 3 1 ．8 ／／

ノノ3 2 ノ／ ノ／　　　　　 ノ／ 9 6 2 2 ．3 2 4 ．1 ノノ ノノ8 2 ／ノ ノ／　　　　　 ノ／ 8 7 1 2 9 ．2 3 0 ．3 ノノ

／／3 3 ／ノ ノ／　　　　　 ／ノ 1 3 5 1 9 ．1 1 9 ．8 ／／ ／／8 3 ノノ ノ／　　　　　 ノ／ 1 0 2 0 1 9 ．7 2 4 ．3 ノ／

ノ／3 4 ／／ ノノ　　　　　　 ノ／ 8 0 1 9 ．0 3 3 ．7 ノノ ノノ8 4 ノノ ！ノ　　　　　 ／／ 8 5 5 1 8 ．7 2 3 ．8 ノノ

ノ／3 5 ／／ ノ／　　　　　　 ノノ 8 7 4 1 3 ．3 1 6 ．9 ノノ ／ノ8 5 ノ／ ノノ　　　　　　 ノノ ’1 0 3 0 2 1 ．8 2 2 ．8 ノノ

ノ／3 6 ノノ ノノ　　　　　　 ノ／ 6 0 4 9 ．0 1 2 ．3 ノノ ノノ8 6 ノノ ノノ　　　　　　 ノノ 1 3 6 5 8 ．4 3 1 ．2 ノノ

ノ／3 7 ノノ ノノ　　　　　　 ノノ 1 0 3 3 2 0 ．4 2 5 ．3 ／／ ノノ8 7 ノノ ／ノ　　　　　 ／／ 1 0 2 1 2 3 ．4 3 2 ．4 ノノ

ノ／3 8 ／ノ ノノ　　　　　　 ノノ 1 1 7 1 7 ．5 2 2 ．7 ノノ ／／8 8 ノ／ ノノ　　　　　　 ノノ 6 1 5 1 6 ．0 2 1 ．2 ノ／

／／3 9 ノノ ／ノ　　　　　　 ノノ 1 2 2 3 1 ．0 3 6 ．3 ノ／ ノ／8 9 ノノ ノノ　　　　　　 ノノ 8 8 6 14 ．7 1 9 ．5 ノノ

ノ／4 0 ノノ ノノ　　　　　　 ノノ 8 1 9 ．1 1 8 ．5 ノノ ノノ9 0 ノ／ ノ／　　　　　　 ノ／ 8 4 7 1 7 ．1 1 8 ．4 ノ／

ノノ4 1 ／／ ノノ　　　　　　 ノノ 1 3 7 2 7 ．1 4 1 ．0 ／ノ ／／9 1 ノ／ ノノ　　　　　　 ノノ 5 4 7 1 1 ．6 2 1 ．0 ノノ

／ノ4 2 ノ／ ／／　　　　　 ／／ 13 4 2 1 1 ．4 1 6 ．3 ノノ ノノ9 2 ノ／ ノ／　　　　　 ／／ 6 1 1 14 ．6 2 0 ．7 ノノ

ノ／4 3 ノ／ ／／　　　　　 ／ノ 1 0 0 7 1 5 ．0 2 0 ．6 ノノ ノノ9 3 ノノ ノノ　　　　　　 ノノ 1 1 6 4 3 1 ．1 3 4 ．4 ／／

ノノ4 4 ノノ ノ／　　　　　 ノノ 1 7 8 1 1 ．7 1 2 ．5 ノノ ノノ9 4 ／／ ノノ　　　　　　 ノノ 1 1 3 3 1 8 ．7 2 5 ．4 ノノ

ノノ4 5 ノ／ ／／　　　　　 ／／ 1 1 6 6 2 2 ．8 2 3 ．5 ノ／ ノノ9 5 ノノ ノ／　　　　　　 ノノ 8 8 7 1 7 ．2 2 3 ．4 ノノ

ノ／4 6 ／ノ ノノ　　　　　　 ／／ 1 15 2 1 7 ．4 2 1 ．4 ノ／ ノノ9 6 ／／ ／／　　　　　　 ノノ 1 1 3 1 2 0 ．6 2 2 ．3 ノノ

ノノ4 7 ノノ ノノ　　　　　　 ノ／ 1 1 5 0 1 5 ．9 2 5 ．8 ノノ ／ノ9 7 ／ノ ／／　　　　　 ノ／ 1 2 2 6 1 7 ．5 1 7 ．9 ノノ

／／4 8 ノノ ノ／　　　　　 ／／ 1 1 6 9 1 1 ．1 1 2 ．8 ノノ ノノ9 8 ／／ ノ／　　　　　　 ノノ 1 2 4 6 1 0 ．5 1 7 ．5 ノノ

ノ／4 9 ノ／ ノ／　　　　　 ノ／ 1 2 4 2 15 ．9 1 9 ．1 ノノ ／ノ9 9 ノ／ A 区 S K － 0 1 7 9 3 1 3 ．2 1 8 ．5 ノ／

ノノ5 0 ノノ ノノ　　　　　　 ノ／ 5 4 4 14 ．0 2 8 ．6 ／ノ ノノ1 0 0 ／ノ ノノ　　　　　　 ノノ 7 9 7 2 3 ．6 3 0 ．9 ノノ

挿表10　下山南通遺跡（A区）剥片一覧表①

ー　38　－



・ N a 分　 類 出 土 位 置 取上番号
最大長さ

（mm）

最 大 幅

（m m ）
石　　 材 N o． 分　 類 出 土 位 置 取上番号

最大長さ

（mm）

最 大 幅

（m m ）
石　　 材

H l O l 横 形 剥 片 A 区　　 2 A 1 1 2 3 3 ．6 4 8 ．8 珪　　　 岩 H 1 5 1 剥　　 片 A 区　　 1 A 3 7 6 1 6 ．2 1 5 ．7 黒　 曜　 石

ノ／1 0 2 ／！ ノノ　　　　　 ／／ 6 4 5 3 0 ．5 3 1 ．2 ノ／ ノノ 1 5 2 ノ／ ／／　　　　　　 ノノ 7 7 0 2 0 ．5 1 8 ．0 ノノ

／／1 0 3 ／／ ノ／　　　　　 ／／ 1 1 5 2 3 ．9 2 7 ．9 ノノ ノ／1 5 3 ノ／ ノノ　　　　　　 ノノ 3 5 4 6 ．2 2 7 ．8 ノノ

ノノ1 0 4 ノ／ ノノ　　　　　 ／ノ 1 2 7 2 5 ．9 3 2 ．2 ノノ ノ／ 1 5 4 ／／ ノノ　　　　　　 ノ／ 1 0 5 4 2 0 ．9 1 7 ．6 ／ノ

ノ／1 0 5 ／／ ノノ　　　　　 ／／ 1 2 4 2 1 5 ．6 2 3 ．7 頁　　　 岩 ノノ1 5 5 ノ／ ノノ　　　　　　 ノ／ 7 6 7 3 2 ．8 2 1 ．3 ノノ

ノノ1 0 6 ノノ ノ／　　　　　 ／／ 1 3 7 1 2 8 ．2 3 1 ．7 サ ヌ カ イ ト ノノ1 5 6 ノノ ノノ　　　　　　 ノ／ 2 8 3 7 ．6 2 7 ．0 ／ノ

ノ／1 0 7 ノ／ ノノ　　　　　　 ノ／ 1 1 1 1 3 ．8 2 4 ．5 ノノ ノ／1 5 7 ノ／ ／／　　　　　 ノノ 1 0 6 5 3 6 ．3 2 3 ．7 ／ノ

ノ／1 0 8 ／／ ／／　　　　　 ！／ 1 2 4 6 1 2 ．9 2 6 ．3 ノ／ ノノ1 5 8 ノノ ノノ　　　　　　 ノ／ 5 2 8 17 ．4 1 6 ．2 ノノ

／ノ1 0 9 ノノ サ ブ トレ ン チ 6 3 0 1 5 ．2 2 1 ．0 ／／ ／／1 5 9 ／／ ／ノ　　　　　　 ／ノ 3 1 2 1 ．0 1 3 ．0 ノノ

ノノ1 1 0 ノ／ A 区　　 3 A 3 3 1 1 8 ．5 2 1 ．0 黒　 曜　 石 ノノ1 6 0 ノ／ ／／　　　　　 ノノ 1 8 2 6 ．0 1 6 ．0 ノノ

ノノ1 1 1 ／／ ノノ　　　　　　 ノノ 3 5 7 1 8 ．0 2 0 ．4 ノノ ノ／1 6 1 ノノ ノノ　　　　　　 ノノ 1 2 8 9 2 3 ．6 2 0 ．0 ノノ

ノノ1 1 2 ノノ ノ／　　　　　 ／ノ 3 4 6 1 2 ．0 2 7 ．0 ノノ ノノ1 6 2 ノノ ノノ　　　　　　 ／ノ 2 5 2 5 ．0 2 2 ．0 ノノ

ノ／1 1 3 ノ／ ／／　　　　　　 ノ！ 3 5 3 3 1 ．5 3 8 ．6 ／／ ノノ1 6 3 ／ノ ／／　　　　　　 ノノ 5 0 3 1 9 ．4 1 2 ．2 ノ／

／／1 1 4 ノ！ ノノ　　　　　　 ノノ 3 6 3 9 ．5 1 1 ．7 ノノ ／／1 6 4 ！／ ノノ　　　　　　 ノノ 3 4 4 4 ．0 2 5 ．6 ノノ

／／1 1 5 ／ノ A 区　　 1 B 3 7 0 1 5 ．0 16 ．7 ノ！ ノノ1 6 5 ／ノ ／ノ　　　　　　 ノノ 5 3 0 1 4 ．2 1 1 ．2 ノ／

／ノ1 1 6 ノ／ ノノ　　　　　　 ／／ 9 6 5 2 5 ．0 2 7 ．4 ／／ ノ／1 6 6 ノ／ ／／　　　　　 ノノ 5 0 4 9 ．0 5 ．4 ノノ

ノ／1 1 7 ／／ ノ／　　　　　　 ノ／ 1 0 9 0 2 9 ．0 3 9 ．5 ノノ ノノ1 6 7 ノノ ノノ　　　　 ！ノ 1 0 5 9 2 2 ．5 1 7 ．1 ／ノ

ノ／1 1 8 ノ／ ノノ　　　　　　 ／／ 3 1 8 2 0 ．8 2 8 ．5 ノノ ノノ1 6 8 ノノ ノノ　　　　　　 ノノ 2 2 1 6 ．5 1 5 ．3 ／／

ノ／1 1 9 ノ／ ノ／　　　　　 ／／ 3 2 4 1 5 ．0 1 6 ．2 ノ！ ノノ1 6 9 ノノ A 区　　 2 A 1 1 3 0 2 3 ．2 17 ．0 ノノ

／ノ1 2 0 ノノ ノノ　　　　　　 ノノ 7 1 1 1 6 ．0 2 1 ．5 ノ／ ノ／1 7 0 ノ／ ／／　　　　　　 ノノ 12 3 6 1 7 ．4 13 ．0 ／ノ

／ノ1 2 1 ノノ ノ／　　　　　　 ノ／ 7 5 1 9 ．8 1 3 ．8 ノノ ノノ1 7 1 ／ノ ノノ　　　　　　 ノ／ 1 1 5 4 2 4 ．6 1 7 ．6 ノノ

ノノ 1 2 2 ／／ ノ／　　　　　　 ノ／ 6 9 8 1 7 ．8 1 8 ．6 ノ／ ノノ1 7 2 ／／ ノ！　　　　　 ノノ 6 4 6 4 2 ．0 4 1 ．0 ノノ

／／ 12 3 ノノ ノ／　　　　　　 ノノ 7 3 8 1 8 ．8 2 2 ．3 ノノ ノノ1 7 3 ノ／ ノ／　　　　　　 ノ／ 5 7 1 2 1 ．3 2 0 ．7 ／ノ

ノ／1 2 4 ノノ ノ／　　　　　　 ノノ 7 0 9 1 2 ．1 1 3 ．0 ノ／ ノノ1 7 4 ノ／ ノノ　　　　　　 ノノ 1 6 4 2 2 ．6 2 2 ．0 ノ／

／／1 2 5 ノノ ノノ　　　　　　　 ノノ 10 9 4 2 2 ．4 2 2 ．5 ノノ ノノ 1 7 5 ノノ ノ／　　　　　　 ノノ 1 0 4 7 2 0 ．6 1 6 ．6 ノノ

ノ／1 2 6 ノノ ノノ　　　　　　 ノ／ 9 5 9 2 2 ．6 2 6 ．6 ／／ ノノ1 7 6 ／ノ ノ／　　　　　 ノノ 1 2 3 5 2 3 ．5 2 2 ．5 ／ノ

ノノ1 2 7 ノ／ ノ／　　　　　　 ノノ 7 1 4 1 6 ．3 3 6 ．2 ノノ ／／1 7 7 ノ／ ノノ　　　　　　 ノ／ 6 3 0 3 0 ．2 2 9 ．4 ／ノ

ノノ1 2 8 ノ／ ／／　　　　　 ノ／ 6 9 7 1 9 ．6 2 2 ．0 ／ノ ノ／ 1 7 8 ノノ ノノ　　　　　　 ノノ 1 2 5 9 ．8 8 ．2 ノノ

ノ／1 2 9 ／ノ ノ！　　　　　 ／／ 1 0 8 5 1 5 ．7 2 4 ．6 ノ／ ノ！1 7 9 ／／ ／ノ　　　　　　 ノノ 3 6 8 3 2 ．6 2 2 ．7 ノ／

ノノ1 3 0 ／／ ノ／　　　　　 ／／ 9 7 4 1 4 ．7 1 6 ．5 ノ／ ／／1 8 0 ノ／ ／／　　　　　 ノノ 1 2 7 5 1 8 ．0 1 0 ．5 ノ／

ノノ1 3 1 ！／ ／／　　　　　 ／／ 7 3 6 2 0 ．4 2 6 ．3 ノノ ／／1 8 1 ノ／ ノノ　　　　　　 ノ／ 1 1 5 3 1 9 ．6 1 6 ．0 ノ／

ノノ1 3 2 ノ／ ／／　　　　　　 ノ／ 1 4 0 6 2 1 ．4 2 3 ．5 ノ／ ノ／1 8 2 ／ノ ノ／　　　　　 ／／ 7 8 8 1 3 ．2
l

8 ．6 ／ノ

ノ／1 3 3 ノ／ ／／　　　　　 ／／ 1 1 8 1 17 ．2 1 8 ．5 ／／ ノノ1 8 3 ノノ ノ／　　　　　 ／ノ 1 4 4 3 7 ．9 6 ．2 ノ／

ノ／1 3 4 ／ノ ノノ　　　　　　 ノ／ 2 9 3 1 7 ．0 2 0 ．0 サ ヌ カ イ ト ノノ1 8 4 ノ／ ノノ　　　　　　　 ノノ 5 6 1 1 3 ．6 1 6 ．0 ノノ

ノノ1 3 5 ／／ ノノ　　　　　　 ノノ 7 13 2 2 ．7 2 9 ．5 メ　　 ノ　 ウ ノ！1 8 5 ノ／ ／ノ　　　　　　 ノ／ 2 4 5 1 5 ．5 1 0 ．0 ノ／

ノノ1 3 6 ノノ A 区　　 2 B 7 1 8 8 ．0 1 1 ．8 黒　 曜　 石 ノノ1 8 6 ノ／ ノノ　　　　　　 ／／ 5 8 8 1 5 ．0 1 4 ．0 ノ／

ノ／1 3 7 ノノ ノ／　　　　　　 ノ／ 7 8 4 1 7 ．0 2 5 ．0 ／！ ／ノ1 8 7 ノ！ ノノ　　　　　　 ノ／ 5 8 9 1 8 ．4 13 ．7 ／ノ

／／1 3 8 ／／ ノ／　　　　　　 ノノ 7 8 2 1 6 ．0 2 8 ．5 ノノ ／ノ1 8 8 ノノ ノ／　　　　　　 ノノ 1 2 2 1 2 5 ．9 2 3 ．4 ／／

ノ／1 3 9 ノ／ ノ／　　　　　　 ノノ 1 3 4 9 1 7 ．0 2 7 ．7 ノ／ ノノ1 8 9 ノ／ ノ／　　　　　　 ノ／ 1 2 2 0 2 0 ．8 18 ．7 ノ／

ノノ1 4 0 ノノ ノ／　　　　　　 ノ／ 9 0 5 9 ．6 1 5 ．1 ノ／ ／／1 9 0 ノノ ／／　　　　　 ノノ 8 6 9 1 8 ．1 10 ．9 ノ／

ノノ1 4 1 ノ／ ／／　　　　　 ノノ 9 0 7 1 1 ．1 1 8 ．0 ／／ ノノ1 9 1 ノ／ ノノ　　　　　　 ノノ 1 1 7 0 2 0 ．7 15 ．1 ノノ

／／．1 4 2 ノ／ ノ／　　　　　 ／／ 1 4 0 4 1 2 ．1 2 0 ．8 ノノ ／ノ1 9 2 ／／ ノノ　　　　　　 ノノ 2 4 9 1 9 ．1 1 7 ．8 ノ／

／／1 4 3 ノノ A 区　　 O B 7 5 9 1 7 ．0 2 1 ．6 ノ／ ノノ1 9 3 ／ノ ノノ　　　　　　 ／ノ 1 6 3 2 2 ．3 19 ．6 ／／

ノノ14 4 ！／
ノ／

2 0 ト レ ン チ
1 1 9 2 9 ．3 3 1 ．7 ノノ ノ／1 9 4 ノ／ ノノ　　　　　　　 ノノ 1 2 2 6 1 7 ．2 1 2 ．0 ノ／

ノ／14 5 ／ノ 〝　 表　　 採 14 4 5 1 8 ．5 1 9 ．5 ノ／ ノノ1 9 5 ノ／ ノ／　　　　　　 ノ／ 14 2 1 1 7 ．1 1 5 ．1 ／／

ノノ 14 6 ノノ ／／　 掘 下 中 4 7 3 1 8 ．7 2 7 ．8 ノノ ノ／1 9 6 ノノ ／ノ　　　　　　　 ノノ 1 1 4 2 1 7 ．2 1 7 ．0 ノノ

／／1 4 7 ノノ ／ノ　　　　　　　 ノノ 4 7 3 2 8 ．7 3 5 ．3 ！／ ノノ1 9 7 ノ／ ノノ　　　　　　 ／／ 9 7 3 3 ．5 2 9 ．0 ノ／

ノノ1 4 8 ／！ ／／　　　　　　 ノノ 2 9 1 8 ．1 3 0 ．1 ノノ ノ／1 9 8 ノノ ノノ　　　　　　 ノノ 1 14 7 4 6 ．2 2 9 ．8 ！／

ノ／1 4 9 ノノ ノ／　　　　　 ノ／ 7 2 3 1 9 ．2 3 2 ．9 、ナン ヤ ス パ － ノノ 1 9 9 ／ノ ノノ　　　　　　 ノ／ 6 1 1 1 1 ．5 1 0 ．9 ノノ

ノノ1 5 0 〝　 I表　　　　 採 12 8 3 1 8 ．2 2 2 ．8 サ ヌ カ イ ト ノ／2 0 0 ノノ ノ！　　　　　 ノノ 1 0 0 6 1 5 ．5 1 2 ．4 ノ／

挿表11下山南通遺跡（A区）剥片一覧表②
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N o． 分　 類 出 土 位 置 取上番号
最大長さ

（mm）

最 大 幅

（m m ）
石　　 材 N o． 分　 類 出 土 位 置 取上番号

最大長さ

（mm）

最 大 幅

（m m ）
石　　 材

H 2 0 1 剥　　 片 A 区　　 2 A 7 7 3 1 4 ．4 1 2 ．4 黒　 曜　 石 H 2 4 4 剥　　 片 A 区　　 3 A 3 5 2 4 3 ．0 1 8 ．0 黒　 曜　 石

ノノ2 0 2 ノノ ノ／　　　　　　 ノノ 9 0 4 2 5 ．4 1 4 ．9 ノノ ノ／2 4 5 ノノ A 区　　 1 B 8 0 8 2 5 ．7 2 3 ．5 鉄　 石　 英

ノ／2 0 3 ノ／ ノ／　　　　　　 ノ／ 5 9 1 1 8 ．6 1 5 ．2 ノ／ ノノ　2 4 6 ノノ ／／　　　　　　 ノノ 3 1 9 3 2 ．0 2 6 ．2 ジ ャ ス パ ー

／／2 0 4 ／／ ／ノ　　　　　　 ノノ 5 4 1 3 9 ．2 3 1 ．2 ノ／ ノ／2 4 7 ノノ ／／　　　　　　 ノノ 8 4 3 1 3 ．3 1 2 ．2 黒　 曜　 石

／／2 0 5 ノ／ ノ／　　　　　 ノ／ 2 4 4 2 1 ．5 2 1 ．4 ノノ ／／2 4 8 ノ！ ／ノ　　　　　　 ノノ 10 7 7 4 1 ．0 3 5 ．5 ノノ

／／2 0 6 ／／ ノノ　　　　　　　 ノノ 1 4 1 2 3 1 ．8 2 4 ．0 ／／ ／／2 4 9 ノノ ／／　　　　　 ／ノ 7 4 4 2 7 ．3 2 4 ．6 ノノ

／／2 0 7 ノノ ノノ　　　　　　 ノノ 1 3 7 8 1 5 ．6 1 4 ．2 ノ／ ／／2 5 0 ノノ ノノ　　　　　　 ノ／ 7 3 5 1 0 ．6 7 ．6 ノ！

ノノ2 0 8 ノノ ノノ　　　　　　 ／／ 2 2 9 2 6 ．9 2 1 ．7 ノ／ ノノ2 5 1 ノ／ ノノ　　　　　　 ／／ 7 0 8 1 7 ．2 9 ．3 ノノ

ノノ2 0 9 ノノ ノ／　　　　　　 ノノ 1 1 6 8 1 7 ．4 1 5 ．1 ノノ ノ／2 5 2 ノノ ／ノ　　　　　　 ノノ 3 1 2 2 6 ．8 1 5 ．3 ノノ

ノ／2 1 0 ノ／ ノノ　　　　　　 ノノ 2 3 9 1 8 ．4 1 4 ．3 ノノ ノ／2 5 3 ノノ ノ／　　　　　 ／ノ 6 5 2 1 5 ．5 1 3 ．1 ノ／

ノノ2 1 1 ノ／ ノノ　　　　　　 ／ノ 1 2 6 1 1 6 ．2 1 4 ．7 ノノ ノノ2 5 4 ノノ ノノ　　　　　　 ／ノ 8 3 1 1 2 ．0 7 ．0 ／／

ノノ2 1 2 ノ／ ノ／　　　　　　 ノノ 2 3 6 2 1 ．0 1 2 ．3 ノノ ノノ2 5 5 ノノ ノ／　　　　　　 ノノ 6 9 0 2 5 ．0 1 6 ．5 ／！

ノノ2 1 3 ノノ ノノ　　　　　 ／／ 1 2 1 5 1 5 ．9 1 0 ．2 ノノ ノノ2 5 6 ノ／ ／／　　　　　　 ノノ 1 1 8 0 2 2 ．4 1 7 ．5 ／ノ

ノノ2 1 4 ノノ ノ／　　　　　 ノ／ 8 6 2 9 ．8 2 1 ．2 ノ／ ノノ2 5 7 ノ／ ノノ　　　　　　 ノ／ 6 9 5 2 0 ．3 1 8 ．0 サ ヌ カ イ ト

／／2 1 5 ／ノ ノノ　　　　　　 ノ／ 8 7 2 1 9 ．2 1 4 ．4 ノ／ ノ／2 5 8 ／／ ノ！　　　　　　 ノノ 9 5 7 3 6 ．9 2 7 ．7 黒　 曜　 石

ノノ2 1 6 ／／ ／／　　　　　　 ノ／ 1 2 5 6 1 7 ．4 1 3 ．8 ノノ ノノ2 5 9 ／ノ ノノ　　　　　　 ノノ 7 0 4 3 0 ．2 2 9 ．2 ノノ

／ノ2 1 7 ノ／ ノ／　　　　　　 ノ／ 1 0 3 1 2 4 ．5 1 6 ．0 ノノ ノノ2 6 0 ノ／ ノ／　　　　　　 ノ／ 10 8 8 2 4 ．0 1 8 ．5 ノノ

／ノ2 1 8 ノノ ノノ　　　　　　 ノノ 1 2 4 6 1 7 ．8 1 5 ．2 ／／ ノ／2 6 1 ノノ ノノ　　　　　　　 ノノ 1 1 7 9 2 0 ．0 1 5 ．8 ノノ

ノノ2 1 9 ／ノ ノノ　　　　　　 ノ／ 2 0 1 2 0 ．7 1 1 ．4 ノノ ノノ2 6 2 ノノ ノノ　　　　　　 ノ／ 7 0 8 2 8 ．0 1 5 ．4 サ ヌ カ イ ト

／／2 2 0 ／／ ノノ　　　　　　 ／／ 1 1 3 1 1 4 ．1 1 1 ．0 ／／ ／ノ2 6 3 ノ！ ノノ　　　　　　 ／ノ 8 4 6 1 9 ．3 17 ．2 鉄　 石　 英

ノ／2 2 1 ノノ ／ノ　　　　　　　 ノ／ 1 0 0 2 2 ．8 1 7 ．0 ノノ ノノ2 6 4 ／／ A 区　　 2 B 9 0 6 1 5 ．4 1 5 ．0 黒　 曜　 石

ノ／2 2 2 ノ／ ／／　　　　　　 ノ／ 5 3 4 1 5 ．0 1 2 ．5 ノノ ／／2 6 5 ノ／ ／／　　　　　　 ノ／ 1 3 6 3 1 7 ．1 1 5 ．0 ノ／

ノノ2 2 3 ノ／ ノノ　　　　　　 ノノ 1 4 0 1 4 0 ．0 3 8 ．3 ノ／ ノノ2 6 6 ノ／ ノ／　　　　　　 ノノ 3 2 6 2 0 ．4 2 0 ．1 ／／

／ノ2 2 4 ノ／ ／ノ　　　　　　　 ノ／ 5 9 9 3 3 ．4 2 0 ．0 ノノ ／ノ2 6 7 ノノ
A 区

2 0 トレ ン チ
4 1 2 2 1 ．5 2 1 ．4 ノ／

ノ／2 2 5 ノ／ ノノ　　　　　　　 ノ／ 1 0 2 7 2 2 ．5 1 3 ．4 ノ／ ノ／2 6 8 ノ／ ／ノ　　　　　　　 ノノ 3 8 0 2 7 ．1 1 8 ．8 ノ／

ノノ2 2 6 ノ／ ノノ　　　　　　 ／／ 1 0 3 9 2 9 ．5 2 0 ．3 ノノ ノノ2 6 9 ノノ A 区　 掘 下 中 12 0 0 2 6 ．7 1 6 ．6 ノノ

／ノ2 2 7 ノ／ ノ／　　　　　 ／／ 1 0 3 6 2 5 ．1 2 4 ．7 ノ／ ／／2 7 0 ノ／ ノ／　　　　　　 ノノ 7 2 3 3 3 ．4 2 8 ．4 ／ノ

ノノ2 2 8 ノノ ノ／　　　　　 ／ノ 1 3 5 9 2 2 ．2 1 5 ．2 ノ／ ノノ2 7 1 ／ノ ノノ　　　　　　 ノノ 4 7 3 3 8 ．2 3 6 ．2 ジ ャ ス パ ー

ノ／2 2 9 ／／ ／ノ　　　　　　 ノノ 1 2 3 0 1 6 ．4 1 4 ．2 ノノ ノノ2 7 2 ノノ ノノ　　　　　　 ／／ 4 7 3 5 2 ．2 3 3 ．1 黒　 曜　 石

ノノ2 3 0 ノ／ ／ノ　　　　　　　 ノノ 6 0 6 4 3 ．4 3 3 ．6 ノ／ ／／2 7 3 ノノ A 区　　 O B 9 8 0 3 0 ．0 2 8 ．0 ノ／

／／2 3 1 ノノ ノノ　　　　　　 ノ／ 5 9 7 2 3 ．4 2 1 ．3 ノ／ ノ／2 7 4 ノ／ ノノ　　　　　　 ノノ 9 8 2 1 5 ．0 1 5 ．0 ノノ

ノノ2 3 2 ノノ
ノ／

サ　 ブ　 ト　 レ
6 3 0 2 1 ．0 1 7 ．3 ノ／ ノノ2 7 5 ／ノ A 区 表　　 採 1 4 4 6 4 0 ．2 2 3 ．0 ノノ

ノ／2 3 3 ノノ
ノノ

S　 K　 － 0 1
8 0 1 1 9 ．3 1 8 ．8 ／／ ノノ2 7 6 i 石　　 刃 A 区　　 1 B 8 4 7 5 6 ．1 1 5 ．2 ノノ

ノ／2 3 4 ノ／ A 区　　 2 A 1 1 8 2 0 ．5 1 5 ．1 珪　　　 岩 ノノ2 7 7
石 刃 状

剥 片 ／ノ　　　　 2 A 6 4 1 3 5 ．1 1 6 ．2 　ヽナン ヤ ス パ －

ノ！2 3 5 ノ／ ／／　　　　　 ／／ 5 3 8 2 6 ．0 2 5 ．9 鉄　 石　 英 ノノ2 7 8 細 石 刃 ノノ　　　　　　 ノ／ 8 9 0 2 6 ．2 8 ．5 黒　 曜　 石

／／2 3 6 ／／ ノノ　　　　　　　 ノノ 5 9 0 1 6 ．0 1 5 ．5 ア プ ラ イ ト ノノ2 7 9 ／／ ノノ　　　　　　　 ノ／ 1 0 0 8 3 8 ．0 1 7 ．6 ノノ

／／2 3 7 ノ／ ！ノ　　　　　　　 ノ／ 6 4 1 2 0 ．4 1 2 ．1 サ ヌ カ イ ト ノノ2 8 0 ノ／ ノノ　　　　　　　 ノノ 1 3 5 5 2 5 ．8 8 ．7 ／／

ノ／2 3 8 ノノ ／／　　　　　　 ノノ 10 6 9 2 4 ．0 1 8 ．4 珪　　　 岩 ノノ2 8 1 ノ／ ／／　　　　　　 ノノ 1 1 5 7 3 0 ．6 1 3 ．6 ノ／

ノ／2 3 9 ノノ ／／　　　　　　 ノノ 2 3 1 3 2 ．8 2 5 ．0 サ ヌ カ イ ト ノノ2 8 2 ノ／ ノ／　　 l B 9 4 5 2 6 ．5 1 1 ．0 ／ノ

ノノ2 4 0 ノノ ノ／　　　　　　 ノノ 2 7 1 3 9 ．0 3 8 ．7 頁　　　 岩 ノノ2 8 3 ノ／ ／／　　　　　　 ノノ 3 2 2 1 7 ．6 7 ．7 ノ／

ノノ2 4 1 ノノ ノノ　　　　　　　 ノノ 1 2 4 1 2 8 ．7 2 1 ．3 珪　　　 岩 ノノ2 8 4 ノノ ノ／　　　 2 B 7 8 5 1 9 ．6 8 ．0 ノ／

ノ／2 4 2 ／ノ A 区　　 3 A 3 4 5 1 9 ．0 1 7 ．0 黒　 曜　 石 ノ／2 8 5 ／／
ノノ

2 0 ト レ ン チ
4 2 4 2 6 ．5 1 1 ．8 ／／

ノノ2 4 3 ノノ ノノ　　　　　　 ノ／ 3 5 0 4 0 ．7 2 4 ．4 ノ！ ノノ2 8 6 ノノ ノノ　　　　　　 ノノ 4 2 7 2 3 ．7 9 ．0 ノ／

挿表12　下山南通遺跡（A区）剥片一覧表③
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第4章　弥生時代の遺構と遺物

下山南通遺跡ではA区で弥生土器、B◎C eD区で遺構と遺物を検出した。A区の遺物は全て

上方からの流入と考えられる。B◎C◎D区は北東から南西へ降る地傾斜を有し、小さな稜線（平

坦部）と小自然河川の流れる谷部からなる地形のうねりがみられる。遺構はB区北側の稜線を境

にして、2つの遺構群がみとめられた。北部遺構群はB区北西隅、C◎D区に広がり、C区中央

の自然河川を挟んで北側の平坦面と、南側の傾斜面に立地している。南部遺構群はB区東側から

南西へ向けて、緩い傾斜をもつ平坦地に立地している。

第1節　竪穴住居跡（SI）

竪穴住居跡は、やや異形のものと従来「段状遺構」と称されているものも含めて北部遺構群で

9基、南部遺構群で6基の計15基を確認した。中期中葉～後期後半の時代幅の中におさまるもの

と考えられる。

SI－01

位　置　　6R、6Sグリッドに渡り、その北側に位置する。南部遺構群の東端にあたり、西

下がりの緩傾斜地（尾根部）に立地する。周辺には、SI－08、SK－42がある。床面

標高は、224．20mを測る。西側易を失っている。

形　態　平面形は円形と推定される。残存する床面は長径5．50m、短径3．40mを測り、推定

床面積約28m2となる。最大残存壁高は東側で19．1cmを測る。

側　溝　幅20cm、深さ8cmの溝がめぐり、断面形はU字形を呈する。

柱　穴　主柱穴はPl◎P2の2本で、主柱穴間距離は225cmである。規模はPlより、（51×

50－51．9）（68×66◎48×36－36．2）cmを測る。両主柱穴とも柱痕は認められなかった

が、P2では土層断面において柱痕様の分層が確認できるが、その規模からして柱抜

き取り痕と推定できる。その他、P3◎P4のピットを2基確認し、規模はP3より、

（28×26－12．7）（34×34－18．5）cmを測る。

中央ピット　中央ピットP5は、主柱穴間中央やや西よりに位置し、規模は（132×76－25．5）cm

を測る。

土　層　埋土は、黒色粘質土（②◎⑤◎⑥）、黄褐色粘質土（①◎③◎④）に大別でき、主柱

穴は前者の住居内及び側溝◎中央ピットは、後者の埋土からなっている。土層断面よ

り、住居全体が埋まった後、主柱穴が埋まっていった様子が観察される。また厚さ7

cm位の廃土が床面上及び中央ピット内に散在していたが、床面に接する状態では検出r

しなかった。また焼土面は検出しなかった。

遺　　物

時　　期

特筆事項

婆1、底部1、紡錘車1、砥石1を図化した。

遺物より弥生時代中期中葉と考えられる。

住居内に土壌様のピットP5、6を確認した。その埋土が本住居内の埋土と類似し

ており、その埋土に住居内に散在する焼土と同様の焼土を伴うこと、側溝を撹乱して

いないことから、居住期に同時存在していたと判断した。
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①暗黄褐色粘質土
②黄褐色粘土混じり
の黒色粘質土
③黒色粘質土混じり
の黒褐色粘質土
④暗黄褐色粘質土
⑤黒色粘質土
⑥黒色粘質土

∞l＋．＞

li

挿図21SI－01遺構遺物図

Sl－02

位　　置　　90グリッドの北部東側に位置する。南部遺構群のほぼ中央にあたり、東下がりの

綬傾斜地（尾根部）に立地する。周辺には、SK－08◎31、09、10、11、12、30がある。

床面標高は、221．74mを測る。西側％の床面を失っている。

形　　態　　平面形は円形と推定される。残存する床面は長径4．10m、短径2．40mを測り、推定

側　　溝

柱　　穴

床面積約14m2となる。また最大残存壁高は北東側で6．1cmを測る。

幅20cm、深さ3．7cmの溝がめぐり、断面形は梯形を呈する。

主柱穴はPl、P2の2本で、主柱穴間距離は1．88mである。規模はPlより、（31×

28－48．8）（38×37－44．1）cmを測る。両主柱穴とも柱痕は認められなかった。その他、

P3　◎P4のピット2基を検出し、規模はP3より（28×26－11．6）（37×33－24．9）
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cmである。

中央ピット　中央ピットP5は、主柱穴間の中央に位置し、規模は（62×60－31．6）cmを測る。

土　層　③－②－①層の順序で埋まっていったと考えられる。また焼土面は検出しなかった。

遺　　物　　壷1を図化した。

時　　期　　遺物より弥生時代中期と考えられる。
p

l　ア

R）73

挿図22　Sl－02遺構。遺物図

o S＝I：4　　10cm

ヒ」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

S1－03

位　　置　100グリッドの南側に位置する。南部遺構群の中央南端にあたり、南西下がりの綬

傾斜地（尾根部）に立地する。周辺には、SK－43、56、63、66がある。

形　　態　　残存状況より、平面形は方形と推定される。残存する床面は一辺5．90mを測り、残

存床面積9．19Iがである。また、最大残存壁高は北東側で14．4cmを測る。

側　　溝　　幅15cm、深さ3．0cmの溝がめぐり、断面形は梯形を呈する。

柱　　穴　　検出しなかった。

中央ピット・検出しなかった。

土　　層　　茶褐色土一層である。また焼土面は検出しなかった。

遺　　物　　検出しなかった。

時　　期　　周辺遺構の遺物より、弥生時代中期と推測する。
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特筆事項　　SI－03は円

形の平面プラン

を持たず、柱穴

等も検出されて

いない為、通有

の堅穴住居跡と

は異っている。

側溝等の存在か

らここでは住居

跡として扱っ

た。

Sl－04

o S＝I・：80　　　2m

L l　　　　－1

挿図23　Sl－03遣構図

位　　置　　6Mグリッドの東側に位置する。南部遺構群の中央北端にあたり、平坦面に位置す

る遺構群と離れて、南下がりの緩傾斜地（谷部）に立地する。周辺には、SK－75、

76、77がある。床面標高は、220．00mを測る。南側易の床面を失っている。

形　　態　　側溝の残存状況より、平面形は隅丸方形と推定されるが、北側の床面の突出により

I

J¶

［

⊂）

挿図24　S1－04遺構図
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恥85冨魂。

く嘩誌

Sこl：20

0．5

－－・A．

lm

挿図25　SI－04遺物出土状況国

全体としては不整な形をしている。残存する床面（北側の部分を含む）は、長辺2．90

mを測り、推定床面積7．3m2となる。また最大残存壁高は北側で28．8cmを測る。

側　溝　幅20cm、深さ4．6cmの溝がめぐり、西側で二肢に分かれている。断面形はU字形を呈

する。

柱　穴　　Pl～P5のピット5基を確認し、その規模はPlより、（17×17－8．9）（25×20－

14．7）（28×23－21．9）（21×20－14．1）（21×18－14．1）cmである。南部遺構群中の他

の堅穴住居跡の主柱穴の規模と比較すると、かなり貧弱なものであるため、Pl～P

5のピットは恒常的な居住の為の住居構造に伴う構造柱穴（＝主柱穴）とは異なるも

のであろう。

中央ピット　中央ピットP6は、住居のほぼ中央にあり、規模は（80×60－37．3）cmを測る。

土　層　住居跡のほぼ全域を覆うように分布する。焼土、炭混じりの黒色粘質土層（②層、

部分的には焼土層を形成する）は、床面に密着してその上位10～15cmの厚さで堆積し
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ており、砥石（SlO6）の上面とほぼ同じ高さを有する。また、よくしまっており、叩

きしめられた床面の如き様相を呈する。また焼土面は検出しなかった。

遺　物　壷5、婆5、高塀8、底部3、紡錘車2、石鉢1、砥石1を図化した。尚、Po92は

内面に赤色顔料が付着している。

出土状況　中央ピット周辺に遺物が集中し、また挙大の礫が集石状を呈する。遺物及び礫は重な

り合って混在しており、自然堆積によるとは考えにくく、何らかの人為的行為による

所産と考えられる。遺物は弥生時代中期中葉に属し若干の時期差をもつ。

時　期　遺物が若干の時期幅を持って混在する為時期は判定しにくいが、②層に弥生中期中

葉の婆が出土している事からこの遺構は中期中葉に使用されていたものと思われる。
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特筆事項　　明確な主柱穴が認められないこと、焼土が広く分布し叩きしめられていることから

定住を意識した住居とは考えにくく、遺物が一箇所に集中して存在する（放棄の際の

投げ込み、又は意図的な積み上げによるものと考えられる）こと、他の住居跡と比べ

て高塀が多い事、また、赤色顔料の付着した底部片が出土した事などから、祭祀に関

係する遺構と考えられる。

S1－05

位　　置 8M◎　8N◎　9M◎　9Nグリッドに渡り位置する。南部遺構群の中央やや西寄りに

あたり、南西下がりの綬傾斜地（尾根部）に立地する。住居内にSK－68があり、周

辺にはSK－62◎72、67、69、70がある。床面標高は219．4mを測る。

形　　態　　内側のSI－05a（破線部分）と外側のSI－05b e C（実線部分）の2回の建て

側　　溝

柱　　穴

替えが想定できる。SI－05aは7本柱、SI－05b e Cは8本柱構造であり、竪穴

の平面形は円形と推定されるが、側溝等を検出しなかったため明確にはできなかった。

床面の範囲は不明確だが、主柱に接する円を描き、その規模を測ると内側より（径約

5．76m◎床面積約26．OIが）、（径約6．50m◎床面積約33．OIが）（径約6．50m◎床面積約34．

0m2）という拡張がみられる。

検出しなかった。

主柱穴はSI一一05aよりPl～P7の7本、P8◎　9◎　3　◎10～14の8本、P8◎

9◎3◎10～12◎15◎16の8本で、主柱穴間距離はPlより186◎228◎254◎232◎228◎

276◎220、P8より186◎265◎216◎2000245◎250◎260◎195、P12より235◎287◎

220cmである。またSI－05bはSI－05aとP3を共有し、SI－05CはSI－05b

とP8◎P9　◎P3　◎PlO◎Plle P12を共有する。主柱穴の規模はPlより（28×

26－38．7）（30×29－47．9）（29×28－47．0）（45×43－27．3）（31×30－20．6）（28×27－

71．3）（32×30－29．9）（45×30－35．0）（29×28－44．7）（33×32－49．5）（80×75－20．

6）（37×34－20．4）（33×25－12．4）（28×27－36．8）（32×28－32．5）（26×25－36．1）

cmを測る。また各主柱穴とも柱痕は認められなかった。中央ピットの両端にピットP

17◎18を検出した。規模は（60×50－34．9）（36×34－29．7）cmを測る。いずれも柱痕

は認められなかった。

中央ピット　中央ピットP19は、住居のほぼ中央に位置すると考えられる。二段掘りになってお

り、規模は（160×140◎102×60－34．9）cmを測る。

土　　層　　各主柱穴とも埋土は黒色粘質土一層である。また中央ピット内の埋土は、炭を含ん

遺　　物

時　　期

特筆事項

でいる。

検出していない。

周辺遺構の遺物より、弥生時代中期中葉と推測される。

住居の東側に隣接して、焼土及び婆1、底部1（赤色顔料付着）、紡錘車1を検出し

たが、位置的には住居内に含まれることが想定され、住居床面の範囲がここまで広が

る可能性は高い（径約8．40m、面積約55．4Iが）。またSK－68も住居内施設と考えられ
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挿図28　SI－05遺構図
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るが、詳細は不明である。SI－05は多主柱構造で、南部遺構群の他の竪穴住居と比

べると規模も大きく、北部遺構群のSI－10同様やや突出した存在である。

Sl－06

位　　置　　OK、OLグリッドに渡り、その南端に位置する。北部遺構群の東端にあたり、北

下がりの緩傾斜地に立地する。新旧関係は不明だが、SK－98と切り合い関係にあり

周辺には、SK－95、96、97がある。床面標高は、224．70mを測る。

形　　態　　平面形は隅丸方形と推定される。残存する床面は、長辺3．40mを測り、推定床面積

約11．5Iがとなる。北方向に若干傾斜する。また最大残存壁高は東側で13．5cmを測る。

側　　溝　　幅16cm、深さ3．7cmの溝がめぐり、断面形はU字形を呈する。

柱　穴　　主柱穴はPl～P3の3本で、主柱穴間はPlより、150－200－186cmである。規模

はPlより、（28×27－59．7）（31×28－67．4）（26×22－36．3）cmを測る。各主柱穴と

も柱痕は認められなかった。また床面に対して、Plは垂直、P2は東方向に約100、

P3は両方向に約200の傾きを有し、住居構造が地傾斜に支配されていたことが類推で

きる。

中央ピット　中央ピットP4は、主柱穴3本を結ぶ三角形の中心より南方へずれ、規模は（80×

66－24．6）cmを測る。

土　　層　　残存する床面の大部分は、やや堅固な黄色粘土（地山）を地盤とし、残存床面の一

部及び北半分がこれの黒ボク化した軟弱な土層（地山）を地盤としている。全体に叩

きしめられており、この傾向は後者の部分に顕著に認められたが、この部分に黄色粘

土を覆いかぶせさらに叩きしめるという作業は行なわれていない。

埋土は、焼土、炭、黄褐色粘土粒（細礫）の多少及び色、粘性などで撹乱層（③）

を除いて3層に分層した。平面的には焼土を多量に含む層（①）は、住居の中央やや

南東側に広く分布する。また各主柱穴の埋土は②層よりなり、中央ピットは①層より

なる。また焼土面は検出しなかった。

遺　　物

時　　期

婆1、底部1を図化した。

遺物より、弥生時代中期後葉と考えられる。
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挿図30　Sl－06遺構。遣物図

S1－07

位　　置　1Jグリッドの中央西寄りに位置する。北部遺構群の東側にあたり、北東下がりの

綬傾斜地（谷部）に立地する。周辺にSK－90～93がある。床面標高は、223．27mを

測る。

形　　態　　残存状態から隅丸方形か長方形と推測されるが、明確でない。残存する床面は一辺

3．10mで、最大残存壁高は南側で14．8cm

を測る。

側　　溝　　幅10cm、深さ2．8cmの溝がめぐり、断面

形は梯形を呈する。

柱　　穴　　検出しなかった。

中央ピット　検出しなかった。

土　　層　　埋土は黒色粘質土である。また焼土面

は検出しなかっ皐。

遺　　物　　弥生土器片を検出したが図化できなか

った。
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時　期　　周辺遺構の出土遺物から弥生時代中期後葉と推測する。

Sl－08

位　置　　6Sグリッドの中央南端に位置する。南部遺構群の東端にあたり、南西下がりの緩

傾斜地（尾根部）に立地する。周辺には、SI－01がある。床面標高は、224．32mを

測る。

形　態　平面形は隅丸長方形である。床面は、長辺3．26m、短辺1．95m、面積5．71Iがを測る。

また、最大残存壁高は東側で28．9cmを測る。

側　溝　幅40cm、深さ4．3cmの溝がめぐり、断面形はU字形を呈する。

柱　　穴　　検出しなかった。

中央ピット　住居の西側端に位置する。規模は（61×60－15）cmで、幅21cm、高さ6．2cmの土堤が

周囲にめぐる。

土　層　床面は、黄色粘土層（地山）を地盤としており、顕著な叩きしめが行なわれている。

また土堤を構成する⑥層は、地山を叩きしめたものと考えられ、かなり堅固である。

焼土及び焼土面は全く検出せず、中央ピット内の埋土にも焼土◎炭などは含まれてい

なかった。

遺　　物　　検出しなかった。

時　　期　　周辺遺構の遺物より弥

生時代中期と推測する。

特筆事項　　SI－08は長方形の平

面プランをとり、規模が

やや小さいこと、柱穴が

みられないことから当初

は土壌と考えた。後に一

部側溝がめぐり、位置が

ずれるが中央ピットに相

当するPlが存在するこ

とから、竪穴住居跡とし

て扱った。普遍的な竪穴

住居とは性格を異にする

ものと考えられる。

H＝224．70m

【】】

挿図32　SI－08遺構図
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S1－09

位　置　　OIグリッド北部にあり、SB－13の北西側に位置する。北部遺構群北東部の綬傾

斜地に立地する。

形　態　平面形は隅丸長方形である。床面は長辺2．2m、短辺1．92m、面積3．78m2で、最大残

存壁高は北側で18．4cmを測る。床面に食い込む礫が表出している。

側　溝　幅12～14cm、深さ1cmの溝が壁際にめぐり、断面形はU字形を呈する。西側の1箇

o S＝l：40　　　1【
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挿図33　S1－09遺構。遺物図
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柱　　穴

土　　層

所で途切れるが、ほぼ全周する。

柱穴は確認できなかったが、住居跡南西部で性格不明のPlを検出した。規模は（23×

22－4．8）cmである。

床面は、やや堅固な茶褐色粘質土を地盤とする。埋土はPlのそれも含め3層に分

層される。

遺　　物

時　　期

S1－10

位　　置

壷1、賓2、高塀2、底部2、磨石◎敲石1を図化した。

遺物より弥生時代中期後葉と考えられる。

5Cグリッドの南東隅に位置する。北部遺構群の南側で、北西下がりの綬傾斜地に

立地する。SI－14と切り合い関係にあり、周辺には約5m離れてSI－12、SI－

15、SB－06が存在し、南東側にはSK－118～121の4基の土壌が検出されている。

0

しまっている。
暗褐色土　しま
暗褐色土黄色
ている。

①黒褐色土黄色小ブロック含む、あまり
しまっていない。
②明褐色土黄色小ブロック多量に含む、

っていない。
ブロックを含む しまっ

⑤暗褐色粘質土　しまっている。
⑥淡茶褐色土黄色土を含む、ややしまっ
ている。

宕諾意孟㌔芸砦讐鮎土を含む、しま



床面標高は218．63mを測る。

形　態　試掘トレンチにより南側の％の壁体◎床面を失っているが、残存部分と主柱穴数か

らみて、一辺約3mの隅丸五角形の平面プランを採るものと考えられる。残存する床

面は東西径5．86mで、面積23．28Iがを測る。復原すれば約30Iが前後の床面積があったも

のと推定される。最大残存壁高は南側で67．5cmを測る。

側　溝　壁際に幅17cm、深さ4cmの断面日宇状の溝が巡るが全周するかどうかは確認できな

い。

柱　穴　主柱穴はPl～P5の5本で、主柱穴間距離はPlから329－245～304－321－377cm

を測る。PlとP5の間隔が他に比べて広く、地傾斜と併せて、Pl、P5間が、入

口の可能性がある。各柱穴の規模はPl（26×26－36．4）P2（23×23－姓7）P3

（24×22－36・2）P4（22×21－25．4）P5（44×38－45．3）cmとなる。各柱穴とも

十分な深さをもつしっかりしたピットであるが、柱痕は検出されなかった。主柱穴以

幸三‾‾l‾く
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挿図35　SI－10遺物図
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外に3基のピットが存在するが、性格は不明である。Hニ迫。。m

中央ピット　中央ピットP6は住居跡のほぼ中央に位置する。平

面形は楕円形を呈し、規模は63×41－30cmを測る。上

線周囲を幅30cm、高さ10cmの盛土による土堤が巡って

いる。

土　　層　　床面は全体によくしまっており、低位の北側には黒

褐色土をたたきしめて貼床を施している。中央ピット

の土堤はこの上に黄褐色粘質土をつき固めて造られて

いた。埋土は褐色系の土が、地傾斜に沿って南側に厚

く、北側に薄く堆積しており、西側壁際で炭化物混じ

りの焼土のひろがりを確認している。中央ピットは底

面に淡茶褐色粘質土が堆積し、中央部に柱痕状のしま

りのない淡茶褐色土層がみとめられた。焼土◎炭化物

◎灰等は検出されていない。この他に南側で63×30m

の楕円形を呈す焼土面を検出した。

遺　　物　　遺物は中央ピット脇で床面に密着して凹基腹挟式単

孔の鉄鉱Flが検出され、南側では側溝上に脚台部を挿図36　51－柑遺物出土状況図

欠損した器台Po124が口緑を下にして置かれていた。その他埋土中から土器片を多く

検出しており、婆10、高塀、器台、小型壷2、磨石◎敲石1、砥石1を図化した。

時　　期　　出土土器には弥生時代中期後葉～後期後半まで幅があるが、床面直上遺物と、竪穴

平面プランからみて弥生時代後期後半の住居跡と考えられる。

特筆事項　　SI－10は規模も大きく、構造もしっかりしている。加えて、鉄製品も出土してお

り、下山両道遺跡の竪穴住居の中では突出した存在である。

Si－11

位　　置　　4Eグリッド南東隅に位置する。北部遺構群の西側にあたり、北西向きの綬傾斜地

に立地する。新旧関係は不明だがSK－116と切り合い関係にあり、SK－116がSI

－11を切っている可能性が強い。また遺構内には平安時代（9世紀代）の遺構と考え

られるSB－07が存在する。床面標高は219．30mを測る。

形　　態　　平面形は隅丸方形と推定される。残存する床面は一辺5．1mを測り、推定床面積約26．

OIがとなる。北西の一辺は傾斜のため削平されている。また最大残存壁高は、東側で50．

4cmを測る。

側　　溝　　幅12cm、深さ5．3cmの溝がめぐり、断面形はU字形を呈する。

柱　　穴　　主柱穴はPl～P4の4本で、主柱穴間距離はPlより292－295－314－288cmであ

る。規模はPlより（33×30－49．9）（32×30－55．9）（31×26－51．9）（42×38－52）

cmを測る。各主柱穴とも柱痕は認められなかった。

中央ピット　中央ピットP5は住居跡のほぼ中央に位置し、規模は（96×81－32）cmで、中央ピ

ー　56　－



H＝220．20m ①
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喜

喜

黒色土

志琶雪嶺富隻笠富者£戸む
黒褐色土（しまっている）
黒色土
焼土
暗褐色土（しまっている）
黄褐色土
暗黄褐色土（盛土張床）

（P）がSト11に伴うピット
o S＝I・80　　　2m

i．＿＿叩＿＿＿＿＿＿－＿＿＿＿‥＿＿j

享三〒‾三三

h138

挿図37　SI一日遺構。遣物図
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ツトのまわりに幅43cm、高さ29cmの土堤が巡る。後の時代のSB－07、及び同時期の

ピットによって切られている。

土　　層　　北西下がり緩傾斜を掘り込んだ住居跡で、その傾斜を平らにするための貼床⑨層が

北西側半分程に施されている。暗黄褐色の叩きしめられた粘質土層である。③④⑤層

が堆積した後、平安時代のSB－07のピットに切られている。焼土面を1ヶ所、焼土

を数ヶ所確認した。

遺　　物　　床面直上から埋土上面にかけて広範囲に散在的に分布しており、婆12、高塀2、器

台1を図化した。

時　　期　　出土した土器片は、弥生中期中葉～後期後半にかけての時期にあたる。床面に出土

した器台片などが後期後半にあたる事、また住居跡の形態が隅丸方形と考えられ、中

期においては円形を呈するものが多い事などから、このSI－11は弥生後期後半の住

居跡と考えられる。

Sl－12

位　　置　　6Dグリッドの北東隅に位置する。北部遺構群の西南端にあたり、北下がりの緩傾

斜地に立地する。周辺にはSK－118～121e SI－10がある。床面標高は219．64mを

測る。

形　　態　　平面形は円形で、床面は長径3．94m、短径3．64m、面積10．96Iがとなる。また、最大

残存壁高は南東側で52．2cmを測る。

側　　溝　　幅15cm、深さ6．3cmのしっかりした溝が、その南側を若干切ってめぐり、断面形はU

字形を呈する。側溝が切れる南側は、入口という可能性も考えられよう。

柱　　穴　　主柱穴はPl～P3の3本で、主柱穴間距離は、Plより310－258－314cmである。

規模はPlより、（33×31－54）（34×26－42．6）（40×32－61．7）cmを測り、各主柱穴

とも柱痕は認められなかった。また中央ピットすぐ北側にしっかりした補助柱穴と思

われる規模（14×14－30．5）cmのP5を検出している。

中央ピット　中央ピットP4は主柱穴3本を結ぶ三角形の中心に位置し、規模は（74×48－31．1）

cmを測る。中央ピットのまわりには、黄色土を叩きしめた土堤がその南側半分程度残

存している。

土　　層　　床面はやや竪固な黄色粘土（地山）を地盤としている。叩きしめられた痕跡、貼床

は見られない。埋土は、黄色小粒土の多少及び色、粘性などによって5層に分層した。

各主柱穴の埋土は明茶褐色土一層、中央ピットは、しまりのない淡黄色土からなる。

焼土面を中央やや東側に、焼土を南西側にそれぞれ1ヶ所確認した。

遺　　物　　埋土から床面にかけて弥生土器片が出土したが、埋土中より出土した婆5、底部2

を図化した。

時　　期　　出土した遺物は弥生時代中期～後期まで幅があるが、周辺遺構の時期と併せて考え

ると、弥生時代後期後半と推定される。
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R〕148 d　①黒褐色土
（黄色小粒を含む、しまっている）
②明茶褐色土
（黄色小粒土を多く含む）
②明茶褐色土
（黄色小粒を含む、しまっている）
③黄色土
③淡黄色土
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」上ク
R〕147

oS＝I4

E三三三三当、n一

掃図38＋S『－綾遽癖◎遺物図

R）148

特筆事項　　3本の主柱穴が、側溝に密着して掘り込まれている。この事は側溝が雨よけの溝で

ない事の根拠となろう。
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Sl－13

位　　置　　2Hグリッドの北東側に位置する。北部遺構群の東側にあたり、北西下がりの綬傾

斜地（尾根斜面）に立地する。周辺には、SK－87、88、89、90などがある。床面標

高は、222．02mを測る。

形　　態　　平面形は、円形と推測されるが明確でない。床面は南側の一部を残し大半が流失し

ている。また、最大残存壁高は東側で8．50cmを測る。

側　　溝　　幅15cm、深さ4．0cmの溝がめぐり、断面形はU字形を呈する。

柱　　穴　　ピットPl～3を検出した。規模はPlより、（32×25－39．9）（23×22－27．3）（22×

20－10．5）を測る。また各柱穴とも

柱痕は検出しなかった。

P1－P2間距離は126cmを測り、S

I－06（P1－P2、155cm）から類

推すると、Pl◎　2を逆三角形の底

辺におく、3主柱住居であった可能

性が考えられる。

中央ピット　P3が中央ピットである可能性が

考えられるが、明確でない。

土　　層　　埋土は黒色粘質土一層である。

遺　　物　　無頸壷Po149を検出した。

時　　期　　出土遺物及び周辺遺構の遺物から

判断すると、弥生時代中期後葉と推

測される。

Sl－14

H＝22240m

三三三三三二二二
o S＝14　　　10cm

．　　　　　　　　　‾T　　　　、＿　　や、1．、‾　＿－

挿図39　Sl－13遺構。遺物図

位　　置　　6Cグリッドの北側に位置する。北部遺構群の西側南端にあたり、北西下がりの綬

傾斜地（尾根斜面）に立地する。SI－10によって北東側を切られ、周辺にはSI－

15、SB－06、SK－122がある。床面の標高は、219．15mを測る。

形　　態　　平面形は隅丸方形と推定される。残存する床面は、一辺4．30mを測り、平面形を方

形とした場合推定床面積18．5m2となる。また、最大残存壁高は東側で19．5cmを測る。

側　　溝　　検出しなかっ　　　　　　　　　ア
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る。

中央ピット　検出しなかった。

土　層　　黒色粘質土一層である。焼土◎焼土面ともに検出しなかった。

遺　物　弥生時代中期と思われる土器片を検出したが、図化できなかった。

時　期　　SI－10（後期前半）に切られていることと、出土遺物から判断すると弥生時代中

期と推測される。

特筆事項　　SI－14は側溝◎柱穴を持たず、通常の竪穴住居跡とは異なり従来「段状遺構」と

呼ばれているものである。

S1－15

位　置　　6Bグリッドのほぼ中央に位置する。北部遺構群の西側南寄りにあたり、北下がり

の綬傾斜地（尾根斜面）に立地する。SB－06と切り合い関係にあり、周辺にはSI

－14、SK－122がある。床面標高は、219．18mを測る。

形　態　平面形は隅丸方形と推定　　H＝2－980m
黒褐色土（黒ボク）
淡黄色土（黒ボクまじり）
黄褐色土（粘質、床面）

黒褐色土（しまりがない）

①
②
③
④
⑤
⑥

Iも158　R）156

される。残存する床面は、

長辺6．44mを測り、北側は

殆ど流失している。また、

最大残存壁高は、南側で24．

0cmを測る。

側　　溝　　検出しなかった。

柱　　穴　　検出しなかった。

中央ピット　検出しなかった。

土　　層　　②◎③層は地山系の粘土

層（厚さ6cm位）で、叩き

しめられており、住居の床

面を構成している。平◎断

面に示された溝は②◎③層

に覆われており、遺物は①

層に集中する。

遺　　物　　壷1、婆4、高塀1、底

部5、砥石1を図化した。

時　　期　　遺物より弥生時代中期後

葉と考える。

特筆事項　　平◎断面に示された溝（幅

45cm、深さ23cm）は、明ら

かに住居床面の下位にあり、

住居以前の遺構である。住

h152　h155，160

淡黄色土（粘質）
茶褐色土

⑳一m158

S＝1：80

2m

±二＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

挿図41　Sl－15遺構図
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挿図42　SI－15遺物図仲

居の側溝にしては、本遺跡内のものと比較すると、

圧倒的に規模が大きく、側溝とは考えにくい。切

り合い関係にあるSB－06に伴う施設の可能性も

考えられるが、明確なことはいえず、その性格は

不明である。SI－15は、隣接するSI－14と同

様に側溝◎柱穴がみとめられず、従来「段状遺構」

と称されていたものであろう。ここで貼床が検出＿

されたことより居住という機能を推定するのが妥

当と考えられる。

（中原　斉、浅川美佐子、松本琢己）
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第2節　掘立柱建物

掘立柱建物はB区で5棟、C区で7棟、D区で2棟、計14棟を検出した。そのうち弥生時代の

遺物を検出したもの3棟、平安時代のもの1棟、遺物による時代判定のできないもの10棟を確認

した。弥生時代のもののうち、1棟は束柱をもつ総柱の建物である。

S B－01

位　置　7R、8Rグリッドにわたって位置する。南部遺構群の東端にあたり、南西下がり

の緩傾斜面に立地し、柱穴ラインの内側にSK－01、周辺にはSト01、SK－03、

14、42、52などがある。標高223m前後を測る。

形　態　梁間2間（2・88m）桁行5間（7・86m）の長棟建物である。但し、北側のPl、P

13間の柱穴は検出しておらず、北側梁間は1間となる。柱穴間距離はPlから1．46◎

1・63◎1・44◎1・93◎1・40◎1・31◎1・56◎1・26◎1・98◎1・54◎1．47◎1．60◎2．88mで、

主軸はN－240－Wである。

柱　穴　各柱穴の規模はPl（26×24－29）P2（41×36－47）P3（39×30－15）P4（24×

土　　層

遺　　物

時　　期

20－45）P5（21×19－38）P6（24×19－30）P7（21×19－14）P8（26×25－

18）P9（26×25－47）PlO（30×26－14）Pll（26×2仁15）P12（26×23－18）

P13（29×23－21）cmである。各柱穴とも柱痕は認められなかった。

各柱穴とも埋土は黒色粘質土一層である。

検出しなかった。

不明である。

uO⊥’GZZ＝H

o S＝l：80　　　2m

〔－　；，！」

挿図44　SB－01遺構図

－　63　－



S B－02

位　　置

形　　態

柱　　穴

土　　層

遺　　物

時　　期

11M、11Nグリッドにわたって位置する。南部遺構群の北端やや西寄りにあたり、

南西下がりの緩傾斜面に立地し、周辺には、SK－57、66、74、85がある。標高217

m前後を測る。

梁間2間（2．84m）桁行5間（7．29m）の長棟建物である。柱穴問距離はPlから

1．22◎1．43◎1．62◎1．60◎1．37◎1．34◎1．43◎1．46◎1．60◎1．48◎1．58◎1．15◎1．40◎

1．40mで、主軸はN－800－Wである。

各柱穴の規模はPl（32×26－24）P2（22×19－20）P3（26×22－24）P4（22×

21－20）P5（30×26－26）P6（27×26－21）P7（21×19－18）P8（30×26－

20）P9（26×22－11）PlO（28×25－15）Pll（29×24－15）P12（27×24－20）

P13（26×23－15）P14（25×22－32）cmである。各柱穴とも柱痕は認められなかっ

た。

各柱穴とも埋土は黒色粘質土一層である。

検出しなかった。

不明である。

H＝21830m

P　2　　　　　　　　　　　　　p　3

二　二

P5　　　　　　　　　　　p6

PIO p9

挿図45　SB－02遺構図

S B－03

位　　置

形　　態

山OI‘〔＝Z＝H

o S＝l：80　　　2m

［題　　　1　　1

9Lグリッド北隅に位置する。南部遺構群のやや南西側にあたり、南西下がりの緩

傾斜面に立地し、周辺には、SK－71、78、79、80がある。標高217m前後を測る。

梁間1間（2．38m）桁行2間（3．08m）の建物である。柱穴間距離はPlから2．38◎
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1．53◎1．50◎2．21◎1．49◎1．50mで、

主軸はN－320－Wである。

柱　　穴　　各柱穴の規模はPl（18×17－28）

P2（38×23－23）P3（24×21－

20）P4（21×20－29）P5（25×

23－32）P6（24×22－19）cmであ

る。各柱穴とも柱痕は認められなか

った。

土　　層　　各柱穴とも埋土は黒色粘質土一層

である。

遺　　物　　検出しなかった。

時　　期　　不明である。

S B－04

位　　置　　8Pグリッドの北東隅に位

置する。南部遺構群の中央や

や東寄りにあたり、西下がり

の緩傾斜面に立地し、周辺に

は、SK－02、06、22、49、

52がある。標高221m前後を測

る。

形　　態　　梁間1間（2．81m）桁行2

間（3．81m）の建物である。

柱穴間距離はPlから2．62◎

1．68◎1．69◎2．81◎1．67◎1．

∈

0

40mで、主軸はN‾70‾Wで尋！
ある。　　　　　　　　　　　　エ

柱　　穴　　各柱穴の規模はPl（27×

23－23）P2（34×26－32）

P3（34×31－24）P4（36×

32－23）P5（23×22－23）

P6（25×23－16）cmである。

山01．91Z＝H

o S＝l：80　　　2m

巨≡－　「　二二二三

挿図46　SB－03遺構図

挿図47　SB－04遺構図
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土　　層

遺　　物

時　　期

各柱穴とも柱痕は認められなかった。

各柱穴とも埋土は黒色粘質土一層である。

検出しなかった。

不明である。

S B－05

位　　置

形　　態

柱　　穴

土　　層

遺　　物

時　　期

10K、10Lグリッドにわたって位置する。南部遺構群のほぼ南西側にあたり、南西

下がりの緩傾斜面に立地し、周辺には、SK－45、51、52、83、84がある。標高216

m前後を測る。

梁間1間（2．56m）桁行3間（5．60m）の建物である。柱穴間距離はPlから1．33◎

1．98◎1．75◎2．53◎2．50◎1．76◎1．29◎2．43mで、主軸はN－660－Eである。

各柱穴の規模はPl（18×17－37）P2（26×24－50）P3（24×22－49）P4（25×

23－61）P5（24×21－35）P6（25×22－22）P7（23×20－35）P8（22×20－

27）cmである。各柱穴とも柱痕は認められなかった。

各柱穴とも埋土は黒色粘質土一層である。

検出しなかった。

不明である。

H＝217．70m

uO∠7花TH

S＝I．：80

！
2m

挿図48　SB－05遺構図
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S B－06

位　　置　　6Bグリッドのほぼ北東に位置する。北部遺構群やや西側にあたり、北下がりの緩

傾斜面に立地し、SI－15と重複している。標高218m前後を測る。

形　　態　　梁間2間（3．30m）桁行4間（4．13m）の建物である。但し、北側のPl◎P9間

は柱穴がみつからず、梁間1間となる。柱穴間距離はPlから1．51◎1．30◎1．32◎1．

67◎1．56◎1．27◎1．32◎1．38◎3．32mで、主軸はN－160－Wである。

柱　　穴　　各柱穴の規模はPl（31×30－29）P2（28×27－41）P3（29×26－45）P4（25×

22－32）P5（28×21－36）P6（28×20－52）P7（23×22－30）P8（25×22－

30）P9（31×30－29）cmである。各柱穴とも柱痕は認められなかった。

土　　層　　各柱穴とも埋辻は黒色粘質土一層である。
＼
l

遺　　物　　検出しなかった。

時　　期　　SI－15（弥生時代中期後葉）下位より検出の溝との関連性から、弥生時代中期後

挿図49　SB－06遣構図
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特筆事項

葉以前と考える。

SI－15の項で述べた様に、SI－15（弥生時代中期後葉）の下位より検出された

満は、その残存状況より（本建物を囲うように南側に巡る）本建物に伴う遺構である

可能性が高いといえる。従って本建物は、弥生時代中期後葉よりも古い時期に比定さ

れる。

S B－08

位　　置

形　　態

柱　　穴

土　　層

遺　　物

時　　期

3Gグリッド中央やや西寄りに位置する。北部遺構群のほぼ北東にあたる。

傾斜により西側を失っているが、本来は桁行3間の掘立建物であったと推定される。

柱穴間距離はPlから1．47・1．55・1．94mである。主軸はN－290－Wである。

各柱穴の規模はPl（31×22－50）P2（32×26－42）P3（30×26－44）P4（33×

22－45）cmである。各柱穴とも柱痕は認められなかった。

各柱穴とも埋土は黒色粘質土一層である。

検出しなかった。

不明である。

Hこ221．20m

S B－09

位　　置

形　　態

L＿＿＿＿雪‥∞」
0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

挿図50　SB－08遺構図

3Cグリッド西側に位置す

る。北部遺構群のほぼ北西に

あたり、南下がりの緩傾斜面

に立地する。周辺にS K－

111、112、113がある。標高218

m前後を測る。

梁間1間（2．66m）桁行2

間（4．74m）の建物である。

柱穴間距離はPlから2．66・

2．36・2．28・2．81・2．24・2．

23mで、主軸はN－330－Wで

ここ

N

N

N

O

∃
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山OZ引Z＝H

o S＝l：80　　　2m

」－一つ　　」

挿図51SB－09遺構図

ある。

柱　穴　各柱穴の規模はPl（26×24－29）P2（41×36－47）P3（39×30－15）P4（24×

20－45）P5（21×19h38）P6（24×19－30）P7（21×19－14）P8（26×25－

18）P9（26×25－47）PlO（30×26－14）Pll（26×24－15）P12（26×23－18）

P13（29×23－21）cmである。各柱穴とも柱痕は認められなかった。

土　　層　　各柱穴とも埋土は黒色粘質土一層である。

遺　　物　　検出しなかった。

時　　期　　不明である。

S B－10

位　置　　3Dグリッドの中央に位置する。北部遺構群の北側やや西寄りにあたり、北下がり

の緩傾斜面に立地する。周辺にSK－114がある。標高218m前後を測る。

形　態　　梁間1間（2．32m）桁行2間（3．08m）の建物である。柱穴間距離はPllから2．32◎

1．36◎1．4巨2．18◎1．44◎1．62mで、主軸はN－480－Eである。

柱　穴　　各柱穴の規模はPl（32×19－55）P2（29×25－34）P3（40×37－31）P4（29×
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27－21）P5（35×29－21）

P6（31×29－20）cmである。

各柱穴とも柱痕は認められな

かった。

土　　層　　各柱穴とも埋土は黒色粘質

土一層である。

遺　　物　　検出しなかった。

時　　期　　不明である。

S B－11

位　　置　　2Eグリッド東端、やや南

寄りに位置する。北部遺構群

のほぼ北端にあたり、南西下

がりの緩傾斜面に立地する。

標高219m前後を測る。

形　　態　　梁間1間（2．03m）桁行2

間（3．19m）の建物である。

uOZ6IZ＝H

o SごI：80　　　2m

し」＿＿＿」＿＿」

挿図52　SB－10遺構図

柱穴間距離はPlから1．94◎1．29◎

1．65◎2．03◎1．79◎1．44mで、主

柱穴軸㌫慧芸O。25×241
24）P2（26×24－14）P3（24×

22－26）P4（29×25－36）P5

（25×21－31）P6（25×24－33）

cmである。各柱穴とも柱痕は認め

られなかった。

土　　層　　各柱穴とも埋土は黒色粘質土一

層である。　　　　も

遺　物　Plよ。弥生土器（小片）を検聖l

出したが、図化できなかった。

時　　期　　出土遺物より弥生時代中期と考

えられる。
山000ZZ＝H

o S＝l：80　　　2m

巨二二二二一二二＿≡∃

挿図53　SB－11遺構図
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S B－12

位　　置 2Fグリッドのほぼ

中央に位置する。北部

遺構群のほぼ北端にあ

たり、南西下がりの綬

傾斜面に立地する。S

K－105と切り合い関

係にあり、一部自然河

川により削られている。

標高219m前後を測る。

形　　態　梁間2間（3．36m）桁

行2間（2．82m）の総

柱建物である。柱穴間

距離はPlから－◎

－◎1．36◎1．96◎－

－◎－◎1．49◎1．60◎

（P4－9）1．53◎（P

8－9）1．37mで、主

軸はN－90－Eであ

る。

柱　　穴　　各柱穴の規模はPl

（37×36－38）P　3

（66×52－39）P　4

（37×30－34）P　5

土　　層

遺　　物

E

O

塾

‾Ⅴ－し／「　‾∪‾
′

二

／

　

二

　

＼

ノ

o S＝I80　　　2m

巨＿＿＿．－＿‥二一二三

挿図54　SB－12遺構。遣物図

（39×30－39）P6（39×36－30）P7（31×30－35）P8（41×33－36）P9（38×

33－24）cmである。各柱穴とも柱痕は認められなかった。

各柱穴とも埋土は黒色粘質土一層である。

P8検出の婆1を図化したが、P7◎P9検出の弥生土器（小片）は図化できなか

った。

時　期　　出土遺物より弥生時代中期と考えられる。

S B－13

位　置　1Jグリッドややの北西に位置する。北部遺構群の北東端にあたり、南下がり綬傾

斜面に立地する。標高224m前後を測る。

形　態　梁間1間（2．38m）桁行1間（2．24m）の建物である。柱穴間距離はPlから2．35◎

2．24◎2．38◎2．20mで、主軸はN－250－Wである。
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柱　　穴　　各柱穴の規模はPl（36×

29－41）P2（36×26－36）P

3（33×30－26）P4（27×26－

28）cmである。各柱穴とも柱痕

は認められなかった。

土　　層　　各柱穴とも埋土は黒色粘質土

一層である。

遺　　物　　P2より弥生土器（小片）を

検出したが、図化できなかった。乞

時　期　出土遺物よ。弥生時代中期と鞠
考えられる。　　　　　　　　　エ

uOG’わZZ＝H

o S＝l：80　　　2m

L一一一i　」

挿図55　SB－13遺構図

S B－14

位　　置　1K、2Kグリッドにわたって位置する。北部遺構群の北東端にあたり、南西下が

りの緩傾斜面に立地する。標高224m前後を測る。
H＝224．50m

PlO p9

挿図56　SB－14遺構図
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形　態　梁間2間（3・10m）桁行4間（5・86m）の建物である。ただし、西側のP5、7間

の柱穴はみつからず、梁間1間となる。柱穴間距離はPlから1．74◎1．19◎上56◎1．

33◎2・86◎1・23◎1・40◎1・37◎1・58◎上57◎1・51mで、主軸はN－14。－Eである。

柱　穴　各柱穴の規模はPl（38×34－18）P2（37×26－18）P3（30×28－20）P4（32×

29－24）P5（34×27－26）P7（32×26－18）P8（30×28－15）P9（35×33－

14）PlO（31×27－24）Pll（27×25－13）P12（21×20－16）cmである。各柱穴と

も柱痕は認められなかった。

土　　層

遺　　物

時　　期

各柱穴とも埋土は黒色粘質土一層である。

検出しなかった。

不明である。 （西原徳善）

第3節　土壌

弥生時代に属する遺構総数150基のうち、土壌は約8割の121基を数える。単純に計算すれば竪

穴住居、掘立柱建物1棟につき6～7基が存在することになる。土壌の分布は、時期不明の土壌

も含めて中期中葉の南部遺構群に84基、中期後葉の北部遺構群に37基である。後期後半の竪穴住

居跡（Sト10～12）の時期に相当する土壌は検出されなかった。土壌は平面形が、隅丸長方形、

円形、楕円形等があり、規模は最も大きいもので2m前後を測るものがある。土壌の性格は断面

袋状を呈するものが貯蔵穴と考えられるが、性格不明の土壌が多い。

S K－01

位　置　8Rグリッドの北側に位置する。南部遺構群の東側にあたり、西下がりの緩傾斜面
H＝22370m

SK－01遺構。遺物図
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形　　態

土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

（谷部）に立地する。SB－01の柱穴ラインの内側にあたり、周辺にはSK－03、05、

52、54などがある。壌底の標高は223．00mを測る。

平面形、底面形共に隅丸長方形で、断面形は北東壁で袋状を呈する、底面のほぼ平

坦な土壌である。規模は、検出面で長径228cm、短径132cm、床面で長径216cm、短径110

cm、深さ47cmを測る。長軸方向はN－650－Eで、壁の最小傾斜角は870である。

②、③層は黒色粘質土系の土層であり、土壌の北東側で袋状を呈することを考え合

わせると、壁の崩壊による埋土であろう。

賓1、底部1を図化した。

不明である。

出土遺物より弥生時代中期中葉と考える。

S K－02

位　　置

形　　態

土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

9Pグリッドの北端やや東寄りにH型jOm

位置する。南部遺構群の南東にあた

り、西下がりの緩傾斜面に立地する。

周辺にSB－04、SK－10～13など

がある。堰底の標高は221．48mを測

る。

平面形は不整円形、底面形は円形

を呈し、断面形は壁が最小傾斜角1000A‾

とやや外傾気味である。底面のほぼ

平坦な土壌である。規模は、検出面

で長径154cm、短径131cm、底面で長

径125cm、短径123cm、深さ38cmを測

る。

②層は壁の崩壊による埋土と思わ

れ、袋状土壌であった可能性が考え

①黒色粘質土
②黒色粘質土
（茶褐色粘質土
微量含み）

三
R）164　　　　　　0 S＝1：4　10cm

られる。

聾1を図化した。

貯蔵穴と思われる。

出土遺物より弥生時代中期と考える。

S K－03

位　　置

形　　態

」　　　⊥
挿図58　SK－02遺構。遺物図

8Qグリッドの北側に位置する。南部遺構群の南東にあたり、南西下がりの緩傾斜

面に立地する。周辺にはSK－05、52などがある。堰底の標高は222．32mを測る。

平面形、底面形共に隅丸長方形で、断面形は壁の最小傾斜角度が930とほぼ直立し、

底面はほぼ平坦な土壌である。規模は、検出面で長径132cm、短径105cm、底面で長径

121cm、短径91cm、深さ23cmを測る。長軸方向はN－750－Eである。
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H＝22280m

A

土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

S K－04

位　　置

挿図59　SK－03遣構図

埋土は褐色粘質土、茶褐色粘質土の2層である。

壷1、婆1、底部1を図化した。

不明である。

出土遺物より弥生時代中期中葉と考える。

10Mグリッドの北西部に位置する。南部遺構群南西側にあたり、南西に下がる綬傾

斜面に立地している。このあたりは石の露頭が多く、遺構は少なかったが、西3mに

SK－46がある。墳底の標高は218．2mを測る。
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王も166

0　S＝1：410cm

忘忘志

挿図60　SK－03遺物図

形　態　平面形は検出面で長径79cm、短径70cmの不整H三呈堪Om

円形で、断面は逆梯形を呈す。底面は長径37cm、

短径27cmの楕円形で、非常に小さくなっている。

深さは37cmを測る。壁の最小傾斜角は1200である。

土　　層　　地山に掘り込まれており、埋土は黒色土系の

2層である。

遺　　物　　検出しなかった。

性　　格　　不明であるが、規模、形態とも普遍的な型の

土壌とは異っている。

時　　期　　周辺遺構の遺物より弥生時代中期と推測する。
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黒色土

（ややしまっている）
黒褐色土

（しまっている）

o S＝I：40

」－∵‾l’’「」m

挿図61SK－04遺構図



①黒色粘質土

②黒色粘質土（茶褐色土少量含む）
③黒色粘質土（茶褐色土ブロック混入）
④茶褐色粘質土

o S＝l：20忘m
挿図62　SK－05遺構図
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挿図63　SK－05遺物図
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S K－05

位　置　　8Qグリッドのほぼ北西側に位置する。南部遺構群のほぼ南東にあたり、西下がり

の緩傾斜面（谷部）に立地する。周辺にSB－04、SK－03、52などがある。墳底の

標高は221．78mを測る。

形　態　平面形、底面形共に隅丸長方形で、断面形は壁が最小傾斜角1030と明瞭に外傾する。

底面はほぼ平坦な土壌である。規模は、検出面で長径228cm、短径184cm、底面で長径

200cm、短径156cm、深さ54cmを測る。長軸方向はN－680－Eである。

土　層　黄色粘土（地山）に掘り込まれており、④～①層の順で埋まっていった様子が伺が

われる。

遺　物　壷2、聾4、高塀1、底部2を図化した。遺物は、①層中に集中しており、Po168は、

口緑を下にして出土した。

性　　格　　不明である。

時　　期　　出土遺物より弥生時代中期中葉と考える。

S K－06◎22

位　置　　8Pグリッドの北西隅に位置する。南部遺構群のほぼ中央にあたり、西下がりの緩

傾斜面（尾根部）に立地する。SK－07に隣接し、周辺にはSB－04、SK－49、53

がある。SK－06をSK－22が切っており、墳底の標高は、SK－06で221．09m、S

K－22で220．92mを測る。

形　態　　SK－06◎22は平面形、底面形共に円形で、断面形は明瞭に壁が外傾する。底面の

ほぼ平坦な土壌である。SK－06の規模は、検出面で径140cm、底面で径127cm、深さ

25cmを測る。SK①暗褐色土　　皿。。m　聖94
（黄色土粘を含む、
ややしまっている。）
（診黒褐色土

（黄色ブロックを含　A
む。）
（彰暗褐色土
（黄色ブロックを含
む。黄色土を含む、
斑状）

ー22の規模は、検

出面で径124cm、底

面で径107cm、深さ

35cmを測る。壁の

最小傾斜角はSK

－06で1200、S K

－22で1000を測る。

土　　層　　SK－06◎22共

に黄色粘土（地山）

に掘り込まれてお

り、SK－06の埋

土は黒褐色土一層

である。SK－22

はSK－06の埋土

を明瞭に切ってお

④暗褐色土
（黄色ブロック
を含む、黄色土
を含む、斑状、
③よりやや明
るい。）
⑤明茶褐色土
（む暗褐色土

餌7へ」二亡プ
挿図鋼　SK－06◎22遺構◎遺物図
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り、埋土は①～⑤層である。

遺　　物　　SK－06より弥生時代中期と思われる土器片が出土しており、SK－22より賓1、

一括遺物で所属不明の底部1を図化した。

性　　格　　貯蔵穴の可能性が強い。

時　　期　　SK－22は、出土遺物より弥生時代中期中葉と考えられ、SK－06はこれ以前であ

ろうと推測する。

S K－07

位　　置　　80グリッドの北東隅に位置する。南部遺構群のほぼ中央にあたり、西下がりの緩傾

斜面（尾根部）に立地する。SK－06◎22と隣接し、周辺にはSK－53がある。壌底

の標高は220．55mを測る。

R〕181

①黒褐色土黄色土粒を多く
含む、しまっている。

②黒褐色土黄色土粒を含ま
ない。

②′②よりやや暗。よくしま
っている。

③暗黄褐色土黄色ブロック
を含む、しまっている。

！薫
○

∃

o Sコl：40

」一二∵≒＝］【

Po182

挿図65　SK－07遺構。遺物図
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形　態　平面形、底面形共に隅丸長方形で、断面形は明瞭に壁が外傾する。底面のほぼ平坦

な土壌である。規模は、検出面で長径238cm、短径203cm、底面で長径225cm、短径182

cm、深さ50cmを測る。長軸方向はN－100－Wで、壁の最小傾斜角は1000である。

土　　層　　黄色粘土（地山）に掘り込まれており、③～①の順で埋まっていった様子が伺われる。

遺　物　　婆2、底部2を図化した。

性　　格　　不明である。

時　期　　出土遺物より弥生時代中期と考える。

S K－08◎31

位　置　　90グリッドのほぼ中央北端に位置する。南部遺構群のほぼ中央にあたり、西下が

りの緩傾斜面（尾根部）に立地する。SI－02と隣接し、周辺にはSK－09がある。

SK－31をSK－08が切っており、壕底の標高はSK－08で219．80m、SK－31で21

9．72mを測る。

形　態　　SK－31は残存状況が悪いため、平面形、底面形共に不明であるが、断面形は明瞭

に壁が外傾する土壌である。SK－08は平面形、底面形共に隅丸長方形で、断面形は

明瞭に壁が直立する。底面のほぼ平坦な土壌である。SK－31の残存規模は、検出面

で長径155cm、短径55cm、底面で長径140cm、短径47C血、深さ43cmを測る。SK－08の規

模は、検出面で長径191cm、短径176cm、底面で長径165cm、短径160cm、深さ60cmを測
H＝22050m

O S＝1：4　10cm

LLLLLILLu山・lllllll・lllll・l…lllllllll・＝・…二≡∃

①暗褐色土、黄色粘土少し含む、ややしまっている。
②暗褐色土、黄色粘土を多く含む、しまっている。
②大型の黄色粒を多く含む。
③黒褐色土、ややしまっている。
④淡褐色土、黄色粒を多く含む、ややしまっている。
④黄色粒を少し含む。
⑤淡褐色粘質土、しまっている。
⑥淡褐色土、ややしまっている。
⑦明褐色土、黄色ブロックを含む、ややしまっている。
⑧明褐色土、黄色ブロックを含まない、やや粘性。

挿図66　SK－08。31遺構。遺物図
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る。壁の最小傾斜角はSK－31で980、SK－08で1000である。

土　　層　　SK－08◎31共に黄色粘土（地山）に掘り込まれており、SK－31の埋土は⑦◎⑧

層である。SK－08はSK－31の埋土を明瞭に切っており、埋土は①～⑥層である。

遺　　物　　SK－08で聾1、鉢1、底部1を図化した。

性　　格　　不明である。

時　　期　　SK－08は出土遺物より弥生時代中期中葉と考えられ、SK－31はこれ以前であろ

うと推測する。

位　　置　　80グリッドの南西隅に位置する。南

部遺構群のほぼ中央にあたり、南西下が

りの緩傾斜面に立地する。南東側にSK

－08◎31が接しており、4m離れてSI－

02がある。壕底の標高は219．7mを測る。

形　　態　　平面形は隅丸長方形で断面形は逆梯形

を呈す。底面はほぼ平坦である。規模は

検出面で長径157cm、短径106cm、底面が

長径144cm、短径92cm、深さ28cmの浅い土

壌である。長軸方向はN－190－Wで、壁

の最小傾斜角は1200である。

土　　層　　黄色粘質土（地山）に掘り込まれてお

り、埋土は壁崩壊土の②層を除けば、①

暗褐色土一層である。

遺　　物　　埋土中より、壷1、底部1、石槍1を

検出して図化した。
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S＝1：4　10cm』蓋

⊂＝＞

S78

0　S＝1：12．5cm転
挿図67　SK－09遺構・遣物図



性　　格

時　　期

S K－10

位　　置

形　　態

土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

不明である。

出土遺物より弥生時代中期と考える。

9Pグリッドの北西側西寄りに位置する。南部遺構群のほぼ南側にあたり、西下が

りの緩傾斜面に立地する。南側にSK－11、西側

にSK－12が接し、周辺にSI～02、SK－02、

13、30などがある。壌底の標高は220．76mを測る。

平面形、底面形共に楕円形で、断面形は壁が最

小傾斜角890と袋状を呈し、底面はほぼ平坦な土壌

である。規模は、検出面で長径140cm、短径65cm、

底面で長径132cm、短径58cm、深さ27cmを測る。長

軸方向はN－100－Wとほぼ南北にとる。

黄色粘土（地山）に掘り込まれ、①、⑤の黒色A‾

土系と、②～④層の黄色土系の埋土からなる。

検出しなかった。

不明である。

周辺遺構の遺物より弥生時代中期と推測する。

S K－11

位　　置

形　　態

土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

9Pグリッドの南西側南寄りに位置する。

南部遺構群のほぼ南側にあたり、南西下が

りの緩傾斜面に立地する。周辺にはSI－

02、SK－13◎15◎30、北西側にSK－10◎

12などがある。壕底の標高は220．86mを測

る。

平面形、底面形共に楕円形を呈し、断面

形は壁が最小傾斜角900と明瞭に直立する、

底面のほぼ平坦な土壌である。規模は、検

出面で長径232cm、短径72cm、底面で長径216

cm、短径65cm、深さ33cmを測る。長軸方向

は南北をとる。

地山に掘り込まれており、埋土は黒色土

系の2層である。

底部1を図化した。

不明である。

出土遺物より弥生時代中期と考える。

－　83　－

（》黒色粘質土
（む黄褐色挙占質土
（彰黄色粘質土
（り黒色粘質土
（黄褐色＊占質土
微量含む。）
（9黒色粘質土
（黄褐色粘質土
少量）

＼也ノ　這芸≡∃汀一
掃図68　SK－10遺構図

H＝22140m

①黒色粘質土
＿＿＿＿＿＿＿＿「）【才②黒色粘質土

ll三‾‾、一

（黄色粘質土少
量混入

o S＝1．40忘m
O S＝1：4　10cm

」－　　　　＿＿＿」

挿図69　SK－11遺構・遺物図



H＝22日Om
S K－12

位　　置

形　　態

土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

9Pグリッドのほぼ西隅に位置する。南部遺構群の

中央やや南側にあたり、西下がりの緩傾斜面に立地す

る。SK－10と隣接し、周辺にSI－02、SK－02、

11、30などがある。壌底の標高は220．76mを測る。

平面形、底面形共に楕円形を呈し、断面形は壁が最

小傾斜角1140と明瞭に外傾する。底面のほぼ平坦な土壌

である。規模は、検出面で長径125cm、短径68cm、底面

で長径106cm、短径65cm、深さ15cmを測る。長軸方向は

N－80－Wとほぼ南北をとる。

黄色粘土（地山）に掘り込まれており、埋土は黒色

土系である。

検出しなかった。

不明である。

周辺遺構の遺物より弥生時代中期と推測する。

S K－13

位　　置

形　　態

土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

10Pグリッドの北東やや北寄りに位置する。南部

遺構群の南東にあたり、南西下がりの綬傾斜面（尾

根部）に立地する。壕底の標高は221．54mを測る。

平面形、底面形共に隅丸長方形で、断面形は壁が

最小傾斜角1080と明瞭に外傾する。底面のほぼ平坦な

土壌である。規模は、検出面で長径106cm、短径40cm、

底面で長径96cm、短径26cm、深さ22cmを測る。長軸

方向はN－440－Wである。

黄色粘土（地山）に掘り込まれており、埋土は黒

褐色土一層である。　　　　　　　　　　　　H＝2233。m

検出しなかった。　　　　　　　　　　　　　A

不明である。

周辺遺構の遺物より弥生時代中期と推測す

る。

S K－14

位　　置 7Qグリッドの北東端に位置する。南部遺　A‾

構群の東側にあたり、南西下がりの綬傾斜面

（尾根部）に立地する。周辺にはSB－01、

SK－42がある。墳底の標高は222．80mを測

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
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（む黒色＊占質土
（訂暗茶褐色＊占質土
チ③黒褐色粘質土
④暗茶褐色粘質土
（9黒色半占質土
（黄褐色粘質土
微量含む）

昏
ヨ

o S＝l：40忘m
挿図70　SK－12遺構図

H＝22I80m

Al

o S＝I　40　　lm

転義∃
挿図71SK－13遺構図

Al①黒色粘質土

ll

甲＿

一一一「‾＝：

o S＝l：40忘m
挿図72　SK－14遺構図



形　　態　　平面形、底面形共に不明である。断面形は壁の立ち上がりが不明瞭な皿状を呈する

残存規模は、検出面で長径100cm、短径50cm、底面で長径50cm、短径40cm、深さ26cmを

測る。

土　　層　　埋土は黒褐色土一層である。

遺　　物　　検出しなかった。

性　　格　　不明である。

時　　期　　周辺遺構遺物より弥生時代中期と推測する。

S K－15

位　　置　10Pグリッドの北西側に位置する。南

部遺構群のほぼ南側にあたり、南西下が

りの緩傾斜面（尾根部）に立地する。周

辺にSK－13、30などがある。壕底の標

高は220．40mを測る。

形　　態　　平面形、底面形共に隅丸長方形で、断

面形は壁の最小傾斜角が940とほぼ直立す

る。底面がほぼ平坦な土壌である。規模

は、検出面で長径150cm、短径105cm、底

面で長径135cm、短径91cm、深さ57cmを測

る。長軸方向はN－140－Eである。

土　　層　　⑦層は壁の崩壊による埋土と考えられ、

袋状土壌であった可能性がある。

遺　　物　　高塀1を図化した。

性　　格　　不明である。

時　　期　　出土遺物より弥生時代中期と考える。

H＝22120m （∋黒色粘質土
（む黒色粘質土

③

④
⑤
（む

⑦

（黄褐色粘質土微量含む）
黒色粘質土
（黄褐色粘質土少量含む）
黄褐色粘質土
黒褐色粘質土
黒褐色粘質土
（黄褐色粘質土少量含む）
黄色粘質土

o S＝I：40 Im

鋸89這Ocm
挿図73　SK一柑遺構e遺物図

S K－16

位　置　12Kグリッドのほぼ中央に位置する。南部遺構群の南西にあたり、南西下がりの綬

傾斜面（尾根部）に立地する。壕底の標高は215．71mを測る。

形　　態　　平面形は不整楕円形、底面形は楕円形を呈し、断面形は壁が明瞭に外傾する。底面

土　　層

遺　　物

はほぼ平坦な土壌である。規模は、検出面で長径146cm、短径86cm、底面で長径97cm、

短径45cm、深さ33cmを測り、非常に小さくなっている。壁の最小傾斜角は1360を測り、

長軸方向はN－130－Eである。

黒色粘質土系の2層と茶褐色粘質土1層である。

壷1、婆2、底部1を図化した。Po190は、口緑を下にして出土した。
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性　　格　　不明である。

時　　期　　出土遺物より弥生時代中期中葉と考える。

H＝216．00m

①黒色粘質土
（む黒色粘質土
（茶褐色粘質土、微量混入）
（9茶褐色粘質土
（黒色粘質土、少量混入）

挿図74　SK－16遺構。遺物図
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h＿　　　　　　　　　」

挿図75　SK－け遺構◎遣物図①
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挿図76　SK－17遺物図②
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S K－17

位　　置

形　　態

土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

10Kグリッド南隅に位置する。南部遺構群の南西にあたり、南西下がりの緩傾斜面

に立地する。SK－44に隣接し、周辺にSK－16◎73◎85などがある。堰底の標高は

215．64mを測る。

平面形、底面形共に隅丸長方形で、断面形は袋状を呈する。底面がほぼ平坦な土壌

である。規模は、検出面で長径184cm、短径175cm、底面で長径181cm、短径160cm、深

さ33cmを測る。壁の最小傾斜角は770を測り、長軸方向はN－200－Wである。

黒色粘質土、暗褐色粘質土の2層である。

壷3、婆4、高塀1、底部3、石鉢2を図化した。Po216、218、220は、土壌南東側

に多数の破片として集中的に出土しており、断面で見ると重なり合っている。

形態より貯蔵穴と考える。

出土遺物より弥生時代中期中葉と考える。

S K－18

位　　置

形　　態

土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

5Sグリッドのほぼ中央に位置する。南部遺

構群の東側北寄りにあたり、西下がりの緩傾斜

面（尾根部）に立地する。SK－19に隣接し、

周辺には、SI－01、SK－20、21、23、28が

ある。壕底の標高は224．32mを測る。

平面形、底面形共に円形で、断面形は東側及

び南側で袋状を呈する。底面のほぼ平坦な土壌

である。規模は、検出面で長径87cm、短径83cm、

底面で長径81cm、短径77cm、深さ30cmを測る。

壁の最小傾斜角は810である。

東側からの流れ込みで、②→①層の順に埋ま

っていった様子が伺がわれる。

弥生土器片を検出したが図化できなかった。

形態より貯蔵穴と考える。

出土遺物及び周辺遺構の遺物より弥生時代中

期と推測する。

S K－19

位　　置

形　　態

5Sグリッドのほぼ中央に位置する。南部遺

構群の東側北寄りにあたり、西下がりの緩傾斜

面（尾根部）に立地する。SK－18に隣接し、

周辺には、SI－01、SK－20、21、23、28が

ある。墳底の標高は224．24mを測る。

平面形、底面形共に円形で、断面形は明瞭に
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H＝22480m

γ（○黒色粘質土

（黄褐色粘土
をブロック状
に含む）
（9黒色粘質土
（黄褐色粘土
粒多量混じり）

ユニ酬ilj
o S＝140　　lm

h　　　　　」

挿図77　5K－柑遺構図

H＝224．70m

A

A－拝

d①黒色粘質土
②黄褐色粘土
混じりの黒
色粘質土

二二≡主圭一
挿図翔　＄K－相通構図



壁が直立する。底面のほぼ平坦な土壌である。規模は、検出面で長径93cm、短径84cm、

底面で長径84cm、短径78cm、深さ25cmを測る。壁の最小傾斜角は980と、ほぼ垂直であ

る。

土　　層　　②層は壁の崩壊による埋土と推測でき、袋状土壌であった可能性が考えられる。

遺　　物　　検出しなかった。

性　　格　　埋土より貯蔵穴の可能性がある。

時　　期　　周辺遺構の遺物より弥生時代中期と推測する。

S K－20

位　　置　　5Sのグリッドの西側北寄りに位置する。南部遺構群の東側北寄りにあたり、西下

がりの緩傾斜面（尾根部）に立地する。SK－21に隣接し、周辺にはSK－18、19、

23、24、25、26がある。壌底の標高は223．86mを測る。

形　　態　　平面形、底面形共に円形で、断面形は東側で若干袋状を呈す。底面が南東側に傾斜

する土壌である。規模は、検出面で長径95cm、H＝224・50m

短径87cm、底面で長径86cm、短径77cm、深さ

37cmを測る。壁の最小傾斜角は880である。

土　　層　　④～（丑の順で埋まっていった様子が伺われ

る。

遺　　物　　弥生土器片を検出したが図化できなかった。

性　　格　　形態より貯蔵穴と思われる。

時　　期　　出土遺物より弥生時代中期と考える。

S K－21

位　　置　　5Sグリッドの西側北寄りに位置する。

南部遺構群の東側北寄りにあたり、西下が

りの綬傾斜地（尾根部）に立地する。SK

－20に隣接し、周辺にはSK－20、23、24、

25、26がある。壕底の標高は223．72mを測

る。

形　　態　　平面形、底面形共に円形で、断面形は明

瞭に壁が直立する。底面のほぼ平坦な土壌

である。規模は、検出面で長径105cm、短径

101cm、底面で長径94cm、短径88cm、深さ38

cmを測る。壁の最小傾斜角は900である。

土　　層　　③～①の順で、四方より埋まっていった

様子が伺われる。

遺　　物　　検出しなかった。

性　　格　　不明である。
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（D黒色粘質土
（9黒色率占質土
（黄褐色粘土粒
多量混じり）
③黒色＊占土
（り黄褐色＊占質土
（黒色粘質土を
含む）
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挿図79　SK－20遺構図

①黒色粘質土
②黒色粘質土
（黄褐色粘土粒
多量混じり）
③黒色粘質土

亮エ
II

N
N
♪

u
C）

ヨ

o S＝l・40　　Im

」　　⊥
挿図80　SK－21遺構図



時　　期

S K－23

位　　置

形　　態

土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

周辺遺構の遺物より弥生時代中期と推測する。

5Rグリッドの西端に位置する。南部遺構群の東側北寄りにあたり、北西下がりの

緩傾斜地（尾根部）に立地する。SK－28に接し、周辺には、SK－19、20、21、24、

25がある。壕底の標高は223．68mを測る。

平面形、底面形共に円形で、断面形は明瞭

に壁が直立する。底面のほぼ平坦な土壌であ

る。規模は、検出面で長径93cm、短径88cm、

底面で長径87cm、短径83cm、深さ31cmを測る。

壁の最小傾斜角は900である。

地山に掘り込まれており、埋土は黒色土系

である。

弥生土器片を検出したが、図化できなかっ

た。

形態より貯蔵穴と思われる。

出土遺物より弥生時代中期と考える。

S K－24

位　　置

形　　態

地　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

①黒色粘質土
（黄褐色粘土粒
多量混じり）
②黒色粘質土
③黒褐色粘質土
（黄褐色粘土を
含む）

挿図81SK－23遺構図

5Rグリッドのほぼ中央に位置する。南部遺構群の東側北寄りにあたり、北西下が

りの綬傾斜地（尾根部）に立地する。周辺には、SK－21、23、25、28、29がある。

堰底の標高は223．52mを測る。

平面形、底面形共に円形で、断面形は明瞭に壁が直立する。底面のほぼ平坦な土壌

である。規模は、検出面で長径85cm、短径

83cm、底面で長径77cm、短径76cm、深さ24　H＝22400m

ロ

cmを測る。壁の最小傾斜角は960と、ほぼ垂

直である。

地山に掘り込まれており、埋土は①～③

層の黒色土系と、④層の黄褐色土系である。

検出しなかった。

不明である。

周辺遺構の遺物より弥生時代中期と推測

する。
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①黒褐色粘質土
（黄褐色粘土をフロ
ック状に含む）
②黒色粘質土
（黄褐色粘土粒多塵
混じり）
③黒褐色粘質土
（黄褐色粘土混じり）
④黄褐色粘土

o S＝l：40

挿図82　SK－24遺構図



S K－25

位　　置

形　　態

土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

5Rグリッドの北側に位置する。南部遺構群の東側北寄りにあたり、北西下がりの

綬傾斜面（尾根部）に立地する。周辺には、SK－21、23、24、26、27、32がある。

壕底の標高は223．38mを測る。

平面形、底面形共に円形で、断面形は明瞭に

壁が直立する、底面のほぼ平坦な土壌である。

H＝225．90m

A

規模は、検出面で長径87cm、短径85cm、底面で

長径83cm、短径79cm、深さ31cmを測る。壁の最

小傾斜角は900である。

地山に掘り込まれており、埋土は黒色土系でA‾

ある。

検出しなかった。

貯蔵穴の可能性がある。

周辺遺構の遺物より弥生時代中期と推測する。

S K－26

位　　置

形　　態

土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

A①黒色粘質土
②黒色粘質土
（黄褐色粘土
粒多量混じ
り）

o S＝l：40

」ニーl．’）」m

挿図83　SK－25遣構図

5Rグリッドの北東端に位置する。南部遺構群の東側北寄りにあたり、北西下がり

の緩傾斜面（尾根部）に立地する。周辺には、SK－21、25、32、33がある。壕底の

標高は223．36mを測る。

平面形、底面形共に円形で、断面形は南東H三型・80m

側で袋状を呈する。底面のほぼ平坦な土壌で

ある。規模は、検出面で長径114cm、短径110　／

cm、底面で長径107cm、短径106cm、深さ30cm

を測る。壁の最小傾斜角は840である。

②層は、壁の崩壊による埋土である可能性

が考えられる。

検出しなかった。

形態及び土層より貯蔵穴と考える。

周辺遺構の遣物より弥生時代中期と推測す

る。

S K－27

位　　置

形　　態

ロ

A・①黒色粘質土
②黒色粘質土
‾」前迄前
土を含む）

o S＝140　　Im

」－　　　　　＿」

挿図84　SK－26遺構図

5Rグリッドの北西端に位置する。南部遺構群の東側北寄りにあたり、北西下がり

の綬傾斜面（谷部）に立地する。周辺には、SK－32、35などがある。堀底の標高は

222．90mを測る。

平面形、底面形共に隅丸長方形で、断面形は明瞭に壁が直立する。底面のほぼ平坦

な土壌である。規模は、検出面で長径129cm、短径100cm、床面で長径122cm、短径94cm、
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深さ27cmを測る。長軸方向はN－600　H＝2234。m

土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

ーEで、壁の最小傾斜角は900である。

③層は、壁の崩壊による埋土であ

る可能性が考えられる。

弥生土器片を検出したが図化でき

なかった。

埋土より貯蔵穴と考えられる。

出土遺物及び周辺遺構の遺物より

弥生時代中期と推測する。

S K－28

位　　置

形　　態

土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

【D

①黒色粘質土
②黒褐色砂質粘
土

③黒褐色粘質土
（黄褐色粘質
土混じり）

コ：
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挿図85　SK－27遣構図

5Rグリッドの東端に位置する。南部遺構群の東側北寄りにあたり、西下がりの緩

傾斜面（尾根部）に立地する。周辺には、SI－01、SK－23などがある。墳底の標

高は223．86mを測る。

平面形、底面形共に楕円形で、断面形は明瞭

に壁が外傾し、床面が中央で凹む土壌である。

規模は、検出面で長径78cm、短径68cm、底面で

長径68cm、短径57cm、深さ24cmを測る。壁の最

小傾斜角は1000である。

地山に掘り込まれており、埋土は①～③層の

黄褐色土系である。

検出しなかった。

貯蔵穴の可能性がある。

周辺遺構の遺物より弥生時代中期と推測する。

S K－29

位　　置

形　　態

土　　層

挿図86　SK－28遺構図
H＝223．80m

5Rグリッドのほぼ中央に位置する。南部遺構群の東

側北寄りにあたり、北西下がりの緩傾斜面（尾根部）に

立地する。周辺には、SK－23、24、27、28、35などが

ある。壕底の標高は223．30mを測る。

平面形、底面形共に楕円形で、断面形は明瞭に壁が外

傾する。底面のほぼ平坦な土壌である。規模は、検出画A－

で長径87cm、短径70cm、底面で長径57cm、短径37cm、深

さ29cmを測る。壁の最小傾斜角は980である。

黄褐色土系の埋土一層である。
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挿図87　SK－29遺構図



遺　　物

性　　格

時　　期

S K－30

位　　置

検出しなかった。

貯蔵穴の可能性がある。

周辺遺構の遺物より弥生時代中期と推測する。

90グリッドの南東隅に位置する。南部遺構群のほぼ中央南側にあたり、西下がり

の緩傾斜面（尾根部）に立地する。周辺には、SI－02、SK－10、11、12、15、43

がある。墳底の標高は220．53mを測る。

形　　態　　西側半分を掘り過ぎているが、平面形、底面形

共に楕円形を呈すると考える。断面形は明瞭に壁

が外傾し、底面はほぼ平坦である。規模は、検出

面で長径113cm、短径80cm、底面で長径89cm、残存

短径28cm、深さ15cmを測る。長軸方向はN－40－

Wで、壁の最小傾斜角は1300である。

土　　層　　埋土は①、②層共に黄褐色土系である。

遺　　物　　検出しなかった。

．性　　格　　不明である。

時　　期　　周辺遺構の遺物より弥生時代中期と推測する。

S K－32
④

①暗褐色土
（黄色土粒を含
む砂質）
②明褐色土
（黄褐色土ブロ
ックを含む、し
まっている）

o S＝l：40　　lm

jl　　　　　　‥一一一」

挿図88　SK－30遣構図

位　　置　　4Rグリッドの南東隅に位置する。南部遺構群の東側北端にあたり、北西下がりの

緩傾斜面（谷部）に立地する。周辺には、

は222．80mを測る。

形　　態　　平面形、底面形共にほぼ円形で、断面

形は明瞭に壁が外傾する、底面のほぼ平

坦な土壌である。規模は、検出面で長径

130cm、短径112cm、底面で長短径112cm、

径97cm、深さ33cmを測る。壁の最小傾斜

角は1040である。

土　　層　　地山に掘り込まれており、②、①の順

で埋まっていた様子が伺われる。

遺　　物　　弥生土器片を検出したが、図化できな

性　　格

時　　期

かった。

貯蔵穴の可能性がある。

出土遺物より弥生時代中期と考える。
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SK－25、26、27、33がある。壕底の標高

H＝22330m
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挿図89　SK－32遺構図



S K－33

位　　置

形　　態

土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

4Rグリッドのほぼ中央に位置する。南部遺構群の東側北端にあたり、北西下がり

の緩傾斜面（谷部）に立地する。周辺には、

222．96mを測る。

平面形、底面形共にほぼ円形で、断面形は

明瞭に壁が外傾する、底面のほぼ平坦な土壌

である。規模は、検出面で長径104cm、短径94

cm、底面で長径96cm、短径85cm、深さ24cmを

測る。壁の最小傾斜角は1000である。

SK－26、32などがある。壕底の標高は

H＝223．40m

A●①黒色粘質土
②黄褐色粘質土
（黒色粘質土を
含む）

才
②層は壁の崩壊による埋土と考えられ、袋A‾

状を呈していた可能性がある。

土器片を検出したが、図化できなかった。

埋土より貯蔵穴と考えられる。

出土遺物より弥生時代中期と考える。

S K－34

位　　置

形　　態

土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

ー溝。
o S＝l：40　　lm
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掃図90　SK33遺構図

4Sグリッドの中央北側に位置する。南部遺構群の東側北端にあたり、北西下がり

の緩傾斜面（谷部）に立地する。周辺には、遺構が見あたらないが、南西方向に離れ

た位置にSK－18～21、23～29、32、33がある。墳底の標高は223．90mを測る。

平面形は楕円形、底面形は隅丸長方形で、断H三皇祖40m

面形は壁の立ち上がりが不明瞭な皿状を呈する、

底面の不規則な土壌である。規模は、検出面で

長径105cm、短径94cm、底面で長径89cm、短径78

cm、深さ27cmを測る。

①、②層共に黄褐色土系であったため、土壌

の掘り方が不明瞭であった。

検出しなかった。

不明である。

周辺遺構の遺物より弥生時代中期と推測する。

S K－35

位　　置

形　　態

／）壷遠道）
砂質粘質土

①黒褐色砂質
粘質土
（む暗茶褐色

‥完1済

エ
II

N
N
．わ

ム
○
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挿図91SK－34遺構図

5Qグリッドの北東隅に位置する。南部遺構群の東側北寄りにあたり、北西下がり

の緩傾斜面（谷部）に立地する。周辺には、SK－27、29などがある。壕底の標高は

223．17mを測る。

平面形、底面形共に隅丸長方形で、断面形は明瞭に壁が直立する、底面のほぼ平坦
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な土壌である。規模は、検出面で長径141H三辺7。m

cm、短径122cm、底面で長径131cm、短径

108cm、深さ30cmを測る。長軸方向はN－

650－Eで、壁の最小傾斜角は980と、ほぼ

垂直である。

土　　層　　地山に掘り込まれており、ほとんど黒

色土系の土層で埋まっている。

遺　　物　　弥生土器片を検出したが、図化できな

性　　格

時　　期

かった。

貯蔵穴の可能性がある。

出土遺物及び周辺遺構の遺物より弥生

時代中期と推測する。

S K－36

位　　置

形　　態

土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

5Rグリッドの北西隅に位置する。南部遺構群の東側北端にあたり、北西下がりの

綬傾斜面（谷部）に立地する。周辺にはSK－35があり、東方に離れてSK－18～21、

23～29、32～34がある。壕底の標高は221．梗盟主5。m

86mを測る。

平面形、底面形共に隅丸長方形で、断

面形は袋状を呈する、底面のほぼ平坦な

土壌である。規模は、検出面で長径156cm、

短径113cm、底面で長径167cm、短径110cm、

深さ44cmを測る。長軸方向はN－870－W

で、壁の最小傾斜角は620である。

地山に掘り込まれており、埋土は①～④

の黒色土系である。

検出しなかった。

形態より貯蔵穴の可能性がある。

周辺遺構の遺物より弥生時代中期と推

測する。
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③黒褐色粘質土

‾　①黒色粘質土
A－　＠華甲争蕪主

（黒色粘質土、黄
褐色粘土をブロ
ック状に含む）
黒褐色粘土
（ややしまる）

軽
○

ヨ

o S＝140　　im』
挿図93　SK－36遺構図



S K－37

位　　置　　6Qグリッドの北西隅に位置する。南部遺

構群のほぼ中央北寄りにあたり、西下がりの

綬傾斜面（尾根部）に立地する。SK－38と

隣接し、周辺にはSK－39～41などがある。

墳底の標高は222．20mを測る。

形　　態　　平面形、底面形共に不整楕円形で、断面形

H＝222．70m

は北東側で一部袋状を呈する、底面のほぼ平A－

坦な土壌である。規模は、検出面で長径159cm、

短径98cm、底面で長径135cm、短径97cm、深さ

37cmを測る。長軸方向はN－200－Wで、壁の

最小傾斜角は780である。．

土　　層　　②層は壁の崩壊による埋土と考えられる。

遺　　物　　賓2を図化した。

性　　格　　形態及び土層より貯蔵穴の可能性がある。

時　　期　　出土遺物より弥生時代中期中葉と考える。

；①黒色粘質土
②黒色粘質土
（黄褐色粘土
含み）

‾「「「

只〕205

巨二二二二二二］

挿図94　SK－37遺構。遣物図

S K－38

位　　置　　6Pグリッドの北東隅に位置する。南部遺構群のほぼ中央北寄りにあたり、西下が

りの緩傾斜面（尾根部）に立地する。SK－37と隣接し、周辺には、SK－39～41な

どがある。堰底の標高は222．17mを測る。

形　　態　　平面形、底面形共に隅丸長方形で、断面形は明瞭に壁

が外傾する、底面のほぼ平坦な土壌である。規模は、検

出面で長径166cm、短径124cm、底面で長径148cm、短径110

cm、深さ32cmを測る。長軸方向はN－430－Wで、壁の最

小傾斜角は1020である。

土　　層　　地山に掘り込まれており、埋土は①②層共に黄褐色土

系である。

遺　　物　　壷1、婆1、石斧1を図化した。Po223は、土壌の北西

隅、壕底より10cm上位の位置に破片として集中的に出土

している。同一個体の破片が口緑の下位に位置すること、

流れ込みにしては破片数が多いこと、またその破片が一

O S＝1：35cm

l　－　　　　　［

ヶ所に集中することなどから、完形壷が口緑を下にした　挿図95　SK－38遣物図①

－　97　－



挿図96　SK－38遺構図

状態で置かれていたものが自然に壊れたものでなく、人為的にあらかじめ壊されたも

のが意図的に置かれたものである可能性が高いといえる。

不明である。

出土遺物より弥生時代中期中葉と考える。

－　98　－



曇
挿図97　SK－38遺物図②

S K－39

位　　置　　6Pグリッドのほぼ中央に位置すH望空jOm

る。南部遺構群のほぼ中央北寄りに

あたり、西下がりの綬傾斜面（尾根

部）に立地する。SK－40と隣接し、

周辺にはSK－37、38、40、41、47、

51がある。墳底の標高は221．66mを

測る。

形　　態　　平面形、底面形共に隅丸長方形で、

断面形は壁が明瞭に外傾する。底面

のほぼ平坦な土壌である。規模は検

出面で長径185cm、短径134cm、底面

で長径170cm、短径121cm、深さ40cm

を測る。長軸方向はN－600－Wで、

壁の最小傾斜角は1000である。

土　　層　　②層は壁の崩壊による埋土と考え

られ、袋状土壌であった可能性があ

遺　　物

性　　格

時　　期

①黒色粘質土
②黒褐色粘質土
（黄褐色粘土を
含む）

o S＝I：40　　　lm

ll　　　　　＿」

挿図98　SK－39遺構図

る。

壷1、底部3を図化した。遺物は墳底より25～35cm上位の位置に集中している。

土層より貯蔵穴の可能性がある。

出土遺物より弥生時代中期と考える。

ー　99　－



S K－40

位　　置

形　　態

土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

軒lli帖l
＼

Iも211

挿図99　SK－39遺物図

fも212

0　S＝1：4　10cm

忘志

6Pグリッドの中央西寄りに位置する。南部遺構群のほぼ中央北寄りにあたり、西

下がりの緩傾斜面（尾根部）に立地する。SK－39と隣接し、周辺にはSK－47、50、

51、集石－01がある。墳底の標高は22上55mを測る。

平面形、底面形共にほぼ円形で、断面形H三呈裟∞m

は明瞭に壁が外傾する、底面のほぼ平坦な

土壌である。規模は検出面で長径133cm、短

径119cm、底面で長径117cm、短径104cm、深

さ30cmを測る。壁の最小傾斜角は1000である。

②層は壁の崩壊による埋土と考えられ、

袋状土壌であった可能性がある。　　　A＿

弥生土器片を検出したが、図化できなか

った。

土層より貯蔵穴の可能性がある。

出土遺物及び周辺遺構の遺物より弥生時

代中期と推測する。

S K－41

位　　置

A－①黒色粘質土
②黒色粘質土
／（黄褐色粘土を
含む）

60グリッドの西端に位置する。南部遺構群のほぼ中央北寄りにあたり、西下がりの

緩傾斜面（尾根部）に立地する。周辺にはSK－37～39、47がある。墳底の標高は222．

05mを測る。

－100　－



形　　態　　北方を撹乱によって切られているが、平

面形、底面形共に不整楕円形を呈し、断面

形は明瞭に壁が外傾する。底面のほぼ平坦

な土壌である。規模は検出面で残存長径120

cm、短径110cm、底面で残存長径112cm、短

径95cm、深さ26cmを測る。壁の最小傾斜角

は1020である。

土　　層　　埋土は黒色粘土質土一層である。

遺　物　　弥生土器片を検出したが、図化できなか

った。

性　　格　　不明である。

時　期　　出土遺物及び周辺遺構の遺物より弥生時

代中期と推測する。

S K－42

挿図101SK－41遺構図

㊨ o S＝l：20

仁コ二‥二二二二二聖一二一二一二一二二一二」m

挿図102　SK－42遺構図
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位　置　　6Rグリッドの中央南隅に位置する。南部遺構群の東側中央にあたり、南西下がり

の緩傾斜面（尾根部）に立地する。周辺にはSI－01、08、SB－01、SK－14があ

る。墳底の標高は223．27mを測る。

形　態　平面形、底面形共に楕円形で、断面形は明瞭に壁が外傾する。底面のほぼ平坦な土

壌である。規模は検出面で長径142cm、短径121cm、底面で長径123cm、短径91cm、深さ

31cmを測る。長軸方向はN－250－Wで、壁の最小傾斜角は1080である。

土　層　②層は壁の崩壊による埋土と考えられ、袋状土壌であった可能性がある。

遺　物　壷3を図化した。Po213はN－220－Eの方向に、底部に対して350の傾きをもって、口

緑部を下、底部を上にした状態で出土した。底部に孔があけてあり、壷本来の用途を

なさないことから、何らかの祭祀的な目的で置かれたものと考えられる。

性　　格　　不明である。

時　　期　　出土遺物より弥生時代中期中葉と考える。

S K－43

位　　置

o S＝1：4　10cm

巨‥∃

挿図103　SK－42遣物図

100グリッドの中央北寄りに位置する。南部遺構群の中央南寄りにあたり、南西下

がりの緩傾斜面（尾根部）に立地する。墳底の標高は221．65mを測る。

－102　－



【ロ

黒褐色土（黄色土を含む）
暗褐色土（黄褐色土ブロックを含む）
黒褐色土（黄色土を含まない）

＼噛二二タグ
o S＝l：40　　Im

l‾l‾　　　　　　　：

挿図104　SK－43遺構。遺物図

R）218

0　S＝1：4　10cm

「－　　　　＿」

形　態　平面形、底面形共に円形で、断面形は袋状を呈する、底面がほぼ平坦な土壌である。

規模は、検出面で径163cm、底面で径171cm、深さ48cmを測る。壁の最小傾斜角は840で

ある。

土　　層　　②層は壁の崩壊による埋土

と考えられる。

遺　物　婆2、底部1を図化した。

性　格　形態より貯蔵穴と考える。

時　期　　出土遺物より弥生時代中期

中葉と考える。

S K－4　4

位　置　11Kグリッドの南側に位置卜

する。南部遺構群のほぼ南西

にあたり、西下がりの緩傾斜

面に立地する。SK－17と隣

接し、周辺にSK－16、73、

85などがある。墳底の標高は

215．28mを測る。

形　　態　　平面形、底面形共に円形で

あり、断面形は北側で袋状を

呈する、底面のほぼ平坦な土

①黒色粘質土
②黒褐色粘質土

o S＝I　40　　1m

二竿＿二…
h219　　　　0　S＝1：4　10cm

挿図105　SK一朗遺構◎遺物図　転

－103　－



壕である。規模は、検出面で長径155cm、短径148cm、底面（ふくらんだ部分）で長径

154cm、短径150cm、深さ60cmを測る。壁の最小傾斜角は850である。

土　　層　　黄色土層に掘り込まれ、②→（丑の順に埋土していった様子が伺われる。

遺　　物　　壷1を図化した。

性　　格　　形態より貯蔵穴の可能性がある。

時　　期　　出土遺物より弥生時代中期中葉と考える。

S K－45

位　　置　10Lグリッドのほぼ中央北寄りに位置する。南部遺構群の西側ほぼ中央にあたり、

南西下がりの緩傾斜面（尾根部）に立地する。周辺にはSB－05、SK－46、74、79、

81、82がある。壕底の標高は217．64mを測る。

形　　態　　平面形、底面形共に不整円形で、断面形は明瞭に壁が直立する、底面のほぼ平坦な

土壌である。規模は、検出面で長径127cm、短径124cm、底面で長径122cm、短径112cm、

深さ30cmを測る。径10～35cm位の安山岩系の亜角～亜円礫が土壌内に落ち込んでおり、

集石状を呈し、この上位には図化していないが、径60cm位の亜円礫がのっていた。壁

の最小傾斜角は920とほぼ垂直である。H＝2櫓20m
h223・224

土　　層　　埋土は黒褐色土一層である。埋土中

には炭化物や焼土は含まれておらず、

また礫も赤変していないことから、集

石状を呈する礫は、炉として使用され

たものではなく、放棄の際に意図的に

投げ込まれたと考える。　　　慧ヲ

遺　　物　　壷1、婆1、高塀1、底部2を図化

した。

性　　格　　不明である。

時　　期　　出土遺物より弥生時代中期中葉と考　　　恥220／
電

える。 o S＝I．40　　　lm

L⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿二∃

挿図106　SK－45遺構図

甑、

室二一二l‾一＋∵
挿図107　SK－45遺物図
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S K－46

位　　置

形　　態

土　　層

10Lグリッドの北東端に位置する。南部遺構

群の西側ほぼ中央にあたり、西下がりの緩傾斜

面（尾根部）に立地する。周辺にはSK－04、

45、74、79がある。墳底の標高は218．15mを測

る。

平面形、底面形共に隅丸長方形で、断面形は

明瞭に壁が外傾する、底面のほぼ平坦な土壌で

ある。規模は、検出面で長径156cm、短径119cm、

底面で長径148cm、短径108cm、深さ18cmを測る。

長軸方向は南北にとり、壁の最小傾斜角は1200で

ある。

黄色粘土（地山）に掘り込まれており、埋土

は黒褐色土一層である。

遺　　物

性　　格

時　　期

S K－47

位　　置

形　　態

土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

S＝l：40　　lm

挿図108　SK－46遺構図

弥生土器片を検出したが、図化できなかった。

不明である。

出土遺物及び周辺遺構の遺物より弥生時代中期と推測する。

H＝22240m

6Pグリッドの東南端に位置する。南

部遺構群の中央北寄りにあたり、南西下

がりの緩傾斜面（尾根部）に立地する。

壕底の標高は221．95mを測る。

平面形、底面形共に隅丸長方形で、断

面形は明瞭に壁が直立する、底面がほぼ

平坦な土壌である。規模は、検出面で長

径214cm、短径138cm、底面で長径202cm、

短径130cm、深さ28cmを測る。長軸方向は

N－250－Wで、壁の最小傾斜角は980と、

ほぼ垂直である。

②層は壁の崩壊による埋土と考えられ、

袋状土壌であった可能性がある。

賓1を図化した。

不明である。

周辺遺構の遺物より弥生時代中期中葉

と考える。

－105　－

②淡褐色土
（黄色土塊を含む、
しまっている）
③淡褐色土
（黄色土を多く含む）

①暗褐色土
（黄褐色土粒を含む、
砂丸、しまっている）

d　′1、両⊥Uん．

o S＝l：40　　　Im

⊂二二二二＝二二二二＿二二二二二二二二二二二

遍頑‾忘顧
払2250　S＝1：4　10cm

」　　　⊥
挿図109　SK－47遺構。遺物図



S K－48

位　　置

形　　態

土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

7Pグリッドのほぼ中央北寄りに位置す

る。南部遺構群の中央北寄りにあたり、南

西下がりの緩傾斜面（尾根部）に立地する。

周辺にはSK－47、49～51、64がある。堰

底の標高は221．42mを測る。

平面形、底面形共にほぼ隅丸長方形で、

断面形は明瞭に壁が外傾する、底面のほぼ

平坦な土壌である。規模は、検出面で長径

190cm、短径110cm、底面で長径175cm、短径

97cm、深さ42cmを測る。長軸方向はN－540

－Eで、壁の最小傾斜角は1000である。

黄褐色粘土（地山）に掘り込まれており、

①～③層の黒色土系と④、⑤層の黄褐色土

系の埋土である。④、⑤層は壁の崩壊によ

る埋土と考えられ、袋状土壌であった可能

性がある。

婆1を図化した。

土層より貯蔵穴の可能性がある。

出土遺物より弥生時代中期中葉と考える。

S K－49

位　　置

形　　態

土　　層

遺　　物

性　　格

7Pグリッドの南東隅に位置する。南部遺構

群のほぼ中央にあたり、南西下がりの緩傾斜面

（尾根部）に立地する。周辺にはSB－04、S

K－05、06、22、48、52などがある。填底の標

高は221．55mを測る。

平面形、底面形共に隅丸長方形で、断面形は

明瞭に壁が直立する。底面のほぼ平坦な土壌で

ある。規模は、検出面で長径131cm、短径85cm、

底面で長径128cm、短径82cm、深さ18cmを測る。

長軸方向はN－350－Wで、壁の最小傾斜角は960

とほぼ垂直である。

黄褐色粘土（地山）に掘り込まれており、埋

土は黒褐色土一層である。

紡錘車1を図化した。

不明である。

－106　－

【ロ

①明褐色土
（黄色土粒を多く含む）
②暗褐色土
A●③黒褐色土
（黄色土粒を多く含む）
④黒褐色土
（黄色土粒を含まず）
（9淡褐色土
（黄褐色土を含む）

S＝l：40　　　lm

恥226　0　　S＝1：4　10cm

恋孟
挿図110　SK－48遺構・遺物図
H＝22200m

R）227

－　＿＿＿＿＿＿＿＿三‾壬＿－＿二J

①黒褐色土
（ややしま
っている

砂質）

＝；

∃

Sごl：40　　　lm

挿図111SK－49遺構。遺物図



時　期　出土遺物及び周辺遺構の遺物より弥生時代中期と推測する。

S K－50

位　置　　7Pグリッドの北西隅に位置する。南部遺構群の中央北寄りにあたり、西下がりの

緩傾斜面（尾根部）に立地する。SK－51と隣接し、周辺にはSK－48◎64、集石－

01がある。壕底の標高は221．32mを測る。
H＝22I．80m

－　①黒色粘質土
A・②黒褐色粘質土

震m　　藍Ocm
挿図112　SK－50遺構・遣物図

形　態　平面形、底面形共に楕円形で、断面形は明瞭に壁が外傾する、底面のほぼ平坦な土

壌である。規模は、検出面で長径140cm、短径120cm、底面で長径132cm、短径116cm、

深さ30cmを測る。長軸方向はN－70－Wで、壁の最小傾斜角は1000である。

土　層　黄色粘土（地山）に掘り込まれており、②→①層の順で埋まっていった様子が伺わ

れる。

遺　　物　　壷1、底部1を図化した。

性　　格　　不明である。

時　　期　　出土遺物より弥生時代中期と考える。

S K－51

位　置　　6Pグリッドの南西隅に位置する。南部遺構群

の中央北寄りにあたり、南西下がりの綬傾斜面（尾

根部）に立地する。SK－50と隣接し、周辺には、

SK－39、40、47、48、64、集石－01がある。壕

底の標高は221．40mを測る。

形　態　　平面形、底面形共に不整楕円形で、断面形は明瞭

に壁が外傾する。底面のほぼ平坦な土壌である。

規模は、検出面で長径83cm、短径70cm、底面で長

径72cm、短径65cm、深さ10cmを測る。長軸方向は

－107　－

A－①黒色粘質土
②黒褐色粘質土
（黄褐色粘土
をブロック状
に含む）

l

くつ

o S＝140　　1m

ヒ工二一　　　二ヨ

挿図‖3　SK－51遣構図



N－640－E、壁の最小傾斜角は1000である。

土　　層　　黄色粘土（地山）に掘り込まれており、②、（重層の順で埋まっていった様子が伺わ

遺　　物

性　　格

時　　期

れる。

検出しなかった。

不明である。

周辺遺構の遺物より弥生時代中期と推測する。

S K－52

位　　置

形　　態

土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

8Qグリッドの中央西隅に位置する。南部遺構群のほぼ中央にあたり、西下がりの

緩傾斜面（尾根部）に立地する。SB－04、SK－05と隣接し、周辺にはSK－03な

どがある。壕底の標高は221．80mを測る。　　　H＝222・00m

平面形、底面形共に隅丸長方形で、断面形は東

側で若干袋状を呈する、底面の平坦な土壌である。

規模は、検出面で長径138cm、短径84cm、底面で長

径127cm、短径77cm、深さ26cmを測る。長軸方向は

N－100－Wで、壁の最小傾斜角は800である。

②層は壁の崩壊による埋土と考えられる。

壷1、底部2を図化した。

不明である。

出土遺物より弥生時代中期と考える。

挿図114　SK－52遺構図

①黒色粘質土
②黒色粘質土
（茶褐色粘
質土混入）

訝ゝ＼ヰ工
挿図＝5　SK－52遺物図

S K－53

位　　置　　70グリッドの南東隅に位置する。南部遺構

群のほぼ中央にあたり、南西下がりの緩傾斜面

（尾根部）に立地する。周辺にはSK－06、07、

22がある。壕底の標高は220．86mを測る。

形　　態　　平面形、底面形共に不整楕円形で、断面形は

明瞭に壁が外傾する。底面のほぼ平坦な土壌で

ある。規模は、検出面で長径122cm、短径108cm、

底面で長径113cm、短径100cm、深さ18cmを測る。

長軸方向はN－420－Wで、壁の最小傾斜角は

1200である。

－108　－

亡ク
o S＝1：4　R）23210cm

」　　　　　二］

o S＝l：40

上　J‾l．’U lm

挿図116　SK－53遺構図



土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

S K－54

位　　置

形　　態

土　　層

遺　　物

地山に掘り込まれており、埋土は黒褐色土一層である。

弥生土器片を検出したが、図化できなかった。

不明である。

出土遺物及び周辺遺構の遺物より弥生時代中期と推測する。

9Sグリッドの北西端に位置する。南部遺構群の東側南端にあたり、南西下がりの

綬傾斜面（尾根部）に立地する。周辺には遺構は見あたらないが、北西方向に離れた

位置にSB－01がある。壕底の標高は223．22mを測る。

平面形、底面形共に楕円形で、断面形は

明瞭に壁が直立する、底面のほぼ平坦な土

壌である。規模は検出画で長径136cm、短径

105cm、底面で長径124cm、短径94cm、深さ

27cmを測る。長軸方向はN－500－Eで、壁

の最小傾斜角は960と、ほぼ垂直である。

黄色粘土（地山）に掘り込まれており、

④→①層の順で埋まっていった様子が伺わ

れる。

弥生土器片を検出したが、図化できなか

った。

性　　格

時　　期

S K－55

位　　置

形　　態

土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

不明である。

出土遺物より弥生時代中期と考える。

H＝223．70m

A

＿　①黒褐色粘質土
②茶褐色粘質土
Al③黒色粘質土

％④茶褐色粘質土（黄褐色粘質土

o S＝I：40

巨＝＝三三∃∩一
掃図117　SK－54遺構図

12Kグリッドの東南、やや南寄りに位置する。南部遺構群の南西端にあたり、南下

がりの綬傾斜面（尾根部）に立地する。周辺にSK－16、61などがある。壕底の標高

は215．84mを測る。

平面形、底面形共に楕円形を呈し、断面形は壁が明

瞭に外傾する、底面はほぼ平坦な土塀である。規模は、

検出面で長径140cm、短径85cm、底面で長径135cm、短

径79cm、深さ8cmを測る。長軸方向はN－80－Wとほ

ぼ南北にとり、壁の最小傾斜角は1240を測る。

明茶褐色土一層である。

弥生土器片を検出したが、図化できなかった。

不明である。

出土遺物より弥生時代中期と考える。
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挿図118　SK－55遺構図



S K－56

位　　置

形　　態

土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

11Nグリッドのほぼ中央北端に位置する。南部遺構群のほぼ中央南側にあたり、南

西下がりの緩傾斜面（尾根部）に立地する。SK－63と隣接し、周辺にはSI－03、

SB－02、SK－66がある。壕底のH剋旦βOm

標高は218．28mを測る。

平面形、底面形共に隅丸長方形、

断面形は袋状を呈し、底面のほぼ平

坦な土壌である。規模は、検出面で

長径180cm、短径140cm、底面で長径

182cm、短径143cm、深さ45cmを測る。

長軸方向はN－400－Wで、壁の最小

傾斜角は800である。

黄色粘土（地山）に掘り込まれて

おり、③→（丑層の順に埋まっていっ

た様子が伺われる。

壷1、賓1、底部3を図化した。

形態より貯蔵穴と考える。

出土遺物より弥生時代中期と考え

る。

①黒褐色土
（黄色土粒混じり）
②黒褐色土
（黄色土粒を含む）
③明褐色土
（黄色土粒を含む）

二
日
N

P
ゆ
○

ヨ

o S＝l：40　　　lm

＿＿　二＝＝＿＿　＿＿＿－二二＿＿．．．」

挿図119　SK－56遺構図

S K－57

位　　置

形　　態

挿図120　SK－56遺物図

10Mグリッドの南東側に位置する。南部遺構群やや南西にあたり、南西下がりの綬

傾斜面（谷部）に立地する。周辺に、SB－02、SK－04、58～60、74などがある。

墳底の標高は217．46mを測る。

平面形、底面形共に円形で、断面形は袋状を呈する、底面のほぼ平坦な土壌である。

規模は、検出面で長径178cm、短径170cm、底面で、長径190cm、短径170cm、深さ81cm

を測る。壁の南東側で袋状を呈し、その最小傾斜角は820である。
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④暗褐色土
H＝2I8．40m

（黄色土ブロックを少し含む、かたくしまっている）

挿図121　SK－57遺構図
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土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

・′・2・．．＼

頂l壬二一‾二二千

h250

0　　S＝1：4　10cm

し⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

挿図122　SK－57遺物図①

焼土を含み（②層）、④～⑦層は壁の崩壊した埋土と考える。

壷6、婆5、高塀（脚部片）1、底部片7を図化した。遺物は①層中に含まれてお

り、壕底より上位70～130cmの幅に集中する。

形態及び土層より貯蔵穴と考える。

遺物より弥生時代中期中葉と考える。
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鞠

挿図123　SK－57遺物図②

位　　置

形　　態

土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

．′一一　　　－　　．－　　・1．　　‾－．　　　・．

二二′
一　一／

l

＼

ご
I SlO9

0　　S＝1：4　10cm

J j

10Nグリッドの北西隅に位置する。南部遺構群の西側にあたり、南西下がりの緩傾

斜面（尾根部）に立地する。SK－60（縄文時代早期末）を明瞭に切り、SK－59と

隣接する。墳底の標高は218．46mを測る。

平面形、底面形共に隅丸方形で、断面形は明瞭に壁が外傾する、底面のほぼ平坦な

土壌である。規模は、検出面で長径137cm、短径90cm、底面で長径117cm、短径78cm、

深さ41cmを測る。長軸方向はN－120－Wで、壁の最小傾斜角は1090である。

黄色粘土（地山）に掘り込まれており、④→①層の順に埋まっていった様子が伺わ

れる。

婆1を図化した。

不明である。

出土遺物より弥生時代中期と考える。

S K－59

位　　置

形　　態

10Nグリッドの北西隅に位置する。南部遺構群の西側にあたり、南西下がりの緩傾
1

斜面（尾根部）に立地する。SK－60（縄文時代早期末）を明瞭に切り、SK－58と、

隣接する。壕底の標高は218．47mを測る。

西側部分を第8トレンチによって破壊されているが、平面形、底面形共に楕円形を

呈すると推定する。断面形は明瞭に壁が直立する。底面のほぼ平坦な土壌である。規

模は、検出面で残存長径82cm、短径87cm、底面で残存長径78cm、短径75cm、深さ32cm
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O S＝1：4　10cm

」　　　⊥

①黒褐色土
②暗褐色土

③暗褐色土（黄色土粒、焼土炭を若干含む）
④暗褐色土（黄橙色土、焼土を含む）

①黒褐色土（黄褐色ブロックを含む）
②暗褐色土（黒色土混じり）
（彰暗褐色土
④暗褐色粘質土（かたくしまっている）

o S＝i：40　　Im

JL＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」

l

挿図124　SK－58・59遺構。遺物図

を測る。長軸方向はN－750－Eで、壁の最小傾斜角は970と、ほぼ垂直である。

土　　層　　黄色粘土（地山）に掘り込まれており、④→①の順に埋まっていった様子が伺われ

る。

遺　　物　　弥生土器片を検出したが、図化できなかった。

性　　格　　不明である。

時　　期　　出土遺物より弥生時代中期と考える。

S K－61

位　　置　12Lグリッド南西に位置する。南部遺構群南西にあたり、南下がりの緩傾斜面（尾

根部）に立地する。周辺にはSK－16、17、44、55、73などがある。墳底の標高は215．

60mを測る。

形　　態　　平面形、底面形は不整楕円形をなし、断面形は西側で若干撹乱されているが、断面

は明瞭に外傾する。規模は、検出面で長径106cm、短径82cm、底面で長径75cm、短径50

ー114　－



cm、深さ20cmを測る。壁の最小傾斜角1200を測

る。長軸方向はN－400－Eである。

土　　層　　一部に撹乱を受けるが、地山（黄色粘土）

に掘り込まれ、褐色土系の2層である。

遺　　物　　弥生土器片を検出したが、図化できなかっ

た。

性　　格

時　　期

不明である。

出土遺物より弥生時代中期と考える。

ー＝一＝；㍉
o S＝I：40　　1m

』　　　昭孟志

挿図125　SK－61遣構図

S K－62◎72

位　置　　8Mグリッドの南西隅に位置する。南部遺構群の西側にあたり、西下がりの緩傾斜

地に立地する。周辺にはSK69◎70◎71などがある。SK－62とSK－72は切り合い

関係にあり、墳底の標高はSK－62が218．12m、SKq72が218．22mを測る。

形　態　　SK－62は平面形、底面形共に隅丸長方形で、断面形は壁の最小傾斜角が1120と外傾

する土壌である。長軸方向は、南北をとる。規模は検出面で長径230cm、短径184cm、底

面で長径169cm、短径148cm、深さ36cmを測る。また、SK－72はSK－62の後に掘

り込まれたものと考えられ、平面形、底面形共に隅丸長方形で、断面形は壁の最小傾

斜角が1110と外傾する土壌である。長軸方向は東西をとり、規模は、検出面で長径148

cm、短径142cm、底面で長径148cm、短径122cm、深さ52cmを測る。

土　層　　SK－62の埋土は黒褐色土系の①～④層で、その後にSK－72が掘り込まれ、⑤～⑩

層が埋まっていった様子が伺われる。しかし、SK－62の⑤～⑩層は、黄褐色土系◎

黒褐色系の土層が交互に埋まっており、他の遺構の埋まり方とは違っている点で、自

然堆積とは考えにくい。また、SK－72がSK－62のほぼ中央にすっぽりはめ込まれ

た様な切り合い関係を示す事など、単に別々の土壌であると言い切れない部分もある。

したがってこれらが一つの遺構であり、⑤～⑩層までの土層が人為的なものである可

能性が高い。

遺　物　壷5、婆4、高塀2、底部片2、紡錘車1、砥石2を図化した。これらの土器は位

置的にSK－72の遺物と考えられ、土壌のほぼ中央から投げ込まれた様な状態で出土

した。床面からは出土しておらず、そのほとんどは埋土中央から上面にかけてである。

また土器にまじって直径10～40cm程の石が土器と一緒に投げ込まれた様な状態で検出

された。

性　格　　SK－62の土層の様相からこれらが単一の土壌であるという可能性が高い。土墳墓

と推測される。
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時　　期　　出土遺物より弥生中期中葉と考えられる。

二三‾‾「
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0　　S＝1：4　10cm

」ェ一一　　　　　＿j

挿図127　SK－62・72遺物図①
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挿図瑠26　SK－62◎72遺構図

！

－　①淡褐色土
（黄色土粒を多く含む、ややしまっている）
②黒褐色土

（黄白中土粒をわずかに含む、ややしまっている）
（彰黒褐色土

（黄白大土粒を多く含む、しまっている）
Al④暗褐色土

（黄色土粒を少々含む、ややしまっている）
⑤明褐色土（黄色
（黄色ブロック粒を多く含む、ややしまっている）
（り暗黄褐色土

（ややしまりなし、パサバサ）
⑦暗褐色土
（黄色土ブロックを僅かに含む、ややしまっている）
⑧淡褐色粒質土
（ブロック状、しまっている）
（9暗茶褐色土
（淡褐色土、ブロックと黄褐色土ブロックを含む、
ややしまっている）
⑲暗茶褐色土
（黄色土ブロック粒を非常に多く含む）
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挿図128　SK－62．72遺物図②

S K－63

位　置　11Nグリッドの中央北端に位置する。南部遺構群のほぼ中央南寄りにあたり、南西

下がりの緩傾斜面（尾根部）に立地する。SK－56と隣接し、周辺にはSB－02、S

H＝2】870m R〕274 ①黒褐色土（ボソボソ、しまりがない）
②暗褐色土

③黒褐色土（黄色ブロックを含む）
④茶褐色土（しまりがない）
⑤茶褐色土（ロームブロックを含む、
しまっている）

⑥明茶褐色土（黄色土を含む、しまっている）

＼、、

、＼　－

o S＝I．40

J J‾l．二」m
挿図129　SK－63遺構。遺物図
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K－57、66がある。墳底の標高は218，10mを測る。

形　　態　　平面形、底面形共に隅丸長方形。断面形は明瞭に壁が直立する。底面の平坦な土壌

である。規模は、検出面で長径173cm、短径118cm、底面で長径162cm、短径107cm、深さ

40cmを測る。長軸方向はN－150－Wで、壁の最小傾斜角は930と、ほぼ垂直である。

土　　層　　④～⑥層は壁の崩壊による埋土と考えられ、袋状土壌であった可能性がある。

遺　　物　　壷1、底部1を図化した。

性　　格　　土層より貯蔵穴の可能性がある。

時　　期　　出土遺物より弥生時代中期中葉と考える。

S K－64

位　　置　　70グリッドの北東隅に位置する。南部遺構群の中央北寄りにあたり、西下がりの

綬傾斜面（尾根部）に立地する。周辺にはSK－50、51、集石－01がある。壌底の標
H＝221．20m

R）275－278

④i
S＝l：20

挿図730SK－6蟻構図　　　　』　三三三三雲±三三∃m
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高は220．83mを測る。

形　態　平面形、底面形共にほぼ円形で、断面形は明瞭に壁が直立する、底面のほぼ平坦な

土壌である。規模は、検出面で長径162cm、短径159cm、底面で長径147cm、短径137cm、

深さ29cmを測る。壁の削＼傾斜角は97。と、ほぼ垂直である。

土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

S K－65

位　　置

②層は壁の崩壊による埋土と考えられ、袋状土壌であった可能性がある。

賓1、高塀1、底部2を図化したo Po275は土壌内ではN－70。－Wの方向に、底面

に対して若干西傾斜で、口緑部を東側に向けて横たわった状態で出土した。この状況

より、口緑部を上に向けて置かれていたものが、埋まっていく過程（南東方向からの

流れ込み）で、自然に倒れたものと考えられる。

土層より貯蔵穴の可能性がある。

出土遺物より弥生時代中期中葉と考える。

O S＝1：4　10cm

L二二二二一l二二二二；

7Nグリッドの南西隅に位置する。南部遺構群の西側北寄りにあたり、西下がりの

緩傾斜面（谷部）に立地する。周辺には遺構は見あたらないが、北方にSI－04、南

方にSI－05などがある。壕底の標高は218．95mを測る。

形　　態　　平面形、底面形共に楕円形で、断面形は明瞭に壁が直立する。底面がほぼ平坦な土

土　　層

遺　　物

壕である。規模は、検出面で長径214cm、短径141cm、底面で長径210cm、短径134cm、

深さ44cmを測る。長軸方向はN－400－Wで、壁の最小傾斜角は900である。

埋土は黒色粘質土一層である。

賓1を図化した。
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性　　格

時　　期

不明である。

出土遺物より弥生時代中期中葉

と考える。

S K－66

位　　置

H＝2I960m

－　　　　　＼

翻

①黒色粘質土
（黄褐色粘土粒多量混じり）

o S＝140　　im

L⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」

丁‾l：l‾†
o S＝1：4　10cm

Ll　　　　＿＿＿二」

挿図132　SK－65遺構。遺物図

11グリッド中央やや北寄りに位置しており南3mでA区テラスに降る斜面となる。

南部遺構群南端にあたり、南西下がりの綬傾斜面（尾根部）に立地している。周辺に

は西3mでSB－02、北2mにSK－56、63、北東8mにはSI－03がある。壕底の

標高は218．29mを測る。

形　態　平面形、底面形はやや不整な隅丸方形を呈する。断面形は壁が外傾しており、壁の

最小傾斜角は1100を測る。底面はほぼ平坦であるが、若干の凹凸を持っている。規模は、

検出面で長径186cm、短径150cm、底面で長径178cm、短径140cm、深さ18cmを測る、浅

い土塀である。長軸方向はほぼ東西にとる。堰底南東隅にピット状の落ち込みが2ヶ

所みとめられ、規模は（32×24－10）と（32×25－12）cmを測る。

土　　層

遺　　物

褐色土系の2層からなる。

壷2、婆1、高塀3、底部2が出土している。出土状況を観察すると、器高56～57

cmを測る大型の広口壷Po280、288が斜めにつぶされた形で並んでおり、本来は立て据

えられていたものが土圧により押しつぶされた印象を受ける。さらに床面から10～20

cm浮いて壷Po281、高塀Po284～287の4個体、底部2個体が小円礫も伴い出土してい

る。Po282の据え置いたような底部の出土状況と高塀が脚部ばかりであることが注目さ

れる。
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性　格　遺物の出土状況等をみると、土壌そのものが、土圧と削平により大きな変形を受け

ているようであるが、華麗に飾った大型壷と高塀等の出土からみて、祭祀的な色彩が

強く感じられる。

時　期　本土壕の出土土器は、良好な一括資料としてセット関係を示すものであるが、壷な

どから弥生時代中期中葉と考えられる。

S＝i：20

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lm

k望‥‥」
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挿図134　SK－66遺物図①
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位　置　　9Nグリッドの中央北寄りに位置す

る。南部遺構群の西側ほぼ中央にあた

り、南西下がりの緩傾斜面（尾根部）

に立地する。SI－05と隣接し、周辺

にはSK－68がある。壕底の標高は219．

20mを測る。

形　態　平面形、底面形共に円形で、断面形

は明瞭に壁が外傾する。底面がほぼ平

坦な土壌である。規模は、検出面で長

径158cm、短径154cm、底面で長径157cm、

短径150cm、深さ16cmを測る。壁の最小
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（D黒褐色土

o S＝l：40　　1m

忘志孟
挿図136　SK－67遣構図



傾斜角は1100である。

土　　層　　埋土は黒褐色土一層である。

遺　　物　　検出しなかった。

性　　格　　不明である。

時　　期　　周辺遺構の遺物より弥生時代中期と推測する。

S K－68

位　　置　　9Mグリッドの北東隅に位置する。

南部遺構群の西側ほぼ中央にあたり、

南西下がりの綬傾斜面（尾根部）に

立地する。SI－05の中にあり、周

辺にはSK－67、70などがある。墳

底の標高は220．93mを測る。

形　　態　　平面形、底面形共に円形で、断面

形は明瞭に壁が外傾する。底面はほ

ぼ平坦な土壌である。規模は、検出

面で長径135cm、短径134cm、底面で

④土

黒褐色土（しまりがない）
暗褐色土（暗茶褐色土混じり）
暗褐色土（しまりがない）

o b＝1．40

」二二’）＿＿」m

挿図137　SK－68遺構図

長径125cm、短径123cm、深さ15cmを測る。壁の最小傾斜角は1260である。

土　　層　　黄色粘土（地山）に掘り込まれており、①、⑤、④、②、③の順で埋まっていった

と考えられる。SI－05内と考えられる焼土が東側に分布することから、④層もこれ

に準ずるものと考えられ、土壌の時期はSI－05と同時、あるいはそれ以前と推測さ

れる。

遺　　物　　検出しなかった。

性　　格　　不明である。

時　　期　　SI－05との関係より弥生時代中期中葉と推測する。

S K－69

位　　置　　8Mグリッドのほぼ中央に位置する。南部遺構群の西側ほぼ中央にあたり、南西下

がりの緩傾斜地（谷部）に立地する。周辺には、SI－05、SK－65、72、92、80が

ある。填底の標高は218．20mを測る。

形　　態　　平面形、底面形共に円形で、断面形は検出面〔暗褐色土（地山）〕より深さ23cmの位

置ですぼまった後、袋状を呈する、底面のほぼ平坦な土壌である。規模は、検出面〔黄

色粘土（地山）、すぼまった部分〕で長径126cm、短径125cm、底面（ふくらんだ部分）

で長径139cm、短径135cm、深さ（暗褐色土より）72cmを測る。壁の最小傾斜角は700で

ある。

土　　層　　西側において黄色粘土（地山）層上位の暗褐色土（地山）よりの掘り方を確認した

埋土は、①～③層の黒色土系と、④、⑤層の黄褐色土系の土層からなる。
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H＝2伯．00m

遺　　物

性　　格

時　　期

賓1を図化した。

形態より貯蔵穴と考える。

出土遺物より弥生時代中期中葉

と考える。

S K－70

位　　置

形　　態

9Mグリッドの北西隅に位置す

る。南部遺構群の西側にあたり、

西下がりの尾根部に立地する。周

辺には、SK－71、72がある。壕

底の標高は、218．27mを測る。

平面形、底面形共に隅丸長方形

で断面は逆梯形を呈す。底面はほ

ぼ平坦な土壌である。規模は検出

面で長径178cm、短径146cm、底面

が長径155cm、短径135cm、深さ61

cmを測る。長軸方向はほぼ南北を

取り、壁の最小傾斜角は1000であ

る。

【D

①黒褐色土
（黒ボク）
②暗褐色土

（黄色土粒を少し含む）

－①黒褐色土

A一　二J告三∴「∵

Z②票鵠っている）
JJ＿ト　ノ†　I、レ」．J．ノレ　ノ　ノゝ－

（黄色土粒を多く含む）
③黒褐色土
（ややしまりがない）
④暗褐色土（しまっている）
⑤明茶褐色土（しまっている）
（黄褐色土を含む）

o S＝140　　Im

」一一一一　　　　＿」

289£cmO

挿図138　SK－69遺構◎遺物図

〕　　　S＝】・40　　　im

一二一一一二一二二＿二」

挿図139　SK－70遺構・遺物図
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土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

S K－71

位　　置

形　　態

土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

埋土は黒褐色土、暗褐色土の二層である。

婆1、底部1を図化した。

不明である。

出土遺物より弥生時代中期中葉と考える。

9Mライン上のやや北寄りに位置する。南部遺

構群の西側にあたり、西下がりの緩傾斜面に立地

する。周辺にはSK－68、71、72、SI－05があ

り、堰底の標高は、218．24mを測る。

平面形、底面形共に円形に近い楕円形で、底面

のほぼ平坦な土壌である。断面形は、壁の最小傾

斜角が1350と外傾する。規模は、検出面で長径96

cm、短径86cm、底面で長径78cm、短径68cm、深さ

10cmを測る。長車由方向はN－170－Wである。

黒褐色土一層である。

賓1を図化した。

不明である。

出土遺物より弥生時代中期中葉と推測される。

S K－73

位　　置

形　　態

土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

o S＝l・40　　Im

」　　⊥

O S＝1：4　10cln

［‾一　　　　　　三

挿図140　SK－71遺構・遺物図

11Jグリッドの南西隅に位置しており、南7mは崖、西6mは盛土工区との境界と

なる。南部遺構群の南西側にあたり、南西下がりの緩傾斜面（尾根部）に立地する。

周辺には西3mにSK－17、44、東3mにSK－85などがある。壕底の標高は216．04

mを測る。

平面形、底面形共に小判形に近い隅丸長方形で、断面形はほぼ直立し、壁の最小傾

斜角930を測る。底面はほぼ平坦な土壌である。規模は、検出面で長径184cm、短径108

cm、底面で長径176cm、短径105m、深さ33cmを測る。長軸方向はN－410－Wである。

黒色土系の4層よりなる。

婆1、高塀2、底部3、砥石3が出土しており、高塀の坪部Po294、底部Po296およ

び砥石S113が①層の上位より出土した。高塀Po294とPo295は同一個体と考えられる。

不明である。

出土遺物より弥生時代中期中葉と考えられる。
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H＝2I6．50m

A

CD

Iも294

‾＿　二二二＿
R）295

二一　二三二』≡三塁≡］m　＼土」二王二名
挿図141SK－73遺構・遣物図①

〔三‡週

篭題ゴ
R）298

o S＝1：4　10cm

l－　　　：：：∃

Sl13

0　S＝1．3　5cm

！－　　　　　一つ

挿図掴2　SK－73遣物図②

S K－74

位　置　10Mグリッドの南西隅に位置する。南部遺構群は西側ほぼ中央にあたり、南西下が

りの綬傾斜面（尾根部）に立地する。周辺にはSK－40、45、46、57がある。填底の

標高は217．80mを測る。

形　態　　平面形、底面形共に隅丸長方形で、断面形は明瞭に壁が外傾する。底面のほぼ平坦

な土壌である。規模は、検出面で長径169cm、短径114cm、底面で長径160cm、短径107

cm、深さ13cmを測る。長軸方向はN－300－Wで、壁の最小傾斜角は1200である。
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土　　層 黄色粘土（地山）に掘り込まれており、埋H三星迫jOm

土は黒褐色土一層である。

遺　　物

性　　格

時　　期

S K－75

位　　置

形　　態

土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

検出しなかった。

不明である。

周辺遺構の遺物より弥生時代中期と考える。

6Mグリッドのほぼ中央に位置する。南部

遺構群の西側北方にあたり、南下がりの綬傾

斜面（谷部）に立地する。周辺には、SI－

04、SK－76、77があり、小さなまとまりを

形成する。墳底の標高は219．65mを測る。

平面形、底面形共に円形で、断面形は明瞭

に壁が外傾する、底面のほぼ平坦な土壌であ

る。規模は、検出面で長径96cm、短径91cm、

底面で長径81cm、短径69cm、深さ27cmを測る。

壁の最小傾斜角は1080である。

黄色粘土（地山）に掘り込まれており、③

→②層の順に埋まっていった様子が伺われる。

弥生土器片を検出したが、図化できなかっ

た。

不明である。

出土遺物より弥生時代中期中葉と考えられ

る。

S K－76

位　　置

形　　態

土　　層

遺　　物

①黒褐色土

o S＝140　　Im

巨－－－」
挿図143　SK－74遺構図

一一二＿＝；∴
S＝l：40　　　Im

L＿＿L＿　　　＿＿＿＿　　　　j

挿図144　SK－75遺構図

6Mグリッドのほぼ中央東寄りに位置する。南部遺構群の西側北方にあたり、南下

がりの緩傾斜面（谷部）に立地する。周辺にはSI－04、SK－75、77があり、小さ

なまとまりを形成する。墳底の標高は220．00mを測る。

平面形、底面形共に隅丸長方形で、断面形は明瞭に壁が外傾する、底面のほぼ平坦

な土壌である。規模は、検出面で長径139cm、短径81cm、底面で長径124cm、短径71cm、

深さ18cmを測る。長軸方向はN－400－Wで、壁の最小傾斜角は1000である。

黄色粘土（地山）に掘り込まれており、埋土は黒色粘質土一層である。

弥生土器片を検出したが、図化できなかった。
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性　　格

時　　期

不明である。

出土遺物より弥生時代中期と考え

る。

S K－77

位　　置

形　　態

土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

6Mグリッドのほぼ中央西寄り

に位置する。南部遺構群の西側北

方にあたり、南下がりの緩傾斜面

（谷部）に立地する。周辺にはS

I－04、SK－75・、76があり、小

さなまとまりを形成する。壕底の

標高は220．20mを測る。　　　　　H＝220・70m

平面形、底面形共に隅丸長方形

で、断面形は明瞭に壁が外傾する、

底面のほぼ平坦な土壌である。規

模は、検出面で長径167cm、短径134

cm、底面で長径154cm、短径121cm、

深さ30cmを測る。長軸方向はN－

400－Eで、壁の最小傾斜角は1060

である。

黄色粘土（地山）に掘り込まれ

ており、埋土は黒色粘質土一層で

ある。

婆1を図化した。

不明である。

出土遺物より弥生時代中期中葉

と考える。

S K－78

位　　置

形　　態

土　　層

o S＝l：40　　　im

‾　l－‾ll‾‾l‾‾：二二二二二＝二＝コ

挿図145　SK－76遺構図

o S＝l：40

O S＝1：4　10cm

E三三三三二二二二一」

挿図146　SK－77遺構・遣物図

8Lグリッドの南東端に位置する。東部遺構群の西側北寄りにあたり、南西下がり

の緩傾斜面（谷部）に立地する。周辺にはSB－03、SK－62◎72、70、71、80、92

がある。墳底の標高は217．92mを測る。

平面形、底面形共に円形で、断面形は明瞭に壁が直立する、底面のほぼ平坦な土壌

である。規模は、検出面で長径103cm、短径98cm、底面で長径98cm、短径92cm、深さ27

cmを測る。壁の最小傾斜角は900である。

黄色粘土（地山）に掘り込まれており、埋土は黒色粘質土一層である。
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遺　　物

性　　格

時　　期

S K－79

位　　置

底部1を図化した。

不明である。

出土遺物より弥生時代中期と考える。

9Lグリッドの南東隅に位置する。南部遺

構群の西側ほぼ中央にあたり、西下がりの緩

傾斜（尾根部）に立地する。SK－46と隣接

し、周辺にSK－45がある。壕底の標高は217．

83m測る。

形　　態　　平面形、底面形共に楕円形で、断面形は明

瞭に壁が直立する。底面のほぼ平坦な土壌で

あるが、東側高さ7cm程度の段を持つ。規模

は、検出面で長径136cm、短径109cm、底面で

㌦H＝2I8．40m傷一一十：＝…
o S＝I．40

」二「＿」m

o S＝1：4　10cm

巨二二二二二二二二三∃
R）300

挿図147　SK－78遺構・遺物図

長径121cm、短径104cm、深さ36cmを測る。長軸方向は東西をとり、壁の最小傾斜角は

950である。

土　　層　　黄色粘土（地山）に掘り込まれており、埋土は黒褐色土一層である。

遺　　物　　壷1、賓1、脚部1を図化した。

性　　格　　不明である。

時　　期　　周辺遺構の遺物より弥生時代中期中葉と考える。

位　　置

挿図148　SK1－79遺構・遺物図

8Lグリッドの東側に位置する。南部遺構群の西側北端にあたり、南東下がりの緩

傾斜地（谷部）に立地する。周辺には、SB－03、SK－62072、78がある。堰底の

標高は217．96mを測る。
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形　　態　　平面形、底面形共に隅丸長方形で、

断面形は土壌東側で袋状を呈す、底面

のほぼ平坦な土壌である。規模は、検

出面で長径239cm、短径136cm、底面で

長径224cm、短径127cm、深さ34cmを測

る。長軸方向はN－320－Wで、壁の最

小傾斜角は880とほぼ垂直である。

土　　層　　②層は、地山（暗茶褐色粘土）系の

土層であり、土壌東側で袋状を呈するA‾‾

ことと考え合わせると、壁の崩壊によ

る埋土であろうと推定される。

遺　物　　弥生土器片を検出したが、図化でき

なかった。

性　一格　　不明である。

時　　期　　出土遺物より弥生時代中期と考える。

S K－81

【ロ

o S＝l：40　　lm

LI＝‾‾‾　　　　二］

挿図149　SK－80遣構図

位　置　10Lグリッドの北西隅に位置する○南部遺構群の西端にあたり、南西下がりの綬傾

斜面（尾根部）に立地する。SK－82と隣接し、周辺にはSB－05、SK－45などが

ある。墳底の標高は216．92mを測る。

形　態　平面形、底面形共に楕円形で、断面形は南側で袋状を呈する。底面のほぼ平坦な土

壌である。規模は、検出面で長径176cm、短径153cm、底面で長径178cm、短径154cm、

深さ50cmを測る。長軸方向はN－330－Wで、壁の最小傾斜角は700である。

土　層　黄色粘土（地山）に掘り込まれており、埋土は①～③の黒色土系と、④～⑥の黄色

土系である。

ノ．

挿図150　SK－81遺物図
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遺　物　　壷1、賓2、底部3を図化した。遺物は土壌中央部に集中しており、土器片の他径

10～40cm位の亜角～亜円礫が落ち込んでいる。Po315は口緑を下に向け、若干傾いた状

態で出土した。

H＝21760m

B

挿図151　SK－81遺構図
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性　　格

時　　期

S K－82

位　　置

形　　態

土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

形態より貯蔵穴と考える。

出土遺物より弥生時代中期中葉と考える。

10Kグリッドの南東隅に位置する。南部遺構群の西端にあたり、南西下がりの緩傾

斜面（尾根部）に立地する。SK－81と隣接し、周辺にはSB－05、SK－45などが

ある。壕底の標高は216．90mを測る。

平面形、底面形共に隅丸長方形で、断面形は東側で袋状を呈する。底面のほぼ平坦

な土壌である。規模は、検出面で長径202cm、短径164cm、底面で長径200cm、短径155

cm、深さ38cmを測る。長軸H望上しタOm

方向はN－720－Eで、壁の
A

最小傾斜角は800である。

黄色粘土（地山）に掘り

込まれており、①◎③の黒

色土系と、②◎④の黄色土

系の埋土からなる。

壷1、賓3、底部1を図

化した。

不明である。

出土遺物より弥生時代中

期中葉と考える。

淘Ⅲ∠た316

Cロ

①黒褐色土
②暗茶褐色土
（黄白色土粒
を含む）
③黒褐色土
④明茶褐色土

o S＝1．40　　　Im

L⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

挿図152　SK－82遺構図

㍉∵‘．‘‾‾「‾て

O S＝1：4　10cm

し⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

R）317

挿図153　SK－82遣物図
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S K－83

位　　置　10Lグリッドの南西端に位置する。南部遺構群の西端にあたり、南西下がりの緩傾

斜面（尾根部）に立地する。SB－05、SK－84と隣接する。壕底の標高は216．46m

を測る。

形　　態　　平面形、底面形共に隅丸長方形で、断面形は北側で袋状を呈する。底面のほぼ平坦

な土壌である。規模は、検出面で長径H三孔乙一〇m

200cm、短径122cm、底面で長径190cm、

短径120cm、深さ37cmを測る。長軸方向

はN－730－Eで、壁の最小傾斜角は700

である。

土　　層　　②層は壁の崩壊による埋土と考えら

れる。③層の廃土（厚さ10cm）は底面

に密着しており、②◎①に覆われてい

ることから、意図的に壕底に敷かれた

可能性が考えられる。

遺　　物　　壷1、賓1を図化した。遺物は①層

中に含まれており、墳底より上位35cm

付近に集中する。

性　　格　　不明である。

時　　期　　出土遺物より弥生時代中期中葉と考

える。

t＝l

（む明茶褐色土
（白色土粒を含む

ややしまっている）
③焼土

－　①黒褐色土
（黄白色土粒を含む
しまっている）

A－　／1　－H＿．．｛．【」．

o Sごl：40　　　lrn

挿図154　SK－83遺構図　L一一l　　　　　－］

挿図155　SK－83遺物図

S K－84

位　　置　10Kグリッドの南東端に位置する。南部遺構群の

西端にあたり、南西下がりの緩傾斜面（尾根部）に

立地する。SB－05、SK－83と隣接する。壕底の

標高は216．47mを測る。

形　　態　　平面形、底面形共に円形で、断面形は明瞭に壁が

外傾する。底面のほぼ平坦な土壌である。規模は、

検出面で径80cm、底面で長径67cm、短径63cm、深さ

11cmを測る。壁の最小傾斜角は1120である。
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千二‾ヒ二ま『
［

o S＝1：4　10cm

；　　　　　　　　∃
①黒褐色土
（黄白色土粒

A　　を含む）
②暗茶褐色土
（白色土粒を
含む）
③焼土

S＝l：40　　Im④上？
‾‾　　」二＝＝二二二二二＝＝＝l

挿図156　SK－84遺構図



土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

②層は壁の崩壊による埋土と考えられ、袋状土壌の可能性がある。③層の焼土（厚

さ2cm）は、底面に密着しており、②◎①層に覆われていることから、意図的に墳底

に敷かれた可能性が考えられる。

検出しなかった。

不明である。

周辺遺構の遺物より弥生時代中期と推測する。

S K－85

位　　置

形　　態

土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

S K－86

位　　置

形　　態

11Lグリッド南側やや東寄りに位置

する。南部遺構群の南西にあたり、南

西下がりの緩傾斜面（尾根部）に立地

する。周辺にはSK－17、44、73など

がある。壕底の標高は216．62mを測る。

平面形、底面形共に不整円形を呈し、

断面形は明瞭に壁が外傾する。底面の

ほぼ平坦な土壌である。規模は、検出

面で長径104cm、短径86cm、底面で長径

95cm、短径86cm、深さ14cmを測る。壁

の最小傾斜角は1110である。

黄色粘土（地山）に掘り込まれてお 竿空「ず
Iも320

り、埋土は黒色土系である。

壷1、賓1を図化した。

不明である。

出土遺物より弥生時代中期中葉と考える。

一腰当
lm

挿図柑7　SK－85遺構◎遺物図

H＝22120m

2Cライン上に位置する。北部遺構群のほA

ぼ中央にあたり、南西下がりの緩傾斜面に立

地する。周辺にはやや離れてSK－87、88、

SI－13がある。壕底の標高は220、86mを測

る。

平面形、底面形共に隅丸長方形である。規

模は、検出面で長径116cm、短径69cm、底面で

長径92cm、短径55cm、深さ10cmを測る。底面

のほぼ平坦な土壌である。また壁の最小傾斜角
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A〈F！．　＿＿

d　①黒色土

‥包勝目
Sごl：40　　1m
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挿図158　SK－86遣構図



は1220を測るが、上部を大きく削平されていると考えられ明確な土壌の形態◎規模は

不明である。長軸方向はN－670－Wである。

土　　層　　黒褐色土一層である。

遺　　物　　検出しなかった。

性　　格　　不明である。

時　　期　　周辺遺構の遺物より弥生時代中期と推測する。

S K－87

位　置　1Cグリッドの南東側に位置する。北部遺構群の東側にあたり、北西下がりの綬傾

斜面（谷部）に立地する。周辺には、SI－13、SK－88、89、90がある。壕底の標

高は221．28mを測る。　　　　　　　　　　　　H＝22－80m
Al

形　　態　　平面形、底面形共に円形で、断面形は明瞭に壁が外傾

する。底面のほぼ平坦な土壌である。規模は、検出面で

長径80cm、短径76cm、底面で長径43cm、短径41cm、深さ

26cmを測る。壁の最小傾斜角は1150である。

土　　層　　埋土は黒褐色粘質土一層である。

遺　　物　　検出しなかった。

性　　格　　不明である。

時　　期　　周辺遺構の遺物より弥生時代中期と推測する。

S K－88

二‾‾‾

o S＝l：40　　1m

に　　　」
挿図159　SK－87遺構図

位　　置　　2Hグリッドの北東端に位置する。北部遺構群の東側にあたり、北西下がりの綬傾

斜面（谷部）に立地する。周辺には、SI－13、SK－87、89、90がある。壕底の標

高は221．56mを測る。

形　　態　　平面形、底面形共に楕円形で、断面形は明瞭に壁が外傾

土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

する、底面のほぼ平坦な土壌である。規模は、検出面で長

径86cm、短径67cm、底面で長径78cm、短径61cm、深さ12cm

を測る。長軸方向は南北をとり、壁の最小傾斜角は、1060で

ある。

埋土は黒褐色粘質土一層である。

弥生土器片を検出したが、図化できなかった。

不明である。

出土遺物及び周辺遺構の遺物より弥生時代中期と推測す

る。

S K－89

位　　置

H＝22I．00m

ー11－　‾

④－A
o S＝l：40　　lm

：－　　　　　　　＿＿＿＿＿＿」

挿図160　SK－88遺構図

1Iグリッドの南西端に位置する。北部遺構群の東側にあたり、北西下がりの綬傾

斜面（谷部）に立地する。周辺には、SI－13、SK－87、88、90がある。壌底の標

高は221．65mを測る。
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形　態　平面形、底面形共に楕円形で、断面形は明瞭に壁が外

傾する、底面が北西方向に傾斜する土壌である。規模は、

検出面で長径72cm、短径64cm、底面で長径65cm、短径59

cm、深さ14cmを測る。長軸方向はN－600－Wで、壁の最

小傾斜角は、1180である。

土　層　埋土は、黒褐色粘質土一層である。

遺　物　弥生土器片を検出したが、図化できなかった。

性　格　不明である。

時　期　出土遺物及び周辺遺構の遺物より弥生時代中期と推測

する。

S K－90

トビ恕£00m

二三‾ノ丁
Sごl：40　　1m

挿図161SK－89遺構図

位　置　1Iグリッドの中央南端に位置する。北部遺構群の東側にあたり、北西下がりの緩

傾斜面（谷部）に立地する。周辺にはSI－07、13、SK－87、88、92～94があり、

SK－89、91に隣接する。墳底の標高は221．70mを測る。

形　態　平面形、底面形共に隅丸長

方形で、断面形は明瞭に壁が

外傾する。底面のほぼ平坦な

土壌である。規模は、検出面

で長径182cm、短径128cm、底

面で長径154cm、短径103cm、

深さ42cmを測る。長軸方向は

N－500－Wで、壁の最小傾斜A一

角は1100である。

土　層　③層の焼土（厚さ6～10cm）

は、土壌のほぼ東側半分に分

布し、固く叩きしめられてお

り、意図的に壕底に敷かれた

可能性が高い。

三三三三三二二

R）325 R〕326 A・①焼土混じりの
黒褐色粘質土
②黒色粘質土
③黒色粘質土混
じりの焼土

エ
Il

母
N
u
O
ヨ

挿図柑2　SK－90遣構図

挿図163　SK－90遣物図
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遺　　物

性　　格

時　　期

S K－91

位　　置

形　　態

土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

壷1、嚢3、高塀1を図化した。

不明である。

出土遺物より弥生時代中期後葉と考える。

1Iグリッドのほぼ中央に位置する。北部遺構群の東側にあたり、北西下がりの緩

傾斜面（谷部）に立地する。SK－90、93に隣接し、周辺にはSI－07、13、SK－

87、88、89、92、94がある。壕底。三三提40m

の標高は221．80mを測る。

平面形、底面形共に隅丸長方形

で、断面形は明瞭に壁が直立する。

底面のほぼ平坦な土壌である。規

模は、検出面で長径154cm、短径124

cm、底面で長径144cm、短径107cm、

深さ45cmを測る。長軸方向はN－

500－Wで、壁の最小傾斜角は970

と、ほぼ垂直である。

埋土は黒色粘質土一層である。

賓1を図化した。

不明である。

出土遺物より弥生時代中期後葉

と考える。

二二

（丑黒色粘質土

o S＝I．40　　lm

Ll　　　　　」

o S＝1：4　10cm

l　－　　　　　　　　　　j

挿図164　SK－91遺構・遺物図

R〕328

o S＝140　　lm

L　－　　　　　　　　　　j

挿図165　SK－92遺構。遺物図
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位　置　1Iグリッドの南東に位置する。北部遺構群の東側にあたり、北西下がりの綬傾斜

面（谷部）に立地する。SI－07に隣接し、周辺には、SK－90、91、93がある。壌

底の標高は222．72mを測る。

形　態　平面形は円形、底面形は不整円形で、断面形は明瞭に壁が外傾する。床面のほぼ平

坦な土壌である。規模は、検出面で長径145cm、短径136cm、底面で長径93cm、短径90

cm、深さ31cmを測る。壁の最小傾斜角は1200である。

土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

埋土は黒色粘質土一層である。

婆1、底部1を図化した。土器は、多数の胴部片が内面を上に、底面、壁面に接し

て積み重なるように出土しており、意図的に置かれた可能性が高い。

不明である。

出土遺物より弥生時代中期後葉と考える。

S K－93

位　　置 1Iグリッドの中央東寄りに位置する○北部遺構群の東側にあたり、北西下がりの

綬傾斜面（谷部）に立地する。周辺には、Sト07、SK－90、91、92、94がある。

壕底の標高は221・60mを測る。悦．60m

形　態　平面形、底面形共に円形で、

断面形は検出面より深さ20cm

の位置ですぼまった後、三角

フラスコ状を呈す、底面のほ

ぼ平坦な土壌である。規模は、

検出面で長径116cm、短径110

cm、底面で径141cm、深さ82cm

を測る。また、くびれ部は径

103cmを測り、壁の最小傾斜角A－［／
＼

は480である。

土　層　黄色粘質土（地山）を床面

とし、⑥→①層の順序で北東

方向からの流れ込みで埋まっ

ていった様子が何がわれる。

また、⑤層及び④、⑥層中の

一一一－－‘‾．、－＼

／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

ふ＼＼了／

／

／
／

／

佃貞義崩墓転義這じり）

①黒色粘質土（細礫少量混じり）
②黒灰色粘質土（細礫、黄褐色粘質
土粒を多量に含む）
③黒色粘質土（細礫少量混じり）
④黒灰色粘質土（細礫多量混じり）
黄褐色粘質土ブロックを多量に
含む。
⑤暗茶褐色粘質土ブロック

黄褐色粘質土ブロックを多量（
含む。

コ：

ll

N
N
N

b
○

∃

o S＝140　　Im

‾‾l二二＿＝：二二二二二二二二二二二二－

挿図166　SK－93遺構図



遺　　物

性　　格

時　　期

黄褐色粘土のブロックは、壁の崩壊部分であろうと考えられる。

直口壷1、賓3、高塀1を図化した。

形態及び土層より貯蔵穴と考える。

出土遺物より弥生時代中期後葉と考える。

S K－94

位　　置

形　　態

土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

H＝22200m

1Iグリッドの中央北端に位置する。北部遺構群の東側にあたり、南西下がりの綬

傾斜面（谷部）に立地する。日舞河川によって北側の大部分を切られており、周辺に

はSK－90、91、93がある。壕底の標高は221．74mと測る。

残存状況より、平面形、底面形共に隅丸長方形を呈すると推測する。断面形は明瞭

に壁が外傾する。底面のほぼ平坦な土壌である。残存規模は、検出面で長径100cm、短

径160cm、底面で長径85cm、短径145cm、深さ25cmを測る。壁の最小傾斜角は1100である。

①～⑦層のうち、土壌の埋土は⑤層のみで、残りは自然河川の埋土である。

高士不1、底部2を図化した。

不明である。

出土遺物より弥生時代中期後葉と考える。
①黒灰色粘質砂層

－②中粒砂～細礫層
A③黒灰色砂質粘質土

④
S K－95

位　　置

形　　態

o S＝l’40　　　Im

と二＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿二二∃

挿図168　SK－94遺構・遺物図

fも337

0　S＝1：4　10cm

ト一一　　　　　　　　　J

1Lグリッドの南西隅に位置する。北部遺構群の東端にあたり、南西下がりの綬傾

斜面（谷部）に立地する。周辺にはSI－06、SK－96、現在の水路を挟んでSB－

14、SK－99がある。壕底の標高は224．05mを測る。

平面形、底面形共に隅丸長方形で、断面形は明瞭に壁が外傾する、底面のほぼ平坦

な土壌である。規模は、検出面で長径200cm、短形169cm、底面で長径189cm、短形159

－140　－



H＝224．30m

cm、深さ16cmを測る。長軸方向は　A

土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

N－550－Eで、壁の最小傾斜角は

1250である。

黄色粘土（地山）に掘り込まれ

ており、埋土は黒色粘質土一層で

ある。

検出しなかった。

不明である。

周辺遺構の遺物より弥生時代中

期と推測する。

S K－96

位　　置

形　　態

土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

こ　こ
o S＝I：40

拓図169　SK－95這構図

昏
∃

lm

OKグリッドのほぼ中央に位置する。北部遺構群の東端にあたり、西下がりの緩傾

斜面（谷部）に立地する。周辺にはSI－06、SK－95がある。壕底の標高は223．15

mを測る。
H＝22410m

平面形、底面形共に円形、断面形

は袋状を呈する。底面のほぼ平坦な　A

土壌である。規模は、検出面で長径

80cm、短径77cm、底面で長径103cm、

短径96cm、深さ68cmを測る。壁の最

小傾斜角は730である。

茶褐色粘土（地山）より掘り込ま

れており、埋土は黒色粘質土一層で

ある。

弥生土器片を検出したが、図化で

きなかった。

形態より貯蔵穴と考える。

出土遺物より弥生時代中期と考え

る。

S K－97

位　　置

A・①黒色粘質土
（黄褐色土粒多量

／　　混じり）

o S＝1：40　　Im

‾＝＝二二二二二二二二－‾l‾l‾‾‾‾l‾‾－‾‾

挿図170　SK－96遺構図

1Lグリッドの北端に位置する。北部遺構群の東端にあたり、北下がりの綬傾斜面

（尾根部）に立地する。周辺にはSト04、SK－98がある。壕底の標高は224．30m

を測る。

ー141－



形　　態　　平面形、底面形共に不整円形で、断面形は明瞭に壁が外傾する。底面のほぼ平坦な

土壌である。規模は、検出面で長径201cm、短径194cm、底面で長径130cm、短径116cm、

深さ47cmを測る。径10～50cm位の安山岩系の亜角～亜円礫が土壌内に落ち込んでおり、

集石状を呈する。壁の最小傾斜角は1100であ　H三提五〇〇mノγ　＼

る。

土　　層　　埋土は黒色粘質土一層である。埋土中に

は炭化物又は焼土は含まれておらず、礫も

赤変していないことから、集石状を呈する

礫は炉として使用されたものではなく、放

棄の際に意図的に投げ込まれたと考える。

遺　　物　　婆1、底部1を図化した。

性　　格　　不明である。

時　　期　　出土遺物より弥生時代中期後葉と考える。A‾

挿図171SK－97遺構。遺物図

S K－98

位　置　1Lグリッドの北西端に位置する。北部遺構群

の東端にあり、北下がりの綬傾斜面（尾根部）に

立地する。SI－06と切り合い関係にあり、周辺

o S＝l：40　　1m」　　　⊥

にはSK－97がある。壕底の標高は224．70mを測

る。

形　　態　　残存状況より、平面形、底面形に楕円形を呈す

ると推測する。断面形は明瞭に壁が外傾し、底面

のほぼ平坦な土壌であるが、土壌南側にピット状

落ち込み（70×63－15cm）を有する。残存規模は、

検出面で長径187cm、短径74cm、底面で長径176bm、

短径53cm、深さ10cmを測る。長軸方向は東西をとA－

り、壁の最小傾斜角は1300である。

土　　層　　埋土は黒色粘質土一層であり、SI－06の埋土

として類似していたため、切り合い関係は確認で

きなかった。

－142　－

（9黒色粘質土
（炭・黄褐色

粘土粒を含
む）

挿図172　SK－98遺構図



遺　　物

性　　格

時　　期

S K－99

位　　置

形　　態

土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

検出しなかった。

不明である。

周辺遺構の遺物より弥生時代中期と推測する。

1Kグリッドの北西隅に位置する。現在の水路によって隔てられているが、北部遺

構群の東端にあたり、南西下がりの緩傾斜面（谷部）に立地する。周辺にはSB－14

がある。壕底の標高は223．33mを測る。惚且∞m

平面形、底面形共に円形で、断面形は

袋状を呈する底面のほぼ平坦な土壌であ

る○規模は、検出面で長径91cm、短径86

cm、底面で長径110cm、短径105cm、深さ

51cmを測る。壁の最小傾斜角は600である。

②◎③層は壁の崩壊による埋土と考え

られる。

弥生土器片を検出したが、図化できな

かった。

形態及び土層より貯蔵穴と考える。

出土遺物及び周辺遺構の遺物より弥生

時代中期と推測する。

S K－100

位　　置

形　　態

土　　層

①黒色粘質土層
②黒色粘質土層
（茶褐色粘質土

S＝l：40　　1m

挿図173　SK－99遺構図

2Lグリッドのほぼ中央に位置する。現在の水路によって隔てられてはいるが、北

部遺構群の東端にあたり、南西下がりの綬傾斜面（谷部）に立地する。SK－101と隣

接し、周辺にはSK－102がある。墳底の標

高は224．21mを測る。

平面形、底面形共に円形で、断面形は袋

状を呈する、底面のほぼ平坦な土壌である。

規模は、検出面で長径67cm、短径66cm、底

面で長径75cm、短径72cm、深さ64cmを測る。

壁の最小傾斜角は800である。

黄色粘土（地山）に掘り込まれており、

④→①の順で埋まっていった様子が伺われ

る。

遺　物　弥生土器片を検出したが、図化できなか

った。

性　格　形態より貯蔵穴と考える。

－143　－

①黒色粘質土
②黒色粘質土
（茶褐色粘質
土まじり）
③黒色粘質土
④茶褐色粘質土

挿図174　SK－100遺構図



時　　期　　出土遺物及び周辺遺構の遺物より弥生時代中期と推測する。

S K－101

位　　置　　2Lグリッドのほぼ中央に位置する。現在の水路によって隔てられているが、北部

遺構群の東端にあたり、南西下がりの綬傾斜面（谷部）に立地する。SK－100と隣接

し、周辺にはSK－102がある。壕底の標高は224．04mを測る。

形　　態　　平面形、底面形共に楕円形で、断面形は北側で袋状を呈する、底面のほぼ平坦な土

壌である。規模は、検出面で長径91cm、短径78cm、底面で長径83cm、短径76cm、深さ

80cmを測る。長軸方向はN－650－Eで、壁の最小傾斜角は870である。

土　　層　　②～⑤層は壁の崩壊による埋土と考えられる。

遺　　物　　婆2を図化した。

性　　格　　形態及び埋土より貯蔵穴の可能性がある。

時　　期　　出土遺物より弥生時代中期と推測する。

①黒色粘質土
（む黒色粘質土
（黄色粘質土含む）
③黄色粘質土
④黒色粘質土
（茶褐色粘質土含む）
（9黒色粘質土
（茶褐色粘質土少量含む）

S K－102

R）341

0　S＝1：4　10cm

L－1　　　　」

。　　　S＝140　　Im

Ll　　　　　」

挿図175　SK－101遺構・遣物図

H＝224・20m

A

位　　置　　2Lグリッドの南西側に位置する。現在の水

路によって隔てられているが、北部遺構群の東

端にあたり、南西下がりの綬傾斜面（谷部）に

立地する。周辺にはSK－100、101がある。壕

底の標高は223．44mを測る。

形　　態　　平面形、底面形共にほぼ円形で、断面形は袋

状を呈する、底面のほぼ平坦な土壌である。規

模は、検出面で長径56cm、短径49cm、底面で長

径65cm、短径61cm、深さ60cmを測る。壁の最小

傾斜角は780である。

－144　－

㊥

Al

①里色粘質土
②黒色粘質土
（茶褐色粘質土
混じり）

一一「二
o S＝l：40　　　ImJ　　　　　」

挿図176　SK－102遺構図



土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

黄色粘土（地山）に掘り込まれており、②、①の順で埋まっていった様子が伺われ

る。

弥生土器片を検出したが、図化できなかった。

形態より貯蔵穴と考える。

出土遺物及び周辺遺構の遺物より弥生時代中期と推測する。

S K－103

位　　置

形　　態

土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

1Bグリッドの北西隅に位置する現在の水路によって隔てられているが、北部遺構

群の北西端にあたり、南西下がりの緩傾斜面（谷部）に立地する。SK－104に隣接す

る。墳底の標高は220．65mを測る。

平面形、底面形共に隅丸長方形で、断面形は明瞭に

壁が外傾する、底面のほぼ平坦な土壌である。規模は、

検出面で長径88cm、短径62cm、底面で長径83cm、短径

57cm、深さ20cmを測る。長軸方向はN－650～Wで、壁

の最小傾斜角は1010である。

黄色粘土（地山）に掘り込まれており、埋土は黒褐

色土一層である。

検出しなかった。

不明である。

周辺遺構の遺物より弥生時代中期と推測する。

S K－104

位　　置

形　　態

土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

矧軋

H＝22100m

瘍

一一一「‥－

「‾‾‾‾

I

q．

o S＝l：40忘m
挿図177　SK－103遺構図

1Bグリッドの北西隅に位置する。現在の水路によって隔てられているが、北部遺

構群の北西端にあたり、南西下がりの綬傾斜面（谷部）に立地する。SK－103に隣接

する。壕底の標高は220．54mを測る。　　　　　　H＝22上。。m

平面形、底面形共に不整形で、断面形は壁の立ち上　A d

がりが不明瞭な皿状を呈する、底面が土壌中央に向か

って凹む土壌である。規模は、検出面で長径65cm、短

径53cm、底面で長径55cm、短径42cm、深さ22cmを測る。

壁の最小傾斜角は測定できない。

黄色粘土（地山）に掘り込まれており、埋土は黒褐

色土一層である。

検出しなかった。

不明であった。

S K－105

位　　置

二子l‾＝

、十二一一つ
＝ o S＝I：40

L－J‾「」m

周辺遺構の遺物より弥生時代中期と推測する。　　　挿図178　SK一冊遺構図

2Fグリッドの中央やや北寄りに位置する。北部遺構群のほぼ中央にあたり、南西

下がりの綬傾斜地（谷部）に立地する。SB－12を切っており、周辺にはSB－11が
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ある。墳底の標高は219．20mを測る。H迎20m

形　　態　　平面形、底面形共に円形で、断面

形は、検出面より深さ10cmの位置で

すぼまった後三角フラスコ状を呈す、

底面のほぼ平坦な土壌である。規模

は、検出面で長径130cm、短径100cm、

底面で長径122cm、短径118cm、深さ

54cmを測る0また、くびれ部は長径。＿！
98cm、短径96cmを測る。壁の最小傾　　＼

斜角は620である。

土　　層　　地山（黄色粘質土）を床面とし①

→⑤層の順序で埋まっていった様子

が伺われる。

遺　　物　　聾1、底部1を図化した。

性　　格　　形態より貯蔵穴と考える。

時　　期　　出土遺物より弥生時代中期後葉と

考える。

①黒褐色土
（黄褐色土ブロックを含む
しまりがない）
（9時茶褐色土
（かたくしまっている）
（診黒褐色土
（しまっている）
黒褐色土
（ややしまりがない）
暗褐色土
（ややしまっている）

ニー庭
CI
ヨ

∠‰。』≡ユ」紬
挿図179　SK－105遺構・遺物図

S K－106

位　置　　2Dグリッドの西端に位置する。北部遺構群の西側北寄りにあたり、南下がりの緩

傾斜面（谷部）に立地する。周辺には多数のピットが検出されており、南1．5mにSK

－07がある。墳底の標高は218．91mを測る。

形　態　平面形、底面形共に隅丸長方形で、断面形は明瞭に壁が外傾する逆梯形を呈し、底

面はほぼ平坦である。規模は、検出面で長径216cm、短径140cm、底面で長径203cm、

短径130cm、深さ22cmを測る。長軸方向はほぼ東西にとり、壁の最小傾斜角は110であ

る。

土　層　黄色粘土（地山）に掘り込まれており、②→①の順で埋まっていった様子が伺われ

る。

遺　　物　　賓6、高杯1、石斧1が出

土した。遺物は、ほぼ土壌東

側半分に集中しており、底面

に密着した状態で出土した。

土器片は重なり合って出土し

ており、聾Po344～346の3

個体はほぼ完形になる一括資

料である。S94は本来磨製石

－146　－
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斧で敲石の類の転用したものと考えられる。

性　格　断面形、平面形は所謂「袋状貯蔵穴」とは異っているが遺物の出土状況からみて貯

蔵穴の可能性が強い。

時　　期　　出土遺物より弥生時代中期後葉と考える。

＜

S＝I：20

0　　　　　　　　　　　　lm

［二一一二L　　　タi守　　　一　＿；

挿図180　SK－106遺構図
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挿図181　SK－106遺物図
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S K－107

位　　置 2Dライン上のほぼ中央に位置する。北部遺構群の北西側にあたり、南下がりの緩

傾斜面に立地する。周辺には、SK－106、112、114などがある。壕底の標高は、219．

16mを測る。

形　態　平面形、底面形共に楕円形で、断面形は、壁の最小傾斜角が1290と外傾する土壌であ

る。規模は、検出面で長径156cm、短径77cm、底面で長径132cm、短径60cm、深さ12cm

を測る。長軸方向は東西をとる。

土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

H＝2I9．50m

A

黒褐色土一層である。

婆1を図化した。

不明である。

出土遺物より弥生時代中期と考える。

R）351

⑳Iも351

④土

①黒色土

o S＝l・40　　lm

Ll‾‾　　一一一一　　＿」

挿図182　SK－107遺構・遣物図

o S＝1：4　10cm

⊆二二二一二一二二二三コ

S K－108◎109

位　　置　　2Bグリッドの南側中央に位置する。北部遺構群に属し、調査区西端近くの平担面

に立地する。周辺に遺構は殆どみられないが、南西11mにSK－110、南東8mにSK

－111がある。壕底の標高は両方とも218．70mを測る。

形　　態　　平面形は検出面では不整形であるが、個別の底面は円形を呈する。この2土壌は西

側の大石が互いの壁の一部となっており、その東側では同じレベルで複合している。

断面形は共に袋状を呈し、SK－108の最小傾斜角は570、SK－109は520を測る。底面

はほぼ平坦である。規模はSK－108が検出面で径75cm、底面で径95cm、深さ38cm、S

K－109が検出面で径84cm、底面径90cm、深さ36cmを測る小型のものである。

土　　層　　黄色粘質土（地山）に掘り込まれており、SK－108の埋土状況は底面近くに壁の崩

壊土④が堆積し上層は流入土の自然堆積を示している。SK－109は域内一杯に拳大か

ら人頭大の塊石を詰め込んで、隙間に黒色粘質土が流入している。

遺　　物　　SK－108の埋土中からは弥生土器婆、底部片が出土しており、SK－109には紡錘

車未製品Po354が石の隙間から出土したのみである。

性　　格　　いずれも袋状を呈する形態から貯蔵穴と考えられるが、SK－108の使用時には明ら
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♂二二！
〉353

痢〝
C＝＝＝＝ここ⊃

Iも354

o s＝I‥40　lm O S＝1：4　10cm

Ll一　　　　　二」1－　　　　　－」

挿図183　SK－108・109遺構・遺物図

かにSK－109は塊石を詰めて埋め戻されていたと考えられる。

時　　期　　SK－108出土の土器片からみると弥生時代中期と考えられる。遺構の在り方からし

てSK－109はSK－108に先行するが

SK－108はSK－109を意識して作ら

れており連続的な放棄、使用が想定さ

れる。

S K－110

位　　置　　3Aグリッドの南東隅に位置する。

H＝2I900m

B

北部遺構群に属し、調査を行なった西h363
fも364

端にあたり、ほぼ平坦面に立地してい

る。周辺には石が多く露頭し、遺構はh355

殆どみられなかったが、北東11mにS

K－108◎109がある。壕底の標高は218．

40mを測る。

形　　態　　平面形は不整形であるが主軸をN－

400－Wにとる細長い土壌である。断面

形は逆梯形を呈し、底面はほぼ平坦で

ある。規模は、検出面で長径247cm、短

径118cm、底面は長径222cm、短径90cm、

深さ32cmを測る。
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た

o S＝l：40　　lm

l・‾　　　　　＿」

挿図184　SK－110遺構図



土　層　黄色粘質土（地山）に掘り込まれており、埋土は黒褐色系土層である。　、
l

集　石　床面よりやや浮いて拳大から人頭大の塊石が、積まれた状態で検出された。南側と

東側に径50cm～80cmくらいの大型の石が置かれており、それを利用する形で土壌中央

には環状の小石列がみられる。

遺　物　埋土中の石と混じって、弥生土器が破片で出土しており聾2、高塀筒部2、脚部2、

底部5を図化した。

性　　格　　不明である。

時　期　埋土中の遺物からみると弥生時代中期後葉と推測される。

ヽ

寺1i

、－．㍍∵∴
挿図185　SK－110遣物図

S K－111

位　置　3Cグリッドの中央やや北西側に位置する。北部遺構群の北西側にあたり、南下が

りの緩傾斜地に立地する。周辺にはSK－112、SB－09がある。墳底の標高は、218．

56mを測る。

形　態　平面形、底面形共に楕円形に近い不整形を呈する。断面形は、壁の最小傾斜角が108。

と、外傾する土壌である。規模は、検出面で長径102cm、短径76cm、底面で長径80cm、
杜望1旦旧mIも366

≡買参

二戸書『＝二三瑠

挿図186　SKlll遺構。遺物図
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短径56cm、深さ24cmを測る。

土　　層　　黒褐色土、暗褐色土の2層である。

遺　　物　　壷1、賓1、底部1、紡錘車1を図化した。

性　　格　　不明である。

時　　期　　埋土中の遺物より弥生時代中期後葉と考える。

S K－112

位　置　　3Cグリッドの北東側に位置する。北部遺構群の北西側にあたり南下がりの緩傾斜

地に立地する。周辺には、SK－111、113、SB－09がある。壕底の標高は、218．69

mを測る。

形　態　平面形、底面形共にほぼ円形で断面形は、壁の最小傾斜角が1060と外傾する、底面が

ほぼ平坦な土壌である。規模は、検出面で長径112cm、短径101cm、底面で長径90cm、

短径73cm、深さ27cmを測る。

土　　層　　埋土は黒褐色土で、黄褐色土混じりの②層は壁の崩壊土と思われる。

遺　　物　　壷1、賓3、蓋1、底部片4を図化した。

性　　格　　不明である。

時　　期　　出土遺物より弥生時代中期後葉と考える。

H＝219．20m

①黒褐色土
②黒褐色土
（黄褐色土混じり）

A

＝　‾
o S＝l：20　　　　1m

⊆「＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿聖＿＿＿　」

挿図187　SK－112遺構図

－152　－



琶ミ．一

t．…・、、

∴・－・．‘　　一　、1：

′／‾一票∴．
ノ．

R）373

Ⅷ‥♂恥376噛蝉髪77
o S＝1：4　10cm．

h378　忘志
挿図188　SK一日2遺物図

SK－113

位　置　3Cグリッドの北東隅に位置し、僅かに南下がりの緩傾斜面に立地している。北部

遺構群に属し、北西1mにSK－112がある。SK－113の周辺は、ピットが多数検出

され、南西側に接して、SB－09も存在している。墳底の標高は、218．8mを測る。
形　　態

土　　層

遺　　物

性　　格

平面形は卵形に近い楕円形を呈し、断面形は浅い皿状となり、底面はほぼ平坦であ

る。規模は検出面で長径156cm、短径119cm、底面が長径134cm、短径102cm、深さ10cm

を測る浅い土壌である。北西隅に（22×20－15）lCmのピットがみられるが、土壌に伴
1

1

うものではないであろう。

黄褐色土混じりの黒褐色土一層の堆積がみられた。

床面近くの埋土中より弥生土器を検出し、肇2、杯部1、底部片2を図化した。

不明である。

①黒褐色土
－（黄褐色土混じり）

ラ‾‾－‾－‾：・一一忘ま苛
l

〒〒二三1一二三

o S＝i．40

」二‾l．’）＿＿」m

R）380

鳳

：二「

h382

＼磯二二二戎8。
挿図189　SK－113遺構。遺物図
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時　　期

S K－114

位　　置

形　　態

土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

出土遺物から弥生時代中期後葉と考える。

2Dグリッドの南西隅に位置する。北部遺構群の北西側にあたり、南下がりの緩傾

斜地に立地する。周辺には、SK－107、112、113、SB－10などがある。壕底の標高

は、218．87mを測る。

平面形、底面形共に楕円形で、土壌の西側隅に底面で長径20cm、短径18cm、深さ16

cm程のピットを検出した。断面形は、壁の最小傾斜角が1290と外傾する。規模は検出面

で長径167cm、短径100cm、底面で　H＝21920m

長径157cm、短径85cm、深さ8cmを

測る。長軸方向はN－570－Eであ

る。

黒褐色土（撹乱土）と暗褐色粘

質土の2層である。

弥生土器片を検出したが図化で

きなかった。

不明である。

出土遺物より弥生時代中期と推

測される。

S K－115

位　　置

形　　態

土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

‥回ま！
o S＝l：40　　1m

［1＿＿＿＿　　　＿　∴∃

挿図190　SK－114遺構図

4Fグリッドの中央やや西寄りに位置する。北部遺構群の中央部にあたり、北西下

がりの緩傾斜地に立地する。周辺には、SK－115、SI－11がある。堰底の標高は219．

47mを測る。

底面形は隅丸方形、平面形は不整形を呈す、底面がほぼ平坦な土壌である。断面形

は壁の最小傾斜角が950と直立形を呈すH三剋・30m

る。規模は、検出面で長径103cm、短径

76cm、底面で長径75cm、短径59cm、深さ

58cmを測り、長軸方向はN－300－Wで

ある。

地山に掘り込まれ、③④②①という

順に埋まっていった様子が伺われる。

婆1、底部片1、砥石1、石鉱1を

図化した。

不明である。

出土遺物より弥生時代中期後葉と考

える。
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R）385
①黒褐色土
②茶褐色土
③茶褐色土
（黄色土ブロック
を含む）
④明茶褐色土

一一「＿：

o S＝1：40　　　lm

L－＿⊥＿　＿　　　　　　＿　j

挿図191SK－115遺構図



S K－116

老＝＞

S売場二。魚。m
‾　‾l二二二：二二二二二二二二二＿＝：‾l‾‾

挿図192　SK－115遺物図

位　置　4Eグリッドの南東隅に位置する。北部遺構群のほぼ中央にあたり、北西下がりの

傾斜面に立地する。北西側でSI－11と切り合っているが、土層断面では前後関係は

確認できなかった。周辺にはSB－07、SKj15、117がある。壕底の標高は219．7m

を測る。
H＝220IOm

形　態　西側でSI－11と切り合っているため、

土　　層

遺　　物

平面形は不明であるが、隅丸方形か長方形

と考えられる。断面形は皿状を呈し、底面

はやや凹凸がある。規模は検出面で南北180

cm、底面で南北160cm、深さ20cmの浅い土壌

である。東壁中央付近に（29×25－22）cm

のピットがある。

炭化物を多く含む黒褐色土一層である。

弥生土器、土師器細片が出土しているが

図化できなかった。

性　格　底面に炭化材が多く検出されており、火

を用いた痕跡がある。切り合い関係は明ら

かでないが、SI－11と時期差があること

から、SB－07及び製鉄遺構に関連する施

設の可能性が強い。

時　　期　　平安時代前期と推測される。
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①黒褐色土
（炭化物を多
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挿図193　SK－116遣構図



S K－117

位　　置　　5Eグリッドの北西隅に位置す

る。北部遺構群の西側にあたり、

北西下がりの緩傾斜地に立地する。

周辺にはSI－11、SB－07、S

K－116がある。壕底の標高は219．

24mを測る。

形　　態　　平面形、断面形共に隅丸方形で、

土　　層

遺　　物

性　　格

時　　期

断面形は壁の最小傾斜角が1100と

やや外傾する。底面のほぼ平坦な

土壌である。魂横は、検出面で長

径237cm、短径154cm、底面で長径

193cm、短径138cm、深さ20cmを測

る。土壌の北西側肩部に2つのピ

ットを検出したがこの土壌に付属

するものとは思われない。長軸方

向はN－420－Eである。

黒色土系の2層である。

賓1、高士不脚部片1、底部1を

図化した。

不明である。

出土遺物より弥生時代中期後葉

と考える。

二二

①黒色土
②黒褐色土

o S＝1・40　　lm

＿＿－＿＿＝＝＝＝’‾＝

fb387

0　　S＝1：4　　10cm

ll　　　　　二∃

挿図194　SK－177遺構・遺物図

S K－118

位　　置　　5Dグリッド中央南寄りに位置する。北部遺構群の西側南寄りにあたり、北西下が

りの綬傾斜面（谷部）に立地する。SK－119に隣接し、周辺には、SI－10、12、S

K－120、121がある。壕底の標高は219．14mを測る。

形　　態　　平面形、底面形共に円形で、断面形は明瞭に壁が外傾する、底面が中央で若干凹む

土壌である。規模は、検出面で長径78cm、短径70cm、底面で長径59cm、短径52cm、深

さ18cmを測る。壁の最小傾斜角は、1170である。

土　　層　　埋土は黒褐色粘質土一層である。

遺　　物　　検出しなかった。

性　　格　　不明である。

時　　期　　周辺遺構の遺物より弥生時代中期と考える。

S K－119

位　　置　　5Dグリッドの中央南寄りに位置する。北部遺構群の西側南寄りにあたり、北西下
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がりの緩傾斜面（谷部）に立

地する。SK－118に隣接し、

周辺には、SI－10、12、S

K－120、121がある。墳底の

標高は219．06mを測る。

形　態　　平面形、底面形共に円形で、

断面形は明瞭に壁が外傾する、

底面がほぼ平坦な土壌である。

規模は、検出面で長径73cm、

短径68cm、底面で径50cm、深

さ20cmを測る。壁の最小傾斜

角は、1100である。

土　　層　　埋土は黒褐色粘質土一層で

ある。

遺　　物　　検出しなかった。

性　　格　　不明である。

時　期　　周辺遺構の遺物より弥生時

代中期と考える。

S K－120

H＝2伯．50m

SK－118

H三乱旦．50m

三千＿
SK－119

SK－121，R）389

o S＝1：4　10cm

ll　　　　　」

位　置　6Dグリッドの中央北端に　　　挿図195　SK一胤119812。接遇構図

位置する。北部遺構群の西側南寄りにあたり、北西下がりの緩傾斜面（谷部）に立地

する。SK－121に隣接し、周辺には、SI－10、12、SK－118、119がある。墳底の

標高は219．40mを測る。

形　態　平面形、底面形共に隅丸方形で、断面形は明瞭に壁が外傾する、底面がほぼ平坦な

土塀である。規模は、検出面で長径85cm、短径66cm、底面で長径71cm、短径55cm、深

さ16cmを測る。長軸方向はN－650－Eで、壁の最小傾斜角は1100である。

土　層　　埋土は黒褐色粘質土一層である。

遺　　物　　検出しなかった。

性　　格　　不明である。

時　期　周辺遺構の遺物より弥生時代中期と考える。

S K－121

位　置　6Dグリッドの中央北端に位置する。北部遺構群の西側南寄りにあたり、北西下が

りの緩傾斜面（谷部）に立地する。SK－120に隣接し、周辺には、SI－10、12、S

K－118、119がある。壕底の標高は219．30mを測る占

形　態　平面形、底面形共に楕円形で、断面形は明瞭に壁が直立する、底面がほぼ平坦な土

壌である。規模は、検出面で長径96cm、短径60cm、底面で長径88cm、短径46cm、深さ
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25cmを測る。長軸方向はN－350－Eで、壁の最小傾斜角は970と、ほぼ垂直である。

土　　層　　埋土は黒褐色粘質土一層である。

遺　　物　　検出しなかった。

性　　格　　不明である。

時　　期　　周辺遺構の遺物より弥生時代中期と考える。

S K－122

位　　置　　6C、7Cグリッドにまたがって位置する。北部遺構群の南端にあたり、北西下が

o S＝1°40忘m

「
讐脚紐讐＋．ク

R）391

Iも390

挿図196　SK－122遺構遺物図
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りの緩傾斜地に立地する。周辺には、やや離れてSI－14、15、SB－06がある。壌

底の標高は219．92mを測る。

形　態　遺構の北側が削平されているため明確ではないが、平面形、底面形共に円形を呈す

ると考えられる。断面形は壁の最小傾斜角が1150と外傾する土壌である。規模は、検出

面で長径275cm、短径245cm、底面で長径254cm、短径245cm、深さ23cmを測る。

土　層　埋土は黒褐色土、淡黄色土を基本とするが、①層の黒褐色土中には木炭を多量に含

む。またその下層の②～⑤層は、全体的にパサバサとしまりのない土である。

遺　　物

性　　格

時　　期

特筆事項

壷1、底部片1を図化した。

不明である。

出土遺物より弥生時代中期と考える。
Ii

土壌のほぼ中央に底面で長径20cm、短径13cm、深さ20cm程のピットを検出しており、

その中から土器片を出土した。

S K－123

位　　置 7Cグリッドの南端に位置する。北部遺構群の西側南端にあたり、尾根部に立地す

る。北方にSK－122がある。壕底の標高は、220．16mを測る。

形　態　土壌西側で2段、東側で3段掘りとなっており、平面形は楕円形、底面形は不整形

を呈するが、西側墳底面の安定性を考えると、東側半分は掘り過ぎと思われ、底面形

も楕円形であろうと想定される。従って、断面形は壁の立ち上がりが不明瞭な皿状を

呈す、底面のほぼ平坦な土壌であろう○想定される規模は、検出面で長径166cm、短径

98cm、底面で長径100cm、短径67cm、深さ36cmである。長軸方向はN－770－Eで、壁の

最小傾斜角は測定できな
H＝22080m

い。

土　層　　②層は、地山（黄褐色

遺　　物

性　　格

粘土）系の土層と類似し

ているため、掘り過ぎの

原因となった。

検出しなかった。

周辺に明瞭な遺構が存A－

在しないこと、北部遺構

群において全く異なる立

地を示すこと、埋土が地

山系であることなどから、

自然遺構である可能性が
ト　　一

局い。

時　　期　　不明である。

（中原　斉、西原徳善、浅川美佐子、松本琢己）
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（茶褐色土
混じり、黄
白砂混じり）

o S＝I：40　　　lm
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挿図197　SK－123遣構図



第4節　その他の遺構

集石－01

位　　置　　60グリッドの南東側に位置する。南部遺構群の中央北端にあたり、西下がりの緩

傾斜地（谷部）に立地する。周辺には、SK－40、50、51、64などがある。標高は、

220．90mを測る。　　H＝22i・30m

形　　態　　遺構検出時の撹乱に

よって破壊を受けてお

り、残存する状態は悪

いが、平面形は楕円状

を呈し、規模は長径150

cm、短径90cm程度の広

がりを持つと推定され

る。径5～15cmの亜角

～亜円礫からなり、 A　－

礫種は安山岩系である

本遺跡内では尾根に沿

って礫群が存在するが

これとの給がりはない

こと、周辺に自然堆積

によって集石状を呈する礫の密集

が見られないこと、土器、砥石な

どの遺物を伴うこと、などから集

石遺構であると判断した。

S＝I：20

0．5

挿図198　集石－01遺構図

す扇：：：：切
土　　層　　検出面は黒色ローム質粘質土

（黒ボク）内であり、周辺遺構の

検出面よりは10～15cm上位にある。

平、断面とも土壌の掘り方は認め

られなかった。

遺　　物　　壷4、砥石3を図化した。S－

115は2つに壊されており、砥面が

上を向いた状態で検出した。

時　　期　　遺物より弥生時代中期中葉と考

える。

特筆事項　　遺構検出面は、当時の生活面を

示すと推定できるが、土壌底面が

地山まで達せず黒色ローム質粘質
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挿図199　集石－01石器図



土（黒ボク）内で止まったため、土壌が検出できなかった可能性があるため、明言は

できないが、少なくとも検出面を含めこれより上位に生活面があったといえる。

l1－－1－－

R）395

0　S＝1：4　．10cm

－1二二二二二二二二一二」

挿図200　集石－01遺物図

Pi t群

Pit群　明瞭な遺構及び風倒木痕の他に数ヶ所でPit群を検出した。南部遺構群において

は7RグリッドのSB－01東側、8P、11Kグリッドにみられたが、掘立柱建物等を

確認することはできなかった。北部遺構群においては、全域にわたって多数のPit

が検出されている。特にSB－09～12の掘立柱建物周辺には密度濃く集中しており、

掘立柱建物の重複が想定される。また、3Aグリッドにおいて柱穴列が確認できたが、

平坦面にもかかわらず、対応する列のPit群が検出されなかった為、掘立柱建物と

はしなかった。

出土遺物　少量ではあるが、Pit内から土器片が出土しており、婆5、高年1、底部1を図

化した。婆は口緑端部が内傾して、上下に拡張する。外面には凹線、刻み目を施し、

頸部に指頭圧痕突帯を貼付けしており、弥生時代中期後葉に属するものである。高塀

Po401は内外面へラミガキしており後期後半のものである。（中原　斉、松本琢己）

三二二二二 竜重義塞謬
R）401

挿図201C区Pit出土土器実測図
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第5節　遺構外遺物（挿図202～207、図版62～64）

1．土器

調査範囲の全域から多数の遺構外遺物を検出している。第1章第2節、「調査の経過

と方法」で述べた如く、遺構確認面が、遺構面より20～30cm低い為、その間の遺構に

伴う・遺物も含まれる可能性が高い。

南部遺構群　南部遺構群では、10Nグリッドで土器溜を検出した。径6mの範囲に、土器片が折

り重なって出土しており、複原できた個体も多い。壷は口緑が大きく外反する壷A類

（Po410）、口緑が外傾して開き、上面に平坦部を持つB類（Po414、Po415、P

O416）であり、Po418は口緑を欠くが、壷A類の小型壷であろう。Po417は大きく

外反する壷口緑で内面には楕円区画と雷文様の記号文がみられる。婆は頸部に指頭圧

痕突帯をもつもの（Po425）・ともたないもの（Po421）がある。これらは中期中葉の

土器群である。この他に、南部遺構群東側出土の壷4、婆4、高塀2を図化している。

壷Po413は口緑に1cmの間隔を持つ穿孔がみられる。婆Po423は南部遺構群で出土

自然河川　した唯一の後期に属する土器である。南部遺構群の北側にある旧自然河川は、黒褐色

系埋土中から多量の土器片を出土した。壷3、婆2、蓋2を図化した。P o404は長頸

の小型壷、Po405は短頸壷と思われる。Po408は外面に刺突による円弧文を施した

蓋である。土器は全体にローリングを受けた痕跡はなく時期は中期中葉～後葉の幅を

－162　－
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挿図203　南部遺構群遺構外遺物図①
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もっている。

北部遺構群1F、4E～4F、1I～1上　OLグリッドでやや小規模な土器溜を検出した。

壷は口緑が大きく外反するA類が殆どで、Po431は無頸壷、Po433はA－1類の小

挿図205　南部遺構群遺構外遺物図（彰
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Iも440

挿図206　北部遺構群遺構外遣物図①
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型壷と考えられる。賓はくりあげ口緑B、C類、複合口緑がみられ、口緑の形態、施

文にはバラエティーがある。高塀は口緑が強く内湾する皿状の杯部で、脚部には透し

孔を施す。師部底面は円盤充填による。蓋には2個一対の穿孔を施している。他に弥

生土器片転用の紡錘車及び未製品が出土しており、Po458、Po459、Po460は周縁

部を擦り切って調整している。時期的には中期後葉と後期後半の2時期が認められる。

帯≡雫表要

漏重要

憑覧去

二二二l＝二二千
二二三三二二＞

h459

挿図207　北部遺構群遺構外遺物図②
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自然河川　北部遺構群中央の旧自然河川は、SB－12、SK－94の弥生時代遺構を切っており、

時代は降るが江戸時代末期の近世陶磁器（第5章第2節）とローリングを受けた弥生

土器片を出土している。底部Po454を図化した。　　　　　　　　　　（中原　斉）
1

、

2。石器〔挿図208～212、挿図13、図版65、66〕

石器の分類については、第3章2節bを参照されたい。遺構外石器として、剥片石

剥片石器　器15点（S65～77、79、80）、石核石器、礫石器28点（S81～83、86～92、95～97、99～104、

石核石器118～126）を検出した。剥片石器の内訳は、石鉢13点、削器1点、石匙1点である。

礫石器　　石核石器、礫石器の内訳は、磨石e敲石II3点、磨石◎敲石III6点、磨石。敲石IVl

南部遺構群　う、打製石斧3点、磨製石斧4点、環状石斧1点、石皿1点、砥石8点、石庖丁l点

北部遺構群　である。南部遺構群（弥生時代中期後葉、後期後半）に属する石器の個数を挿表13に示す。

その総数は、南部遺構群で16点、北部遺構群で26点と、北部遺構群の方が若干多いが、

これに遺構内出土の石器を加えると、南部遺構群で33点、北部遺構群で34点とほぼ同

数になり、両者の間に、時期的変化はあっても生活様式はあまり変化しなかったであ

ろうと考える。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（松本琢己）

剥　 片　 石　 器 石　　 核　　 石　　 畢　　 e　　 礫　　 石　　 器

計石鋳 その他 磨石・敲石 打製石斧 磨製石 斧 環状石斧 石　 皿 砥　 石 石庖丁

南部遺構群 4 （8 ） 1 （2 ） 5 1 1 （2 ） 1　 0 0 3 （14） 1 16 （33）

北部遺構群 9 （11） 1 5 （8 ） 2 （3 ） 3 1 1 4 （6 ） 0 2 6 （3 4）

計 13 （19） 2 （3 ） 10 （13） 1 3 （4 ） 4 （5 ） 1 1 7 （2 0） 1
1

4 2 （6 7）

日は遺構出土の個数を加えた個数

挿表13　遺構群別石器個数表

＜こ＞

∴「飽
く二二＞ く＝＞S65

〕工＿二一二I二
挿図208　北部◎南部遺構群出土石器①

－168　－



川Ⅰ

廟森
i

、　、

／　　　　　　　　　　　　　　　　＼

I

ll

l

I

I

．1

1

－；

l

／㌢

l S86

挿図209　北部◎南部遺構群出土石器②
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挿図聞0　北部◎南部遺構出土石器③

＿、：　二二

O S＝1：4　10cm
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S＝l：3
10cm

挿図211北部。南部遺構群出土石器④
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S＝13

挿図212　北部・南部遺構群出土石器⑤
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SI－01

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　種 法　量

（cm）
形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

Po70 S Y B区 婆 復口径 頸部から「く」の字状に開く口外面ヨコナデ。内面口緑部ヨコ胎土 1．5mm程の石英を含む。

21
54
S I－01
Nn795

23．0 緑。口線上下端部には刻み目。ナデ。頸部・肩部粗いパケメ。焼成　良好
色調　内外面淡赤褐色

Po71 S Y B区 底部 復底径 平底。 外面へラミガキ。底面ナデ。内胎土　石英、長石を含む

21 S I－01
Nn952

8．0 面ナデ。底面指頭圧痕。 焼成　良好
色調　内外面淡褐色
特徴　黒斑あり

Po72
21
62

SY B区
S I－01
Nは953

紡錘車 径　 4．0
孔径0．5
弥生土器胴部片転用の紡錘車。外面パケメ。 胎土　石英、長石を含む。

焼成　良好
色調　内外面淡茶褐色

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　種

法　量
（cm）
形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

Po73 SY B区 士宝E 球形になる胴部の上半部。肩部外面ナデ。内面不整へラミガキ。胎土　石英、長石を含む。

22
54
S I－02
Na953

外面櫛状工具による圧痕文。 焼成　良好
色調　内外面淡赤褐色

遺物番号

挿図番号

図版番号

取上番号 器　 種
法　 量

（cm）
形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

Po74 S Y B 区 ＝士ご宣E 口径 2．5
大きく外反する口緑部。口緑端 外面タテパケ。内面粗いパケ後胎土　 石英を多量含む。

26 S I－04 部は下垂する。外面に櫛状工具 ナデ。 焼成　 やや不良。
54 NG1205 による圧痕。頸部に貼付指頭圧

痕突帯。
色調　 内外面淡褐色

特徴　 口緑部スス付着

Po75 S Y B 区 ＝ゴこニー笠E 復口径 大きく外反する口緑部。口緑下 口緑外面ヨコナデ。頸部タテハ
胎土　 石英を含む。

26 S I－04 20．1 端はやや拡張され凹線、刻み目、ケ内面ヨコナデ。 焼成　 良好

54 No．1050 円形浮文を施す。 色調　 内面淡褐色。外面褐色。

Po76 S Y B 区 ＝±ご宣E 復口径 口緑部片。頸部からゆるやかに外面ヨコナデ、タテパケメ。内 胎土　 石英・長石を含む。

26 S I－04 14．8 外反し，端部に平坦面をもち、面ナデ。口緑端部ヨコナデ。 焼成　 良好

54 NG991 3条を単位とする斜格子文と刻

み目を施す。頚部には刻み目突
帯。数条の櫛描平行線。櫛描波
状文がみられる。

色調　 内面暗茶褐色。外面明茶

褐色。
特徴　 わずかにスス付着

Po77 S Y B 区 賓 復口径 頸部は「く」の字状に屈曲し、 口頸部内外面ヨコナデ。体部外 胎土　 砂粒を多量に含む

26
54

S I－04

NG991
15．8 端部に面をもつ。 面タテハケ。内面ナデ。 焼成　 やや不良

色調　 内面淡褐色。外面淡黄褐
色。

Po78 S Y B 区 要 復口径 頸部は「く」の字状に屈曲し、 口頸部内外面ヨコナデ。体部内胎土　 微砂粒を含む

26

5ヰ

S I－04
No．991

15．4 端部は丸い。 外面パケメ後ナデ。 焼成　 良好
色調　 内面褐色。外面黒褐色。

Po79 S Y B 区 婆 復口径 頸部は「く」の字状に屈曲し、 口頸部内外面ヨコナデ。体部内胎土　 砂粒を含む

26
54

S I…04

No．1203

17．6 口緑端部は僅かにつまみあげる。外面ナデ。 焼成　 良好
色調　 内面淡褐色。外面茶褐色。

Po80 S Y B 区 婆 復口径 頸部は「く」の字状に屈曲し、 口頸部内外面ヨコナデ。体部内胎土　 石英、長石を含む。

26 S I－04 17．0 端部は僅かに上方につまみあげ外面タテノ＼ケ。 焼成　 良好
54 NG991 る。 色調　 内外面赤褐色。

特徴　 黒斑あり。

Po81 S Y B 区 賓 復口径 頸部は「く」の字状に屈曲し、 外面肩部タテパケ一部ナデ。内胎土　 砂粒を含む。

26 S I－04 22．4 端部は平坦面をもつ。外面には面口緑部パケメの後ナデ。休部焼成　 良好

54 No．1033 へラ状工具による刻み目。頸部

には刻み目突帯がある。

ナデ後へラミガキ。 色調　 内面暗茶褐色。外面褐色

Po82 S Y B 区 －＝土ご宣互 復口径 頸部は 「く」の字状に屈曲し、
口頸部内外面ヨコナデ。胴部外胎土　 石英、長石を多量含む

26 S I－04 15．6 端部は平坦面をもつ。上端には面タテパケメ。内面肩部パケメ焼成　 良好
54 No．1046 刻み目を施す。 後へラミガキ。 色調　 内外面暗赤褐色。

特徴　 一部スス付着

Po83 S Y B 区 士竺互
復口径 口緑部片。頸部は「く」の字状 外面口緑部ヨコナデ。肩部タテ胎土　 石英、長石を含む

26 S I－04 17．6 に屈曲し、端部は丸く肥厚する。ノ＼ケ後ナデ。内面ヨコハケ後へ焼成　 良好
54 No，991 ラミガキ。 色調　 内外面赤褐色。

特徴　 黒斑あり。

Po84 S Y B 区 高杯 復口径 椀状の坪部。口緑部は屈曲し、 口緑部内外面ヨコナデ。坪部外胎土　 微砂粒を含む。

26 S I－04 21．6 水平にのびる。端部にはへラ状 面タテハケメ後へラミガキ。内焼成　 良好

54 No．1042 工具による刻み目を施す。 面杯部へラミガキ。 色調　 内面黒褐色。外面黒茶褐

色。

挿表14　下山南通遺跡竪穴住居跡弥生土器観察表①
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SI－04

遺物番号
挿図番号

図版番号
取上番号 器　 種

法　 量

（cm）
形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

Po85 S Y B 区 高士不 復口径 椀状の師部。口緑部は屈曲し、 口緑部内外面ヨコナデ。坪部外 胎土　 石英　 長石を含む
26 S I－04 23．4 水平にのびる。端部にはヘラ状面タテパケメ後へラミガキ。内 ヽ焼成　 良好
54 NalO52 工具による刻み目。口緑下部に

2 ヶ所の穿孔がある。

面パケメ後へラミガキ。 色調　 内面茶褐色。外面暗茶褐
色。

Po86 S Y B 区 高年 復口径 椀状の杯部。口緑端部は平坦面 口緑内外面ヨコナデ。外面パケ胎土　 石英を多量含む
26 8M 21．0 をもち、へラ状工具による刻み メ後ヨコナデ。内面パケメ後へ 焼成　 良好
54 No．713

S I－04
No．987

目を施す。 ラミガキ。 色調　 内外面茶褐色。

特徴　 黒斑あり。

Po87 S Y B 区 高士不 復口径 椀状の杯部。端部はやや拡張し口緑部内外面ヨコナデ。体部へ胎土　 砂粒を含む
26 S I－04 23．8 て平坦面をもち、刻み目がめぐラミガキ。 C〉焼成　 良好
54 NG991 る。 色調　 内面暗褐色。外面褐色。

Po88 S Y B 区 高杯 脚径14．0 「ハ」の字状に開く脚部。端部 外面タテハケ後へラミガキ。内胎土　 砂粒　 石英を含む
26 S I－04 に平坦面をもつ。 面上位ナナメパケ後ナデ。コビ ヽ焼成　 良好
54 No．1199 オサテ、しぼり目。下位ナデ。

脚端部内外面ヨコナデ。
色調　 内外面赤褐色
特徴　 黒斑あり。

Po89 S Y B 区 高杯 復脚径 「ハ」の字状に開く脚部。端部

に

外面タテパケ後ナデ。内面脚端 胎土　 砂粒を含む
26
54
S I－04
Nは991

12．3 部ヨコナデ。 焼成　 良好
色調　 内外面茶褐色。

物徴　 黒斑あり

Po90 S Y B 区 高杯 復脚径 椀状の受部。一円盤充填。「ハ」の師部内外面へラミガキ。脚部外胎土　 微砂粒を含む
26 S I－04 16．1 字状に開く脚部。端部に平坦面面へラミガキ。内面ナデ　 しぼ焼成　 良好
54 NnlO28 をもつ。 ヽり目あり。脚端部ヨコナデ。 ○色調　 内面明茶褐色。外面淡橙

褐色。

特徴　 黒斑あり。

Po91 S Y B 区 高杯 脚径13．4 「ハ」の字状に開く脚部。端部外面タテパケ後タテヘラミガキ 胎土　 石英、長石を含む

焼成　 良好26 S I－04 に平坦面をもつ。円盤充填。 （〕脚端部ヨコナデ後へラミガキ。
54 Nq1202 内面上位しぼり目。下位ヨコナ

デ。
色調　 内外面赤褐色。
特徴　 黒斑あり。

Po92

27

S Y B 区

S I－05
No．980

底部 復底径

9．0

平底。 外面へラミガキ。内面タテノ＼ケ

メ。底面オサエ後ナデ。
胎土　 石英、長石を含む
焼成　 良好
色調　 内面淡黒褐色。外面明褐

色。
特徴　 内面赤色顔料付着。外面

黒斑あり。

Po93

27

S Y B 区

S I－04
‰1029

底部 復底径

7．9

平底。 外面へラミガキ後ナデ。底面ナ

デ。内面ナデ。
胎土　 大粒の石英、長石を含む。

焼成，良好
色調　 内外面赤褐色。

Po94 S Y B 区 底部 底径 6．3 平底。 外面へラミガキ。底面ナデ。内 胎土　 大粒の石英　 長石を含む
27 S I－04

NG1037

面へラミガキ。底面三ビオサ工。 ヽ焼成　 良好。
色調　 内外面淡赤褐色。
特徴　 底部に黒斑。

Po95

27
62

S Y B 区

S I－04
No．998

紡錘車 径　 4．6

孔径0．38
弥生土器胴部転用の紡錘車。 外面へラミガキ。内面ナデ。 胎土　 微細な長石を含む。

焼成　 良好
色調　 内面黒褐色。外面赤褐色

Po96 S Y B 区 紡錘車 復径4．8 弥生土器胴部転用の紡錘車。周 外面へラミガキ後ナデ。内面へ胎土　 大粒の石英 長石を含む
27
62
S I－04
‰991

孔径0．45 緑部をすって整形する。 ラミガキ。 　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　○焼成　 良好。

色調　 内面明褐色。外面黒褐色

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　種 法　量

（cm）
形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

Po97 S Y B区 碧 復口径 頚部「く」の字状に屈曲する。口緑部内外面ヨコナデ。内面ハ胎土　石英、長石を含む
29
54
S I－05 19．3端部はヘラ状工具による刻み目。ケメ後ナデ。胴部外面タテノ＼ケ

後ナデ。
C）焼成　良好

色調　内外面黄褐色。

Po98 S Y B区 底部 復口径 平底。 胴部外面へラミガキ　底面ナデ胎土　砂粒　石英を含む
29 S I－05 9．3 　ヽ　　　＿－内面ノ＼ケメ後ナデ。内面オサエ 　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○焼成　良好
NalOO8 ナデ。 色調　外面茶褐色。内面淡黄褐

色。
特徴　黒斑あり。

Po99 S Y B区 紡錘車 径　 4．6弥生土器胴部片転用の紡錘車。外面不整へラミガキ　後ナデ 胎土　微砂粒を含む
29
62
S I－05
No．1110

孔径0．4 　ヽ　　　　　　　　　　　　○内面ノ＼ケメ。 焼成　良好
色調　内面淡褐色。外面黒褐色
特徴　黒斑あり

挿表15　下山南通遺跡竪穴住居弥生土器観察表②
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SI－06

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　種

法　量
l （cm） 形　　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　　 考

PolOO SY B区 聾 復口径 口緑端部は上下に拡張するくり内外面ヨコナデ。 胎土　石英、長石を含む。
30 S I－06 15．5あげ口緑。端部外面は2条の凹 焼成　良好
54 ‰1265 線を施す。 色調　内外面淡褐色。

PolOl SY B区 底部 復底径 平底。 外面胴部へラミガキ。底面ナデ。胎土　石英、長石を含む。
30 S I－06
Noユ270

6．0 内面オサエナデ。 焼成　良好
色調　内面淡褐色。外面黒褐色

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　種 法　量（cm） 形　　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　　 考

PolO2 S Y D区 士宣E 復口径 大きく外反する口緑で端部やや内外面ヨコナデ。 胎土　石英を少量含む
33 S I－01
No．23

16．7肥厚し丸い。 焼成　良好
色調　内外面淡褐色。

PolO3 S Y D区 婆 復口径 口緑端部を上下に拡張するくり内外面ヨコナデ。 胎土　砂粒を含む
33 S I－01 17．8 あげ口緑。外面に2条の凹線を 焼成　良好
Nは6 施す。器壁は薄い。 色調　内外面淡褐色。

PolO4 S Y D区 碧 復口径 頸部は「く」の字状に屈曲し、口頸部内外面ヨコナデ。体部外胎土　砂粒を含む
33 S I－01 16．1端部は上方に拡張するくりあげ面タテパケ。内面ヨコナデ。 焼成　良好
NG28 口緑。外面に圧痕文を施す。 色調　内外面淡褐色。

PolO5

33
S Y D区
S I－01
Ph23

高杯 復口径

17．1
塔部。端面に3条の凹線を施す。内外面ヨコナデ。 胎土　石英を含む

焼成　良好
色調　内外面茶褐色。

PolO6 S Y D区 高塀 貼付突帯を施し、裾部に向けて外面タテパケ。内面不明。 胎土　石英を含む
33 S I－01 開く脚部。穿孔されない三角形 焼成　良好
No．23 透し孔あり。 色調　内外面淡褐色

PolO7 S Y D区 底部 復底径 平底。 外面へラミガキ。内面へラケズ胎土　石英を含む。
33 S I－01
No．23

6．7 リ後ナデ。 焼成　良好
色調　内面茶褐色。外面明褐色

PolO8
33
SY D区
S I－01
NG12

底部 復底径
10．2
平底。 外面へラミガキ。内面ナデ。 胎土　砂粒を含む。

焼成　良好
色調　内外面淡灰褐色

遺物番号

挿図番号
図版番号
取上番号 器　 種

法　 量

（cm）
形　　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　　 考

PolO9 S Y C 区 －＝ヒ宣E 復口径 やや外反しながら立ち上がる口外面ヨコナデ。 胎土　 石英を含む

35
55
S I－01
No．397

7．5 緑。小型壷。 焼成　 良好

色調　 内面灰褐色。外面淡褐色

PollO S Y C 区 士笠E 復口径
細い筒状の口緑部。端部にへラ内外面ヨコナデ。 胎土　 石英、長石を含む。

35
55

S I－01

No．397
7．1 状工具による刻み目を施す。 焼成　 良好

色調　 内外面暗褐色。

Polll S Y C 区 璽 復口径 頚部から「く」の字状に屈曲し、内外面ヨコナデ。外面頚部突帯胎土　 石英、長石を含む

35 S I－01 18．0 口緑部は内傾して上下に拡張す をなでつける。 焼成　 良好

55 No．392 る。外面に3本の凹線。頸部に
指頭圧痕突帯を貼付ける。

色調　 内外面明褐色

Po112 S Y C 区 璽 復口径 頸部が 「く」の字状に屈曲し、内外面ヨコナデ。 胎土　 石英、長石、雲母を含む

35 S I－01 25．9 口緑部は内傾して上下に拡張す 焼成　 良好

55 No．397 る。外面に2条の凹線と刻み目
を施す。頸部に貼付指頭圧痕突
帯がある。

色調　 内外面赤褐色

Po113 S Y C 区 婆 復口径 頸部は「く」の字状に屈曲する。外面ヨコナデ。内面ナデ。 胎土　 石英、長石を含む

35 S I－01 16．6 くりあげ口緑で外面に凹線を施 焼成　 良好
55 No．392 す。 色調　 内外面淡褐色

Pol14 S Y C 区 碧 復口径 頚部から「く」の字状に屈曲し、口頸部、内外面ヨコナデ。休部胎土　 長石を含む

35 S I－01 19．5 端部は上下に拡張する。外面に外面タテハケメ。内面ヨコパケ焼成　 良好

55 No．420 数条の凹線を施す。 後ナデ。 色調　 内外面淡褐色

Pol15 S Y C 区 婆 復口径 頚部から「く」の字状に屈曲し、内外面ヨコナデ。 胎土　 石英、長石、雲母を含む
35 S I－01 16．2 内傾するくりあげ口緑を呈す。 焼成　 良好
55 No．397 外面に不明瞭な凹線を施す。 色調　 内外面淡褐色

特徴　 黒斑あり。

挿表16　下山南通遺跡竪穴住居跡弥生土器観察表③

－174　－



SI－10

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　種 法　量

（cm） 形　　　　　　　　　　 態 ‘手　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

Po116
35
55

S Y C区
S I－01
No．392

賓 復口径
14．8

頸部から「く」の字状に屈曲し、
端部は僅かに拡張する。外面に
2条の凹線を施す。

外面ナデ。内面ヨコナデ。 胎土　石英、長石を含む。
焼成　良好
色調　内外面淡褐色

Po117
35
55

S Y C区
S I－01
No．397

婆 復口径
13．2
頸部から「く」の字状に屈曲し、
口緑部は内傾して上下に拡張す
る。外面に3条の凹線。頸部に
刻み目突帯を施す。

口線内外面ヨコナデ。頸部内面
にユビオサエ。

胎土　石英、雲母を含む。
焼成　良好
色調　内外面淡褐色

Po118
35
55

S Y C区
S I－01
No．415、
188、427、
397

婆 復口径

15．1

頸部は「く」の字状に屈曲し、
口緑部はほぼ直立して、立ち上
がる複合口緑。口緑部には6条
の凹線。

口緑外面凹線をミガキ消す。内
面へラミガキ後ヨコナデ。頸部
以下へラケズリ後ミガキ。

胎土　石英、長石を含む。
焼成　良好
色調　内外面茶褐色

Pol19
35
55

S Y C区
S I－01
No．425

士雲互 復口径
15．6
頸部から外反して立ち上がる複
合口緑、口緑及び頸部外面には
数条の櫛描平行線を施す。下端
は僅かに下垂する。

外面ヨコナデ。内面口頸部へラ
ミガキ、頸部以下へラケズリ。

胎土　石英、長石、雲母を含む
焼成　良好
色調　内外面淡褐色
特徴　スス付着。

Po120
35
55

S Y C区
S I－01
No．430

聾 復口径
17．2
頸部は「く」の字状に屈曲し、
口緑部は外反する複合口緑。端
部に面をもち外面には櫛描平行
線。肩部に櫛状工具による押引
き沈線文。

外面ヨコナデ。内面口緑部へラ
ミガキ。頸部ヨコパケ。

胎土　長石、雲母を含む
焼成　良好
色調　内外面赤褐色

Po121
35
55

S Y C 区
S I－01
Nn418

婆 復口径
20．8
外反気味に立ちあがる複合口緑
外面に櫛描平行線を施す。頸部
に圧痕文あり。

口頸部内外面ヨコナデ。内面頸
部下位へラケズリ後ナデ。

胎土　石英、長石、雲母を含む
焼成　良好
色調　淡褐色

Po122
35
55

S Y C区
S I－01
No．397

高杯 復口径

22．0

浅い椀状の師部口緑端部は肥厚
し上方に拡張する。端部にへラ
状工具による刻み目。杯部外面
に凹線を施す。

口緑端部へラミガキ。内面ヨコ
ナデ後へラミガキ。

胎土　石英、長石を含む
焼成　良好
色調　内面灰褐色、外面淡褐色

Po123

35
55 ．

SY C区
S I－01
No397

高塀 復底径

13．7
「ハ」の字状に開く脚部。端部
に面をもつ。

外面脚部へラミガキ。端部ヨコ
ナデ。内面へラケズリ。端部へ
ラミガキ。

胎土　大粒の石英、長石を含む
焼成　良好
色調　淡褐色

Po124
35
55

S Y C区
S I－01
Na417

器台 口径18．6長い筒部から大きく広がる複合
口緑の受部。下端部は下垂する
外面に6条の櫛描平行沈線・波
状文を施す。筒部内面にしぼり
目あり。

筒部外面へラミガキ。受部内面
ナデ。脚部へラケズリ後ナデ。

胎土　石英、長石を含む。
焼成　良好
色調　内外面赤褐色

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　種 法　量

（cm）
形　　　　　　　　　　 態

手　　 法 巨　　 考

Po125
37

S Y C区
S I－04
NG542

賓 復口径
17．6
口緑端部は上下に拡張するくり
あげ口緑。外面に3条の凹線を
施す。

口頸部内外面ヨコナデ。体部内
外面タテハケ。

胎土　石英、長石を含む。
焼成　良好
色調　内外面淡褐色

Po126
37
S Y C 区
S I－04
No．557

婆 復口径
24．6
口緑端部は内傾し、上方に拡張
するくりあげ口緑。外面に3条
の凹線を施す。

内外面ヨコナデ。 胎土　砂粒を含む
焼成　良好
色調　内外面淡褐色

Po127

37
55

S Y C区
S I－04
Na546

婆 復口径

16．6
頸部「く」の字状に屈曲し、端
部は上下に拡張するくりあげ口
緑。外面に2条の凹線を施す。

口頸部内外面ナデ。体部内外面
タテパケ。

胎土　石英、長石を含む
焼成　やや不良
色調　内外面淡褐色

Po128
37

SY C区
S I－04
NG557

賓 復口径
13．6
口緑部は内傾し、端部はややつ
まみあげるくりあげ口緑。外面
に2条の凹線を施す。

口頸部内外面ヨコナデ。 胎土　砂粒を含む
焼成　良好
色調　内外面暗褐色

Po129

37

S Y C区
S I－04
‰557

婆 復口径

16．0
口緑部は内傾し、端部を上方に
つまみあげるくりあげ口緑。外
面に2条の凹線を施す。

内外面ヨコナデ。 胎土　石英、長石を少量含む
焼成　良好
色調　内外面褐色

Po130
37

S Y C区
S I－04
No．543

婆 口緑端部を上方に拡張するくり
あげ口緑。外面2条の凹線を施
す。口緑端部欠損。

口頸部内外面ヨコナデ。体部内
外面タテパケ。

胎土　石英、長石を含む
焼成　良好
色調　内外面淡褐色

Po131
37

S Y C区
S I－04
Nn557

婆 復口径
18．2
口緑部は内傾し、端部は上方に

つまみあげるくりあげ口緑。外
面に2条の凹線を引き刻み目を
施す。

内外面ヨコナデ。 胎土　砂粒を含む。
焼成　良好
色調　内外面淡褐色

Po132
37

SY C区
S I－04
No．552

婆 復口径
19．8
口緑端部は肥厚して上方が拡張
するくりあげ口緑。外面に3条
の凹線を引き刻み目を施す。

内外面ヨコナデ。 胎土　砂粒を含む
焼成　良好
色調　内外面褐色

挿表17　下山南通遺跡竪穴住居跡弥生土器観察表④
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SI－11

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　種

法　量
（cm）
形　　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

Po133 S Y C区 婆 復口径 端部を上方にやや拡張するくり内面へラミガキ。外面ヨコナデ。胎土　砂粒を含む

37 S I－04
NG577

21．2あげ口緑。外面に刻み目を施す 焼成　良好
色調　内外面灰褐色

Po134 S Y C区 碧 復口径 口緑端部はやや肥厚して上下に内外面ヨコナデ。 胎土　石英、長石を含む

37 S I－04 22．6拡張するくりあげ目線。外面の 焼成　良好
55 N8558 凹線の上に刻み目を施す。頸部

に貼付指頭圧痕突帯がめぐる。
色調　内面褐色。外面淡褐色

Po135 S Y C区 碧 復口径 ほぼ直立する複合口緑である。口頸部内外面ヨコナデ。理部内胎土　大粒の石英、長石を含む

37 S I…04 15．0外面に櫛描平行沈線を施す。肩面に一部ミガキが残る。屑部内焼成　良好
55 No．558 部パケ状工具による押引き沈線

文。
面へラケズリ後ミガキ。 色調　内外面褐色

Po136 S Y C区 婆 復口径 外傾する複合口緑である。外面口頸部内面へラミガキの後、口胎土　大粒の石英、長石を含む

37 S I－04 18．9 には10条の櫛描平行沈線を施す。緑内外面をナデ消す。屑部外面焼成　良好
55 No．538 肩部には貝殻腹緑による押引沈粗いパケメ。内面屑部以下へラ色調　内面暗褐色。外面淡褐色
S I－03
No．511

線。下位に波状文。 ケズリ後ミガキ。

Po137 S Y C区 高坪 復口径 内湾する受部。口緑端部は内外内外面へラミガキ 胎土　石英を含む

37 S I－04 19．6 こ拡張し、上面には斜格子文、 焼成　良好

No．540 端部に刻み目を施す。 色調　内外面淡褐色

Po138 S Y C区 高士不 復脚径 「ハ」の字状に開く脚台部。端内外面ヨコナデ。 胎土　砂粒を含む。

37 S I－04 12．0部は上下に拡張する。裾部外面 焼成　良好
55 No．551 に櫛描平行沈線を施す。 色調　内外面黒褐色

Po139 S Y C区 器台 復口径 口緑部外反する深めの受部。端口緑部内外面ヨコナデ。口緑部胎土　大粒の石英、長石を含む

37 S I－04 20．4部は丸い。外面に櫛描平行沈線上位波状文をナデ消す。筒部へ焼成　良好
55 No．537 を施す。 ラミガキ。内面へラケズリ後へ

ラミガキ。
色調　内外面赤褐色

Po140 S Y C区 底部 復底径 平底。 外面へラミガキ。内面ナデ。底胎土　大粒の石英、長石を含む

37 S I－04
No．558

6．1 面ナデ。 焼成　やや不良
色調　内面淡黄褐色。外面黒褐
色

Po141
37
S Y C区
S I－04
NG549

底部 復底径
6．4
平底。 外面へラミガキ。内面ナデ。 胎土　砂粒、雲母少し含む。

焼成　良好
色調　内外面淡褐色

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　種 法　量

（cm）
形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

Po142 S Y C区 碧 復口径 口緑が大き‘く外反し、端部を上口緑内外面ヨコナデ。 胎土　石英、長石、金雲母含む

38 S I－03 21．8方につまみあげる。外面には2 焼成　良好

No．509 条の凹線後へラ状工具による刻
み目を施す。頚部に貼付指頭圧
痕突帯。

色調　内外面褐色

Po143 S Y C区 碧 復口径 頚部「く」の字状に屈曲。くり外面口緑部ナデ。肩部タテノ、ケ胎土　石英、長石を含む

38 S I－03
No．502

14．3 あげ口緑。凹線を施す。 内面ナデ。 焼成　良好
色調　内外面淡褐色

Po144 S Y C区 璽 口径14．5頚部「く」の字状に屈曲し、口口緑部内外面ヨコナデ。頸部内胎土　石英、長石を含む

38 S I－03 緑やや外傾して立ち上がる。口面へラミガキ。肩部以下へラケ焼成　不良
55 No．512 緑外面に櫛描平行線文。肩部に

貝殻腹緑による圧痕文を施す。
ズリ。 色調　内外面明褐色

i

Po145 S Y C区 碧 復口径 頚部「く」の字状に屈曲し、ほ内外面ナデ。外面平行線文を一胎土　石英、長石を含む　 ii

38－ S I－03 13．1 劃直立する複合口緑。口緑外面部ナデ消す。 焼成　良好

55 No．508 櫛描平行線文を施す。 色調　内面淡褐色。外面褐色J
】

Po146 S Y C区 空 頚部「く」の字状に屈曲する複外面平行線文をナデ消し、内面 ］蔑遠 縁 長石を含む i

38 ．S I－03 合口縁。口緑外面櫛描平行線文口頸部ヨコへラミガキ後ヨコナ
55 No．505 肩部に貝殻腹緑による押引き沈

緑文を施す。
デ。肩部以下へラケズリ。 色調　内外面明褐色

Po147
38
S Y C区
S I－03
No．513

底部 復底径
6．0
平底。 内外面ナデ。 胎土　砂粒を含む

焼成　良好
色調　内外面淡灰褐色

Po148 S Y C区 底部 底径5．8 平底。 外面底面ナデ。底部へラミガキ胎土　黒雲母を少量、石英を含

38 S I－03
No．507

内面ナデ。 む
焼成　良好
色調　内面淡褐色、外面褐色
特徴　底面黒斑あり

挿表18　下山南通遺跡竪穴住居跡弥生土器観察表⑤
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SI－13

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　種 法　量

（cm）
形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

Po149 S Y C区 ＝±ご宝互 復口径 無頸壷。口緑部に4条の凹線を外面へラミガキ。内面口緑部ヨ胎土　砂粒　石英を含む
39
55
S I－05
N8523

10．6施す。円孔あり。 コナデ。胴部粗いパケ。 ヽ焼成　良好
色調　内外面褐色

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　種 法　量

（cm） 形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

Po150
42
S Y C区
S I－02

＝±ご∃互 頸部上位に刻み目突帯。その下
位に波状文、櫛描平行線、凹線

内面頸部上位ヨコハケ。肩部上
位にユビオサ工が見られる。そ

胎土　石英、長石を含む
焼成　良好

55 No．477
No．482

を交互に施す。口緑部、胴部以
下欠損。大型壷。

の下位タテノ＼ケ。 色調　赤褐色
特徴　黒斑あり

Po151 SY C区 婆 復口径 口緑部片。端部は面をもち刻み内外面ヨコナデ。 胎土　長石を含む
42 S I－02
No．461

25．0 目を施す。 焼成　良好
色調　内外面淡褐色

Po152 S Y C区 婆 復口径 頸部は「く」の字状に屈曲し端口頸部内外面ヨコナデ。肩部外胎土　長石を含む
42 S I－02 17．8 部は僅かにつまみあげる。外面面タテパケ。内面ナデ。 焼成　良好
55 NG456 に1条の凹線を施す。 色調　内外面淡明褐色

Po153 S Y C区 婆 復口径 頚部は「く」の字状に屈曲し、口頸部内外面ヨコナデ。体部外胎土　長石を含む
42
55
S I－02
‰465

11．6端部に凹線を施す。 面タテパケ。内面体部ナデ。 焼成　良好
色調　内外面黒褐色

Po154
42
S Y C区
S I－02

婆 復口径
17．5
頸部が「く」の字状に屈曲する。
端部はやや拡張し外面に2条の

口頸部内外面ヨコナデ。肩部内
外面タテパケ。胴部外面タテへ

胎土　砂粒を含む
焼成　良好

NG470
No．477

復底径

6．6
四線を施す。胴部中位に刺突を
施す。平底。器壁は全体に薄い。

ラミガキ。底部内外面ナデ。 色調　内外面明褐色

Po155

42
55

S Y C区
S I－02
No．462

高塀 筒状の脚部。外面に四線を施し
その下部に数個三角形の透し孔
を施す。

外面タテノ＼ケ。内面ナデ。 胎土　石英、長石を含む
焼成　良好
色調　内外面淡褐色
特徴　黒斑あり

Po156 S Y C区 底部 底径7．4平底。 外面へラミガキ。底面ナデ。内胎土　長石を含む
42 S I－02
No．454

面ナデ。 焼成　良好
色調　内外面褐色

Po157 SY C区 底部 底径5．9膨みをもつ平底。 外面へラミガキ。内面ナデ。底胎土　石英　長石を含む
42 S I－02
No」66

面ナデ。 焼成　良好
色調　内面茶褐色、外面黒褐色

Po158 S Y C区 底部 復底径 平底。 外面へラミガキ。内面ナデ。底胎土　石英を含む
42 S I－02
No．468

6．1 面ナデ。 （〕焼成　良好
色調　内外面淡褐色
特徴　－部黒斑あり

Po159
42
S Y C区
S I－02
No．483

底部 復底径
5．6
平底。 外面へラミガキ。内面ナデ。 胎土　長石を含む

焼成　良好
色調　内外面淡褐色
特徴　内外面に黒漆塗布

Po160 S Y C区 底部 復底径 平底。 外面へラミガキ。底面ナデ。内胎土　石英　長石を含む
42 S I－02
No．462
恥459

11．6 面剥離のため不明ニ ヽ焼成　良好
色調　内外面茶褐色

挿表19　下山南通遺跡竪穴住居跡弥生土器観察表⑥

S B－12

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　 種 法　量

（cm）
形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

Po161 S Y C 区 婆 肩の張らない胴部 外面ヨコナデ後ノ＼ケメ。内面ヨ胎土　 砂粒を含む
54 2 F－ P
8
No．412

コナデ後ナナメハケ。 焼成　 良好
色調　 内外面淡碍色

挿表20　下山南通遺跡掘立柱建物跡弥生土器親察表
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SK－01

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　 種 法　 量

（cm）
形　　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　　 考

Po162 S Y B 区 要 復口径 頸部は「く」の字状に屈曲し口 口頸部内外面ナデ。胴部内外面 胎土　 砂粒を含む。
57 S K －01 13．0 緑端部に刻み目を施す。胴部中 タテハケ。 焼成　 良好
56 ‰773 位に刺突状痕跡あり。 色調　 内外面淡褐色

Po163 S Y B 区 底部 底径 7．2 平底。 外面底部下位へラミガキ後ナデ。胎土　 砂粒を多量含む
57 S K －01 内面へラケズリ後ナデ。底面オ焼成　 良好
No．772 サエナデ。 色調　 内外面淡褐色

特徴　 内外面一部異斑有り。

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　種 法　量（cm）

形　　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　　 考

Po164 S Y B 区 賓 復口径 頸部は 「く」の字状に屈曲し口口緑部内外面ナデ。肩部外面夕胎土　 砂粒含む
58 S K －02 18．1 緑端部は内傾して上下に拡張す テハケ。内面へラケズリ。 焼成　 良好

56 No．766 る。外面圧痕文を施す。頸部に

は指頭圧痕突帯を貼付ける。

色調　 内面淡明褐色。外面明褐
色

遺物番号
挿図番号

図版番号

取上番号 器　 種
法　 量
（cm）
形　　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備・　　　　　　　　　 考

Po165 S Y B 区 ＝士ご∃王 復口径 頸部は 「く」字に屈曲し、口緑 口緑部内外面ナデ。外面肩部夕胎土　 石英、長石を含む。

60 S K －03 17．4 端部はやや肥厚する。胴部卵形。テハケメ。胴部ヨコへラミガキ。焼成　 良好

62 No．755、 器高32．6 中位に工具による圧痕を施す。 下位タテヘラミガキ。内面頸部 色調　 内面淡褐色。外面暗茶褐

756、806 底径 7．4 平底。 ヨコへラミガキ。肩部、胴部上
位粗いパケメ。下位風化のため

不明。

色

Po166 S Y B 区 賓 口径19．6 頚部は 「く」の字状に屈曲し口 口緑部内外面ヨコナデ、外面胴 胎土　 石英を含む。

60 S K －03 緑端部はややつまみあげる。胴 部上位タテノ＼ケメ。下位タテヘ 焼成　 良好

56 No．805 部は肩がはらない。平底。 ラミガキ。内面胴部上位ナデ。 色調　 内面上部明褐色。下部淡
807
819

下位へラケズリ後ナデ。底部ユ

ビオサ工。

褐色。外面明褐色。

Po167 S Y B 区 底部 底径 6．2 平底。器壁は薄い。 外面タテへラミガキ。内面上位 胎土　 石英を含む。

60 S K －03

No．804

ナデ下位ヨコへラミガキ。 焼成　 不良
色調　 内面淡灰褐色。外面淡褐
色

遺物番号
挿図番号

図版番号

取上番号 器　 種
法　 量

（cm）
形　　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　　 考

P o168 S Y B 区 ＝±ご竺E 口径17．6 口緑部大きく外反し、上部に幅 外面頸部タテノ、ケメ。内面ナデ。胎土　 石英を含む。

63 S K －05 広い平坦面をもつ。上面に羽状 焼成　 良好

56 No．784 文を施す。その内に平行線文・
刻み目突帯を交互に施す。口緑
外面に斜格子文、頸部 2 段の刻

み目突帯。その下平行線文、肩
部斜格子文を施す。

色調　 内面黄橙褐色。外面赤茶

褐色。

Po169 S Y B 区 －＝土ご宣E 口径12．2 頚部は短かく、外反する口緑部。外面頸部、肩部タテハケメ。胴 胎土　 石英、長石を多量に含む。

63 S K －05 最大胴径 端部に刻み目を施す。胴部は圧 部ヨコへラミガキ。下位タテヘ 焼成　 不良

56 No．786 、 20．0 痕を施す。胴部は球形に張り出 ラミガキ。内面口緑部ナデ。頸 色調　 内面暗灰褐色。外面淡褐

799 器高23．0
底径 7．2

し最大径は中位にある。 部しぼり目肩部エビオサエ・ヨ

コノ＼ケメ。胴部以下タテノ＼ケメ。

色。

Po170 S Y B 区 碧 復口径 「く」の字状に屈曲する口緑。 外面肩部、胴部タテノ、ケメ、下 胎土　 0．5～ 1 mm程 の石英を含

63 S K －05 30．0 上下端部に刻み目を施す。頚部 位タテへラミガキ。内面口緑部 む

No．788 、 二指頭圧痕突帯をめぐらす。肩 ナデ。肩部以下ノ、ケメ後ヨコへ 焼成　 やや不良

789 部 は張らず。胴部に2 段の圧痕。ラミガキ 色調　 内外面淡褐色

Po171 S Y B 区 碧 復口径 「く」の字状に屈曲する口縁。 内外面口頸部ヨコナデ。肩部ハ 胎土　 砂粒を含む

63 S K －05 27．0 コ緑端部は角ぼり、工具による ケメ。 焼成　 良好

56 No．798 刻み目を施す。 色調　 内外面淡褐色

Po172 S Y B 区 璽 口径17．0 頚部は 「く」の字状に屈曲し端 外面口緑部ナデ。肩部タテノ＼ケ 胎土　 0．5～ 1mm程の石英、長石

63 S K －05 部は内傾して上下に拡張する。 メ。内面口緑部ヨコへラミガキ。 を含む。

56 No．799 外面に斜格子文を施す。頚部に
指頭圧痕突帯を貼付ける。

肩部ナデ後一部ヨコへラミガキ。焼成　 良好
色調　 内面明褐色。外面淡褐色

Po173 S Y B 区 璽 復口径 「く」の字状に屈曲する口緑。 口緑部内外面ヨコナデ。肩部夕 胎土　 0．5mm程の石英を含む

63 S K －05

No．769
19．4 端部やや肥厚し角ぼる。 テハケメ。 焼成　 良好

色調　 内外面淡褐色

挿表21下山南通遺跡土鳩弥生地器観察表①
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SK－05

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　種 法　量（cm） 形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

Po174
63
56

S Y B 区
S K －05
No．727、
787、791

高塀 口径13．7 椀状に内湾する師部は水平に延
びる。端部に刻み目を施す。上
面の相対する位置に2個の穿孔

外面杯部ヨコへラミガキ。底部
タテヘラミガキ。

胎土　石英を含む。
焼成　やや不良
色調　内面明茶褐色。外面淡褐
色。

Po175
63
56

S Y B 区
S K －05
Na787

底部 底径 7．0 平底。 外面タテへラミガキ。内面ナデ。胎土　石英を含む。
焼成　良好
色調　 内面橙褐色。外面淡褐色

Po176
63
S Y B 区
S K－05
No．788、
790

底部 底径9．2 平底。器壁は薄い。 外面タテヘラミガキ。底面ナデ。
内面風化によって調整不明。

胎土　石英、長石を含む。
焼成　良好
色調　 内面淡灰褐色。外面淡褐
色。

SK－06、22

遺物番号

挿図番号
図版番号

取上番号 器　 種

l

法　 量
（cm ） 形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

Po177 S Y B 区 士宣E 復口径 外方に大きく開 く口緑。端部に 口綾部内外面ナデ。 胎土　 石英を少量含む
64 S K －06、

22

No．823

19．5 刻み目を施す。 、ヽ－焼成　 良好
色調　 内外面赤褐色

Po178 S Y B 区 底部 復底径 不明瞭な平底。内面剥離が激 し 内外面ナデ。 胎土　 長石　 石英含ナ、
64 S K －06、

22
No．822

5．6 い。 　ヽ　　　　　　　　　　　　　こ　J焼成　 不良
色調　 内面淡褐色。外面褐色

遺物番号

挿図番号
図版番号

取上番号 器　 種 法　 量
（cm ）
形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

P o179 S Y B 区 碧 復口径 頚部 「く」の字状 に屈曲し、口
、－．qTケー＿

口緑部内外面ナデ。肩部外面 夕 胎土　 0 5～ 2 mm程の石英含ナ、
65
56
S K －07
No．814

17．2 緑端部は上下に拡張する。外面

には貝殻腹緑による圧痕文。頚
部には指頭圧痕突帯を貼付ける。

テノ＼ケメ。内面粗いパケメ ＼＿　　　　LJ焼成　 良好
色調　 内外面淡褐色～褐色

Po180 S Y B 区 碧 復口径 頚部は 「く」の字状に屈曲 し、 内外面ナデ。 胎土　 長石　 石英鼻多量含ナ、
65
56

S K －07

N o．808
15．6 口緑端部は上下に拡張する。外
面には圧痕文、頚部には指頭圧
痕突帯 を貼付ける

　ヽ　　　　　　　＼、、＿．．．．・　　　　　　　　　　　　」J焼成　 不良
色調　 内面赤褐色。外面褐色

Po181 S Y B 区 底部 復口径 薄手平底。 外面へラミガキ、底面ナデ。内 胎土　 石英を多量　 里雲母を少
65 S K －07 6．0 面へラケズリ後へラミガキ。底 　ヽ　　ノ＝ヽ量含む
No．815 面オサエナデ。 焼成　 夷好　 ○

色調　 内面褐色。外面暗褐色

Po182 S Y B 区 底部 復底径 平底の底部片。底部外面 より穿 外面へラミガキ、ナデ　 底面ナ 胎土　 石英、長石を多量含む。

焼成　 不良65 S K －07 8．2 孔が見 られる。 0　　　－．デ。内面ナナメノ、ケ後ナデ。底
No．809 面にユビオサ工。 色調　 内外面赤褐色

特徴　 底部外面 に一部黒斑 あり

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　 種 法　量（cm） 形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

P o183 S Y B区 碧 復口径 「く」の字状に屈曲する口緑。 口緑部内外面ナデ。肩部外面夕胎土　 砂粒を含ナ、
66 S K－08 17．5 端部はややつまみあげる。 テノ＼ケ後ナデ。内面ナナメノ＼ケ LJ　O焼成　 良好
No．780 後ナデ。 色調　 内面褐色。外面明褐色

Po184 S Y B 区 鉢 復口径 椀状の杯部。口緑端部に面をも口縁内面ナデ。他へラミガキ 胎土　 砂粒を含む
66 S K－08
No．780

14．2 ち刻み目を施す。口緑外面は一
条の洗練及び端部と同じ刻み目
を施す。

焼成　 良好
色調　 内面褐色。外面明褐色

Po185 S Y B 区 底部 復底径 脚台付底部 脚台部内外面ナデ。胴部外面へ 胎土　 砂粒を含む
66 S K －08 6．5 ラミガキ後ナデ。内面へラミガ ○焼成　 良好No．780 キ 色調　 内外面明褐色

挿表22　下山南通遺跡土鳩弥生土器観察表②
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SK－09

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　種

法　 量
（cm） 形　　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

Po186 S Y B 区 婆 復口径 「く」の字状に屈曲する口緑。 内外面口頸部ナデ。 胎土　砂粒を含む
67 S K－09
Nn803

22．5 外面に斜格子刻み目を施す。 焼成　 良好
色調　 内外面淡褐色

Po187 S Y B 区 底部 復底径 平底 外面へラミガキ、底面ナデ。内胎土　石英を多量含む。
67 S K－09 10．0 面へラケズリ後へラミガキ底部焼成　良好
No．801 オサエナデ。 色調　 内面赤褐色。外面褐色

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　種 法（展 形　　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

Po188
69

S Y B 区
S K －11
NG887

底部 復底径
5．5
平底。 外面へラミガキ。内面ユビナデ。胎土 ．石英、長石を含む

焼成　良好
色調　 内面灰褐色。外面明褐色
特徴　内面に炭化物付着。

SK－15

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　種 法　量

（cm） 形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

Po189 S Y B 区 高年 椀状の杯部。口緑部は屈曲し水口緑部ヨコナデ。坪部外面タテ胎土　石英を多量含む
73 S K －15 平にのびる。 ノ＼ケメ後へラミガキ。内面ヨコ焼成　良好
No．888 ヘラミガキ。 色調　内外面淡褐色～赤褐色

特徴　一部スス付着

遺物番号

挿図番号
図版番号

取上番号 器　 種
法　 量
（cm）
形　　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

Po190 S Y B 区 ＝±ご宝互 口径15 ．0 頚部はやや短かく、口緑部は外 外面頸部以下タテノ、ケメ。口緑 胎土　 砂粒を含む
74 S K －87 反し端部に丸い面をもつ。外面 部内外面ヨコナデ。内面頸部以 焼成　 良好
56 No．1234 に刻み目を施す。 下ナデ。 色調　 内面明褐色。外面茶褐色

Po191 S Y B 区 碧 復口径 「く」の字状に屈曲する口緑。・口緑部内外面ヨコナデ。外面夕胎土　 石英を含む
74 S K －87 14．0 端部は丸く、刻み目を施す。肩 テノ、ケメ。内面ナデ。 焼成　 良好
57 No．1237 ははらない。 色調　 内面灰褐色。外面淡褐色

Po192 S Y B 区 婆 底径 5．6 口緑部欠損。胴部は肩がはらな 頚部内外面ヨコナデ。外面肩部 胎土　 石英　 長石を含む
74 S K －87 い、底部は平底で穿孔あり。 タテノ、ケメ。胴部以下タテヘラ ヽ焼成　 やや不良
57 NG1233

1235
1236

1239

ミガキ。内面胴部以下へラケズ

リ、肩部ナデ。一部ミガキ。
色調　 内面灰褐色。外面淡褐色

Po193 S Y B 区 底部 復底径 かなり大形の平底 外面ノ＼ケメ後タテへラミガキ、 胎土　 石英を含む
74 S K －87 11．5 内面へラケズリー部細かいノ＼ケ 焼成　 良好
Nq1239 メ。 色調　 内面淡黄褐色。外面淡褐

色

l遺物番号

挿図番号
図版番号

取上番号 器　 種
法　 量

（cm）
形　　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

Po194 S K B 区 士竺E 復口径 口緑部破片。端部は拡張し、内 内面ナデ後ヨコへラミガキ。 胎土　 石英を含む
75 S K －88 21．1 傾する面をもつ。端面に斜格子 焼成　 良好
No．1106 文。口緑下部刻み目突帯。 色調　 内面暗褐色。外面茶褐色

Po195 S K B 区 壷 復口径 大きく外反する口緑部。端部は 内面ナデ 胎土　 石英　 長石を含む
75 S K －88 21．3 拡張し内傾する平坦面をもつ。 ヽ焼成　 良好
No．1106 端面に波状文。口緑外面に刻み

目突帯。下位に平行線文を施す。
色調　 内面茶褐色。外面暗褐色

・P o196 S K B 区 －＝ヒ竺E 復口径 大きく外反する口緑。端部は拡 外面タテノ＼ケメ。内面ヨコへラ 胎土　 石英を含む
75 S K －88 30．0 張し、幅の広い面をもつ。外面 ミガキ。 焼成　 良好
57 No．1106

1104

に斜格子文、頸部に指頭圧痕突
帯を施す。器壁は厚い。

色調　 内面明褐色。外面茶褐色

P o197 S K B 区 碧 復口径 「く」の字状に屈曲する口緑。 口緑内外面ヨコナデ。外面胴部 胎土　 砂粒を含む
76
57

S K －88

No↓1245
19．5 端部は僅かにつまみあげる。 タテノ、ケメ。内面胴部ナデ。 焼成　 良好

色調　 内面淡褐色。外面明褐色

挿表23　下山南通遺跡土壌弥生土器観察表③

－180　－



SK－17

遺物番号

挿図番号
図版番号

取上番号 器　 種
法　 量

（cm）
形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

Po198 S Y B 区 碧 復口径 「く」の字状に屈曲する口緑。 口緑部内外面ヨコナデ。外面胴 胎土　 砂粒を含む
76 S K －88 28．5 端部は面をもち刻み目を施す。 部タテノ＼ケメ。内面胴部ヨコへ ○焼成　 良好
57 NallO6 頚部に指頭圧痕突帯。 ラミガキ。 色調　 内面褐色。外面淡褐色

Po199 S Y B 区 婆 復口径 「く」の字状に屈曲する口緑。 口緑部内外面ヨコナデ。外面肩 胎土　 砂粒を含む
76 S K －88
NoJ 226

17．8 部ノ＼ケメ。内面ナデ。 CI焼成　 良好。
色調　 内外面明褐色

Po200 S Y B 区 婆 口径32．5 「く」の字状に屈曲する口緑。 口緑部内外面ヨコナデ。外面胴 胎土　 大粒の石英　 長石鼻含ト
76 S K －88 頸部に指頭圧痕突帯、胴部中位 部上位タテノ＼ケメ。下位タテヘ ＼＿ヽ　　　　　　　　　く⊥　　　　　〕

焼成　 良好
57 No．1230、 こ櫛状工具による圧痕を2 段に ラミガキ。内面胴部へラケズリ 色調　 内面茶褐色。外面黄褐色
1231、

1247、
1248

施す。 後粗いハケメ。

P o201 S Y B 区 高士不 復口径 椀状の杯部。口緑端部は拡張し 外面坪部タテノ＼ケメ後タテへラ 胎土　 石英を含む
76 S K －88 22．0 内傾する面をもつ。端面に斜格 ミガキ。内面ヨコへラミガキ。 、ヽ＿　　　　　　　　　　　○焼成　 良好
Na1246 子文を施す。口緑部に穿孔あり。 色調　 内外面赤褐色

P o202 S Y B 区 底部 底径 6．4 平底。底部に穿孔。 外面タテヘラミガキ。．内面タテ 胎土　 砂粒を含む
76 S K －88

No．1247
ヘラケズリ。 CI焼成　 良好。

色調　 内面暗茶褐色。外面明褐

色

Po203 S Y B 区 底部 復底径 平底。 外面タテヘラミガキ。底面ナデ 胎土　 石英を含む
76 S K －88

No．1246、
Na1244

9．2 内面へラケズリ。 ＼＿　一一一　　　　　　　　〇焼成　 良好。
色調　 内面橙褐色。外面淡明褐

色
特徴　 底部に黒斑あり。

Po204 S Y B 区 壷胴部 底径 6．4 大型の壷の胴部から底部。底部 外面胴部ノ＼ケメ後ヨコへラミガ 胎土　 石英　 長石を含ト
76 S K －88 は平底。 キ、下位タテヘラミガキ。内面 　ヽ　　　　　　　　、一一・　　　　一一ノ　○焼成　 良好
NG1232 ノ＼ケメ後不規則なヘラミガキ。

底部ユビオサ工。
○色調　 内外面茶褐色。

特徴　 黒斑あり。

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　種 法　量（cm） 形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

Po205 S Y B 区 碧 復口径 「く」の字状に屈曲する口緑部内外面ナデ。 胎土　石英を多量含む
94 S K －37
No．839

12．2 胴部はあまり張らない。 ○焼成　不良
色調　内外面褐色

Po206 S Y B 区 婆 復口径 「く」の字状に屈曲する口緑部口緑部内外面ナデ。肩部内外面胎土　石英鼻多量含む
94 S K －37
No．839

14．4 胴部はあまり張らない。 一部タテノ＼ケメ。 ○焼成　不良
色調　内外面淡褐色．

遣物番号
挿図番号

図版番号

取上番号 器　 種
法　 量
（cm） 形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

Po207 S Y B 区 士竺E 口径20．1 口緑部は大きく外反する。端部 外面口緑部ナデ、頚部タテノ＼ケ 胎土　 石英与多量含L、
97 S K －38 ま肥厚し面をもち、斜格子文、 メ。内面口緑部、頚部ヨコノ＼ケ ○焼成　 良好
57 N掛 83 円形浮文を施す。端部に刻み目 後ナデ。頸部下位しぼり目後ヨ 色調　 内面淡褐色。外面褐色
S K －39 口緑下位に5 本の貼付突帯。頸 コノ、ケ。肩部から胴部ナナメノ＼
No．868 部から肩部に数条の櫛描平行線

櫛描波状文を交互に施し、胴部
上位に圧痕文をめぐらす。

ケ。

Po208 S Y B 区 婆 復口径 頚部から 「く」の字状に屈曲す 頚部内外面ナデ。胴部外面タテ 胎土　 石英キ多量含む　 雲母少
97 S K －38 15．3 る。口緑端部をつまみあげる。 ノ＼ケメ。内面ナナメノ＼ケメ後ナ ○量含む。
57 No．860 胴部は張らない。 デ。 焼成　 良好

色調　 内面淡褐色。外面赤褐色

遺物番号

挿図番号
図版番号

取上番号 器　 種
法　 量
（cm）
形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

Po209 S Y B 区 士宣E 口径21．3 口緑は大きく外反し、肥厚した 外面タテノ＼ケメの後頚部ナデ。 胎土　 大粒の石英　 長石キ少し
99 S K －39 平坦部には斜格子文。端部に刻 内面ナナメノ＼ケメ後ナデ。 ヽ含む。
57 No．870、 み冒。下位には 5本の刻み目突 焼成　 良好
873、744 帯、櫛描波状文を施す。 色調　 内面淡灰褐色。外面淡赤

褐色。

P o210 S Y B 区 底部 復底径 平底。 内外面へラミガキ。底面不整ナ 胎土　 石英を多量含む。
99 S K －39

No．867

7．9 デ。 焼成　 良好
色調　 内外面淡褐色～褐色。

挿表24　下山南通遺跡土鳩弥生土器観察表④
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SK－39

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　 種 法　 量（cm） 形　　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

Po211 S Y B 区 壷胴部 復底径 平底。 外面ヨコへラミガキ後タテへラ胎土　石英を多量含む。
99 S K －39 9．5 ミガキ。底面不整ナデ。内面剥焼成　不良
Na869 離のため不明。 色調　 内外面淡褐色～褐色

Po212 S Y B 区 底部 復底径 平底。 外面へラミガキ。内面剥離のた胎土　 大粒の石英を多量に含
99 S K－39
Na865

8．2 め不明。 む。
焼成　不良
色調　外面褐色

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　 種 法　量（cm） 形　　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

Po213 S Y B 区 ・＝ゴ＝・∃王 口径18．6 平底から外傾してたちあがり、 外面胴部中位ヨコへラミガキ。胎土　石英を少量含む。
103 S K－42 胴部最大胴部最大径は中位で胴が張る。 他はタテへラミガキ。口緑部内焼成　 良好
57 No．892 径　 28．1 筒状の頸部から口緑部は大きく外面ヨコナデ。胴部内面パケメ色調　 内面褐色。外面赤褐色。

底径7．8
器高34．8
外反する。内面に櫛措波状文。
端部はやや角ぼり、櫛描波状文
を施す。頸部に貼付突帯。胴部
中位に刻み目を施す。

一部ユビオサ工。

Po214 S Y B 区 ＝士ご・雲王 復口径 口緑部は大きく外反し、端部は内外面ヨコナデ。 胎土　石英を含む。
103 S K－42 17．4 肥厚して平坦面をもつ。外面に 焼成　 良好
Nq891 斜格子文。内面に櫛描連弧文。 色調　 内面茶褐色。外面茶褐色

Po215 S Y B 区 士笠E 底径8．2 平底から外傾してたちあがり、 外面へラミガキ。内面タテパケ胎土　砂粒を含む。
103 S K－42 胴部最大 胴部は張りがある。胴部最大径 メ。底面指頭圧痕。 焼成　良好
57 No．891 径　 24．0 は中位。肩部には数条の櫛描平

行線、櫛描波状文を施す。
色調　 内面褐色。外面茶褐色

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　種

法　 量
（cm） 形　　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

Po216 S Y B 区 誓 復口径 頸部は「く」の字状に屈曲し、 内外面ヨコナデ。 胎土　 石英を含む。
104 ，lls K －43
NG889

16．0 口緑端部に刻み目を施す。 焼成　 良好
色調　 内外面赤褐色

Po217 S Y B 区 要 復口径 頚部は「く」の字状に屈曲し、 内外面口頸部ヨコナデ。胴部外 胎土　 石英を含む。
104 S K －43 16．0 口緑端部に刻み目。肩部は張ら面タテパケメ。胴部内面パケメ焼成　 良好
57 No．893 ない。 後ナデ。 色調　 内外面赤褐色

Po218 S Y B 区 底部 復口径 平底。 底部外面タテへラミガキ、内面 胎土　 石英、長石を多量含む。
104 S K －43
‰893

7．5 ナデ。底面ナデ。 焼成　 良好
色調　 内外面褐色

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　 種 法　 量（cm） 形　　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　　 考

Po219 S Y B 区 ．　士宝E 復口径 頚部は「く」の字状に屈曲し、外面胴部ナデ。口頸部内外面ヨ胎土　 石英を含む。
105 S K －89 14．0 口緑端部は上方につまみあげるコナデ。胴部内面パケメ。 焼成　 良好
57 Noユ166 外面に工具による刻み目を施す 色調　 内外面樟褐色

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　 種 法　 量（cm） 形　　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　　 考

Po220 S Y B 区 ・＝ヒヨ互 肩部から小さくすぼまる頸部。外面タテハケメ。内面パケメ後 胎土　 石英を含む
107 S K －90 外面に7条の櫛描平行線文の間 ナデ。上位にしぼり目。 焼成　 良好
No．1197 に羽状文を交互に施す。 色調　 内面淡黄褐色。外面暗褐

色。

Po221 S Y B 区 婆 復口径 「く」の字状に屈曲する口緑。 口緑部内外面ヨコナデ。 胎土　 砂粒を含む
107 S K －90
No．1197

16．2 端部肥厚し面をもつ。 焼成　 良好
色調　 内外面暗褐色

Po222 S Y B 区 高塀 口径 椀状の杯部。口緑端部は外方に師部内外面ヨコへラミガキ。 胎土　 石英を含む
107 S K －90 拡張し、上面に斜格子文。円形 焼成　 良好
57 Noユ198 浮文を施す。端部に刻み目。 色調　 内外面灰褐色

挿表25　下山南通遺跡土鳩弥生土器観察表⑤
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SK－45

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　種 法　量

（cm）

ー

形　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　 考

Po223
107
S Y B区
S K－90
No．1107

底部 復底径
6．1
平底。 外面細かいタテパケメ後へラミ

ガキ。内面ナデ。
胎土　石英を含む
焼成　良好
色調　内面淡灰褐色。外面暗褐
色

胎土　石英を含む。
焼成　良好
色調　内外面暗茶褐色

Po224
107
S Y B区
S K－90
Nal197

底部 二 二 平底。 外面タテヘラミガキ。底部ナデ
内面へラケズリ。

SK－47

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　種 法　量

（cm） 形　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　 考

Po225
109
57

S Y B 区
SK －47
No．840

婆 復口径
13．4
「く」の字状に屈曲する口緑。．

口緑端部には刻み目。肩部に櫛
状工具による圧痕文を施す。

口緑部内外面ヨコナデ。肩部外
面タテパケメ。内面ナナメノ＼ケ
メ。

胎土　 石英を多量。雲母を少量
含む。

焼成　 良好
色調　 外面淡褐色　 内面淡褐色

SK－48

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　 種 法　 量

（cm） 形　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　 考

Po226

110
57

S Y B 区
S K－48
‰864

婆 復口径

19．0

「く」の字状に屈曲する口緑。
胴部は張らない。

口頸部内外面ナデ。肩部外面夕
テノ＼ケメ。内面ナデ後へラミバ
キー部パケメが残る。

胎土　石英、黒雲母少量含む
焼成　 良好、
色調　 内外面淡褐色

SK－49

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　種 法　量（cm） 形　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　 考

Po227
111
62

S Y B 区
S K －49
Pも896

紡錘車 長径 5．1
短径 4．7
孔径

弥生土器転用の紡錘車。穿孔あ
り。

外面タチバナメ。内面へラミガ
キ周縁部打ち欠き整形。

胎土　石英を多量に含む
焼成　良好
色調　内面褐色。外面明褐色

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　種 法　量

（cm） 形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　 考

Po228
112
58

S Y B 区
S K －50
‰880

＝土ご∃互 復口径
19．6
外反する口緑部。端部は下方に
拡張し斜格子文。口緑上端に刻
み目。頸部に二本の刻み目突帯
口緑内面斜格子文及び刺突文を
施す。

外面タテノ＼ケ後ヨコナデ。内面

へラミガキ。頸部ユビオサ工。
胎土　石英を含む
焼成　良好
色調　内面淡褐色。外面淡灰褐
色

Po229
112
S Y B 区
SK －50
No．841

底部 復底径
12．0
平底。 外面底部へラミガキ。底面ナデ。

内面へラミガキ。
胎土　石英を含む。
焼成　良好
色調　 内外面黒褐色

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　種 法　量

（cm） 形　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　 考

Po230
115
58

S Y B 区
S K －52
NG890

二±ご宣互 復口径
26．2
外傾する口緑。口緑端部は拡張
し櫛描波状文。外面に刻み目突
帯を4本以上めぐらす。

内外面ヨコナデ。 胎土　砂粒を含む
焼成　良好
色調　内外面明褐色

Po231
115
S Y B 区
S K－52
N8884

底部 復底径

10．5
平底。 外面へラミガキ。底面ナデ。内

面ナデ。
胎土　砂粒を含む
焼成　良好
色調　内外面淡灰褐色

Po232
115

S Y B 区
S K －52
NG890

底部 復底径
4．3
平底。 外面へラミガキ後ナデ。内面ナ

デ。
胎土　砂粒を含む
焼成　良好
色調　内面黒褐色。外面淡灰褐
色。

挿表26　下山南通遺跡土鳩弥生土器観察表⑥
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SK－56

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　種

法　量
（cm）
形　　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　　 考

Po233 S Y B 区 士竺E 復口径 口緑部は大きく外反し口緑端部外面頸部細かし1タテノ＼ケメ。内胎土　石英を含む
120 S K －56 29．8 ま上下に拡張する。外面に刻み面ヨコへラミガキ。 焼成　良好
58 Na943、
No．950

目を施す。 色調　内面淡黄灰褐色。外面茶
褐色

Po234 S Y B 区 要 復口径 頚部は「く」の字状を呈し、口口緑内外面ヨコナデ。肩部外面胎土　石英、長石を含む
120 S K －56 17．2 緑端部は上方に拡張する。頸部タテハケメ。内面肩部ヨコへラ焼成　良好
58 Nは943 に指頭圧痕突帯をめぐらし、胴

部はやや張り出す。
ミガキ。胴部ヨコパケメ。 色調　 内面淡褐色。外面赤茶褐

色

Po235 S Y B 区 底部 復底径 平底。器壁はやや厚い。 外面タテへラミガキ。内面風化胎土　石英を多量に含む
120 S K －56
NG943

7．8 によって調整不明。 焼成　良好
色調　 内面淡黄褐色。外面赤茶
褐色

Po236 S Y B 区 底部 復底径 平底。 外面タテヘラミガキ。内面剥離胎土　石英を含む
120 SK －56
No．950

8．0 のため調整不明。 焼成　良好
色調　 内面暗褐色。外面茶褐色

Po237 SY B 区 底部 復底径 平底。 外面タテへラミガキ。内面へラ胎土　石英、長石を含む
120 SK －56
NG950

6．0 ケズリ後ナデ。 焼成　良好
色調　内外面淡褐色

Po238 SY B 区 紡錘車 長径 弥生土器転用の紡錘車。 外面へラミガキ。周縁部粗い打胎土　石英を含む
120
62
S K－56
No，943

短径
孔径

ち欠き整形。 焼成　良好

l色調　内面褐色。外面暗褐色

遺物番号
挿図番号

図版番号

取上番号 器　 種
法　 量
（cm）
形　　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　　 考

Po239 S Y B 区 士璽E 復口径 大きく外反する口緑。端部は拡 頚部外面へラミガキ後ヨコナデ。胎土　 石英、長石を含む

122 S K －57 20．8 張し面を上つ。内面に2条の櫛 内面口頚部ヨコナデ。胴部ナデ。焼成　 良好

58 No．1075 描波状文。端部外面に斜格子文
頚部に2本の貼付突帯。肩部に

2条の櫛描波状文、櫛描平行線
文と斜格子文を施す。

色調　 内外面淡褐色。一部赤色。

特徴　 スス付着。．

Po240 S Y B 区 士宣互 復口径 大きく外反する口緑。端部は上 口頸部外面ノ＼ケ一部ヨコナデ。 胎土　 石英、長石を含む。

122 S K －57 21．7 方に拡張し面を持つ。内面に刺 頚部内面ヨコナデ。口緑部内面 焼成　 良好

58 No．1076 突文、円形浮文、斜格子文。外

面斜格子文。刻み目を入れる。
頚部に2本の貼付突帯。

ヨコノ＼ケメ。 色調　 内外面黄褐色

Po241 S Y B 区 士宣E 復口径 口緑部は大きく外反する。端部 口緑部内外面ヨコナデ。頸部外 胎土　 砂粒、石英を多量に含む

122 S K …57 18．8 まやや肥厚して平坦面をもち羽 面タテハケメ。内面剥離のため焼成　 良好
58 NalO70 状文を施す。 不明。 色調　 内外面黄橙色

Po242 S Y B 区 士竺E 復口径 口緑部は大きく外反し端部に刻 口緑端部ヨコナデ。頸部～胴部 胎土　 石英、長石を含む

122 S K －57 18．7 み目。肩の張る胴部がつづく。 外面タテノ、ケ。内面頸部ナデ後 焼成　 良好
58 Noユ057、
904、907、
940、

1072、
1077、

1074

胴部上位に刺突文。 へラミガキ。胴部ナデ。 色調　 内面淡褐色。外面褐色
特徴　 口緑端部黒斑あり。

Po243 S Y B 区 土質E 細めの頚部、上位に刻み目凸帯 外面タテノ＼ケメ後ヨコナデ。内 胎土　 石英を多量含む。

122
58

S K －57

No．917

が3 本。 面へラミガキ。 焼成　 良好
色調　 内面暗灰色。外面淡褐色

P o244 S Y B 区 士宣E 外反する頚部は上位に刻み目突 頚部外面タテノ＼ケメ後ヨコナデ。胎土　 微砂粒を含む。

122 S K －57 帯。大きく外反する口緑部がつ 内面上位ヨコナデ。下位不整ナ焼成　 良好

NG954 づく。 デ。 色調　 内外面褐色

P o245 S Y B 区 婆 復口径 頚部は 「く」の字状に屈曲し口 口緑部内外面ヨコナデ。胴部内 胎土　 微砂粒を含む

122
58

S K －57
No．954

18．2 緑端部は丸い。 外面タテノ＼ケメ後ナデ。 焼成　 良好
色調　 内外面淡黄褐色

P o246 S Y B 区 碧 復口径 張りのない肩に 「く」の字状に 口頸部内外面ヨコナデ。胴部内 胎土　 微砂粒を含む。

122 S K －57 18．4 屈曲する頸部がつづく。口緑端 外面タテノ＼ケメ後ナデ。 焼成　 良好
‰1056 郡は僅かにつまみあげる。 色調　 内外面茶褐色。

特徴　 黒斑あり。

P o247 S Y B 区 要 復口径 「く」の字状に屈曲する頸部に 口緑部内外面ヨコナデ。肩部外 胎土　 微砂粒を含む

122 S K －57 29．4 厚めの口緑がつづく。端部は僅 面タテノ＼ケ後ナデ。内面風化の 焼成　 良好

58 NG954 かにつまみあげる。 ため調整不明。 色調　 内外面明黄褐色。

P o248 S Y B 区 要 復口径 口緑端部は面を持ち、外面に刺 内外面口緑部ヨコナデ。胴部外 胎土　 微砂粒を含む

122 S K －57 29．4 突文。頚部は 「く」の字状に屈 面タテノ＼ケメ、内面ナデ後へラ焼成　 良好

58 No．958 曲し、指頭圧痕突帯がめぐる。
肩部は張らない。

ミガキ。 色調　 内外面茶褐色

挿表27　下山南通遺跡土蠣弥生土器観察表⑦
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SK－57
遺物番号

挿図番号
図版番号

取上番号 器　 種 法　 量
（cm）
形　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　 考

S Y B 区
S K －57

‰908、
‰939

ノ　　　　　　′
122
58

P 250

瓦

口

イ星口僅

17．2

′又

口緑郡は内傾し、上方に拡張す

る。外面に櫛状工具による圧痕
文。頸部指頭圧痕突帯。

、’　　　立　　 「　　　　　 ←ムー　、

口頚部内外面ヨコナデ。肩部内
外面タテノ＼ケ後ナデ。外面一部

へラミガキ。

胎土　 長石を含む

焼成　 良好
色調　 内外面黄橙色

0
122
S Y B 区

S K －57

高塀

立

底筐11．2

ノー　　′又

椀状の杯郡。 ノ＼」の子状に開く

脚部。脚端部は外反し、面をも

脚部外面タテへラミガキ。内面

しぼり後ナデ　 脚端部内外面ヨ

胎土　 石英、長石を含む

焼成　 良好
58

P

NG917

1077、903

つ。 ○　　　　　　　ロ
コナデ。坪部内面円盤充填、パ
ケメ後へラミガキ。

色調　 内外面赤褐色

0251
123

P

S Y B 区
S K －57

‰903

底都

立

俊底住

9．0

ノ　　　ノ又

平底。 外面へラミガキ。内面風化のた

め調整不明。底面ナデ。

胎土　 石英、長石を含む
焼成　 やや不良
色調　 内面黒灰色。外面淡黄灰

白色。底面に黒斑。

0252

123

S Y B 区

S K －57
Nq959

底部 征底住

11．8

平底。 外面へラミガキ。底部付近へラ

ミガキ後ヨコナデ。底面ナデ。
内面剥離のため調整不明。

胎土　 微砂粒を含む
焼成　 良好

色調　 内外面淡黄橙色
特徴　 外面底部一部黒斑あり

Po253

123

S Y B 区
S K －57

Nq955

底部 復底径

6．3

ノ′一

平底。 外面へラミガキ。内面ユビオサ

エ、ナデ。
胎土　 砂粒を含む
焼成　 良好
色調　 内面明茶褐色。外面明黒

褐色。黒斑あり。

P o254

123

P

S Y B 区
．S K －57

‰958

底部

立

俊底径

9．2

′ノ‾　　′又

平底。 外面へラミガキ後ナデ。内面へ

ラミガキ後不整ナデ。底面不整

ナデ。

胎土　 砂粒を含む
焼成　 良好

色調　 内外面褐色
特徴　 黒斑あり。

0255
123

P

S Y B 区
S K －57

NG940

底部

二立

侵底住

7．2

′又

平底。 外面へラミガキ後ナデ。内面ユ

ビオサエ、ナデ。底面ナデ。

胎土　 石英を含む
焼成　 良好
色調　 内面黒色。外面淡黄褐色

特徴　 黒斑あり。

0256

123

P　2 〔

S Y B 区

S K －57
‰1056

底部

士

底佳 5．4

∠±二，一」‾′又

平底。 外面へラミガキ後ヨコナデ。内

面へラケズリ後ナデ。底面ナデ
内面オサエナデ。

胎土　 砂粒を含む

焼成　 良好
色調　 内外面黄黒褐色。

0　5／

123

S Y B 区

S K －57
No．919、

923

底郡 俊底怪

9．5

平底。 底部～胴部内外面へラミガキ。
底面外面ヨコナデ。内面ユビオ

サエ、ナデ。

胎土　 石英を含む。
焼成　 良好

色調　 内面赤褐色。外面褐色

SK－58
遣物番号

挿図番号
図版番号

P

取上番号

S

器　 種

確

法　 量
（cm）

′一　一′又

形　　　　　　　　　　 態

’功てノ＝ご

手　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

0258

124
59

Y B 区
S K －58

No，915

．・ケ′瓦 俊胴佳

19．8
底径 5．6

平底かり内拷気味にたちあがる
長胴部。口緑部欠損。胴部中位

に圧痕文。

外面胴部上位タテノ、ケメ。下位

タテノ＼ケメ後へラミガキ。底面
ナデ。内面頸部ノ＼ケ後ナデ。胴
部上位ノ＼ケメ、下位及び底部へ

ラケズリ後ナデ、ユビオサエ。

胎土　 砂粒を含む
焼成　 良好

色調　 内面灰褐色。外面黄橙褐
色

特徴　 内面炭化物付着。

SK－62、72
遺物番号
挿図番号
図版番号

P

取上番号
器士種 恒

′‘‾　　′又

形　　　　　　　　　 態

．L山一1一

手　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　 考

0259
127
60

P

S Y B 区
S K－72、
92
Na1225

宣E

二土ご

俊口径
22．2

ノ又

大きく開く口緑。口緑堀部は拡
張し、2条の凹線の上に刻み目、
口緑内面に斜格子文を施す。そ
の間に内から外へ穿孔、圧痕文
を施す。

口緑部内外面ヨコナデ。 胎土　砂粒、雲母を少量含む。
焼成　良好
色調　 内面暗褐色一部淡褐色。
外面暗褐色

0260
127
59

P

S Y B 区
S K －72、
92
No．1095、
1220、711

雲互

一士

口径20．6

ノー　　′又

大きく開く口緑部。口緑端部に
刻み目。口緑内面に櫛状工具に
よる圧痕文をめぐらす。

㌶　二立

外面口緑部ヨコナデ。頚部外面
タテハケ後ナデ。内面剥離が著
しいため不明。

胎土　 石英を多量に含む
焼成　 良好
色調　 内外面淡明褐色

0261
127
59

P

S Y B 区
S K－72、
92
Na1223′一一
1225
1227、1207

S K

竺E

士

慢胴住
30．4

′又　　　〔

頸郡はやや外傾する。胴部は球
形に大きく張り出し、最大径は
ほぼ中位にある。頸部には指頭
圧痕突帯の貼付け。口緑、底部
欠損。

外面頚部上位タテノ、ケ後ナデ。
肩部タテノ＼ケ、胴部中位から下
位部分にはへラミガキ。頸部内
面へラミガキ、胴部内面ノ＼ケメ
後ナデ。

胎土　 石英を少量含む
焼成　 良好
色調　 内外面頸部付近淡褐色。
胴部黒褐色

0262
127
60

－72、
92
Nal143、
1139、
1151、
1141、
1147

笠 口住20．／大きく外反する口緑部、口緑端
部を拡張し面をもつ。面には櫛
描波状文、端部には刻み目。口
緑外面4本の刻み目突帯、頚部
には櫛描平行線文、波状文を交
互にめぐらす。

外面口緑部ナデ、頚部タテノ、ケ
メ、内面口緑部へラミガキ後ナ
デ。頚部へラミガキ。

胎土　石英を少量、砂粒を含む
焼成　 良好
色調　 内外面赤褐色

挿表28　 下 山 南通遺跡土鳩弥生地器観察表⑧
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SK－62、72
遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　種 法　量（cm） 形　　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　　 考

Po263 S Y B 区 士宣E 復口径 大きく外反する口緑部。口緑端 外面口緑部ナデ。頸部タテパケ胎土　石英を含む

127 S K－72 20．5 部に面をもつ。面には斜格子文 メ。内面口緑部、頸部へラミガ焼成　 良好
60 Nq1094 端部に刻み目。口緑外面に5本 キ。 色調　 内面暗赤褐色。外面赤褐
Na1067 の刻み目突帯。頸部には櫛描平

行線文、波状文を交互にめぐら
す。

色

Pb264 S Y B 区 婆 復口径 頸部は 「く」の字状に屈曲し、 口緑部内外面ヨコナデ。外面胴胎土　 砂粒を含む

127 S K －72、 28．3 口緑端部はやや肥厚する。胴部 部上位タテパケメ、下位へラミ焼成　 良好
60 92 復胴径 はほとんど張らない。胴部中位 ガキ、内面胴部上位ナナメノ＼ケ色調　 内外面淡褐色
Nal147、
1151、
1221、
1148、
1222、
1225、
1227、
1201

32．9 に2条の圧痕文。頸部に指頭圧
痕突帯。底部欠損。

メ、下位ナナメパケ後ナデ。

P o265 S Y B 区 婆 復口径 「く」の字状に屈曲する口緑。・口緑部内外面ナデ。胴部外面夕胎土　 石英を少量含む
127 S K －72、 24．4 端部をつまみあげ、外面に刻み テハケメ、内面ナナメパケメ。 焼成　 良好
60 92
‰1150

目を施す。 色調　 内外面淡明褐色

Po266 S Y B 区 婆 口径17．3 「く」の字状に屈曲する口緑。 内外面口緑部ヨコナデ。胴部上 胎土　 石英、長石を少量含む

128 S K －72、 復胴径 口緑端部は肥厚し刻み目を施す。位タテパケメ。下位タテへラミ焼成　 良好
92 19．8 胴部は肩が張らず、中位に圧痕 ガキ。底面ナデ。内面頸部へラ色調　 内面淡褐色。外面淡明褐

Nal137、
1144、
1095

器高29．3
底径 5．7

文をめぐらす。平底。 ミガキ。胴部上位ナナメパケメ
下位へラケズリ後ナデ。

色

Po267 S Y B 区 碧 復口径 「く」字状に屈曲する口緑。口 口緑部内外面ナデ。外面胴部夕胎土　 石英を含む。

128 S K －72
No．1095

21．2 緑端部に刻み目を施す。 テパケメ。内面ナナメノ＼ケメ。焼成　 良好
色調　 内面赤褐色。外面淡赤褐
色。

Po268 S Y B 区 高塀 復口径 ゆるやかに内湾する浅い坪部、 口緑部内外面ヨコナデ。杯部外胎土　 石英を少量含む

128 S K －72、 21．7 口緑端部は肥厚して平坦面をも面ナナメパケメ後へラミガキ。焼成　 良好
60 92 つ。口緑端部刻み目、口緑部に内面不整パケメ後へラミガキ。色調　 内面明褐色。外面暗褐色
No．1142 相対する位置に2孔づつ穿孔あ

り。
特徴　 師部外面黒斑あり

Po269 S Y B 区 高坪 高塔筒部。「ハ」の字状に開く脚 外面上位タテハケ後ナデ、下位 胎土　 石英、長石を少量含む
128 S K －72、
92
NG1222

部。 へラミガキ。内面しぼり、ナデ。焼成　 良好
色調　 内外面淡明褐色

Po270
128
S Y B 区
S K －72、
92
No．1209

底部 底径 6．1 平底 外面へラミガキ、他ナデ 胎土　石英、長石を少量含む
焼成　良好
色調　 内面褐色。外面暗褐色

Po271 S Y B 区 底部 復底径 台付の底部 外面タテノ＼ケ後ナデ。端部強い胎土　砂粒、長石を少量含む

128 S K －72、
92
Noユ209

5．2 ナデ、内面ナデ。 焼成　良好
色調　 内外面淡褐色

Po272
128
62

S Y B 区
S K －72
Noユ095

紡錘車 長径 4．3
短径 4．0
孔径 0．4

弥生土器転用。 表面へラミガキ。％欠損 胎土　 微砂粒を含む。
焼成　良好
色調　 内面茶褐色。外面淡茶褐
色

遺物番号
挿図番号
図版番号

取上番号 器　 種 法　 量
（cm）
形　　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

P o273 S Y B 区 士宝互 復口径 外反する口緑、端部をつまみあ内外面口緑部ヨコナデ。 胎土　 0．5mm程の石英を含む。

129 ． S K －63 18．0 げる。内面に2条の櫛描波状文 焼成　 良好

No．949 を施す。端部にも櫛描波状文。 色調　 内外面共暗茶褐色

P o274 S Y B 区 底部 底径 7．5 平底。 外面タテヘラミガキ。底面ナデ。胎土　 石英を含む。
129 S K －63 内面風化のため調整不明、底部 焼成　 良好

No．948 にユビオサ工。 色調　 内外面明褐色

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　 種 法　 量

（cm）
形　　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

P o275 S Y B 区 士宣E 胴部最大 平底から内湾気味にたちあがり外面タテノ、ケメ後ヨコへラミガ胎土＿　石英を含む

131 S K －64 径　 28．0 胴部最大径がやや上位にある。 キ、下部タテへラミガキ。内面 焼成　 良好
59 No．1081、 底径 7．8 頸部は細くすぼまる。肩部と胴 頸部しぼり冒。肩部ハケメ、胴 色調　 内面暗灰褐色。外面明茶

1082、
1088、
1089

部の上位に圧痕文を施す。 部以下へラミガキ、底部付近へ
ラケズリ。

褐色

Po276 S Y B 区 高塀 復口径 内湾する浅めの杯部。口緑端部外面杯部パケメ後タテへラミガ胎土　 石英を含む

131 S K－64 21．2 ま肥厚し平坦な面をもつ。上面 キ、内面ナデ後ヨコへラミガキ。焼成　 良好
No．1082 に斜格子文。下端部に刻み目を

施す。
色調　 内外面褐色

挿表29　下山南通遺跡土鳩弥生土器観察表⑨
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SK－64
遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　種 法　量

（cm） 形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

Po277
131
S Y B 区
S K－64
NGlO82

底部 復底径

8．0

′・．・．・．・．一・

平底。器壁は厚い。 外面タテヘラミガキ。内面タテ

ハケメ、底部にユビオサエ。
胎土　石英を多量に含む
焼成　やや不良
色調　 内外面暗茶褐色

Po278

131

S Y B 区
S K －64
No．1082

底部 復底径
10．0
平底。 外面タテへラミガキ。内面タテ

パケメ、底部にユビオサエ。
胎土　 石英を含む
焼成　 良好
色調　 内外面明茶褐色

SK－65
遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　 種 法　量（cm） 形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

Po279 S Y B 区 婆 復口径 「く」の字状に屈曲する口緑。 口緑部内外面ヨコナデ　外面胴 胎土　 石英を含む
132 S K －65
No．989

13．8 肩部は張らない。 0部タテハケメ、内面肩部ユビオ
サ工、胴部ナデ後タテへラミガ
キ。

口焼成　 良好
色調　 内外面暗褐色

遺物番号

挿図番号
図版番号

取上番号 器　 種
法　 量

（cm ）
形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

Po280 S Y B 区 士互E
口径22．0 口緑部は大きく外反し端部は拡 外面頸部、肩部タテヘラミガキ 胎土　 石英を含む

134
59
S K －66
Na968、970、

971、973、976、

底径11．2
器高52．7

張する。口緑外面に 4本の刻み

目突帯をめぐらす。胴部の最大
径は中位にあり2 条に圧痕文を

○胴部ヨコへラミガキ。下位タテ

ヘラミガキ。内面口緑部ナデ。
頸部しぼり後ヨコへラミガキ

焼成　 良好
色調　 内面明茶褐色。外面褐色

979、1013、1018、
10狐1022、1024

施こす。平底。 ○肩部以下不整ハケメ。

P o281

134
59

S Y B 区
S K －66

NG972

士宣E 「く」の字状に屈曲する口緑。

上端部ややつまみ上げる。肩は
張らず、なだらかな胴部に続く。

口緑部内外面ヨコナデ。肩部外

面タテハケメ。胴部下位ヨコへ
ラミガキ。内面胴部不整ノ＼ケメ。

胎土　 石英を含む。
焼成　 不良
色調　 内外面暗黄褐色。

P o282

134

S Y B 区

S K －66
NG966

底部 底径 7．5 平底。 外面タテへラミガキ。内面風化

のため不明。
胎土　 石英を含む
焼成　 良好
色調　 内面灰褐色。外面明茶褐
色

Po283

134

S Y B 区
S K －66

No．964

底部 復底径

5．7

平底。 底部外面へラミガキ。内面へラ

ケズリ。底面内外面ナデ。
胎土　 石英、長石を含む
焼成　 良好

色調　 内面灰褐色。外面明褐色

Po284

134

S Y B 区

S K －66
No．961

962
964

高年 底径13．6 「ハ」の字状に広がる脚部。端

部は肥厚する。

外面タテへラミガキ。内面脚部

上位しぼり、ナデ。下位ナデ。
胎土　 石英を含む

焼成　 良好
色調　 内面茶褐色。外面淡褐色

P o285

134
59

S Y B 区

S K －66
Na974

高塀 底径14．0 「ハ」の字状に大きく広がる胴
部。端部に面をもつ。

外面杯部ハケメ。脚部タテへラ

ミガキ。内面杯部円盤充填、パ

ケメ。脚部上位しぼり目。下位
ナデ。

胎土　 石英を含む。

焼成　 良好
色調　 内面黄灰褐色。外面褐色

Po286 S Y B 区 高年 復脚径 「ハ」の字状に開く脚部。端部 脚部外面タテハケメ。内面脚端 胎土　 長石を含む
134 － S K －66

No．967～979

No．1014へ′1019

13．1 はやや肥厚し、面をもつ。 部ヨコナデ。 焼成　 良好

色調　 内外面褐色

Po287 S Y B 区 高坪 復　 径 「ノ＼」の字状に開く　 部。端部 部夕面へラミガキ　 面ナデ 胎土　 石英、長石を含む
焼成　 良好
色調　 内面暗茶褐色。外面暗茶

色

134 S K －69

No．1059
13．2 に面をもつ。 脚端部ヨコナデ。 0　　　 0

Po288

135

S Y B 区

S K －66

士雪互
口径24．4
底径10．5

口緑部は大きく外反する端部を
内側につまみだす。端部は面を

外面頸部、胴部中位にタテノ＼ケ

メ中位ヨコへラミガキ。下位夕
胎土　 砂粒を含む
焼成　 良好

59 No．956へノ979
No．1041～1009
No．1021

器高57．4 もち円形浮文、刻み目を施す。
外面に4 本の刻み目突帯。頚部

より胴部中位に櫛描平行線文。
波状文を交互にめぐらす。胴部
最大径中位。平底。

テヘラミガキ。内面口緑部ナデ。
胴部下から上方向にハケメ。

色調　 内外面明茶褐色

SK－69
遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　種 法　量

（cm） 形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

Po289 S Y B 区 碧 復口径 「く」の字状に屈曲する口緑、 内外面口緑部ヨコナデ　外面肩胎土　 石英をA ナ、
138
60
S K－69
No．1059

11．7 端部に不規則な刻み目、なだら
かな胴部。小型碧。

○部以下タテノ＼ケメ、内面肩部ハ
ケメ、胴部へラケズリ。

口　　　　　　　　 iヨ　〕0焼成　 良好
色調　 内外面淡褐色

挿表30　下山南通遺跡土鳩弥生土器観察表㊥
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SK－70
遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　種 法　量（cm） 形　　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

Po290 S Y B 区 婆 復口径 「く」の字状に外反する口緑、口緑部内外面ナデ。外面タテハ胎土　石英を多量含む

139 S K－70 17．0 上端を少しつまみあげる。肩部 ケメ。内面ナナメパケメ。 焼成　良好

60 NnlO70 がやや張り、球形を呈す。 色調　内面淡褐色。外面褐色

Po291
139
S Y B 区
S K －70
NG999

底部 復底径
5．3
平底 内外面ナデ。 胎土　石英、長石を含む

焼成　良好
色調　内外面淡灰褐色

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　種 法　量（cm） 形　　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

Po292
140
S Y B 区
S K －71
Noユ004

婆 復口径
17．0
端部僅かに面をもつ口緑 内外面ナデ 胎土　石英、砂粒を含む

焼成　良好
色調　内外面淡明褐色

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　種 法　量（cm） 形　　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

Po293 S Y B 区 婆 復口径 外反する口緑部。端部は丸い。口綾部内外面ヨコナデ。頸部外胎土　石英を少量含む
141 S K －86
No⊥1102

16．3 面タテパケメ。 焼成　良好
色調　内外茶褐色

Po294 S Y B 区 高年 復口径 椀状の杯部。口緑端部は内外に口緑端部内外面ヨコナデ。坪部胎土　石英、長石を含む

141 S K －86 2．8 拡張し、平坦面をもち、上面に外面へラミガキ。内面ヨコナデ焼成　良好
60 Noユ171 斜格子文、端部に刻み目を施す。

口緑上部穿孔あり。

後へラミガキ。 色調　内面赤褐色。外面黒褐色

Po295 S Y B 区 高士不 「ハ」の字状に開く脚部。脚部外面へラミガキ。内面上位から胎土　石英を含む
141
60
SK －86
NG1104

上位に2条の貼付突帯を施す。中程に絞り目。下位ナデ。 焼成　良好
色調　内外面赤褐色

Po296 SY B 区 底部 復底径 平底。 胴部外面へラミガキ、下位へラ胎土　石英、長石を含む

141 SK －86 8．8 ミガキ後横ナデ。内面へラケズ焼成　良好
Noユ170 リ後ナデ。底面ナデ。 色調　内面淡褐色。外面赤褐色

特徴　黒斑あり

Po297 SY B 区 底部 復底径 平底。 外面底部へラミガキ。底面ナデ。胎土　砂粒を含む

141 SK －86
NqllO3

7．0 内面ナデ。 焼成　良好
色調　内面淡茶褐色。外面茶褐
色。

特徴　一部黒斑あり。

Po298 SY B 区 底部 復底径 平底。 外面へラミガキ。底面ナデ。内胎土　石英、長石を含む

141 S K－86
Noユ102

5．4 面ナデ。 焼成　良好
色調　内面暗褐色。外面赤褐色

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　種 法　量（cm） 形　　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

Po299 SY B 区 婆 復口径 外傾する口緑、端部に刻み目を内外面ヨコナデ 胎土　砂粒を含む
146 S K－77
No．993

28．1 施す。 焼成　良好
色調　内外面淡明褐色

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　種

法　量
（cm）
形　　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

Po300 S Y B 区 底部 復底径 平底。 外面へラミガキ後ナデ。内面へ胎土　石英、長石を少量含む

147 S K －78
NoJ003

9．3 ラケズリ後ナデ。 焼成　良好
色調　内面淡褐色、外面明褐色

挿表31下山南通遺跡土鳩弥生土器観察表⑪
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SK－79
遺物番号

挿図番号
図版番号

取上番号 器　 種

・土

法　 量

（cm）

．亡′・・．一　　　　ノ

形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　 考

P o301

148

S Y B 区
S K －79

NG1091

雲互 倭．口径

17．2

ノ亡ノ・．・・・．－　　　　ノ

大きく外反する口綾部。外面に
綾杉状圧痕文。頸部に指頭圧痕

突帯貼付け。

口緑部外面ナデ。頸部外面タテ

パケメ、内面ナデ。

胎土　 石英を少量含む
焼成　 良好
色調　 内外面淡褐色

特徴　 口緑部内面黒斑

Po302

148

S Y B 区
S K －79

‰1091

賓 侵口径
22．0

ノ亡′一一　　　　ノ

「 」の字、’に出　 する口′。 口緑部内外面ヨコナデ。胴部外

面タテノ＼ケメ。内面ナデ。
胎土　 砂粒を含む
焼成　 良好

色調　 内外面淡褐色

端部をつまみあげる、胴部はあ
まり張らない。

Po303 S Y B ズ 脚部 侵氏径 「ハ」の字、、にムがる　 吾。端 ナナメパケ後ナデ。　　 ヨ 台　　 砂粒を含む
148 S K －79

No．1091

15．4 部は面をもち、刻み目を施す。
裾部に大きな穿孔。

コナデ。 焼成　 良好

色調　 内面淡褐色。外面淡灰褐
色

遺物番号

挿図番号
図版番号

取上番号 器　 種

＝±ここ・

法　 量

（cm）

ノ

形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

P o304

150
60

S Y B 区
S K －81
No．1123

竺互 口径20．8

ノー　　　　ノ

大きく外反し、端部に面をもつ

口緑部外面に綾杉状圧痕文を施
す。頸部に2本刻み目突帯貼付

け。

外面口頸部タテハケメ、内面口
緑部ヨコナデ。頸部ナデ。

胎土　 砂粒を含む
焼成　 良好
色調　 内外面淡褐色

P o305 S Y B メ 聾 す星口径 「く」の字、’に出　 する口′。 口′　吾　　　 ヨコナデ　　　 肩 胎土　 砂粒を含む

焼成　 良好
色調　 内外面淡黄褐色

150 S K －81

Nal181
25．4

ノ：レ　　　　ノ

端部は丸い。肩はなだらか。

√⊥†　　、

○部タテノ、ケメ、内面ハケメ後－
部へラミガキ。

Po306 Y B X 婆 侵口径 「 」の子、に出　　 る口′。 口…　吾　　　　 ヨコナデ　　　 。胎土　 砂粒を含む

焼成　 良好
色調　 内面淡褐色。外面褐色

150 S K －81
‰1112

20．5

ノて′・一一

口緑端部は丸い。肩部なだらか。

、J

○部タテハケメ。内面ハケメ。

Po307

150

S Y B 区
S K －81
Nall12

底部 俊底部

6．4

あけ底気味の平底。 外面タテヘラミガキ。内面ナデ。胎土　 砂粒を含む
焼成　 良好
色調　 内面赤褐色。外面淡明褐

色
特徴　 内面赤色顔料付着

Po308 S Y B 区 底部 復底径 平底 外面タテへラミガキ　 内面へラ 胎土　 砂粒をA む
150 S K －81
No．1128

5．8 ヽケズリ。底部ユビオサエ 口　　　　　　　　　　 己
焼成　 良好

色調　 内面黒色、外面褐色

P o309

150

S Y B 区
S K －81

‰1121

底部 復底径

4．3

平底 外面タテヘラミガキ。内面ナデ。胎土　 砂粒を含む

焼成　 良好
色調　 内面黒褐色。外面明褐色

遺物番号

挿図番号
図版番号

取可 器士種
法　 量

（cm）

′′・・・▼一一　　　　′

形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

Po310 S Y B X 宣E 侵口径 頃する口宗吾。端吾は　 早し 口持吾　　 ＼定　 口へラこガキ 胎土　 石英を少量含む。
焼成　 良好

色調　 内外面茶褐色

153
60
S K －82
NG1165

22．2

′′・・・一　　　　ノ

平坦面をもつ。上面に刻み目突
帯を施し、外側に圧痕文を施す。

外面に刻み目突帯。棒状突帯を
貼付ける。

、、口緑部ヨコナデ。

P o311 S Y B X 碧 俊口径 「 」の字、’に出　 する口伸端 口′　吾ヨコナデ　 石立 胎土　 石英を含む
焼成　 良好
色調　 内外面淡黄褐色

153
60
S K －82
No．1113

23．5

′J‾・▼▼一　　　　′

部は丸く刻みを施す。 ○　　　　　口面細かいタテノ＼ケメ、胴部内面

パケメ。

P o312 S Y B メ 婆 イ星口径 「 」の字、’に出　 する口緑。 口仙吾　　　 ヨコナデ　　　 肩 胎土　 砂粒を含む
焼成　 良好153 S K －82 17．8

′′・・・・・・．一　　　　′

端部は丸い。 ○部ナデ。内面不規則なヘラミガ
No．1113 キ。 色調　 内面明茶褐色。外面黒褐

色

Po313 S Y B ズ 碧 侵口径 「く」の字状に出　 する口嘉。 口′　吾　　　　 ヨコナデ　 タ　　 ロム　　 砂粒を含む
153 S K －82

No．1113
23．5

ノ′・．一　　　　′

端部はややつまみあげて刻みを
施す。肩は張らない。

○部タテノ、ケメ。内面ノ、ケメ。 口
焼成　 良好
色調　 内面茶褐色。外面乳白色

Po314

153

S Y B 区
S K －82

N81113

要 †星口径

17．0

口緑端部やや肥厚し、わずかな
面をもつ。外面に貝殻腹緑によ

る圧痕。

内外面ヨコナデ。 胎土　 砂粒を含む
焼成　 良好
色調　 内外面明茶褐色

Po315 S Y B 区 要 復口径 口緑端部やや角ぼる。頸部に指 口緑内外面ヨコナデ。肩部内外 胎土　 石英を含む
153
60
S K －82

No．1113
26．0 頭圧痕突帯を施す。 面ノ、ケメ。 焼成　 良好

色調　 内外面茶褐色

Po316

153

　〔

S Y B 区

S K －82
Nal113

底部 復底径

11．0

ノ′

平底。器壁はやや厚い。 外面タテヘラミガキ。内面ナデ。胎土　 石英を含む
焼成　 良好

色調　 内面灰褐色。外面淡褐色

P o31／

153

S Y B 区
S K －82

‰1113

底部 底径 9．0 平底。 外面タテヘラミガキ。内面ナデ

底部ユビオサ工。
胎土　 石英を含む

焼成　 良好
色調　 内面暗褐色。外面淡明褐
色

挿 表32　 下 山南 通遺 跡土 墳弥 生土 器観 察表 ㊥
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SK－83

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　 種 法　 量（cm） 形　　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　　 考

Po318 S Y B 区 ・＝土ニ・竺∑ ゆるやかに張る肩部。4条の櫛 肩部外面タテハケメ、内面剥離胎土　石英を含む
155 S K－83 描平行線文。綾杉状文を交互にのため調整不明。 焼成　良好
60 Noユ195 施文する。 色調　 内面赤茶褐色。外面暗茶

褐色

Po319 S Y B 区 婆 復口径 口緑は「く」の字状に屈曲する。口緑部内外面ヨコナデ、内面肩胎土　石英、長石を含む。
155 S K－83
Noユ194

17．0 口緑端部は僅かにつまみあげる。部タテパケメ。 焼成　良好
色調　 内面明褐色。外面暗褐色

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　 種 法　 量（cm） 形　　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　　 考

Po320 S Y B 区 士宣E 復口径 ゆるく屈曲する頸部から外傾し内外面ヨコナデ。 胎土　石英を含む
157 S K－85 9．2 て立ちあがる口緑。端部は外方 焼成　良好
恥1100 に拡張し刻み目を施す。 色調　 内外面明褐色

Po321 S Y B 区 婆 復口径 「く」の字状に屈曲する口緑。 口緑部内外面ヨコナデ。 胎土　石英を含む
157 S K －85
Noユ100

14．0 端部は上方につまみあげる。 焼成　不良
色調　 内面明褐色。外面茶褐色

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　 種 法　 量（cm） 形　　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　　 考

Po322 S Y C 区 士宣E 外反する口頸部。頸部上位刻み 頸部外面上位ヨコナデ。下位夕胎土　 長石、石英を含む
163 S K －21 目突帯2本、下位に7条の櫛描 テハケメ後ヨコナデ。内面下位焼成　良好
60 Na520 平行沈線を施す。 ヘラミガキ後ヨコパケ。 色調　 内外面赤褐色

Po323 S Y C 区 婆 復口径 口緑部は内傾して上下に拡張す 口頸部内外面ヨコナデ。 胎土　 微砂粒を含む
163 S K －21
No．520

15．5 る。外面に3本の凹線を施す。 焼成　 良好
色調　 内外面淡褐色

Po324 S Y C 区 婆 復口径 外反する口緑。端部は面をもち口頸部内外面ヨコナデ。 胎土　 石英、長石を含む
163 S K －21
Pも520

18．0 凹線を刻み目を施す。 焼成　 良好
色調　 内外面淡赤褐色
特徴　 外面黒斑あり

Po325 S Y C 区 蜜 復口径 口緑端部は内傾して上下に拡張 内外面口頸部ヨ∴コナデ。胴部外 胎土　 石英、長石を含む。
163 S K －21 18．0 する。外面に2条の凹線を施す。面タテハケメ。胴部内面ヨコハ焼成　 良好
60 Na561 頸部は「く」の字状に屈曲し、

胴部やや張る。
ケ。 色調　 内面赤褐色。外面淡赤褐

色

Po326 S Y C 区 高塀 復口径 土不部は大きく開き口緑部は強く口綾部内外面ヨコナデ。坪部内胎土　 多量の長石を含む
163 S K －21
No．562

20．5 内湾する。 外面へラミガキ。 焼成　 良好
色調　 内外面淡黒褐色

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　 種 法　 量（cm） 形　　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　　 考

Po327 S Y C 区 賓 復口径 口緑端部は上下に拡張し面をも内外面ヨコナデ。 胎土　 細砂粒を含む
164 S K －22
No．521

18．0 つ。外面に凹線を施す。 焼成　 良好
色調　 内面褐色。外面淡赤褐色

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　 種 法　 量

（cm） 形　　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　　 考

Po328 S Y C 区 婆 復口径 頸部は「く」の字状に屈曲し、 口頸部内外面ヨコナデ。外面胴 胎土　 細砂粒を含む
165 S K －23 15．0 口緑端部は内傾し、上下にやや部上位タテノ＼ケメ。正位タテへ焼成　 良好
No．527 拡張する。外面に凹線を施す。 ラミガキ。内面胴部上位ノ＼ケメ。

下位ハケ後ナデ消し。．底部付近

へラケズリ。

色調　 内面黄褐色。外面暗茶褐
色

Po329 S Y C 区 底部 復底径 平底。 外面ハケメ後タテへラミガキ。胎土　 砂粒を含む
165 S K －23
No．531

5．4 内面へラケズリ。 焼成　 良好
色調　 内面暗褐色。外面黒褐色

挿表33　下山南通遺跡土鳩弥生土器観察表⑲
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SK－93

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　種 法　量（cm） 形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

Po330 S Y C 区 士宣E 復口径 口緑部はほぼ直立し、端部は上胴部外面タテパケメ。内面ヨコ胎土　石英　長石を含む
167
60
S K －24
Nn522

8．0 部に平坦面をもつ。 ナデ。 ヽ焼成　良好
色調　 内外面淡灰褐色

Po331 S Y C 区 要 復口径 口緑端部は内傾して上方に拡張内外面口頸部ヨコナデ。胴部外胎土　微砂粒を含む
167 S K －24 16．2 する。外面には2条の凹線を施面パケメ後タテパケメ。内面タ焼成　良好
60 Nは522 す。肩はあまり張らない。 テパケメ後ナデ。 色調　内外面淡褐色

Po332 S Y C 区 婆 復口径 口緑端部は内傾してやや上下に内外面口頸部ヨコナデ。胴部外胎土　極細砂粒を含む
167 S K －24 16．0 拡張する。外面には、2条の凹面タテパケ。胴部内面粗いパケ焼成　良好
60 NG522 線を施す。頸部は「く」の字状

に屈曲し、胴部につづく。
メ後ナデ。 色調　内外面淡赤褐色

Po333 S Y C 区 婆 復口径 口緑端部は内傾して面をもち、内外面口頸部ヨコナデ。胴部夕胎土　石英　長石を含む
167 S K －24 16．0 2条の凹線を施す。頸部は「く」テパケメ内面ヨコパケの後ナデ。 ヽ焼成　良好
Na522 の字状に屈曲し、胴部につづく。 色調　内面淡赤褐色。外面淡褐

色

Po334 S Y C 区 高塀 復脚径 「ハ」の字状に開く脚台部。端筒部内面ヨコナデ。中位に絞り。胎土　石英　長石を含む
167 S K－24 12．7 部は肥厚して、面をもち2条の ヽ焼成　良好
60 Na522 凹線。筒部は上部より、貼付突

帯。4条の凹線、三角形透し、
7条の凹線の順に裾部まで施す。

色調　内外面淡褐色

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　種 法　量（cm） 形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

Po335 SY C 区 高杯 復口径 浅い杯部で口緑は内湾する。外内外面横ナデ。 胎土　石英　長石を含む
168 SK －25
Na519

20．0 面に2条の凹線を施す。 ヽ焼成　良好
色調　 内外面黒褐色

Po336 S Y C 区 底部 復底径 平底。 外面タテへラミガキ。内面へラ胎土　細砂粒を含む
168 S K －25
No．519

5．3 ケズリ後ナデ。 焼成　良好
色調　内外面暗黒褐色

Po337 S Y C 区 底部 復底径 平底。 外面タテへラミガキ。内面へラ胎土　石英　長石を含む
168 S K －25
Nq519

5．5 ケズリ後ナデ。 ヽ焼成　良好
色調　内外面黒褐色

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　種

法　量
（cm） 形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

Po338 S Y B 区 婆 復口径 頚部は「く」の字状に折れ、口内外面口頸部ヨコナデ。肩部外胎土　砂粒を含む
171 S K－97 19．8 緑端部は内傾して上下に拡張す面タテパケメ。肩部内面へラケ焼成　良好
61 ‰1277 る。外面に2条の凹線。肩部は

張らない。
ズリ。 色調　 内面淡褐色。外面黒褐色

Po339 S Y B 区 底部 復底径 平底。 外面タテへラミガキ。底面ナデ。胎土　砂粒を含む
171 S K－97
Noユ277

5．4 底部ユビオサエ。 焼成　良好
色調　 内面灰褐色。外面茶褐色

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　種 法　量

（cm） 形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

Po340 S Y D 区 要 復口径 「く」の字状に屈曲する口緑端内外面口緑部ヨコナデ。 胎土　砂粒を含む
175 S K －05 15．8 部はやや拡張し、上下端部に刻 焼成　良好
No．26 み目。外面に凹線を施す。器壁

は薄い。
色調　内外面淡褐色

Po341 S Y D 区 婆 復口径 口緑端部を拡張し、面をもつ。口緑部内外面ヨコナデ。端部は胎土　石英を少量含む
175 S K －05
No．26

17．2 器壁は蒲い。 強くナデる。 焼成　良好
色調　内外面淡灰褐色

挿表34　下山南通遺跡土鳩弥生土器観察表⑭
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SK－105

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　 種 法　 量（cm） 形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

Po342 S Y C 区 婆 復口径 口緑端部は内傾して上下に拡張外面頸部強いナデ。胴部ナナメ胎土　 砂粒を含む
179 S K －13 21．7 し、平坦面をもつ、外面に4条 パケ。内面ナデ。 焼成　 良好
61 No．398 の凹線を入れ、その上に刻み目

と円形浮文を施す。頸部に刻み
目突帯をめぐらす。

色調　 内外面淡褐色

Po343 S Y C 区 底部 復口径 平底。 底部外面へラミガキ。底面外面 胎土　 砂粒を含む
179 S K －13
NG399

8．0 ナデ。 焼成　 良好
色調　 内面明褐色。外面淡褐色

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　 種 法　 量（cm） 形 ．　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

Po344 C 区 婆 復口径 頸部は「く」の字状に屈曲し、 口緑部内外面ヨコナデ。外面胴 胎土　 砂粒を含む
181 S K －01 17．6 口緑端部上端をつまみあげるく部上位タテパケメ、下位へラミ焼成　 良好
61 Nn360 胴部最大 りあげ口緑。外面には2条の凹 ガキ。内面胴部上位ナナメパケ色調　 内面暗褐色。外面淡褐色

径　 22．9
底径 6．5
復器高

29．3

線。胴部はゆるやかに張りだし
平底におわる。

下位へラケズリ後タテパケ。

Po345 C 区 婆 口径16．2 頸部は「く」の字状に屈曲し、外面口緑部ヨコナデ。外面胴部 胎土　 砂粒を含む
181 S K －01 胴部最大 口縁端部上端を拡張するくりあ上位パケメ下位へラミガキ。内焼成　 良好
61 No．360、 径 19．8 げ口緑。胴部はゆるやかに張り面胴部ナナメパケ、下位へラケ色調　 内外面淡黄褐色
361 底径 5．4

器高26．2
平底におわる。口緑端部2条の
凹線を施す。

ズリ、底面ユビオサ工。 特徴　 外面一部スス付着

Po346 C 区 婆 口径16．2 頸部は「く」の字状に屈曲し、内外面口緑部ヨコナデ。胴部上 胎土　 砂粒を含む
181 S K －01 胴部最大 口緑上端を拡張するくりあげ口位タテパケ、下位へラミガキ、焼成　 良好，
61 No．360、 径　21．8 緑。胴部はゆるやかに張り、平 底面ヨコナデ。内面胴部上位粗 色調　 内外面褐色
361 底径 6．0 底におわる。口緑端部3条の凹 いパケメ、下位へラケズリ。底 特徴　 外面スス付着

器高31．7 線を施す。 面へラケズリ後ユビオサ工。

Po347 C 区 聾 復口径 頸部は「く」の字状に強く屈曲 口緑部内外面ヨコナデ。肩部内胎土　 砂粒を含む
181 S K －01 17．0 し、口緑上端をつまみあげるく外面タテハケメ。 焼成　 良好
61 No．360、 リあげ口緑。外面に3条の凹線 色調　 内面淡褐色～暗褐色
361 を施す。 外面淡明褐色

特徴　 外面黒斑あり

Po348 C 区 碧 復口径 頸部は「く」の字状に屈曲し、 口緑部内外面ヨコナデ。肩部内胎土　 砂粒を含む
181 S K－01 18．9 口緑端部は上下に拡張し内傾す外面パケメ。 焼成　 良好
61 No．360 る。外面には3条の凹線、頸部

には指頭圧痕突帯を貼付ける。
色調　 内面淡褐色。外面淡褐色

Po349 C区 賓 復口径 頸部は 「く」の字状に屈曲し、 口緑部内外面ヨコナデ。肩部内胎土　 砂粒を含む
181 S K －01 17．7 口緑端部は上下に拡張し内傾す外面ハケメ。 焼成　 良好
61 NG360 る。外面には3条の凹線、頚部

には指頭圧痕突帯を貼付ける。
色調　 内面黒褐色。外面淡褐色

Po350 C 区 高坪 「ノ＼」の字状に開く脚部。 外面へラミガキ。内面しぼり。胎土　 砂粒を含む
181 S K －01
No．361

受部ナデ。脚部へラケズリ。 焼成　 良好
色調　 内面淡褐色。外面赤褐色

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　種 法　 量（cm） 形　　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　　 考

Po351 S Y －C 婆 復口径 口緑端部は内傾して面をもち、 口緑部内外面ヨコナデ。肩部外 胎土　 微砂粒を含む
182 区 22．4 上端はつまみ出す。頚部は刻み面ナナメハケ後ナデ。肩部内面 焼成　 不良
61 SK －02
2D －a
Nn35．7

目突帯をめぐらす。 ナデ。 色調　 内外面淡橙褐色

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　種 法　 量（cm） 形　　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　　 考

Po352 C 区 婆 復口径 大きく外反する口緑で、端部を内外面ヨコナデ。 胎土　 砂粒を多量に含む
183 S K －08
No．377

16．0 つまみあげる。 焼成　 良好
色調　 内外面淡褐色

Po353 C 区 底部 復底径 平底。 外面へラミガキ、底面ヨコナデ胎土　 砂粒を多量に含む

183 S K －08
Nn377

6．9 内面ナデ。 焼成　 良好
色調　 内外面淡褐色

挿表35　下山南通遺跡土壌弥生土器観察表⑯
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SK－109

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　種 串　量

（cm）
形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

Po354 C 区 紡錘車 長径6．6 弥生土器転用の紡錘車未成晶。 表面へラミガキ。 胎土　砂粒を含む
183
62
S K－10
Nは382

短径6．2
厚さ0．65
穿孔不明。 焼成　 良好

色調　 内面淡灰褐色、外面暗褐
色

遺物番号
挿図番号
図版番号

b－ h

取上番号 器　 種 法　量（cm） 形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

Po355 C 区 婆 復口径 「く」の字状に屈曲し、口緑は内外面ナデ。 胎土　 砂粒を含む
185 S K －12 17．1 わずかに内傾し上方に拡張する。 焼成　 良好
Nq387 外面に3条の凹線を施す。 色調　 内外面淡褐色

Po356 C 区 婆 復口径 「く」の字状に折れる口緑。端 内外面ナデ。 胎土　 砂粒を含む
185 S K －12
NG434

11．6 部はやや面をもつ。 焼成　 良好
色調　 内外面淡褐色

Po357 C 区 高年 「ハ」の字状に開く高杯脚部。外面タテへラミガキ。内面剥離 胎土　 砂粒を含む
185 S K －12
NG431

長方形透し孔有り。 のため不明。 焼成　 良好
色調　 内外面淡褐色

Po358 C 区 高塀 筒状の脚部。2本の貼付突帯を外面タテパケメ。内面しぼり。 胎土　 微砂粒を含む
185 S K －12
No．434

施す。 円盤充填。 焼成　 良好
色調　 内外面淡茶褐色

Po359 C 区 高士不 復脚径 「ハ」の字状に開く脚部。脚端外面へラミガキ。内面へラケズ胎土　 砂粒を多量含む
185 S K －12
Na433

12．0 部は面をもち内湾する。 リ。端部ヨコナデ。 焼成　 良好
色調　 内面灰褐色。外面赤褐色
特徴　 赤色塗彩

Po360 C 区 高杯 復脚径 「ハ」の字状に開く脚部。脚端外面へラミガキ、端部ヨコナデ。胎土　 砂粒を含む
185 S K －12 11．5 部は面をもち、上端をつまみ上 内面ヨコナデ。 焼成　 良好
No．386 げる。 色調　 内外面赤褐色

Po361 C 区 底部 復底径 平底。 外面へラミガキ、底面ナデ。内胎土　 砂粒を含む
185 S K －12
No390

5．4 面ナデ後へラミガキ。 焼成　 良好
色調　 内外面灰褐色

Po362
185
C 区
S K －12
NG434

底部 復底径
6．2
平底。 内外面ナデ。 胎土　 砂粒を多量に今む

焼成　 良好
色調　 内面暗褐色。外面淡赤褐
色

Po363 C 区 底部 復底径 平底。 外面へラミガキ。底面ナデ。内胎土　 砂粒を含む
185 S K －12
Nは434、
388

8．8 面へラケズリ後ナデ。 焼成　 良好
色調　 内外面淡褐色

Po364 C 区 底部 復底径 平底。 外面タテへラミガキ。内面へラ胎土　砂粒を含む
185 S K－12
No．388

7．3 ケズリ。 焼成　良好
色調　 内外面黒褐色

Po365 C 区 底部 復底径 平底 外面へラミガキ、底面ナデ。内胎土　砂粒を含む
185 S K－12 6．6 面底部へラケズリ、底面へラケ焼成　良好
Nは389 ズリ後オサ工。 色調　 内外面淡褐色

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　種 法　量

（cm） 形　　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

Po366 SY C 区 士璽E 復口径 口緑部が大きく開き、下端が拡 内外面ナデ。 胎土　 砂粒を含む
186 SK －06 25．4 張され平坦面をもつ。外面に凹 焼成　 良好
61 ．Na367 線刻み目を施す。口緑部外面に

3条の貼付突帯を施す。
色調　 内外面淡褐色

Po367 SY C 区 婆 復口径 頸部は 「く」の字状に屈曲し、 口緑内外面ヨコナデ。肩部内外 胎土　 石英を含む
186 SK －06 17．0 口緑端部は肥厚して面をもつ。面ナデ。 焼成　 良好
No．363 外面に2条の凹線を施す。 色調　 内面褐色、外面黒褐色

Po368 S Y －C 底部 底部径 平底。 底部外面ミガキ。内面へラケズ胎土　 砂粒を含む
186 区 8．0 リ。底面ナデ。内部ナデ。ユビ焼成　 良好
S K －06
No．363

オサエあり。 色調　 内外面褐色

Po369 S Y C 区 紡鍾車 長径5．4 弥生土器転用の紡錘車。表面に外面へラミガキ。内面ナデ。周胎土　 砂粒を含む
186
62
S K －06
C －a
‰364

短径4．9
孔径0．5
貝殻状工具による施文。 緑部は打ち欠き整形。 焼成　 良好

色調　 内外面暗褐色

挿表36　下山南通遺跡土鳩弥生土器観察表⑯
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SK－112

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　 種 法　 量（cm） 形　　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　　 考

Po370 S Y C 区 ＝土ご雲互 復口径 大きく外反する口緑部。端部拡 内外面ヨコナデ。 胎土　 砂粒を含む
188 S K －07 19．4 張し面をもつ。外面には凹線後 焼成　 良好
61 No．370 刻み目。口緑内面櫛描波状文、

凹線を施す。
色調　 内外面赤褐色

Po371 S Y C 区 賓 復口径 口緑端部内傾し上下に拡張する内外面ヨコナデ。 胎土　 石英を含む
188 S K －07
Na372

19．2 外面には凹線後刻み目を施す。 焼成　 やや不良
色調　 内外面淡褐色

Po372 S Y C 区 誓 復口径 頸部 「く」の字状に屈曲し、口 内外面ヨコナデ。 胎土　 砂粒を含む
188 S K －07 17．7 緑端部は内傾して上方につまみ 焼成　 良好
No．373 あげる。外面に凹線を施す。 色調　 内外面淡褐色

Po373 S Y C 区 聾 復口径 頸部 「く」の字形状に屈曲し、 口緑部内外面ヨコナデ。胴部外 胎土　 細砂粒を含む

188 S K －07 19．8 口緑端部は内傾して上下に拡張面タテパケメ後ナデ。内面粗い焼成　 不良
61 NG369
4　　　B
Na190
3　　　C
No．116、
117、165

面をもつ。外面には3条の四線、
頸部に刻み目突帯。胴部やや張
り出す。

サケ。 色調　 内外面淡赤褐色

Po374 S Y C 区 蓋 口径9．8 小型の笠形。頂部につまみが付 内外面へラミガキ。つまみオサ胎土　 砂粒を含む
188 S K －07 く。端部わずかに面をもつ。円 エ調整。 焼成　 良好
61 NG374 孔が2穴を対に4穴穿孔。 色調　 内外面淡褐色

Po375
188
S Y C 区
S K －07
Nn372

底部 底部径
8．5
不明瞭な平底。 内外面ナデ。 胎土　 砂粒を含む

焼成　 良好
色調　 内外面赤褐色

Po376 S Y C 区 底部 復底径 平底。 外面底部へラミガキ。底面ナデ胎土　 砂粒を含む
188 S K －07
Na373

7．6 内面へラケズリ後ナデ。 焼成　 良好
色調　 内外面淡褐色 ‘
特徴　 黒斑あり

Po377 S Y C 区 底部 復底径 平底。 外面底部へラミガキ。底面ヨ‾コ胎土　 砂粒を含む
188 S K －07
Na370

7．6 ナデ。内面へラミガキ 焼成　 良好
色調　 内外面淡褐色

Po378 S Y C 区 底部 復底径 平底。 外面底部へラミガキ、底面ナデ胎土　 砂粒を含む
188 S K －07
NG373

6．2 内面へラケズリ後ナデ。 焼成　 良好
色調　 内外面暗灰褐色

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　種 法　量（cm） 形　　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　　 考

Po379 C 区 婆 頸部が「く」の字状に屈曲し、 口頸部内外面ヨコナデ。肩部外 胎土　細砂粒を少量含む

189 S K －04
No．359

端部はやや肥厚する。 面タテハケ。内面ナナメハケ。焼成　良好
色調　 内面暗褐色

Po380 C 区 婆 復口径 頸部が 「く」の字状に屈曲し、 口線内外面ヨコナデ。胴部内外胎土　砂粒を含む
189 S K－04 15．2 端部は上方に拡張する。外面2 面パケメ。 焼成　 やや不良
No．359 条の凹線を施す。 色調　 内外面褐色

Po381 C 区 高杯 椀状の土不部。端部は内外に拡張 外面受部上位ヨコナデ。下位へ胎土　石英を多量含む

189 S K－04 し平坦面をもち3本の凹線を施 ラミガキ。内面ヨコナデ後へラ焼成　 やや不良
NG359 す。土不部外面3本の凹線を施す。ミガキ。 色調　 内面赤褐色。外面淡黒色

Po382 C 区 底部 復底径 平底。 外面へラミガキ。底面ヨコナデ胎土　細砂粒含む
189 S K－04
No．359

9．4 内面ナデ。 焼成　 やや不良
色調　 内面褐色。外面暗褐色

Po383 C区 底部 復底径 平底。 外面タテハケ後へラミガキ。底胎土　石英を含む
189 S K－04 9．8 面ナデ。内面ナデ。外面タタキ焼成　 良好
No．359 状痕跡が残る。 色調　 内面黒褐色。外面黒褐色

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　 種 法　量（cm） 形　　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　　 考

Po384 S Y C 区 誓 復口径 口緑端部は内傾して上方に拡張 内外面ヨコナデ。 胎土　細砂粒を含む
192 S K －33 16．7 するくりあげ口緑。外面に3条 焼成　 良好
No．567 の凹線を施す。 色調　 内外面黒褐色

Po385 S Y C 区 底部 底径 7．8 平底 外面へラミガキ。底面ヨコナデ。胎土　石英、長石を含む

192 S K －33
No．570

底部内面ユビオサ工。 焼成　 良好
色調　 内外面赤褐色

挿表37　下山南通遺跡土鳩弥生土器観察表⑰
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SK－117

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　 種 法　量（cm） 形　　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

Po386 S Y C 区 婆 復口径 内傾し、端部を上方に拡張する内外面ヨコナデ。 胎土　 細砂粒含む
194 S K －34
‰564

16．6 くりあげ口緑で二条凹線を施す。 焼成　 良好
色調　 内外面茶褐色。一部黒色

Po387 S Y C 区 高塀 復脚径 脚部中位に貼付突帯、下位三角脚部外面パケ後ナデ。端部ヨコ胎土　 細砂粒を含む
194 S K －34 6．2 透しを持つ。脚端部を上方にくナデ。内面脚部ナデ。 焼成　 良好
61 NG564 りあげる。 色調　 内外面暗褐色

Po388 S Y C 区 底部 復底径 平底。 胴部外面へラミガキ。底面ナデ胎土　 石英を含む
194 S K －34
NG564

4．8 内面ナデ。 焼成　 良好
色調　 内外面黒茶褐色

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　 種 法　 量（cm） 形　　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

Po389 S Y C 区 碧 復口径 口緑端部は上方に拡張するくり内外面ヨコナデ。 胎土　 細砂粒を含む
195 S K －29 19．2 あげ口緑。外面に3条の凹線を 焼成　 やや不良
No．586 施す。 色調　 内外面淡褐色

遺物番号
挿図番号
図版番号
取上番号 器　 種 法　量

（cm） 形　　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

Po390 S Y C 区 碧 復口径 外反する口緑上端を僅かにつま内外面ナデ。 胎土　 砂粒を含む
196 S K－16 10．6 みあげる。端部外面には刻み目 焼成　 良好
Na451 を施す。 色調　 内外面褐色。

Po391 S Y C 区 底部 復底径 平底。 外面底部へラミガキ。底面ナデ。胎土　 石英を含む
196 S K －16 5．6 内面へラケズリ後ナデ。底部中焼成　 やや不良
No．500 央充填。 色調　 外面淡茶褐色。内面淡黒

色

挿表38　下山南通遺跡土鳩弥生土器観察表⑯

B区集石－01
遺物 番号
挿 図番号

図版 番号
取上番 号 器　 種

法　 量
（cm ）

形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

P o 392 S Y B 区 ・ここ±ご竺E 口緑 が大 き く外反 す る頸部。 外 外面 タテノ＼ケ。内面上 位 ヨコノ＼胎土　 石英 を含ナ、
200
6 1
6 － 0
N o．929

面 に指 頭圧 痕突帯 を め ぐらす。

（口緑 部欠 損）
ケ。下 位ナ デ。 L＿　　　　　　　LJ焼成　 良好

色調　 内面 褐色 。外面 明褐 色

P o 393 S Y B 区 ＝±＝・宣E 外反 す る頸部 。外 面 に貼付突 帯 外 面細 か いタテノ＼ケ。 内面 剥離 胎土　 石英　 長 石 を少量含 ナ、
200
6 1

6 － 0
Na 927

を施 す。 （口緑部 欠損） のため不 明。 　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　LJ焼 成　 良好
色調　 内面 暗褐 色。外 面淡 褐色

P o3 94 S Y B 区 ＝土ご
ヨ互 胴 部 に向か って なだ らかに開 く 外面 タテノ＼ケメ。内面 風化 に よ 胎土　 石英　 長石 を含ナー

2 00

6 1
6 － 0
No．9 28

肩部。 外面 に 7 ～ 8 条 の櫛描平

行線 と波状文 を交互 に施 す。
リ調 整不 明。 　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

焼 成　 良好
色調　 内外面 茶 褐色－ 部暗 褐色

P o3 95 S Y B 区 ＝士ご宣E 復 口径 外 反す る 口緑 部、端 部 は拡 張 し 外面 ナ デ。内面 ナ デ後 一部 ミガ 胎 土　 石英　 長石 を含 ナー
20 0
6 1

6 － 0
NG9 27

19 ．0 平 坦面 を もつ。上面 に は斜格子
文 、端部 に は、工具 に よる刻 み

を施す。 外面 に刻 み目突帯 。浮
文 を貼付 け。

キ。 　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　J焼 成　 良好
色調　 内面褐 色。 外面 明褐 色

挿表39　下山南通遺跡集石弥生土器観察表

C区Pit出土土器

遺物番号
挿図番号
図版番号

取上番号 器　 種
法　 皇

（cm） 形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

Po 396 S Y C 区 碧 復口径 頚部 「く」の字状に屈曲 し、口l口緑部内外面 ヨコナデ。外面胴 胎土　 石英　 長石を含ナ、
20 1
61
2 F
P － 6
N o．408

15．8 緑端部内傾 して上下に拡張する。
外面には3 条の凹線を施す。

部 タテノ＼ケ後ナデ。内面ナデ。 　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し＿ノ焼成　 良好
色調　 内面黒褐色。外面褐色

Po 397 S Y C ＿区 碧 復口径 口緑端部は内傾 して上下 に拡張 内外面 ヨコナデ。 胎土　 微砂粒を含む
201
6 1
3 D
P －29
N o．449

2 1．6 し、外面に3 条の凹線を施す。 焼成　 やや不良
色調　 内外面褐色

Po3 98 S Y C 区 婆 復口径 口緑端部つまみあげ面をもつ。 内外面 ヨコナデ。 胎土　 徴砂粒を含ナ、
201 2 F

P － 2
No，4 13

6．0 外面凹線後刻み目を施す。 焼成　 良好
色調　 内外面赤褐色
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遺物番号
挿図番号
図版番号

取上番号 器　 種
法　 量
（cm） 形　　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　　 考

Po399 S Y C 区 婆 復口径 口緑端部内傾して上下に拡張す 内外面 ヨコナデ。 胎土　 石英、長石を含む
201 2 F

P － 2
Ph 413

1 1．8 る。外面には 2条の凹線 を施す。 焼成　 良好
色調　 内外面淡褐色

Po400 S Y C 区 婆 復口径 口緑端部は上下に拡張 して面を 内外面 ヨコナデ。 胎土　 微砂粒 を含む。
201 2 E 19．0 もち、頸部は i‾く」の字状に屈 焼成　 やや不良
61 P －45
N a446

曲する。頸部に刻み目突帯を施
す。

色調　 内外面灰褐色

Po401 S Y C 区 高塀 復口径 椀状の坪部下半から屈曲し外反 師部外面へラミガキ後ナデ。内 胎土　 石英を含む。
201 3 F 19．5 する口緑。口緑端部は丸 くおさ 面へラミガキ。端部ヨコナデ。 焼成　 良好
61 P －13
N n439

める。 色調　 内面淡黄褐色。外面赤褐
色

Po402 S Y C 区 底部 復底径 平底。 外面底部へラ ミガキ後ナデ。底 胎土　 石英、長石を含む
201 2 F

P － 1
N o．40 7

6．8 面ナデ。内面ユビオサエ後ナデ。焼成　 良好
色調　 内面淡赤褐色。外面淡褐
色

挿表40　ピット出土弥生土器親察表

B区南部自然河川

遺物 番号

挿 図番号
図版 番号

取上 番号 器　 種
法　 量

（cm ）
形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

P o403 S Y B 区 －＝土ご宣E 復 口径 大 き く外傾 する 口緑 部。 端部 は 外面 頸部 上位 ヨ コナデ。 内面粗 胎土　 石英 を含 む

2 02 S D － 0 1 24 ．8 肥 厚 し、平坦面 を もつ。 上面 に いヘ ラ ミガ キ。 焼成　 良好
62 Ph 1256、 斜 格子 文 と円形 浮文 を施 す。端 色調　 内面 明茶 褐色。 外面 茶褐
N o．1184

4 M
No．7 01

部 に刻 み 目。 外面 に刻 み目突帯

と棒状 浮文 を施す。

色

P o404 S Y B 区 －＝量＝・宣E 口径 5 ．0 細 い筒状 の 口緑部。 端部 は面 も 外 面へ ラ ミガキ。 内面ナ デ。 胎土　 石英 、長 石 を含 む。

2 02
62

S D － 0 1

No．1256
つ。 焼成　 良好

色調　 内外 面褐 色

P o40 5 S Y B 区 －＝土こ二重E 復 口径 口緑 がやや外 反 しなが ら立 み上 外面 口頸部 ヨ コナ デ。肩部 タテ 胎土　 砂粒 を含 む。

2 02 S D － 0 1 10 ．8 が る直 口壷。 端部 はや や肥厚 す ハケ メ。内面 ヨコナデ。 焼成　 良好
Nは1256、

N o．127 5

る。 色調　 内外 面淡 褐色

P o4 06 S Y B 区 婆 口径 13 ．7 「く」の字状 に屈 曲す る口緑部 。 口頸部 内外面 ヨコナデ。胴 部外 胎土　 石英 を含 む。

202 S D － 0 1 端部 に面 を もつ。 肩部 は張 らな 面 ヨコへ ラ ミガ キ。 内面 肩部粗 焼成　 良好

62 Noユ256 い。 いハ ケメ。胴 部へ ラ ケズ リ後 へ

ラ ミガキ。

色調　 内 外面淡 褐色

P o4 07 S Y B 区 賓 復 口径 頚部 は 「く」の字状 に屈 曲す る。 内外面 口頸部 ヨコナデ。胴 部外 胎土　 砂 粒 を含 む。

202 S D － 0 1 21 ．4 端部 は内傾 し、上下 に拡 張す る。面 ヨコ、 タテハ ケメ。胴 部内面 焼成　 良好
62 N 81256 外面 に 3 条 の凹線 を施 す。頸 部

に刻 み 目突帯 を貼 付 ける。胴 部
はや や張 って いる。

ノ＼ケメ。 色調　 内外面淡 褐色

P o 408 S Y B 区 蓋 復 口径 外反 気味 に開 く笠 状 を呈 し突 出 外面 ナデ。 内面 へラ ミガキ。 胎土　 石 英 を含 む。

202 S D － 01 9 ．7 したつ まみを もつ。 口緑部 に 2 焼 成　 良 好
62 N oユ258 個 1 単位 の穿孔 があ り、外面 に

刺実 に よる施文。
色調　 内面黒 褐色。 外面 明褐色

P o 409 S Y B 区 蓋 口径 9 ．7 笠状 を呈 し、突 出 したつ まみ を 内外面 ナ デ。 胎 土　 砂 粒 を含 む。

202 S D － 01 器 高 2 ．6 もつ。 口緑 部 に 2 個 1 単位 の穿 焼 成　 良好

6 2 NG125 8 孔 あ る。 色調　 内面黄 灰褐 色。 外面灰 褐

色

南部遺構外（1）

遺物 番号
挿 図番号
図 版番号

取上 番号 器　 種 法　 量
（cm ）

形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

P o4 10 S Y B 区 ＝±ご笠E 口径3 0 ．7 口緑部 は大 き く外反 し、端 部 は 外面 口緑 部 ヨコナ デ。頸部 タテ 胎土　 石英 、長石 を多量 に含 む

20 3 拡張 トレ 復胴径 肥 厚す る。肩 部が張 り出 し平底 ノ＼ケ メ。胴 部 へ ラ ミガ キ。 内面 焼 成　 良好
63 ンチ 4 0 ．5 につ なが る。 最大胴 部径 は胴部 口緑部へ ラ ミガ キ。 頸部 ナナ メ 色調　 内面 淡褐 色。外 面淡 明褐
NG 3 9 5 、 底径 12 ．5 上 位や や上 にあ る。 口緑端 面 に ノ＼ケ メ後 ナ デ。胴部 ナナ メノ＼ケ 色

482 、 334 器高 54 ．3 斜格子 文。口緑 内面 に平行 線文 、
斜格子 文、鋸 歯文、 圧痕 文 を施
す。頸 部 に刻 み 目突 帯 を 3 本 貼
り付 ける。肩 部 に平 行線 文、 鋸
歯文 を交互 に施 し、下位 に圧痕
文 を施 す。

メ。 特徴　 口緑 部 に一部黒 斑 あ り。

P o4 11 S Y B 区 士宣E 復 口径16 大 き く外反 す る口緑部。 内面 に 口緑部 内面 ヨ コナデ。 胎土　 長石 を含 む。

203 Ph 1284 圧 痕文 と弧状 の櫛描 文。 斜格 子 焼成　 良好
百3 文 を施 す。端 部外 面 に刻 み 目。 色調　 明褐 色

挿表41遺構外弥生土器観察表①
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遺物 番号

挿 図番号

図版 番号

取 上番 号 器　 種
法　 量

（cm ）
形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

P o 412

203

63

S Y B 区

6 P
N o．898

・こ土㌻宣E 復 口径

18 ．8

口緑 部 は大 き く外 反 し、内面 に

斜格 子文。櫛 状工 具 によ る圧 痕
文 を施 し、 その間 に 1 cm 間隔 で

穿孔 す る。 口緑端 部 は平 坦面 を
もち、斜格子 文 を施 す。

口緑部 内外面 ナ デ。 胎土　 長石 を含 む。
焼成　 良好

色調　 内面 茶褐 色。外 面暗 褐色

P o4 13

203

63

S Y B 区

8 M
N8 1069

土質E 復 口径

16 ．0

大 き く外反 す る口緑 。 内面 に刺

突文。 1 cm 間 隔の 穿孔。 斜格子
文 を施 す。

外 面頸部 パ ケメ。他 ナ デ。 胎土　 砂粒 を含 む。
焼 成　 良好
色調　 内面 淡褐色 。外 面暗褐 色

P o4 14 S Y B 区 －＝土こご竺E 復 口径 外反 する口緑 部。 口緑端 部肥厚 口緑 部 内外面 ナデ　 ロ緑外 面ナ 胎 土　 石英 、長石 、雲母 少量 含

む2 03 拡 張 トレ 20 ．0 し面 を もつ。上 面 に斜格 子文。 （⊃デ。 内面 へ ラ ミガ キ。
63 ンチ

No．4 79

端 部 に刻み 目を施 す。 口緑 外面

に刻 み目突帯 5 本。 下位 に櫛描
波 状文 を施す 。

○
焼 成　 良好
色 調　 内外面 淡明 褐 色
特 徴　 内面－ 部 に黒 斑 あ り。

P o4 15

203
63

S Y B 区
拡張 トレ

ンチ
Nn5 17

士∃互 口径 17 ．5 外 反す る口緑。 口緑端 部肥 厚 し

面 を もつ。端部 に刻 み 目を施す

口緑外面 に刻 み 目に突 帯 4 本。

内外 面 ナデ。端 部 ヨコナ デ。 胎 土　 石 英 を少量含 む。
焼 成　 良 好
色調　 内外面 淡明褐 色

P o416 S Y B 区 士宣E 復胴径 口綾 部 は外反 し、肩部 が大 き く 外面 頸部 か ら肩部 タテノ＼ケメ 胎土　 石 英 を少量含 む
焼成　 良 好204 拡張 トレ 39 ．1 張 り出 す。平底 。最大 胴径 は胴 （〕胴 部 中位 ヨコへ ラ ミガキ。下 位

63 ンチ

N o．5 5 9 、
475 、 517

底 径1 1．0 中位 よ りやや上 にあ る。 口緑 外

面 に刻 み目貼付突 帯。 頸部 か ら
肩部 に かけて櫛描 平行 線文。 波
状文 が交互 に め ぐらす。下位 に

圧 痕文 を施 す。

タテへ ラ ミガ キ。 内面頚 部 ナデ

胴 部 ナナ メノ、ケメ。
色調　 内外面 淡明褐 色
特 徴　 外 面黒斑 あ り。

P o 417

204
6 3

S Y B 区

N a128 4

＝量＝・宣E 大 き く外反 す る口緑部 。内面 に

櫛状工 具 によ る鋸 歯文 を施 す。
楕 円に区画 した鋸 歯状 文、圧 痕

文 を施 す。

口緑部 内面 ヨ コナデ。 胎土　 微砂 粒 を含 む。
焼成　 良好
色調　 内外 面赤 褐色

P o 418 S Y B 区 土質E 復胴 径 球形 の胴部 。平底 。 口緑 部 欠損 外面 肩部 ナ ナメノ、ケ メ後 ナ デ。 胎土　 石英 を含 ナ、
204 拡 張 トレ 16 ．9 肩部 に圧痕 文 を 2 条め ぐらす。 胴 部中位 へ ラ ミガキ下位 タテヘ 　 〕　○

焼成　 や や不良
62 ンチ

N o．2 6 1 、

56 6、 53 6

底 径 5 ．5 ラ ミガキ。 内面 剥離 のた め不明 色調　 内外 面淡 褐色
特徴　 黒斑 あ り。

P o4 19 S Y B 区 士笠 復 口径 細 い頸 部か ら大 き く外反 す る口 口緑 部 内外面 ヨ コナデ。外 面頸 胎土　 石英 を含 ナ、
204

63

5 Q
No．8 95

19 ．5
底径 7 ．0

緑 。端部 は肥 厚す る。頸 部 に刻

み 目突帯 。肩 部 は張 らず中位 に

部。 肩部 タテノ＼ケメ。 胴部 ヨ三’

ヘ ラ ミガキ。下 位 タテへ ラ ミガ

し＿　　　　　LJ　O焼 成　 良好

色調　 内面 黒褐 色。外面 茶 褐色
器高 34 ．5 2 条の 圧痕文 を施 す。底部 平底 。 キ。 内面 頸部 ヨ コへ ラ ミガキ。

胴部 タテノ、ケメ。底部 に ユ ビオ

サ 工。

P o420

204

S Y B 区

8 M － d

凄 口径 16 ．5 頚 部 は 「く」 の字状 に屈 曲 し、
端 部 は内傾 して肥厚 す る。 外面

胴部 外面 タテ ノ＼ケ メ。 内面 口緑

部 ヨコナ デ。頚部 ヨコへ ラ ミガ
胎 土　 砂 粒 を多 く合 し、
焼 成　 やや不 良

63 No．10 65 に斜格子 文 をめ ぐら し円形 浮文

を貼 り付 け る。 頚部 に指頭 圧痕
を施 す。胴 部上 位 に圧 痕文 。

キ。胴 部 内面粗 いノ＼ケメ。 く
色調　 内 外面 淡明 褐色

P o 42 1 S Y B 区 空 復 口径 「く」の字 状 に屈曲 する 口緑 。 口線 内外面 ヨコナデ。胴部 外面 胎土　 砂粒 キ含 ト
205 拡 張 トレ 15 ．9 上端 やや つ まみあげ る。胴部 は タテノ＼ケ メ。 内面 ナデ。 、＿　　　　　」ノ　○焼成　 良好
63 ンチ
N o．343

張 らな い。 色調　 内外 面淡 褐 色

P o 422

205

S Y B 区

8 M － C

婆 口径15 ．3 「く」 の字状 に屈 曲す る 口緑 。
端部 に刻 み目 を施 す。 肩 は張 ら

内外面頚 部 ヨ コナデ。肩部 以下

外面 タテノ＼ケ メ。胴 部内面 ノ、ケ

メ。

胎土　 砂粒 を含 む。
焼 成　 良好

64 NG 736 な い。 色調　 内外 面明 褐 色

P o4 23 S Y B 区 碧 復 口径 頚部 は 「く」 の字状 に屈 曲 し、 肩 部へ ラ ケズ リ。 内外面 口緑 部 胎土　 大粒 の長石 キ含・ト
205

63

8 P

No．732
15 ．0 口緑部 は ほぼ直立 気味 の複合 口

緑 。 口緑部 に数条 の平行 線文 が
あ りナデ消 され る。

ヨコナ デ。 、く　　　＿　　　　J　O
焼 成　 良好
色調　 淡褐 色

P o4 24

20 5

S Y B 区

5 M

婆 口径 27 ．3

底径 7 ．2
口緑端部 はや や肥厚 して面 を も
ち頸部 は 「く」の字 状 に屈 曲 し

口緑 部内 外面 ヨ コナデ。肩部 外

面 タテ ノ＼ケ メ。胴 部 タテへ ラ ミ
胎 土　 石英 を多量 含 む。
焼 成　 良好

No．1192、 復器高 指 頭圧痕 突帯 をめ ぐらす。 胴部 ガキ。胴部 内面 粗 い′＼ケメ下 位 色調　 内外面 淡褐 色
702 4 2 ．0 わずか に張 り、胴部 最大 径付近

に圧 痕文 を め ぐらす。

ナ デ。底面 ナ デ。

P o425 S Y B 区 要 復 口径 「く」 の字 状 に屈 曲す る口緑。 口頚 部内外 面 ヨコナ デ。胴部 外 胎 土　 砂 粒 を多量 含 ト
205 拡張 トレ 3 1．2 胴部 は卵形 を呈 しあま り張 らな 面上 位ナ デ。中位 タテノ、ケメ。 ここ　1　　　　こJ　Cl焼 成　 良 好
63 ンチ 復胴径 い。底面上 げ底 気味 。頚部 に指 下位 タテ ヘ ラ ミガ キ。胴 部内面 色調　 内外面 淡明 褐色
No．584 33 ．0

器 高4 1．6
底 径 7 ．5

頭圧 痕突帯 貼付 。胴部 に 中位 に
圧痕 文 を 2 条 に施す。

上位 ナ デ後 へ ラ ミガ キ。 中位 ノ＼

ケメ後ナ デ。下位 へ ラケ ズ リ後
ナ デ。

特 徴　 黒 斑 あ り。

P o 426 S Y B 区 高杯 復 口径 ゆるやか に内湾 す る杯 部。 口緑 外面 口緑部 ヨコナデ。下 位 タテ 胎土　 石 英　 長 石 を含 ト
205 6 P 23 ．5 端部 はや や肥厚 す る。 上面 に斜 ノ＼ケメ後へ ラ ミガキ。 内面へ ラ ＼＿ヽ　　、く　　　」　　　　J　O焼成　 良 好
63 N G717 格子 文。 円形浮 文 を施 す。端 部

に刻 み 目がめ ぐる。外 面 に圧痕
文 を施す。

ミガキ。 色調　 明 褐色

P o 427 S Y B 区 高杯 復 口径 や や浅めの杯 部。 内湾 し端部 は 外面 ナナ メノ＼ケメ後 へ ラ ミガキ 胎土　 石英　 長 石 キ含 ナー
205
63
O L － b

N o．679
23 ．6 拡張 し面 を もつ。 外面 に 2 条 の

凹線 を施す。
内面 ナデ。 ＼＿ヽ　　、く　　　＿　　　」JO

焼成　 良好
色調　 明褐 色。

挿表42　遺構外弥生地器観察表②
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北部遺構外
遺物番号
挿図番号
図版番号

取上番号 器　 種 法　 量（cm）
形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　　 考

P o 428 S Y C 区 ・＝量＝・竺E 復口径 口緑部は大 きく外反 し、端部に 内外面 口頸部ナデ。 胎土　 石英、長石を含む。

206 1 I 22．8 はへラ状工具による刻み目。口 焼成　 良好
N o200 緑部内面に4 条の凹線。 色調　 内外面黒褐色

P o 429 S Y C 区 士宣互 復口径 大 きく外反する口緑。端部外面 内外面 ヨコナデ。 胎土　 石英、長石を含む。黒雲
206 3 C 9．1 には．2本の凹線。内面 には櫛描 母 を少量含む。
Na24 1 波状文、 3 条の凹線を施す。 焼成　 良好

色調　 内外面黒褐色

P o 430 S Y D 区 士雲互 復口径 口緑部大 きく外反し、端部 は内 外面風化により調整不明。内面 胎土　 長石を含む。

206 N o．28 2 3．0 傾 し、やや拡張する。外面 に2
条の凹線 と刻み目を施す。

ナデ。 焼成　 良好
色調　 内外面淡褐色

P o43 1 S Y C 区 ・＝i＝・宣E 復 口径 口緑端部は肥厚して、わずかに 口縁部外面強いナデ。内面口緑 胎土　 砂粒を含む。
206 5 B 2 1．0 外方につまみだす無頸壷。端部 部へラ ミガキ後ナデ。胴部外面 焼成　 良好
NG246 に刻み目。上面に 4 条の凹線。

胴部は浅い凹線 と刻み目を交互
に施す。

パケ後ナデ。 色調　 内面淡褐色。外面灰褐色

P o432 S Y C 区 ーこ士ご∃互 復口径 外反する口緑部。端部は内傾 し 内外面ヨコナデ。 胎土　 砂粒、黒雲母を含む。
206 4 E 15．0 上下に拡張する。外面 には凹線 焼成　 良好。
Na20 9 後刻み目。内面には櫛描波状文

を施す。
色調　 内外面野褐色

P o433 S Y C 区 士宣E 復胴径 口緑部欠損。肩部が屈曲 し強 く 外面胴部パケメ後ヨコへラミガ 胎土　 砂粒を含む。
20 6 1 J 15．3 張 り出す胴部。最大径はやや上 キ。下位タテへラミガ車。底面 焼成　 良好

64 N827 1 位 にある。底部は平底。 ナデ。内面胴部上位ナナメパケ
下位へラミガキ。

色調　 内外面淡褐色
特徴　 内外面漆塗 り

P o43 4 S Y D 区 璽 復口径 「く」の字状に屈曲する口緑。 内外面口頸部ナデ。外面肩部夕 胎土　 砂粒を含む。

20 6 Pb 2 17．0 端部はややつまみあげ、外面に テパケ。内面肩部以下 ヨコへラ 焼成　 良好
64 2 条の凹線を施す。 ミガキ。 色調　 内外面淡褐色

P o43 5 S Y D 区 婆 復口径 「く」の字状に屈曲する口緑。 内外面口頸部ヨコナデ。肩部外 胎土　 石英を含む。
20 6 No．34 23．5 端部はややつまみあげ、外面に 面タテパケ、肩部内面ナデ。 焼成　 良好
64 凹線を施す。 色調　 内外面淡褐色

P o43 6 S Y D 区 婆 復口径 「く」の字状に屈曲する口緑。 内外面口頸部ヨコナデ。胴部外 胎土　 砂粒を含む。

20 6 No．34 17．0 端部はややつまみあげ、外面に 面ナデ、胴部内面ナナメパケ。 焼成　 良好
64 2 条の凹線を施す。 色調　 内外面淡灰褐色

P o43 7 S Y C 区 要 復口径 頸部 「く」の字状に屈曲する。 口緑部内外面ヨコナデ。肩部外 胎土　 石英、長石を含む。

206－ 4 F 26．6 口緑端部 は内傾 し、上端を拡張 面タテパケ、内面パケメ後ナデ。焼成　 良好。
64 No．34 9 する。外面は凹線後へラ状工具

による刻み目、円形浮文を施す
頸部に刻み目突帯を貼付ける。
胴部に櫛状工具による刺突文を
施す。

色調　 内面暗黒褐色、外面暗赤
褐色

P o438 S Y C 区 婆 口径15．4 口緑端部 は内傾 し肥厚する。外 内外面口頸部ヨコナデ。胴部内 胎土　 砂粒を含む。
206 1 J 面に 2 条の凹線 を施す。頸部は 外面パケ、胴部内面下位へラケ 焼成　 良好
64 Nn3 12 「く」の字状に屈曲し、肩部は

張らない胴部。平底。
ズリ後パケ、外面下位へラミガ
キ。

色調　 内外面　 淡黄褐色

P o43 9 S Y C 区 碧 口径19．4 口緑端部 は内傾 して上下に拡張 内外面口頸部ヨコナデ。胴部外 胎土　 砂粒を含む。
20 6 1 J する。外面には 3条の凹線 を施 面タテパケ、内面ナナメパケ。 焼成　 良好
64 NG 31 1、
322、27 1

す。頸部は刻み目突帯。胴部は
やや肩が張る。

色調　 内外面淡褐色

P o44 0 S Y C 区 婆 復口径 頸部から 「く」の字状に屈曲し 口緑部内外面ヨコナデ。胴部外 胎土　 石英、長石を含む。
206 6 A 20．7 口緑は内傾 して上下に拡張する。面タテパケ。内面粗いパケ。 焼成　 良好
64 Nn2 48 外面に4 条の凹線後刻み目、頸

部に刻み目突帯を施す。
色調　 内外面淡褐色

P o4 41 S Y C 区 碧 復口径 口緑端部は内傾して上下に拡張 内外面口頸部 ヨコナデ。胴部外 胎土　 砂粒 を含む。

2 06 1 J 15．0 する。外面に3 条の凹線 を施す 面 タテハケ。 焼成　 良好
64 No．31 1、
32 2、32 7

頸部は 「く」の字状 に屈曲し、
肩部は張らない。

色調　 内外面明褐色

P o4 42 S Y C 区 誓 復口径 口緑端部は内傾して上下 に拡張 内外面口緑部 ヨコナデ。胴部外 胎土　 砂粒 を含む。

207 1 J 14．2 し、外面に4 条の凹線を施す。 面 タテハケ、胴部内面粗いパケ。焼成　 良好
No．271 頸部は刻み目突帯の上をナデる。

肩部はやや張る。
色調　 内外面淡褐色
特徴　 口緑端部黒斑あ り。

P o4 43 S Y C 区 賓 復口径 頸部 「く」の字状に屈曲し、口 口緑部内外面 ヨコナデ。肩部外 胎土　 石英、黒雲母を少量含む

207 3 C 17．2 緑端部 は内傾 して上下に拡張す 面 タテパケ。内面へラミガキ。 焼成　 良好
64 NG 241 る。外面にはへラ状工具 による

刻み目を施す。
色調　 内面淡褐色。外面暗褐色

P o4 44 S Y C 区 璽 復口径 口緑部 はほぼ直立 し、端部は上 内外面ナデ。 胎土　 砂粒を含む。
207 S K － 19 16．6 下に拡張する。外面に2 条の凹 焼成　 良好

‰484 線を施す。頸部には刻み目突帯
を貼付 ける。

色調　 内外面淡赤褐色

P o4 45 S Y C 区 婆 復口径 直立気味の複合口緑。口緑部外 内面口頸部へラミガキ後、口緑 胎土　 石英を含む。
207 NG 191 19．5 面に10条の櫛描平行沈線、肩部 端部内外面ナデ。胴部へラケズ 焼成　 良好

に工具 による刻み目を施す。 リ。 色調　 内外面褐色

挿表43　遺構外弥生土器観察表③
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遺物番号
挿図番号

ー図版番号

取上番号 器　 種 法　 量
‘（cm） 形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　　　　 考

P o446 S Y C 区 要 復口径 やや外傾 してたちあがる複合口 内外面口緑部ヨコナデ。肩部外 胎土　 石英 長石を多量に含む
207
64
6 A
Na24 8

17．7 緑。端部は面をもち、外面に11
条の櫛描平行線、肩部 にへラミ
ガキによる暗文状施文。

面へラ ミガキ。頸部内面へラミ
ガキ。肩部以下へラケズリ。

焼成　 良好、　　　　　　 ○

色調　 内外面淡黄褐色

P o447 S Y D 区 高杯 復 口径 坪部。端部は肥厚し、刻み目を 外面口緑部 ヨコナデ。杯部タテ 胎土　 石英を含む
207 N o．34 2 2．0 施す。上面 を上から下へ穿孔す

る。
パケ。内面 ヨコへラミガキ。 C〉焼成　 良好

色調　 内外面茶褐色

Po448 S Y D 区 高士不 復口径 ゆるやかに内湾 し、端部が肥厚 外下種部タテヘラミガキ後　 ヨ 胎土　 石英を含 む
207 N a34 2 1．8 し面をもつ。外側端部に刻み目 ヽコへラミガキ。内面ヨコへラミ 、、＿　　　　　　　　　　　0焼成　 良好

を施す。 ガキ。 色調　 内外面茶褐色

Po449 S Y C 区 高塀 復口径 椀状の坪部。口縁部は強く内湾 端部上面強いヨコナデ。外面夕 胎土　 石英を少量含む
207 3 C 31．0 し、端部は平坦面をもつ。口緑 テ、ヨコパケ後へラミガキ。内 ○焼成　 良好
64 Nは183 外面に4 条の凹線をめぐらす。 面 ヨコノ＼ケ後へラミガキ。 色調　 内外面褐色

Po4 50
207
64

S Y C 区
3 C
N8 183

高士不 復脚径
16．4
「ハ」の字状に開 く脚部。脚端
部上端をつまみあげる。外面に
1 条の凹線。脚部透 しあり。

剥離のため調整不明。 胎土　 石英、長石 を含む。
焼成　 不良
色調　 内面淡褐色。外面淡灰色

Po45 1
2 07
S Y C 区
S K －19
Na4 84

高士不 口緑部 ・脚部欠損。受部 と脚部

の境に2 条の凹線。
外面へラミガキ。 胎土　 砂粒を含む。

焼成　 良好。
色調　 内外面暗灰褐色

P o452 S Y C 区 高杯 復脚 径 「ハ」の字状に開 く脚部。端部 外面タテパケ。内面へラケズリ 胎土　 石英を少量含む。
焼成　 良好
色調　 内外面褐色

207 NG 188 11．6 に1 条の凹線を施し、三角形の
透 しを穿つ。

端部ナデ。

P o453 S Y C 区 蓋 復 口径 直線的に開 く笠形。天井部欠損 外面粗いパケ。内面へラ ミガキ 胎土　 石英、長石を含む。
焼成　 良好
色調　 内外面黒褐色

207 NG19 0 11．0 穿孔あ り。 端部ナデ。

P o454 S Y C 区 底部 底径 6．5 平底。 外面底部へラミガキ、底面ナデ。胎土　 長石　 石英を含む
207 S D －01
N o．569

内面六ラケズ リ。底面i ビオサ

エ○
　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○焼成　 良好

色調　 内外面淡黄褐色。
特徴　 外面黒斑 あり。

Po455 S Y D 区 底部 底径 5．6 平底。 外面タテヘラミガキ。内面へラ 胎土　 石英を含む
207 Nは32 ケズ リ。 0焼成　 良好

色調　 内外面淡褐色
Po456
207
S Y D 区
NG 28

底部 底径 8．0 不明瞭な平底。 外面タテへラミガキ。内面風化
によって不明。

胎土　 石英 を多量に含む。
焼成　 不良
色調　 内面暗灰褐色。外面淡褐
色

Po4 57 S Y D 区 底部 復底径 平底。器壁は厚い。 外面 タテへラミガキ。内面へラ 胎土　 石英を含む
207 Pb 2 8 11．0 ミガキ。 く〕焼成　 良好

色調　 内面灰褐色。外面淡褐色

P o45 8 S Y D 区 紡錘車 孔径 1．9 弥生土器転用紡鍾車。中心部穿 外面へラミガキ。内面へラケズ 胎土　 砂粒を含む
207
61
No．2 厚さ　0．6 孔。周縁部擦 り切 り調整。 リ後へラミガキ。 焼成　 良好

色調　 内外面淡褐色

P o459
207
61

S Y C 区
5 F
N o．348

紡錘車 長 さ　4．8
幅　 4．6
厚 さ
0．35′、0．
5

弥生土器転用の紡鍾車。 ナナメハケ後ナデ。 胎土　 砂粒を含む。
焼成　 良好
色調　 内外面淡明褐色

Po460
207
S Y C 区
1 G
No．233

紡鍾車 長 さ　3．1
厚 さ 3・3

0．35′一一0．
5

弥生土器転用の紡錘車未製品。 パケ後 ミガキ。 胎土　 砂粒 を含 む。
焼成　 良好
色調　 内外面淡褐色

挿表44　遺構外弥生土器観察表④

Na 挿 図番号 図 版番号 分　　 類 出　 土　 位　 置 取上 番号
最大 長 さ

（mm）

最 大 幅

（mm）

厚　 さ

（mm）

畢　 さ

（g ）
石　　　　 材

S 59 27 6 5 石　　　 鋲 S　　 I　　 －04 10 48 2 5 ．0 （17．1） 4 ．2 1 ．5 サ　 ヌ　 カ　 イ　 ト

S 60 76 65 ノ／ S　　 K　　 －17 12 51 3 2 ．8 2 1．2 5 ．1 1 ．9 黒　　 曜　　 石

S 6 1 76 65 ／！ ノノ 12 50 34 ．4 18 ．0 3 ．5 1 ．3 サ　 ヌ　 カ　 イ　 ト

S 62 ノ／ S　 K　 －62 ・ 72 1 153 （19 ．3） 10 ．2 2 ．5 0 ．5 ノノ

S 63 192 65 ノ／ S　　 K　　 － 115 5 67 22 ．0 12 ．2 3 ．0 0 ．5 黒　　 曜　　 石

S 64 208 65 ／／ C　 区　 3　 E　 P　 7 4 01 23 ．0 17 ．3 3 ．5 1．1 サ　 ヌ　 カ　 イ　 ト

S 65 208 65 ノ／ B 区　　 S D － 01 125 7 2 1．3 15 ．0 3 ．1 0 ．6 ノノ

S 66 208 ノノ ノノ　　　　　　 2 N 1193 25 ．5 19 ．2 4 ．0 1．3 ノ／

S 67 208 ノ／ C 区　　　　　 3 D 132 21 ．6 15 ．5 3 ．6 0 ．8 ／／

S 68 2 08 65 ／ノ ノノ　　　　　　 4 F 34 1 （23 ．4 ） 18 ．5 4 ．6 1 ．7 ／／

S 69 2 08 65 ／ノ 〝　　　　 掘下 中 490 21 ．9 （15 ．4） 4 ．3 0 ．9 黒　　 曜　　 石

S 70 65 ／／ B 区　　 S D － 0 1 1257 22 ．0 14 ．4 4 ．0 0 ．6 ノノ

挿表45　下山南通遺跡剥片石器一覧表（B。C区）①
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N o． 挿 図 番 号 図 版 番 号 分　　 類 出　 土　 位　 置 取 上 番 号
最 大 長 さ

（m m ）

最 大 幅

（m m ）

厚　 さ

（m m ）

重　 さ

（g ）
石　　　　 材

S 7 1 6 5 石　　　 鍍 B 区　　 S D － 0 1 1 2 5 7 2 0 ．2 1 4 ．8 3 ．1 0 ．6 黒　　 曜　　 石

S 7 2 ノノ C 区　　　　 1 F 2 6 7 1 8 ．7 1 4 ．8 4 ．0 0 ．9 ノノ

S 7 3 ノ／ ノ／　　　　　 2 F 3 9 1 1 8 ．2 1 2 ．7 2 ．9 0 ．6 ／／

S 7 4 ノノ ノノ　　　　　　 1 G 3 9 4 2 0 ．7 1 1 ．4 4 ．5 0 ．ラ
ノ／

S 7 5 ノ！ ノ／　　　　　　 4 E 2 8 3 1 9 ．8 1 1 ．6 2 ．3 0 ．4 ／ノ

S 7 6 ノノ ノ／　　　　　 1 D 1 8 2 2 8 ．6 1 5 ．2 4 ．0 1 ．3 サ　 ヌ　 カ　 イ　 ト

S 7 7 ノ／ ノ／　　　　　 1 F 2 6 7 2 3 ．5 1 0 ．9 3 ．4 1 ．1 ／／

S 7 8 6 7 6 5 石　　　 槍 S　　 K　　 － 0 9 8 0 2 5 7 ．0 2 8 ．0 1 2 ．0 1 7 ．5 ノノ

S 7 9 2 0 9 6 5 削　　　 器 B 区 拡 張 トレ ン チ 3 8 6 5 ．0 ′2 2 ．0 6 ．2 1 0 ．3 黒　　 曜　　 石

S 8 0 2 0 9 6 5 石　　　 匙 C 区　　 S D － 0 1 6 1 3 6 0 ．7 3 4 ．6 5 ．7 8 ．4 サ　 ヌ　 カ　 イ　 ト

挿表46　下山南通遺跡剥片石器一覧表（B O C区）②

N o． 挿 図番号 図 版番号 分　　　　 類 出　 土　 位　 置
取上

番号

遺 存
状態
長　 さ

（cm ）

幅

（cm ）

厚　 さ

（cm ）

重　 さ
（g ）

石　　　　　　　 材

S 81 209 磨 石 ・敲 石 II B 区　　　 掘下 127 6 完 1 1．0 8．2 5 ．2 0 ．7 1 安 山岩

S 82 209 ／！　　　　 ノ／ C 区　　　 7 B 58 8 ノノ 20 ．3 6．4 6 ．7 1 ．15 中生 代火 山岩類

S 83 ／ノ　　　　　 ノ／
C 区

拡 張 トレンチ 52 ／ノ 13 ．2 6 ．6 3．．7 0 ．5 1 角閃 石安 山岩

S 84 35 磨 石 ・敲 石 III S I － 10 4 24 ％ 欠 5 ．7 8 ．6 4 ．1 0 ．28 角閃 石安 山岩

S 85 192 ノ／　　　　 ノノ S K － 115 5 65 兄欠 7 ．6 6 ．2 4 ．8 0 ．3 9 安 山岩

S 86 20 9； ノノ　　　　　 ノノ B 区　　　 掘下 12 74 ノノ 13 ．8 7 ．6 4 ．6 0 ．9 1 砂　 岩

S 87 ノノ　　　　　 ノノ ／／ 12 76 完 6 ．5 5 ．8 4 ．7 0 ．33 硬砂 岩

S 88 ノノ　　　　 ／ノ C 区　　　 廃土 187 ／ノ 8 ．9 6 ．5 7 ．6 0 ．6 9 中生 代火 山岩類

S 89 210 ノノ　　　　　 ノノ C 区　　　 掘下 2 17 ノノ 12 ．2 8 ．3 5 ．3 0 ．94 閃緑 岩

S 90 ノノ　　　　　 ノノ ノノ　　　　　　　　 ノノ 12 76 ノノ 6 ．7 6 ．5 6 ．2 0 ．6 1 結晶 片岩

S 91 ノ／　　　　 ノノ B 区　　　 5 0 7 06 ノノ 1 1．9 6 ．6 6 ，0 0 ．7 1 石英 安 山岩

S 92 209 6 5 ノ／　 IV C 区　　　 1 D 152 ノノ 5 ．6 2 ．7 0 ．5 0 ．0 1 輝緑 凝灰 岩

S 93 33 65 ／／　　 V I S I － 09 21 ノノ 13 ．2 9 ．1 4 ．8 0 ．7 1 角 閃石安 山岩

S 94 65 打　 製　 石　 斧 S K － 10 6 3 62 刃 部 欠 （15 ．8） 6 ．7 5 ．2 1 ．0 1 斑 れい岩

S 95 21 1 65 ／／ B 区　 S D － 0 1 12 61 完 18 ．5 13 ．2 3 ．8 0 ．9 6 安 山岩

S 96 211 65 ノノ C 区　　　 2 D 13 0 基 端欠 9 ．7 8 ．8 3 ．1 0 ．4 2 中生 代火 山岩類

S 97 ノノ C 区 18 トレンチ 4 刃部欠 8 ．4 8 ．7 3 ．4 0 ．2 9 中生 代火 山岩頼

S 98 95 65 磨　 製　 石　 斧 S K － 38 8 62 ノノ 1 1．5 5 ．5 4 ．4 0 ．4 6 ミロナ イ ト

S 99 211こ 6 5 ノ／ C 区　　　 4 E 43 8 完 13 ．6 5 ．8 4 ．1 0 ．5 7 閃緑 岩

S lO O 2 12 65 ノ／ C 区 ．　　 2 H 2 75 ノノ 12 ．1 3 ．3 2 ．8 0 ．2 1 砂岩

S lO l ／ノ B 区　　 掘下 中 12 74 基 部 欠 5 ．8 5 ．4 3 ．4 0 ．16 閃緑 岩

S lO 2 ノノ C 区　　　 2 F 5 99 刃部 欠 7 ．2 5 ．3 4 ．2 0 ．2 0 中生 代火 山岩 類

S lO3 212 65 環　 状　 石　 斧 C 区　　　 8 C 2 79 ％欠 14 ．0 3 ．1 0 ．4 2 安 山岩

S lO4 2 12＿ 65 石　　　　　　 皿 C 区　　　 3 D 136 完 28 ．0 17 ．1 6 ．6 4 ．94 花 崗岩

S lO5 21 65 砥　　　　　 石 S I － 0 1 797 不明 5 ．4 5 ．1 1．6 0 ．04 細 粒花 崗岩

S lO6 27 65 ノノ S I － 0 4 1281 完 44 ．2 28 ．0 8 ，5 17 ．7 輝 石安 山岩

S lO7 35 65 ノノ S I － 10 428 一部 欠 8 ．4 2 ．6 2．3 0 ．09 凝 灰質砂 岩

S lO8 43 66 ／！ S I － 15 464 完 2 4 ．8 17 ．5 5．7 3 ．53 角閃石安 山岩

S lO9 123 65 ノ／ S K － 57 1073 不 明 6 ．0 7 ．2 3 ．4 0 ．19 安 山岩

S llO 128 65 ！ノ S K － 72 982 完 10 ．9 4 ．5 1 ．2 0 ．09 絹 雲母 片岩

S lll 128 66 ノノ ノ／ 1138 不明 9 ．0 6 ．6 1 ，4 0 ．10 角閃石安 山岩

S l12 142 66 ノ！ S K － 73 1255 昼 欠 14 ．3 16 ．0 3 ．8 3 ．30 角閃石安 山岩

S 113 142 66 ／／ ／ノ 1169 不明 2 0 ．5 18 ．6 6 ．9 4 ．32 角閃石 輝石安 山岩

S 114 142 66 ノ／ ／ノ 1101 ノ／ 6 ．4 3 ．5 3 ．6 0 ．12 安 山岩

S 115 199 66 ／／ 集 石－ 01 933 完 2 2 ．2 15 ．5 6 ．2 1．24 角閃石 安山岩

S l16 ノ！ ／／ 932 不明 10 ．2 6 ．5 5 ．5 0 ．60 角閃石 安山岩

S l17 ／／ ／ノ 934 ノノ 10 ．1 9 ．1 4 ．9 0 ．54 角閃石安 山 岩

lS l18 210 66 ／／ B 区　　　 4 0 1157 不 明 8 ．3 7 ．9 2 ．6 0 ．26 ア プラ イ ト

S 119 ／／ 〝　　　　 1 L 698 完 2 0 ．0 7 ．0 4 ．5 1．07 ひん岩

S 120 ノノ ノ／　　　 10 0 748 ノノ 10 ．3 3 ．2 2 ．3 0 ．12 安 山岩

S 121 ノ／ C 区　　　 1 F 267 不明 6 ．2 4 ．1 1 ．5 0 ．06 ア プラ イ ト

S 122 ノノ ／ノ　　　　　 2 F 599 ノノ 5 ．0 2 ．7 3 ．0 0 ．05 ア プラ イ ト

S 123 ／ノ B 区　　　 廃土 699 ノ／ 10 ．3 8 ．8 2 ．1 0 ．29 ア プラ イ ト

S 124 ノノ C 区　　　 廃 土 188 ／／ 7 ．6 6 ．5 1 ．5 0 ．12 結晶 片岩

S 125 ／ノ 廃土 中一括 1283 ノノ 5 ．5 4 ．8 2 ．3 0．49 細 粒花 崗岩

S 126 2 12 66 石　　 庖　　 丁 B 区　　　 掘 下 76 1 ほ ぼ完 12 ．0 4 ．8 0 ．6 0．06 硬砂岩

挿表47　下山南通遺跡石核石器◎礫石器一覧表①
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第5章　古墳時代以降の遺構と遺物

古墳時代以降の下山南通遺跡では平安時代前期の製鉄関連遺構（SB－07）と、C区中央を流

れていた旧自然河川より近世陶磁器を検出したのみである。

第1節　製鉄関連遺構
S B－07

位　置　　C区中央南側の4Eグリッドに位置する。弥生時代北部遺構群の中央にあたり、北

西下がりの傾斜面に立地している。弥生時代後期後半の竪穴住居SI－11と切り合っ

ており、周辺にはSK－115～117が存在している。標高219．40mを測る。

形　　態　　梁間1間（2．29m）、桁行1問（2．65m）の建物である。柱穴間距離はPlから217、

265、229、232cmを測り、主軸はN－230－Wをとる。主柱穴間を結ぶ長方形の面積は5．

46Iがとなる。

柱　穴　各柱穴の規模はPl（53×47－25）、P2（46×41－33）、P3（61×41－24）、P4

（41×34－22）cmを測る。各柱穴とも柱痕は認められなかった。

土　　層　　各柱穴とも埋土は黒色粘質土一層であり、SI－11の土層断面ベルト（挿図37）で

みるとP3はSI－11の埋土を切って掘り込まれている。

ピ　ット　　SB－07の周辺には同時期と考えられるピットが4基検出された。P5、P6は主

柱穴P3の内外に隣接し、SI－11床面でP5が（36×28－9）、P6（径65－12）cm、

P3、4の中間にあるP7が（42×37－14）、P4の南西1．2mにあるP8は（36×

34－23）cmを測る。これらのピットは柱穴とは考えられず、P6は埋土中に埋れた土

日＝21950m

uOG’61Z＝H

o SヱI：80　　　2m

忘壷志
挿図213　SB－07遺構図
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師器婆片Po466、474と鉄揮、炭化物が混在し、P7には、須恵器婆Po465が埋め立

てられ、鉄浮、炭化物、土師器片が入れられていた（挿図214）。P8からも鉄澤が出土

している。但し焼土等は認められなかった。

遺　物　ピット出土の土師器、須恵器、鉄浮の他に、SI－11埋土中からも、同時期の土師

器片が出土している。さらに遺跡全体としてみると、SB－07の位置する4E、4F

グリッドからのみ当該期の土師器碧、土師器杯（Po463）黒色土器（Po464）が出

土しており、本節に一括して掲載した。

性　格　鉄淳の出土からみて、SB－07及び周辺ピットは、製鉄関連遺構と考える。その性

格については第6章第3節、報告に譲る。

時　期　出土土器から平安時代前期と考えられ、14Cの分析結果によると、Po465内出土の炭

化物の測量値は1100±15で、年輪年代は9世紀後半～10世紀初頭となる。

特筆事項　SB－07の南東2．5mに位置するSK－116は時期判定の決め手を欠くが、炭化材を

検出したことから、本遺構に伴う可能性が強い。

ミ463
ノ

S＝13

0　　　　　　　　　5cm

［1　　1

挿図215　SB－07関連遺物図①
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挿図217　SB－07関連遣物図③

第2節　陶磁器

R）474

二二二二『476

出土地点　　Pol～3は弥生時代北部遺構群の中央を北東から南西へ貫流する旧自然河川の1

Hグリッド付近で、埋土中から出土している。ローリングを受けた弥生土器等と共伴

して出土しており、流入したものである。Po477は青磁花瓶？の口緑で国産品と考え

られる。Po478・は伊万里系の染付で18～19世紀の江戸時代後半のものである。

下山南通遺跡では平安時代初頭の製鉄関連遺構以後、近世陶磁器を除けば遺物は全

く検出されていない。本遺跡から東へ150mの下谷川との接点際に製錬澤を出土する下
註

山南通たたら跡が存在し、近くに鉄山墓と考えられる宝永7年（1710年）銘と刻んだ

墓碑があることから、これに伴う遺物の可能性が高い。

註　『鳥取県生産遺跡分布調査報告書』鳥取県教育委員会1984年

挿図2柑　C区自然河川出土近世陶磁器実測図
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遺物番号
挿図番号
図版番号

取上番号 器　 種 法　 量
（cm）
形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　 法 備　　　　　　　 草

P o46 1 S Y C 区 杯 復口径 薄手の坪。口緑は外傾 して開 く。内外面強いナデ。 胎土　 砂粒を含む
215 S I－04
N 8557

（土師器） 14．0 端部は丸 くおさめる。 焼成　 良好
色調　 内外面暗褐色

Po462 S Y C 区 土不 復口径 薄手の小型杯。口緑 は外傾して 内外面ヨコナデ。 胎土　 石英を含む
215
6 6
4 F
N a329

（土師器） 12．2 開き、端部はやや肥厚する。 焼成　 良好
色調　 内外面淡赤褐色

Po463 S Y C 区 ′土不 復口径 上 げ底気味の底部から、ゆるや 内外面ヨコナデ。底面糸切 り痕。胎土　 細砂粒 を含む
215
66
4 F
No，338

（土師器） 12．0
復底径

6．8
器高 3．7

かに外傾 し、端部は丸 くおさめ
る小型坪。底部は糸切 り後磨滅
している。

焼成　 良好
色調　 内外面淡灰褐色

Po4 64 S Y C 区 杯 復底径 やや内湾気味の高台がつ く。内 外面ヨコナデ。内面炭素吸着後 胎土　 砂粒 を含 む
215 4 E
No．289

（黒 色 土
器）

7．6 湾する杯部。 ヘラミガキ。 焼成　 良好
色調　 内面漆黒色。外面明褐色

Po4 65 S Y C 区 婆 口緑部を欠損するが、丸底で倒 胴部外面平行 タタキ。内面タタ 胎土　 大粒の砂粒を多量に含む
216
66
4 F
No．22 3、
345、332、
320
4 E
‰20 6、
209
S I －04
No．532

（須恵器） 卵形の胴部 をもち、頸部は「く」
の字状に屈曲する。

キによる同心円文。 焼成　 不良
色調　 淡灰色
特徴　 外面一部スス付着

Po466 S Y C 区 誓 復口径 「く」の字状 に屈曲する単純口 外面 ヨコナデ。内面ナデ。 胎土　 石英　 長石 を多量含む
216 S I－04 （土師器） 26．0 緑で端部を丸くおさめる。肩部 ＼　ヽ焼成　 良好No．53 2、
536

は張 らない。器壁は厚い。 色調　 内面　 褐色～淡褐色
外面　 暗褐色

Po467 S Y C 区 婆 復口径 「く」の字状 に屈曲する単純口 外面ユビオサエ後ナデ。内面 口 胎土　 大粒の安山岩粒を多量に
216
66
3 E
N o．601

（土師器） 34．8 緑。端部は丸くおさめ、器壁は
厚い。肩部は張らない。

緑ナデ、胴部へラケズリ。 含む
焼成　 良好
色調　 内外面、淡褐色

Po468 S Y C 区 婆 復口径 ノ釣るやかに屈曲する単純口緑。 外面口緑端部ナデ、他ユビオサ 胎土　 大粒の安山岩粒を多量に
216 4 E （土師器） 27．9 端部は丸 くおさめ、器壁は厚い エ後ナデ。内面 口緑部ヨコナデ。 含む
Nは221 肩部は張らない。 胴部へラケズ リ後ナデ。 焼成　 良好

色調　 内外面　 淡褐色

Po4 69 S Y C 区 要 復口径 「く」の字状に屈曲する単純口 外面口緑端部ナデ。他ユビオサ 胎土　 石英　 長石を多量に含む
217 4 F （土師器） 38．4 緑。端部は丸 くおさめ、器壁は エ後ナデ。内面口緑部ヨコナデ。 ヽ焼成　 良好
66 No．336 厚い。肩部は張らない。 胴部で＼ラケズリ。 色調　 内面淡褐色、外面暗褐色

特徴　 胴部外面スス付着

Po47 0 S Y C 区 碧 復口径 「く」の字状に屈曲する単純 口 外面口緑端部ナデ　 他ヨコナデ 胎土　 石英、長石 を多量に含む
焼成　 良好217 4 F （土師器） 29．9 緑。端部は丸 くおさめ、器壁 は ヽ内面口緑部ヨコナデ　 胴部へラ

66 Na 3 3 2、
336

やや厚い。肩部は張らない。 ヽケズ リ。 色調　 内外面　 淡褐色

P o47 1 S Y C 区 婆 復口径 「く」の字状 に屈曲する単純口 外面目線端部ナデ、他ヨコナデ 胎土　 大粒の安山岩粒を多量に
217 4 F （土師器） 32．4 緑。端部は丸 くおさめ、器壁は 内面口緑部ヨコナデ　 胴部へラ 含む
No．223 厚い。肩部は張らない。 ヽケズリ。 焼成　 良好

色調　 内外面　 淡褐色

Po472 S Y C 区 要 復口径 ゆるやかに屈曲する単純口緑。 外面 ヨコナデ。内面口緑部ヨコ 胎土　 石英　 長石を含む
217 4 F （土師器） 19．0 端部は丸 くおさめ、やや肥厚す ナデ、胴部へラケズリ。

1
ヽ焼成　 良好66 N o．329 る。器壁は薄い。肩部は張らな

い。
色調　 内面　 明黄褐色
外面　 明赤褐色

Po4 73 S Y C 区 碧 復口径 「く」の字状に屈曲する短 い単 外面口緑端部ナデ、他ヨコナデ。胎土　 石英　 長石を含む
217 4 F （土師器） 21．9 縄目緑。端部は丸 くおさめ、器 内面口緑部 ヨコナデ　 胴部へラ 、ヽヽ焼成　 良好66 Na 336 壁 は厚い。肩部 は張 らない。 ヽケズリ。 色調　 内外面淡褐色

Po4 74 S Y C 区 婆 復口径 「く」の字形に屈曲する短い単 外面ナデ。内面口緑部ケズリ後 胎土　 石英　 長石を含む
217 S I －04 （土師器） 21．4 純口緑。口緑はやや内湾気味で ナデ、胴部へラケズ リ。 ヽ焼成　 良好
66 No．536 端部は丸 くおさめる。器壁はや

や薄し）。肩部は張らない。
色調　 内外面淡褐色
特徴　 外面 スス付着

Po47 5 S Y C 区 器台 復口径 受部。端部外反 し、面をもつ。 内外面 ヨコナデ。 胎土　 細砂粒を多量含 む
217
66
4 F
No．33 2

（須恵器） 33．0 外面 に波状文を施す。 焼成　 良好
色調　 内面淡青灰色、外面青灰色

P o476 S Y C 区 底部 復底径 － 平底。休部 はほぼ直立気味にの 外面へ ラケズリ後回転 ナデ。内 胎土　 長石　 石英を含む
217 4 E
Na20 6

（須恵器） 13．0 びる。 面 ヨコナデ。 ヽ焼成　 不良
色調　 内外面灰褐色

P o477 S Y C 区 士宣E 復口径 青磁壷の口緑部。ゆるやかに外 内外面柚。 国産 と思われる
218
66
S D －01
NG57 2

（花瓶 ？） 10．6 反 し、端部を丸 くおさめる。

P o478
2 18
66

S Y C 区
S D －01
‰572

碗 復口径
6．8
青色の染付を施 した口緑部。 内外面柚。 伊万里系。下手。

Po479
218
6 6

S Y C 区
S D －01
N a614

碗 碗の底部。底部に柚が淡 く残る

挿表48　古墳時代以降土器観察表
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第6章　若干の考察

第1節　縄文時代
居住空間の復原（DOT－MAP　付図2～4参照）

今回の調査に伴なって作成したDOT－MAPを

検討し、当時の居住空間の復原を試みる（出土遺物
誼1

のほぼ全てをポイントあげしている）。まず、垂直分

布をみて該当遺跡の資料の妥当性を確認する。

垂直分布は、土器と石器・剥片・石核を別々に示

しているが、そのうち現段階で明確に時期の相違が

知られるものは、古い順に□（押型文土器）と△・
証2

▲・★（縄文・条痕系・刺突文土器）と●（無文粗

製土器）の3段階である。遺物包含層は30～70cmの

間をこあり、包含層の厚い箇所では新旧の上下関係を、

薄い箇所ではそれらの混在する状況を認めることが

できる。従って新しい時期の遺物は現位置を保つと

考えられ、当時の居住空間を復原する資料として妥

当性を持つと考える。以後、平面分布を参考にし検

討を加えていく。

①早期後半の居住空間（挿図222）

当時期の遺物と考えられるものは、押型文土器・

無文土器の1部（Aブロック垂直分布で下位にD

OTされるもの等）、少量の石器・剥片・石核であ
註3

る。それらの分布範囲をみると、2Aグリッド北　遥

西部及び東部、1Bグリッド東部、1Aグリッド

の南東部～1Bグリッドにかけてそれぞれ分布す

る。大きくブロック分けしてみると、2Aグリッ

ドに第1ブロック、1Bグリッド東部に第2ブロ

ックが存在し、その中間に少量の遺物が散布する。

これらの遺物分布範囲は、後に此地に居住した人

間による清掃行為によって変化させられている可

能性もあるが、その出土量が僅かなこと、分布範

囲が小規模であることからして、当時の人間の此

地における居住はキャンプ的居住であったと考え

られる。また、石器・剥片・石核については、垂

直分布より早期後半の時期に相当するものは極少

－　206　－

※黒（土器）、セピア（石器・剥片・石核）
マークは付図2、3に対応する

挿図219　下山南通り遺跡第20tr DOT－MAP
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註4

量であり、石器製作活動等については言及できない。

②早期末～前期初頭の居住空間（挿図223）

当時期の遺物と考えられるものは、縄文◎条痕系◎沈線文◎無文土器、石器◎剥片◎石核で

ある。まず、土器の分布をみると、2Aグリッド東半部（第1ブロック）、1Bグリッド東部（第

2ブロック）に特に集中し、1Aグリッド東部～1Bグリッド西部にかけて（第3ブロック）

もまとまりをもって分布する。ここで興味深いのは、平面◎垂直分布において、縄文土器と条

痕系土器が同様な分布状況をみせることである。共伴関係にあると考えてよかろう。石器◎剥

片◎石核の分布をみると、2Aグリッド東南部（Sl）に集中し、他（S2◎S3）、は土器の

分布範囲から外れることなく散布する。Slでは横形剥片◎剥片◎石核等の出土がみられ、石

器製作活動の存在を明確に示している。Slほど明確ではないがS2◎S3についても同様な

性格を持つ地点と考えられる。

以上の土器分布と石器◎剥片◎石核分布を総合すると、まず、その出土量より長期間に及ぶ

居住が想定できよう。そして、土器、石器◎剥片◎石核の分布は相互に重なり合い、且つ、そ

れぞれにまとまりがみられ、複数のブロック（分布集中地点）を形成する。ブロックの数は土

器の方が多く存在し、石器◎剥片◎石核のブロックは、そのうちに含まれる。これは日常居住

空間（土器分布範囲）の中に石器製作の場（剥片◎石核分布範囲）が存在したことを示してい

る。本遺跡に住み着いた縄文人は、狭いテラスの上で土器を持ち歩いたり、時には石器製作を

行なっていたのである。残念ながら住居跡を検出することはできなかったが、おそらくは明瞭

な掘り方を持たない構造のものであったのだろう。

従来、東日本においては、早期末～前期初頭にかけて住居数が増加し集落の定型化がみられ

るようになると言われているが、それとほぼ同時期に本遺跡に住みついた人間は、小規模な居

住空間の中で日々

を過ごしていたの

である。西日本に

おいては、縄文期

の住居跡の発見例

は乏しく、当然そ

の変遷等について

S＝1：80　　　＋　　　　　　＋　　　　　　＋

①　表土

②　クロボク

訃黒鮎這ム質　十
黄褐色ローム質
粘質砂層

挿図221A区土層断面図

ノ′
／

＋　　／／／　＋
／
／

十　　　　　　十

挿図222　遺物分布範囲
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＋〇十
挿図223　遣物分布範囲
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も不明瞭のままである。今後、あらゆる角度からのアプローチが加えられ、各時期の居住形態、

集落形成等のパターンを究明していくことが、当時代の文化を知る上で重要な役割りを果たす
註5

であろう。最後になったが、調査初期に設定した第20トレンチ内の出土遺物DOT－MAPを

挿図219に、本遺跡A区の土器出土状況を挿図220に、基本層位を挿図221に、出土遺物組成を挿

表49◎50に示した。参照して頂きたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（太田正康）

註1土器1個体がまとまって出土している場合には、全破片のポイントを掲載するとポイントが潰れ

てしまう為代表となる破片のポイントを用いた。

註2　縄文◎条痕文◎刺突は現段階では共伴関係にあると考える。

註3　下山南通遺跡A区では、当初独自のグリッド設定を行ない、その地区割りを用い調査を進めた。

途中で変更することにより生じる混乱を恐れ、最後迄B◎CeD区における一連の地区割を利用

しなかった。尚、各グリッドの北西に位置する杭をもってその地区名とする。

註4　土器の垂直分布と石器◎剥片◎石核の垂直分布を重ねると、早期後半の土器と同程度に下位に分

布するものは極少量である。また、該当時期における石器製作活動は、此地ではほとんど行なわれ

なかったと考えるのが妥当であろう。

註5　第20トレンチの大体の位置は付図2◎3中に破線でその輪郭を示した。

グリッド
文様

1 A 2 A 3 A O B 1 B 2 B O C 1 C 2 C 2 0tr その他 計

押　 型　 文 3 4 2 3 3 5 2 58

縄　　　　 文 50 139 7 6 36 5 47 3 29 3

沈　 線　 文 7 3 2 2 2 16

条　 痕　 文　 系 8 5 147 9 7 2 63 7 1 1 24 15 55 9

刺　 突　 文 11 3 1 1 16

無　　　　 文 28 2 76 1 2 12 6 18 2 1 4 2 5 50 1

無文 （粗 製 ） 8 10 21 39

計 166 6 30 20 15 44 1 36 2 3 1 12 0 4 8 1 ，482

挿表49　A区出土縄文土器組成表

形態　 グリッド 1 A 2 A 3 A O B 1 B 2 B O C 1 C 2 C 20tr その他 計

石　　　　 核

剥　　　　 片

横　 形　 剥　 片

3 1 2 6

18 73 3 2 19 3 2 5 125

16 91 5 1 2 1 7 1 8 150

石　　　　 刃

石 刃 状 剥 片

1 1

1 1

細　 石　 刃 4 2 1 2 9

石　　　　 鉄 3 17 5 3 1 29

石　　　　 器 1 1 2

磨 石 ◎　敲 石 1 7 1 2 1 4 16

石　　　　 斧 1 1

石　　　　 錘 1 1

i
2

石　　　　 皿 1 1

砥　　　　 石
1 1

挿表50　A区出土石器◎剥片◎石核組成表
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第2節　弥生時代

1。竪穴住居跡

総　　数　　下山南通遺跡で検出した竪穴住居は、総数15基（段状遺構と呼ばれるものを含む）

時　　期　を数え、時期的には、弥生時代中期中葉、中期後葉、後期後半の3期に分けられる。

位　　置　位置的には、南部遺構群（中期中葉）、北部遺構群（中期後葉、後期後半）の2地域に

分布している。内訳は、中期中葉3基（SI－01、04、05a◎b◎C）、中期後葉5基

（SI－06、07、09、13、15）、後期後半3基（SI－10、11、12）である。その他、

時期の判定できなかった住居については、その位置及び周辺の土壌の時期からSI－

02、03、08を中期中葉、SI－14を中期後葉として扱った。しかしながら南部遺構群

段状遺構　のうち、SI－07、14、15は所謂「段状遺構」と呼ばれるものであり、ここでは住居

として扱うが、竪穴住居の構造変遷の資料としては除くことにする。

弥生時代中期中葉（SI－01、02、03、04、05a◎b◎　C、08）

平面形　　平面形は、円形3基（SI－01、02、05a◎b◎C）、隅丸方形1基（SI－04）、

主柱構造　隅丸長方形1基（SI－08）、方形1基（SI－03）であり、SI－01、02は2主柱構

造、SI－05aは7主柱構造、SI－05b e Cは8主柱構造、SI－03、08は無主柱

構造である。SI－04は、5基のピットを検出したが、他住居の主柱穴の規模と比較

するとかなり貧弱であるため、恒常的な居住のための住居構造に伴う主柱穴とは異な

るものであろうと判断した。SI－03、08を除く住居には、床面直上に焼土や炭が堆

積しており、すべての住居の床面は固く叩きしめられている。

弥生時代中期複葉（SI－06、09、13）

平面形　　平面形は、円形1基（SI－13）、隅丸方形1基（SI－06）、隅丸長方形1基（S

主柱構造ITO9）であり、SI－13は3主柱構造（推
／

定）lsI－06は3主柱構造、SI－09は無主

柱構造である。焼土はSI－13にのみ存在し

ており、SI－06、13の床面は叩きしめられ

ている。

弥生時代後期後半（SI－10、11、12）

平面形　　平面形は、不整円形1基（SI－12）、隅丸′：

方形1基（SI－11）、隅丸五角形1基（SI、＼

－10）であり、SI－12は3主柱構造、SI

－11は4主柱構造、SI－10は5主柱構造で

ある。いずれも残存壁高が50～70cmと最も高

く、土堤の巡る中央ピット、焼土面等が普遍

的に認められる。また、SI－10では鉄鉱が

出土しており、鉄器の使用が既に始まってい

たことが窺われる。
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竪穴住居の変遷

米子市青木遺跡では弥生時代の竪穴住居平面プランの変遷は、円形→隅丸方形→隅

丸多角形をとるとされている。本遺跡では、遺構数が少ないため明確なことはいえな

いが、全体的にはこの流れに沿っていると想定される。

個別にみると、SI－01、02（中期中葉）からSI－06、13（中期後菓）への一連

の変遷が認められる。SI－01、02は、2主柱構造を持つ円形の住居で、SI－06、

13は、3主柱構造を持つ隅丸方形、円形の住居であるが、中央ピットを挟んで2本の

主柱が存在するという点で類似している○また3本目の主柱は、SI－06に見られる

ように、床面に対して斜めに立てられており、これは、SI－01、02の2本の主柱が

地傾斜に平行に立てられているのに対し、SI－06、13では地傾斜に直交して建てら

れることに起因するものと考える。つまり、中央ピットを挟んで2本の主柱を立てる

という基本は変わらないが、地傾斜に対する配置の変化によって3本目の主柱を建て

る必要性が生じたのであろう。その理由として、SI－06、13は、SI－06で床面の

％位、SI－13で％位を境に、黄色粘土（地山）面が急傾斜で下方（北側）にもぐり、

軟質な暗茶褐色粘土層に変わることから、SI－01、02と同様な立て方をした場合、

斜面下方の主柱を軟弱な地盤に立てるしかなく、これを避けるために、2本の柱を堅

固な地盤（黄色粘土）に立て、支えとして3本目の主柱を立てた結果、前述の構造と

なったのであろうと考えられる。また、SI－01、02及びSI－06、13の類例が、青

木遺跡及び岸本町林ケ原遺跡等で認められないことから、本遺跡独自の住居構造であ

遺構番号 平面形 規模（m ） 床面積掃 残存壁高屈 主柱穴 側溝 貼床 中央ピット 出土遺物 時　 期

S I－01 円　　　 形 （5．50）×（3．40） 28 19．1 2 あり あり 碧、底部、紡錘車、砥石 弥　 生　 時　 代
中　 期　 中　 葉

02 ／／ （4．10）×（2．40） 14 6．1 2 ！！ ／／ ＝±ご笠 中　　　　 期

03 方　　　 形 一辺 5．90 9 ．19
14・4 ！

ノ／ 中 期 （推 定）

04 隅 丸 方 形 長辺2 ．90 7．3
28・8 恒

／／ あり
壷、碧、高杯、底部、紡
錘車、石鉄、砥石 中　 期　 中　 葉

05

a 円形 （推定） （径5．76）

55．4 0

7

あり （碧、底部、紡錘車） 中　 期　 中　 葉b ／！ （径6．50） 8

C ／ノ （径6．50） 8

06 隅 丸 方 形 長辺3．40 11．5 13．5 3 あり あり 要、底部 中　 期　 後　 葉

07
隅 丸 方 形
（又は長方形） 一辺3．10 14．8 ノノ ノノ

（推　　 定）

08 隅丸長方形 3 ．26×1．95 5．71
28日

／ノ あり 中 期 （推 定）

09 ！／ 2 ．2×1．92 3．78 18．4 ！ノ
婆、高塀、底部、磨石 ・
敲石 中　 期　 後　 葉

10 隅 丸五角形 径5．86 23．28 67．5 5 ノ／ あり あり
要、高杯、器台、小型壷、

鉄棒、磨石 ・敲石、砥石
後　 期　 後　 半

11 隅 丸 方 形 一辺5．1 26．0 50 ．4 4 ！ノ ／／ ／ノ 碧、高坪、器台 ／／

12 円　　　 形 3．94 ×3．64 10．96 52．2 3 ／！ ノ！ 碧、底部 ノ／

13 ／／ 8．5 （3 ） ！／ （あ男 無頸壷 中　 期　 後　 葉
（推　　 定）

14 隅 丸 方 形 一辺4．30 18．5 19．5 中 期 （推 定）

15 ／／ 長辺6．44 24．0
壷、婆、高杯、底部、砥

石
中　 期　 後　 葉

挿表51竪穴住居一覧表　　　　（）甲の数値は推定値
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るといえる。

また、青木遺跡では中央ピットの位置の変遷は、床面中央楕円形→中央方形（二段）

→壁際方形（二段）となり、青木Ⅴ◎VI期に竪穴方形化とあいまって、壁際に固定さ

れるとあるが、本遺跡のSI－08（隅丸長方形、無主柱）は、この原則に反するもの

であり、林ケ原遺跡でも類例が認められないことから、これも本遺跡に見られる特徴

としてあげられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（松本琢己）

参考文献　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

『青木遺跡発掘調査報告書I～III』1976～78　鳥取県教育委員会

『久古第3遺跡◎貝田原遺跡◎林ケ原遺跡発掘調査報告書』1984　鳥取県教育文化財団

2。掘立柱建物跡

総　　数　　下山南通遺跡において検出した掘立柱建物は、総数14棟を数える。時期的には、柱

穴より弥生時代中期に比定される土器片を出土したSB－11、12、13、平安時代前期

に比定される遺物を伴うと考えられるSB－07等、判断の下し得る建物もあるが、大

部分は遺物を全く出土しなかった。そこで、本遺跡に関しては、その属する遺構群に

準拠することにし、南部遺構群（SB－01～05、弥生時代中期中葉）と北部遺構群（S

B－06～14、弥生時代中期後葉◎後期後半）とに分けた。

建物の形態　　建物の形態の内訳は、南部遺構群で1×2間が2棟、1×3間が1棟、2×5間が

2棟、北部遺構群で1×1間が2棟、1×2間が3棟、2×2間が1棟、2×3間が

1棟、2×4間が1棟、不明（？×3間）が1棟である。

南部遺構群　　そのうち、南部建構群のSB－01では、遺構内に隅丸長方形の土壌SK－01が存在

していた。桁行において、Pl～4ならびにPlO～13までの各柱穴間距離は、P5◎

6ならびにP8◎9間の柱穴間距離とほぼ等間隔だが、P4◎　5ならびにP9◎10間

の柱穴間距離は他に較べて長い。これは土壌の存在と関係があるように思われる。

建物内に地下構造をもつものは、本遺跡ではこの一例のみで注目に価する。

北部遺構群　　また、北部遺構群のSB－12は、束柱をもった2×2間の総柱建物で、柱穴規模が

SB－07に次ぐ大きさであり、他の建物に較べて大きい。同遺構群で、SB－12より

間数の多いSB－14（2×4間）のような比較的大きな建物ですら、1×2間の建物

（SB－9、10、11）と変わらない柱穴規模をもつことから機能の違いが想定される。

配置構成　　全体をながめてみると、掘立柱建物は、南北両遺構群において、大きな建物と小さ

な建物が隣接している。すなわち、南部遺構群では、①SB－01、08、②SB－02、

03、05の2群、北部遺構群では、③SB－09、10、④SB－11、12、⑤SB－13、14

の3群である。さらに、各建物群は、それぞれ周辺にいくつかの竪穴住居および袋状

土壌と混在している。建物群①ではSI－01、02、08およびSK－18、建物群②では

SI－03、05およびSK－17、43、44、56、57、69、81、建物群③ではSK－108elO9、

建物群⑤ではSK－99、100、102である。土壌の不足、住居の欠落については、調査

区外に含まれていたり、あるいは、後世の水路（A～C区、D区と調査区を2分する
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もの）による消滅の可能性が考えられる。

袋状土壌　　このように、大◎小の建物、住居、袋状土壌に一つのセット関係が成り立つようで

小規模建物　ある。その場合、袋状の土壌は、植物遺体の検出はできなかったが、貯蔵的な機能を
註1

果したと推定され、小規模な掘立柱建物は袋状土壌との関連より、穀物等の食料以外

のものを納める倉庫的意味合いが強いと考えられる。しかし、厳密にいえば、建物の
註2

時期が特定できない以上、その同時期性については、今少し検討の余地がある。ここ

で、小さな建物を倉庫と考えてみると、貯蔵内容の相違、乃至は貯蔵形態の時期的変

遷を窺うことが可能となろう。また、大きな建物に関していえば、長棟建物の存在を
J

考え合わせると、共同作業場等が推定できよう。　　　　　　　　　（西原徳善）

註1鳥取県教育委員会『青木遺跡発掘調査報告書I』1976においては、12Iが以下を倉庫、それ以上の規

模を住居と考えている。

註2　主軸方向の規則性を時期の変遷に試みたが、その規則性は見出し得なかった。

遺 構 名 桁 ×梁 （間 ） 桁 行 （m ） 梁 行 （m ） 長 方 形 度 床 面 積 （Iが） 主 軸 方 向

S B － 0 1 5 × 2 7 ．8 6 7 ．8 5 2 ．8 8 2 ．8 7 2 ．7 3 2 2 ．5 8 N － 2 4 0－ W

S B － 0 2 5 × 2 7 ．2 9 7 ．2 7 2 ．8 4 2 ．8 1 2 ．5 6 2 0 ．5 7 N － 8 0 0－ W

S B － 0 3 2 × 1 3 ．0 8 3 ．0 3 2 ．3 8 2 ．2 1 1 ．2 9 7 ．0 1 N － 3 2 0－ W

S B － 0 4 2 × 1 3 ．4 4 3 ．1 1 2 ．8 1 l 2 ．6 2 1 ．2 2 8 ．9 0 N － 7 。－ W

S B － 0 5 3 × 1 5 ．6 0 5 ．0 9 2 ．5 6 2 ．4 9 2 ．1 8 1 3 ．5 0 N － 6 6 0－ E

S B － 0 6 3 × 2 4 ．1 1 3 ．9 7 3 ．3 9 3 ．3 0 1 ．2 1 1 3 ．5 1 N － 1 6 0－ W

S B － 0 7 1 × 1 2 ．6 5 2 ．3 2 2 ．2 9 2 ．1 7 1 ．1 5 5 ．8 5 N － 2 3 0－ W

S B － 0 8 3 × ？ 5 ．0 5 N － 2 9 0－ E

S B － 0 9 2 × 1 4 ．7 4 4 ．5 3 2 ．8 1 2 ．6 6 1 ．6 8 1 2 ．6 8 N － 3 3 0－ W

S B － 1 0 2 × 1 3 ．0 8 2 ．8 1 2 ．3 2 2 ．1 8 1 ．3 2 6 ．6 3 N －「4 8 0－ E

S B － 1 1 2 × 1 3 ．1 9 2 ．9 4 2 ．0 3 1 ．9 4 1 ．5 7 6 ．0 8 N － 3 7 0－ E

S B － 1 2 2 × 2 3 ．3 6 3 ．0 9 2 ．8 2 2 ．7 0 1 ．1 9 8 ．9 0 N － 9 0－ E

S B － 1 3 1 × 1 2 ．3 8 2 ．3 5 2 ．2 4 2 ．2 0 1 ．0 6 5 ．2 5 N － 2 5 0－ W

S B － 1 4 4 × 2 5 ．8 9 5 ．6 2 3 ．1 0 2 ．8 6 1 ．9 0 1 7 ．16 N － 5 4 。－ E

（長方形度二桁行／梁行）
挿表52　掘立柱建物一覧表

3。土壌

下山南通遺跡における土壌の総数は、123基にのぼり、その内、南部遺構群で85基、北部遺構群

で38基を数える。ここでは、土壌数の多かった南部遺構群を中心に、土壌のまとめとしたい。南

部遺構群に存在する土壌は、SI－04に付属すると思われるSK－75◎76◎77を除いては、すべ

て南西下がりの緩傾斜地に帯状に遺構を連ね、住居跡5基、掘立柱建物跡5棟に対して土壌の数

は85基とその群を抜いている。SK－60の縄文土壌1基の他は皆、弥生土壌と考えられ、その内

63基までが弥生中期の土器片を出土している○以下、南部遺構群における弥生土壌について、特

徴的なものをとりあげてまとめたが、その中で割愛したものも多い事を了承されたい。
註1

土壌の平面形態から見ると大きく、円形27基、楕円形22基、隅丸長方形34基、不明なもの2基
註2

に、また、断面形態から見ると袋状、及び袋状に近いもの（壁の最小傾斜角が900未満）18基、直
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立形（壁の最小傾斜角が900～1000未満）23基、逆梯形（壁の最小傾斜角が1000以上）41基、皿状2基、
註3

不明のもの2基に分類できる。規模においては、深さが浅いもので8cm（SK－55）、深いもので

80cm（SK－57）とばらつきが見られるが、過半数は、20～30cmの範疇に含まれる。また床面積

については、3Iがを越えるSK－05、07、82のような大型のものから、0．5I正にも届かない小型の

ものまであり大小様々である。

袋状貯蔵穴　土壌の中で袋状土壌と言われるものは、その

使用法について諸説があるものの一般的に貯蔵
註4

穴とされており、ここではこれに従いたい。南

部遺構群においては、明らかに袋状を呈すると

思われるSK－17、18、43、56、57、69、81が

これにあたる。いずれも入口が狭く、内側で広

くなっている袋状を呈し、底面形がSK－17、

56が楕円形に近い隅丸長方形を呈する事を除け

ば、楕円形、円形の典型的な袋状土壌である。

またこれらの土壌に壁溝、ピットを伴うものは

1つもなかった。規模は、床面積が2I正を越え

るもの（SK－17、43、56、57）から1m2に満

たない小型のもの（SK－18）まであり、深さ

も30～80cmと様々である。この他の土壌で袋状

に近いものは、20基近く見られるが、これらの

土壌もかつて袋状土壌であった可能性が考えら

れる。特に南部遺構群の北東側に集中する小型

土壌群（SK－18、21、23～29、32、33、35）

はこ壁の最小傾斜角が900未満あるいはそれに近

いものが多い事、また埋土の状態が壁の崩壊土

と思われる左右対称の層を持っているものがある事など袋状土壌の可能性が強い。こ

れら小型土壌群が貯蔵穴であるとするならば、大型の袋状貯蔵穴が散在する事と合わ
註5

せて興味深い現象である。この事は、大小の貯蔵穴間で何らかの使い分けがあったも

のか、或いは、所有形態の差によるものであるかもしれない。

袋状貯蔵穴の中には、弥生中期中葉と考えられる土器を出土しているものが多数あ

るがそれらの検出状況は、土器、円礫が無造作に投げ込まれた状態のもの（SK－57）

や後の流れ込みと思われるもの（SK－17、81など）が多い。この様な類例は他でも

報告されているが、貯蔵穴として使用された後、土器、その他廃棄物の処理場として
註6

利用された可能性が高いと考えられる。

北部遺構群において袋状貯蔵穴と思われる土壌はSK－93、96、99、100、102、105、

108の7基が数えられる。いずれも底面が円形を呈する袋状土壌である。
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長方形土壌南部遺構群には、平面形、断面形共に袋状土壌とは異なる長方形土壌が存在する。

所謂、平面形態による分類で隅丸長方形としたものである。土壌総数84基中34基とそ

の％以上を示め、規模的には、床面積が1m2未満の3基を除くなら、2Iが以上が12基

と、比較的規模の大きなものが目立つ。これらの土壌が何を意図して掘られたかは明

らかではないが、袋状土壌とは性格が異なると思われる。壁の最小傾斜角、埋土の様子

からかつては袋状を呈していたと思われる土壌も3基（SK－01、52、80）存在する

が、所謂袋状貯蔵穴と呼ばれるものを意識して造られたとは考えられない。これらの
註7

土壌は四隅が比較的明瞭な長方形を呈すA類（SK－01、08、15、27、35、46、47、

49、52、58、70、72、76、80、86）と、四隅の丸いB類（SK－03、05、07、09、36、
註8

38、39、48、63、65、66、77、82、83）とに大きく分類できる。A類の中で注目され

るものにSK－01がある。これは南部遺構群の東側にある土壌でSB－01の柱穴プラ

ン中に存在し、SB－01に付属するものと考えられるが、上部構造、性格等は不明で

ある。その他に、北部遺構群ではあるが土器の出土状況の解かるSK－106がある。ノ底

面に土器が密着した状態で重なりあって出土し、ほぼ完形品になる賓が3個体ほど存

在した。これは、土壌墓などの出土状況とは異なっており、また、袋状貯蔵穴にみら

れる土器のあり方とも似ていない。袋状貯蔵穴にA類の土壌がない事からも、袋状貯

蔵穴とは機能の違う土壌である事が推測されるo B類中においては、SK－66が注目

される。この土壌からは、文様を華麗に飾った大型壷、婆、高塀が据え置かれた様な状

態で出土している事、また、高塀の数が多い事など他の土壌とは区別されるものであ

る。SK－83はSK－84（底面形は円形）と同様に焼土が土壌中央に10cm程の厚さで

堆積していた。炭化物の出土がなかった事、割合やわらかい焼土が厚く堆積している

事等から焼土は人為的に入れられたものと思われる。北部遺構群でもSK－90に見ら

れ、焼土は固く叩きしめられていた。これらの事から、墓、貯蔵穴などとは考えにくく、

それ以外の性格を持っていたと推測される。北部遺構群においてもA類（SK－95、

106、117）、B類（SK－07、114、115）が存在する。

集石状土鳩南部遺構群で1基、土壌中に石が塊まって存在するSK－45がある。埋土中には炭

化物や焼土は含まれておらず礫も赤変していない事から火を使った可能性は薄く炉と

して使用されたものではないと考えられる○北部遺構群にも集石状土壌SK－97、110

が存在するが、これらもSK－45と同様石が投げ込まれたというよりも人為的に集め

られたという感じの検出状況であったo SK－110はSK－45、97と比べて規模も大き

く形態も不整形を呈している事、また土壌中に環状の石列が見られる事など様相を異

にしており、性格も若干違うと考えられる。その他、袋状貯蔵穴と考えたSK－109な

ども場内一杯に塊石を詰め込んでいる事など注意したい。これら集石状土壌が、どの

様な性格を持っていたかは不明であるが、これらの土壌が皆同じ機能であったとは考

え難く、今後検討していきたい問題である。

特殊土堰　多数の土壌の中でどの土壌とも全く様相を異にしているものに、南部遺構群西側に
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位置するSK－62、72がある。これらの土壌は、土層断面より、SK－62を72が切っ

ているという見方と、SK－62、72が一つの土壌であるという見方の二つが想定され

る。これを一つの土壌として捉らえた場合、考えられる性格として木棺土壌墓が挙げ

られるが、断面観察では、木棺痕跡も見られず小口板の埋め込み溝もみられなかった。

遺物出土状況も半ば、投げ込まれた様な状態で出土した事と合わせて、土壌墓という

可能性にも疑問が残る。しかし、これを2つの土壌の切り合い関係とする見方も肯き

難く、土壌墓でも形態が違うものとして捉えたい。

以上、南部遺構群の土壌について主なものを見てきたが、袋状貯蔵穴の他は性格の不明なものが

多かった。弥生時代中期中葉を中心とする南部遺構群の土壌は、住居跡、掘立柱建物跡の数に比

較して圧倒的多数を占める事、また、これと関連して袋状貯蔵穴が南部で8基、弥生時代中期後

葉、後期後半を中心とする北部で7基とあまり大差ないのに比べ、その他の土壌数が南部で著し

く多い事は注目すべき事である。これらの現象は時期的な差になるものと考えられるが、掘立柱

建物跡の分布などからも考察していくべきであろう。また、それに加えて、大型袋状貯蔵穴と小

型袋状貯蔵穴の分布の問題、事た、今回の下山南通遺跡で明確な墓域を持つ様な土墳墓が確認出

来なかった事など、長方形土壌をはじめとする土壌群の性格も合わせて今後の課題としたい。

註1　円形、楕円形、隅丸長方形の3分類を行なったが、その中には、不整円形、不整楕円形なども含ま

れる事を了承されたい。

註2　土壌の断面で壁の角度が最小である所を測った。これは、壁の崩れも比較的少なく、従来の断面形

態を最も良く残していると思われる所である。

註3　あくまでも検出面から底面までの深さであり、本来の深さよりは浅いと思われる。

註4　土墳墓という説もあるが土器の出土状況などからここでは貯蔵穴と考える方が妥当であろう。

註5　岡山県津山市、大田十二社遺跡においてもその群在傾向が認められる。中山俊紀『大田十二社遺

跡』津山市教育委員会1981

註6　『久古第3遺跡、貝田原遺跡、林ケ原遺跡』鳥取県教育文化財団1984

註7　岡山県津山市、竹ノ下遺跡では貯蔵穴とは機能が異なるとされる。中山俊紀『京免e竹ノ下遺跡』

津山市教育委員会1982

註8　B類に袋状土壌の可能性が掛〕土壌が多い傾向がありA類には見られない。　（浅川美佐子）

土 壌名 平　 面　 形 断面 形 最　 ′ト
イ頃斜 角

規　　　　 模 （cm ）
（長径×短径一深さ）

床 面積
（m 2）

長 軸方 向 床　 面
標高（可

遺　　 物 時　 期

S K － 0 1 隅 丸長 方形 袋　 状 870 2 16 × 110－ 47 2 ．4 N － 65 0－ E 223 ．00 婆 、底部 中 期 中 葉

S K － 02 不 整 円 形 逆 梯形 1000 125 × 123 －3 8 1．2 22 1．48 襲 中　　　 期

S K － 03 隅丸 長方 形 直　 立 930 121 ×9 1－ 23 1 ．3 N － 75。一 E 22 2．32 婆、底 部 中 期 中 葉

S K － 04 不 整 円 形 逆梯形 1200 37 × 27 －3 7 0 ．1 2 18 ．20 な し （ 中　 期 ）

S K － 05 隅 丸長 方形 逆梯形 103 0 200 ×156 － 54 3 ．1 N － 680－ E 2 21 ．78 壷、 聾、高 杯、底 部 中 期 中 葉

S K － 06 円　　　 形 逆梯 形 12 0。 127 ×127 － 25 1 ．3 221 ．09 土器 片 中期 （中葉）

S K － 07 隅 丸長 方形 逆 梯形 1000 22 5 ×18 2－ 50 4 ．0 N － 100－ W 220 ．55 婆 、底部 中　　　 期

S K － 0 8 隅丸長 方形 逆 梯形 1000 165 × 16 0－ 60 ． 2 ．6 N － 630－ E 219 ．8 0 婆 、高塀 、底部 中 期 中 葉

S K － 09 隅丸長 方形 逆 梯形 120。 144 ×92 － 28 1．3 N － 19 。－ W 219 ．70 壷 、底部 、石槍 中　　　 期

S K － 10 楕　 円　 形 袋　 状 890 13 2 ×58 － 27 0 ．6 N － 10。一 W 220 ．76 な し （ 中　 期 ）

S K － 11 楕　 円　 形 直　 立 90ロ 216 ×65 － 33 1 ．1 南 北 22 0 ．86 底部 中　　　 期

S K － 12 楕　 円　 形 逆梯 形 1 140 106 ×6 5 － 15 0 ．5 N － 8 。一 W 2 20 ．76 な し （ 中　 期 ）

S K － 13 隅 丸長 方形 逆梯 形 1080 9 6 ×26 － 22 0 ．2 N － 44。－ W 221 ．54 なし （ 中　 期 ）

ー　216　－



土壌名 平　 面　 形 断 面形 最　 4 ＼
傾斜 角

規　　　 模 （cm ）
（長径×短径一深さ）

床面 積
（nf ）

長軸 方向 床　 面
標 高（可

遺　　 物 時　 期

S K － 14 不　　　 明 皿　 状 （50）× （40）－26

l
222 ．80 な し （中　 期 ）

S K － 15 隅丸長 方形 直　 立 94 。 135 ×9 1－ 57 1．2 N － 14。－ E 220 ．40 高 塀 中　　　 期

S K － 16 不 整楕 円形 逆 梯形 1360 97 ×4 5－ 33 0 ．3 N － 130－ E 215 ．71 壷、婆 、底部 中 期 中 葉

S K － 17 隅 丸長 方形 袋　 状 77。 181 × 160 －33 2 ．9 N － 2 0コーW 215 ．64
壷、婆 、高塀 、底部 、

石 鉄
中 期 中 葉

S K － 18 円　　　 形 袋　 状 810 8 1 ×77 － 30 0 ．5 224 ．32 土 器片 中　　　 期

S K － 19 円　　　 形 直　 立 98。 84 ×78 － 25 0 ．5 224 ．24 な し 中　　　 期

S K － 20 円　　　 形 袋　 状 88。 86 ×77 － 37 0 ．5 223 ．8 6 土 器片 中　　　 期

S K － 2 1 円　　　 形 直　 立 90。 94 ×88 － 38 0 ．6 223 ．7 2 な し （ 中　 期 ）

S K － 22 円　　　 形 逆 梯形 100 。 107 × 107 － 35 0 ．9 2 20 ．92 婆 中 期 中 葉

S K － 23 円　　　 形 直　 立 900 87 × 83 －3 1 0 ．6 2 23 ．68 土器 片 中　　　 期

S K － 24 円　　　 形 直　 立 96こ 77 × 76 －2 4 0 ．5 2 23 ．52 な し （ 中　 期 ）

S K － 25 円　　　 形 直　 立 9 0．コ 83 × 79 －3 1 0 ．5 22 3 ．38 な し （ 中　 期 ）

S K － 26 円　　　 形 袋　 状 84 0 107 × 106 －3 0 0 ．9 223 ．36 な し （ 中　 期 ）

S K － 27 隅方長 方形 直　 立 90 ：． 122 ×94 － 27 ． 1．1 N － 6 0。－ E 222 ．90 土器 片 （ 中　 期 ）

S K － 28 楕　 円　 形 逆 梯形 1001ニ 68 ×5 7－ 24 0 ．3 223 ．86 な し （ 中　 期 ）

S K － 2 9 楕　 円　 形 直　 立 98C． 57 ×3 7－ 29 0 ．2 223 ．30 な し （ 中　 期 ）

S K － 3 0 楕　 円　 形 逆梯 形 130C． 8 9 ×（2 8）－15 0 ．2 N － 4 C－ W 220 ．53 な し （ 中　 期 ）

S K － 3 1 隅 丸長 方形 直　 立 98リ 140 × （47）－43 0 ．7 219 ．72 な し 中　　　 期

S K － 32 円　　　 形 逆梯形 10 0こ 112 × 97 －3 3 0 ．9 222 ．8 0 土 器片 中　　　 期

S K － 33 円　　　 形 逆 梯形 100 こ 96 ×85 － 24 0 ．6 222 ．96 土 器片 中　　　 期

S K － 34 楕　 円　 形 皿　 状 89 ×78 － 27 0 ．5 2 23 ．90 な し （ 中　 期 ）

S K － 35 隅丸 長方形 直　 立 98C 131 × 108 － 30 1 ．4 N － 65Lユー E 2 23 ．17 土器 片 （ 中　 期 ）

S K － 36 隅丸長 方形 袋　 状 6 2c 167 × 110 － 44 1 ．8 N － 87．こ．－W 22 1．86 な し （ 中　 期 ）

S K － 37 不 整楕 円形 袋　 状 78 G 13 5 ×97 － 37 1．0 N － 20コーW 222 ．20 碧 中 期 中 葉

S K － 3 8 隅 丸長 方形 逆 梯形 102C 148 × 110 －3 2 1．6 N － 4 3C－ W 22 1．17 壷 、婆 、石斧 中 期 中 葉

S K － 3 9 隅 丸長 方形 逆梯 形 1000 170 × 12 1 －40 2 ．1 N － 60 C－ W 22 1．66 壷 、底部 中　　　 期

S K － 40 円　　　 形 逆梯形 10 00 1 17 ×104 － 30 1．1 221 ．5 5 土 器片 （ 中　 期 ）

S K － 4 1 不整 楕 円形 逆 梯形 10 2Cl （112）×95 － 26 0 ．8 222 ．05 土器 片 （中　 期 ）

S K － 42 楕　 円　 形 逆 梯形 108 0 123 × 91 －3 1 0 ．9 N － 25Cl－ W 2 23 ．27 ＝土ご宣互 中 期 中 葉

S K － 43 円　　　 形 袋　 状 8 4こ． 171 × 171 － 48 2 ．3 22 1 ．65 壷 ・底 部 中 期 中 葉

S K － 44 円　　　 形 袋　 状 85 0 154 × 150 － 60 1 ．8 2 15 ．28 碧 中 期 中 葉

S K － 45 不 整 円 形 直　 立 92 ロ 122 × 112 －3 0 1 ．1 2 17 ．64 壷、婆 、高年 、底 部 中 期 中 葉

S K － 46 隅丸長 方形 逆 梯形 120ご 148 × 108 － 18 1．6 南北 2 18 ．15 土器 片 （ 中　 期 ）

S K － 4 7 隅 丸長 方形 直　 立 98C． 202 × 13 0 －2 8 2 ．6 N － 2 5し－W 22 1．95 婆 中 期 中 葉

S K － 48 隅 丸長 方形 逆梯 形 100くつ 175 ×97 － 42 1．7 N － 54 C－ E 22 1．42 婆 ． 中 期 中 葉

S K － 49 隅 丸長 方形 直　 立 96rこ 128 × 82 － 18 1．0 N － 35 ローW 22 1．55 紡 錘車 （ 中　 期 ）

S K － 50 楕　 円　 形 逆 梯形 10 01ニ 13 2 ×1 16 － 30 1 ．2 N － 7 0－ W 221 ．3 2 壷 、底部 中　　　 期

S K － 5 1 不整 楕 円形 逆 梯形 100 0 72 ×65 － 10 0 ．4 N － 64。－ E 221 ．4 0 な し （ 中　 期 ）

S K － 52 隅 丸長方形 袋　 状 891ニl ＼
127 × 77 －2 6 1 ．0 N － 10．ニーW 2 21 ．80 壷 、底部 中　　　 期

S K － 53 不整 楕円形 逆 梯形 120′コ 113 × 100 － 18 0 ．9 N － 421。－W 2 20 ．86 土器 片 （中　 期 ）

S K － 54 楕　 円　 形 直　 立 9 6C 12 4 ×94 － 27 0 ．9 N － 50こ．－ E 22 3 ．22 土器 片 中　　　 期

S K － 55 楕　 円　 形 逆 梯形 124ら 13 5 ×79 － 8 0 ．8 N － 8 ．ニーW 2 15 ．84 土器 片 中　　　 期

S K － 56 隅丸長 方形 袋　 状 80 Cニ 182 × 143 －4 5 2 ．6 N － 4 0e－ W

N － 12 Cl－ W

2 18 ．28 壷、 碧、底部 中　　　 期

S K － 5 7 円　　　 形 袋　 状 82 ロ 190 × 170 －8 1 2 ．5 217 ．46 壷、婆 、高坪 、底 部

要

中 期 中 葉

S K － 58 隅 丸長 方形 逆梯 形 1091つ 117 ×78 － 41 0 ．9 218 ．46 中　　　 期
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土壌名 平　 面　 形 断面 形 最　 4 ＼
傾余斗角

規　　　　 模 （cm ）
（長径×短径一深さ）

床面 積．－
（cm ）

長軸 方向 床　 面
標 高（可

遺　　 物 時　 期

S K － 5 9 楕　 円　 形 直　 立 970 78 ×（7 5）－3 2 0 ．5 N － 750－ E 2 18 ．47 土器 片 中 期 中 葉

S K － 6 0 不　　　 明 － －
（13）

－ －
深鉢 縄文 早期 末

S K － 6 1 楕　 円　 形 逆 梯形 1200 75 × 50－ 20 0 ．3 N － 400－ E 2 15 ．60 土器 片 中　　　 期

S K － 62 隅 丸長 方形 逆 梯形 1120 169 × 148 －3 6 2 ．5 南 北 2 18 ．12 な し 不　　　 明

S K － 63 隅丸長 方形 直　 立 93 0 162 × 107 －4 0 1 ．7 N － 150－ W 2 18 ．10 壷、底 部 中 期 中 葉

S K － 64 円　　　 形 直　 立 9 70 147 × 137 － 29 1 ．6 2 20 ．83 誓、 高杯 、底部 中 期 中 葉

S K － 65 楕　 円　 形 直　 立 9 00 210 × 134 －4 4 2 ．2 N － 4 0。－W 2 18 ．95 賓 中 期 中 葉

S K － 66 隅丸長 方形 逆 梯形 110。 178 × 142 － 18 2 ．5 東西 2 18 ．29 壷 、婆、高塀 、底 部 中 期 中 葉

S K － 67 円　　　 形 逆 梯形 1100 157 × 150 － 16 1 ．8 2 19 ．20 な し （ 中　 期 ）

S K － 68 円　　　 形 逆 梯形 1260 125 × 123 － 15 1 ．2 2 20 ．93 な し （ 中　 期 ）

S K － 69 円　　　 形 袋　 状 70C‘ 139 × 135 － 72 1 ．5 2 18 ．20 碧 中 期 中 葉

S K － 70 隅丸 長方形 逆 梯形 100‘ユ 155 × 135 － 61 2 ．1 南北 2 18 ．27 婆 、底部 中 期 中 葉

S K － 71 楕　 円　 形 逆 梯形 1350 78 × 68 … 10 0 ．4 N － 17．つ－W 218 ．24 婆 、底部 中 期 中 葉

S K － 72 隅丸 長方形 逆 梯形 11 10 148 × 122 － 52 1 ．8 東西 218 ．2 2
壷、要 、高坪 、底 部、
紡 錘車 、砥石

中 期 中 葉

S K － 73 隅丸 長方形 直　 立 930 176 × 105 － 33 1 ．8 N － 86ローW 2 16 ．1 碧 、高士不、底部 中期 （中葉 ）

S K － 74 隅丸 長方形 逆 梯形 120 1つ 160 × 107 － 13 1 ．7 N － 30．つ－W 217 ．8 0 な し （中　 期 ）

S K － 75 円　　　 形 逆 梯形 108一つ 8 1× 69 － 27 0 ．4 219 ．6 5 土 器片 中 期 中 葉

S K － 76 隅丸 長方形 逆 梯形 100 0 124 ×7 1 － 18 0 ．9 N － 400－ W 220 ．0 0 土 器片 中　　　 期

S K － 77 隅 丸長方形 逆 梯形 106c 154 × 121 － 30 1 ．9 N － 40 ユー E 220 ．2 0 賓 婆

S K － 78 円　　　 形 直　 立 90．コ 98 ×92 － 27 0 ．7 217 ．9 2 底 部 中　　　 期

S K － 79 宿　 円　 形 直　 立 951ニノ 12 1 ×104 － 36 1 ．0 東西 217 ．8 3 壷 、婆 、高士不 中 期 中 葉

S K － 80 隅 丸長方 形 袋　 状 88‘つ 224 ×127 － 34 2 ．8 N － 32 ．ニl－W 217 ．9 6 土 器片 中　　　 期

S K － 81 楕　 円　 形 袋　 状 70．コ 178 ×154 － 50 2 ．2 N － 33 1ユーW 216 ．9 2 壷 、婆 、底部 中 期 中 葉

S K － 82 隅丸 長方形 袋　 状 809 200 × 155 － 38 3 ．1 N － 720－ E 216 ．90 壷 、賓、底 部 中 期 中 葉

S K － 83 隅丸 長方形 袋　 状 70‘ユ 190 × 120 － 37 2 ．3 N － 731ニー E 216 ．4 6 壷 、要 中 期 中 葉

S K － 84 円　　　 形 逆 梯形 1 12 ‘ニ 67 ×63 － 11 0 ．3 216 ．4 7 な し 中　　　 期

S K － 85 不 整 円 形 逆 梯形 1 11．ニ 95 ×86 － 14 0 ．6 216 ．62 壷 、要 中 期 中 葉

S K － 86 隅 丸長方 形 逆梯形 12 2コ 9 2 ×55 － 10 0 ．5 N － 67 ウーW 220 ．86 な し （ 中　 期 ）

S K － 87 円　　　 形 逆梯 形 115lJ 4 3 ×4 1－ 26 0 ．1 22 1．28 な し （ 中　 期 ）

S K － 88 楕　 円　 形 逆梯 形 106こl 78 ×6 1－ 12 0 ．4 南北 22 1．56 土 器片 （ 中　 期 ）

S K － 89 楕　 円　 形 逆梯 形 118しこ． 65 ×59 － 14 0 ．3 N － 6 0．つ一W 22 1．65 土器 片 （ 中　 期 ）

S K － 9 0 隅 丸長 方形 逆 梯形 110．J 154 × 10 3 －42 1．6 N － 5 0ニーW 22 1 ．70 壷、要 、高塀 中 期 中 葉

S K － 91 隅丸長 方形 直　 立 97 ニl 144 × 107 －4 5 1 ．5 l N ‾ 50Lつ‾W 22 1 ．80 婆 中 期 中 葉

S K － 92 不 整 円 形 逆 梯形 1201コ 93 ×9 0－ 3 1 0 ．7 22 2 ．72 誓、底 部 中 期 中 葉

S K － 93 円　　　 形 袋　 状 48 1こ′ 144 × 144 －8 2 1 ．6 2 21 ．60 壷、 碧、高士不 中 期 中 葉

S K － 94 隅丸長 方形 逆 梯形 110 ニ． （145 ）×（8 5）－25 1 ．2

N － 55．1－ E

東西

N －65 ．ニー E

2 21 ．74 高年 、底部 中 期 中 葉

S K － 95 隅丸長 方形 逆 梯形 125．こ． 189 × 159 － 16 3 ．0 2 24 ．05 な し （ 中　 期 ）

S K － 96 円　　　 形 袋　 状 73 J 10 3 ×96 － 68 0 ．8 2 23 ．15 土器 片 中　　　 期

S K － 97 不 整 円 形 逆 梯形 110 J 130 × 116 － 47 1 ．2 2 24 ．30 要 、底部 中 期 後 葉

S K － 98 楕　 円　 形 逆 梯形 130 ニ 176 ×（53）－10 0 ．7 224 ．7 0 な し （ 中　 期 ）

S K － 99 円　　　 形 袋　 状 60．ニ 110 ×105 － 51 0 ．9 223 ．33 土 器片 （中　 期 ）

S K － 10 0 円　　　 形 袋　 状 80．ユ 75 ×72 － 64 0 ．4 224 ．2 1 土 器片 （中　 期 ）

S K － 10 1 楕　 円　 形 袋　 状 87‾ニl 83 ×76 － 80 0 ．5 224 ．0 4 碧 中　　　 期

S K － 10 2 円　　　 形 袋　 状 78。 6 5 ×6 1－ 60 0 ．3 223 ．44 土 器片 （中　 期 ）
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土壌 名 平　 面　 形 断面形 最　 ′J＼
イ頃斜角

規　　　 模 （cm ）
（長径×短径一深さ）

床面積
（cm ）

長 軸方 向 床　 面
標高 （可

遺　　 物 時　 期

S K － 103 隅 丸長方 形 逆 梯形 10 10 83 ×57 － 20 0 ．5 N － 65 0－ W 220 ．65 な し （ 中　 期 ）

S K － 10 4 不　 整　 形 不　 明 不 明 55 ×42 － 22 0 ．2 東西 220 ．5 4 な し （ 中　 期 ）

S K － 10 5 円　　　 形 袋　 状 62D 122 ×118 － 54 1 ．1 219 ．2 0 婆 、底部 中 期 後 葉

S K － 10 6 隅丸 長方形 逆 梯形 110ロ 203 × 130 － 22 2 ．6 東西 218 ．9 1 誓 、高士不、石斧 中 期 後 葉

S K － 10 7 楕　 円　 形 逆 梯形 1290 13 2 ×60 － 12 0 ．6 東西 219 ．16 要 中　　　 期

S K － 108 円　　　 形 袋　 状 5 7。 95 × 95 －3 8 0 ．7 2 18 ．70 婆、 底部 中　　　 期

S K － 109 円　　　 形 袋　 状 52 C 90 × 90 －36 0．6 2 18 ．70 紡錘車 中　　　 期

S K － 110 不　 整　 形 逆梯 形 222 ×90 － 32 1．6 N － 40ローW 218 ．4 賓、高 塀、底 部 中期 （後 葉）

S K － 111 不　 整　 形 逆梯 形 108D 8 0 ×5 6－ 24 0 ．6 2 18．56 壷、婆 、紡錘 車 中 期 後 葉

S K － 112 円　　　 形 逆梯形 106。 9 0 ×73 － 27 0 ．5 2 18 ．69 壷、要 、蓋 、底部 中 期 後 葉

S K － 113 楕　 円　 形 皿　 状 134 ×10 2－ 10 1 ．1 N － 35 °．－W 2 18 ．8 婆 、師部 、底 部 中 期 後 葉

S K － 114 楕　 円　 形 逆梯形 12 9C 157 × 85 － 8 1 ．0 N － 57 0－ E 218 ．87 土 器片 （ 中　 期 ）

S K － 115 隅丸 長方 形 直　 立 950 75 ×59 － 58 0 ．4 N － 300－ W 219 ．4 7 空 、底部 、砥 石、石 鍛 中 期 後 葉

S K － 116 隅 丸 方 形 逆 梯形 137 c 160 ×160 － 20 2 ．6 219 ．7 0 弥 生土器 片、 土師器 平 安 初 頭

S K － 1 17 隅丸 長方形 連 梯形 110 。 193 × 138 － 20 2 ．7 N － 420－ E 219 ．2 4 婆 、高杯 、底部 中 期 後 葉

S K － 1 18 円　　　 形 逆 梯形 1170 59 × 52 － 18 0 ．2 2 19 ．14 な し 中　　　 期

S K － 119 円　　　 形 逆 梯形 1101コ 50 × 50 － 20 0 ．2 2 19 ．06 な し 中　　　 期

S K － 120 隅丸長 方形 逆 梯形 1100 55 × 71 －6 1 0 ．4 N － 65ら－ E 2 19 ．40 な し 中　　　 期

S K － 12 1 楕　 円　 形 直　 立 97 ．コ 88 ×4 6 －2 5 0 ．3 N － 3 5－ E 2 19 ．30 な し 中　　　 期

S K － 122 円　　　 形 逆 梯形 115C． 254 ×2 45 －2 3 4 ．9 2 19 ．92 壷、底 部 中　　　 期

S K － 123 楕　 円　 形 皿　 状 100 ×67 － 36 0 ．5 N － 7 71コー E 220 ．16 な し 不　　　 明

挿表53　土鳩一覧表

4。集落

下山南通遺跡ではB～D区において総数152に及ぶ遺構と多量の遺物を検出したが、

その大半は弥生時代に属するものである。またその遺構分布から南◎北2つの遺構群

を認め、さらに北部遺構群は出土遺物の時期差から、2時期の集落であることがわか

る。併せて下山南通遺跡には最低3つの弥生集落が存在したことが明らかである。遺
註1

構の同時併存の認定は詳細な土器の比較検討をもって行なわれるべきで、土器の比較

検討の充分でない、本遺跡においては所謂「単位集団」に言及すべき条件が整わない

わけであるが、中期中葉◎中期後葉◎後期後半という大雑把な時間幅を前提として、

弥生集落の変遷を概観しておきたい。

中期中葉　南部遺構群と呼称してきたものである○竪穴住居跡5基、掘立柱建物5棟、土壌84

竪穴住居　基が検出された。SI－05に2回の建て替えがみられる如く、時間幅があり、すべて

同時期に存在した遺構ではない。但し、遺構の切り合いが殆んどみられないことから、

継続的に営まれた集落と考えるのが妥当である。SI－05は規模も大きく、構造的に

も多主柱構造をとる。建て替えの事実からみても、この集落の中心的建物として存続

していたものであろう。他は、SI－01、02といった2主柱構造をとる住居跡が一般

的であるようだが、他遺跡の例に比べて、貧弱さはまぬがれない。また、SI－04、

08といった構造的に特異な存在は注目される。特にSI－04は、位置的に他遺構と離

れていること、柱穴が恒常的な構造をとらないこと、遺物の出土状況（廃棄時）が焼
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土、高塀類を伴う特異な状況を示すことから、集落とやや隔離しなければならない存

掘立柱建物　在であったものと考えられる。掘立柱建物は時期の判るものが少いが、南部遺構群に

おいて、この時期以外の遺物は殆ど出土しなかったことから同時期のものと考えられ

る。多くは竪穴住居に伴う付属施設（納屋◎作業場等）と考えられるが、SB－01e

02といった長棟の建物は、集落における何らかの共同作業の為の建物であったと推定

土　壌　される。遺構中、最も多数を占める土壌は袋状貯蔵穴が多く、総柱の高床式倉庫がみ

られないことと併せて、穀類の貯蔵を袋状土壌等の地下貯蔵に依存していたことがわ

かる。この他長方形土壌◎特殊土壌◎集石状土壌といった性格を明らかにし得なかっ

た土壌も多い。前者は恐らく各住居に伴うものであろうが、後2者は集落全体の祭祀

行為に係る可能性が強い。大まかに全体をみると、SI－04の如く竪穴住居、掘立柱

建物に、ある種の機能を有する土壌（袋状土壌◎長方形土壌）が伴って一単位となる

ようである。確実に埋葬施設とできる遺構は発見していない。

中期複葉　北部遺構群の古い段階に相当する。竪穴住居には中期中葉のSI－0巨02等の2主

柱構造の系譜に連なる2主柱＋補助柱構造がみとめられる一方、斜面を段状に加工し

竪穴住居　て、掘立柱建物を建てたりもする。竪穴住居に大規模のものはみられない。掘立柱建

掘立柱建物　物はやはり大◎小の建物が認められる一方、高床式の建物と想定されるSB－12が存

土　壌　在し、中期中葉にみられた大型の袋状土壌が存在しない点から考えれば、貯蔵形態の

変化を窮うことができる。遺構分布は全体的に散在的であり、Gラインを境に北東グ

ループと南西グループの偏りがみられる。出土遺物や住居構造の類似からみて、南部

遺構群の中期中葉集落と、北部遺構群の中期後葉集落は継続的に営まれたものと考え

られ、集落の移動を想定したい。

後期後半　下山南通遺跡の弥生集落は後期前葉を欠落する。後期後半としては北部遺構群の南

端斜面に3基の竪穴住居跡がみられるだけであり、掘立柱建物◎土壌等を全く伴わな

い。SI－12にみられる3主柱構造を、中期後葉の2主柱＋補助柱構造の発展と考え

ることもできようが、現状では推定の域を出ない。したがって、中期後葉まで継続し

て営まれた集落が、後期後半の集落と同一集団によるものかについては、俄かに判断

し難い。出土土器からみて居住は比較的短期間であったと思われる。（中原　斉）

註1この点について森岡秀人は「…遺構群が土器の編年研究が著しく細分化の方向を歩んできた今日、

果して時間的共有関係を保ち得るか否か…」として、慎重な検討を求めている。

森岡秀人「論評e二つの高地性集落」『古代学研究』100、1983年

また、藤田憲司は、竪穴住居の構造的なスペースと火災時の延焼距離を論拠に、竪穴住居間距離が

10mを下る場合の併存例はあり得ないとしている。

藤田憲司「単位集団の居住領域」『考古学研究』第31巻第2号1984年

5。土器

下山南通遺跡における出土遺物の大半は弥生土器が占める。再三記述したように本遺跡の弥生

土器には大きく弥生時代中期中葉、中期後葉、後期後半の3時期がみとめられる。中期後葉と後

期後半の間には空白期が存在し、かつ、中期後葉、後期後半の土器が量的に少く、器種構成を復
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原し得ないことから、ここでは南部遺構群出土の中期中葉の土器を分類し（挿図226）、その編年

的位置付けを試みることとする。

壷形土器　壷は南部遺構群において質◎量とも豊富な資料が検出されている。形態によりA～F

類に分類した。

壷A類　最大径を中位にもつ体部に、筒状の長い頸吾陸続き、強く外反して水平あるいは下垂

する口緑をもつ壷で頸部下位に突帯をもつものが多い。口緑の外反度と長さ◎器高によ

りA－1～3類に細分できる。

A－1類　口緑部が短く、水平にのびる口緑は端部をやや上方につまみあげる小型の壷、底径

が大きく、安定している。口緑端部に刻み目、胴部外面に圧痕文を施す。胴部外面パ

ケメの後◎中位をヨコ、下位をタテへラミガキし、内面はパケメで調整する。

A－2類　口緑は水平にのびて、端部が僅かに肥厚して面をもつ中型の壷。口緑端部あるいは

上面に刻み目、波状文、体部中位に圧痕文を施し、頸部下位に1～2本の貼付け突帯

をもつ。調整は頸部～体部外面タテ方向のへラミガキで、中位にのみヨコ方向のへラ

ミガキを施す。内面はパケメ調整する。

A－3類　口緑は強く外反し、端部は下垂して、やや広い面をもつ大型の壷で、頸部下位に2

本の突帯をめぐらす。Po239◎240のように外反度はやや弱く口緑端部◎上面◎肩部を櫛

描斜格子、鋸歯文等で飾るものもある。Po168は上面に一方を注ぎ口とする2本の刻み

目突帯をめぐらしている。調整はA－1類に同じである。

壷B類　外反する口頸部をもち、口緑部下に4～5本の刻み目突帯をめぐらす。端部は肥厚し

て面をもつ。各種櫛描文◎突帯文◎浮文で飾る大型の壷で、口緑の形状で2細分する。

B－1類　外反度がゆるく、端部平担面が水平になる口緑。全体のわかる個体がないが、器形◎

文様◎調整ともB－2類に同じと思われる。

B－2類　やや強く外反し、端部が内傾する口緑をもつ。SK－66Po280、288が良好な完形晶

で、胴部中位に最大径をもつ器高60cm前後の大型壷である。Po288は口緑端部に円形浮

文をもち、頸部から胴部中位まで櫛描平行線文と波状文を交互に施す。Po280は胴部中

位に2段の圧痕文をもつ。調整は胴部外面中◎下位はへラミガキ、上位～頸部はパケ

メを施し、内面もパケメ調整する。

壷C類　全体のわかる個体がないが、短く太い頸吾陀屈曲する口緑をもち、端部は下垂する。

器壁は厚く、口径30cmを測る大型壷である。端部にへラ描きによる刺突文、斜格子文を

施す。Po196は頸部に指頭圧痕突帯をめぐらす。

壷D類　口頸部は「く」の字状に屈曲し、胴部最大径を中位にもつ壷。口頸部の破片のみでは

婆との区別は困難である。Po83のように口緑端部が肥厚して丸みを帯びるものもある。

体部外面中位やや上に圧痕文を施す。外面体部上位はパケメ、中～下位はへラミガキし

内面はパケメ調整する。

壷E類　口緑部がやや外傾気味に直立する直口壷の類。Po32・0のみで、全体を知り得る個体はみ

られなかったが、端部を外方につまみ出して刻み目を入れる。
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聾形土器　調査区全域で出土しており、量的には多いが煮沸形態の為か器形的な変化にとぼしく、

完形晶もそう多くない。法量と頸部指頭圧痕突帯の有無で、A◎B◎C3分類し、胴

部の張り、口緑部◎頸部突帯の細い形態からさらに細分する。

婆A類　　口径12cm前後を測り、器高は20cm以下になると思われる小型の賓である。B類に比べ

て胴部の張りが弱く、口緑端部に刻み目を施すものが多い。胴部外面パケメ、内面ナデ

調整するが、へラケズリがかなり上位までみられる。

婆B類　　口径16～20cm、器高26～34cmを測る中型の婆で、最も普遍的なタイプである。砲弾な

いし倒卵形の胴部に「く」の字状に屈曲する口緑がつく。口緑端部を僅かにつまみあげ

るものが多いが、拡張した端面をもつものはない。胴部最大径は中位にあり、口緑端部

に刻み目、胴部中位に圧痕文を施す場合もある。調整は胴部外面上半をパケメ、下半をへ

ラミガキし、内面は上半はパケメかナデ調整するが、下半にへラケズリがみられる。

聾C類　　口径20～30cm、器高は大きいもので46cm前後となる大型の婆である。口緑形態により

細分する。

C－1類　「く」の字に屈曲する口緑で端部に刻み目を入れるものもある。胴部のあまり張ら

ない器形で、最大径はやや上位にある。頸部には指頭圧痕突帯をめぐらすことを特徴

とし、胴部中位に圧痕文を施す。調整は胴部上～中位はパケメ、下位はへラミガキす

る。内面はパケメ調整する。

C－2類　口径20cmを測る中型の婆で、口緑端部を上方に拡張して内傾させ、圧痕文◎斜格子

文を施す。肩の張る器形で、壷D類に近い存在ではあるが、頸部突帯から一応ここで

は聾と考えた。

高士不形土器　　量的には比較的多く検出しているが、意図的な破棄によるものか完形となるもの

はない。脚部は「ハ」の字状に開く単純な脚部で、端部は角張る。上位外面に断面

三角形突帯を2本貼り付けるものもある。透し孔はみられない。師部はA◎B類が

みられるが、いずれも脚部は同じ形態をとる。師部底面は円盤充填による。

師部A類　口径20cm前後を測る大型の高塀。やや浅めの椀状を呈する。端部の形態で細分する。

A－1類　端部は僅かに肥厚するが角張っている。外側に刻み目を施し、端部近くに2孔1対

の小孔がみられ蓋留の紐通孔と思われる。内外面パケメの後へラミガキする。

A－2類　端部を内外に拡張して、斜格子文◎円形浮文を施す。紐通孔は、A－1類と異り、

拡張した端面から下方に向けて穿孔している。調整はA－1類に同じ。

杯部B類　やや深めの半球状を呈する坪部で、水平にのびる口緑をもち、端部に刻み目を入れる

所謂「水平口緑」で2孔1対の紐通孔がみられる。調整は内外面へラミガキする。

鉢形土器　口径14cmを測るやや浅めの鉢であるが、全体のわかる個体はない。口緑外面に凹線状

の凹みを入れ、その上◎下に刻み目を入れる。内外面へラミガキする。また、他遺跡の
註1

例からすれば高塀A－1類の中には台付鉢に属するものもあると思われる。

以上、下山南通遺跡における弥生時代中期中葉の土器について器形ごとの特徴を記述したが、

次に、調整、文様、胎土◎焼成◎色調について若干まとめておく。
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調整

壷は成形を終えた段階での施文以前の調整としてパケメを施し、施文後、胴部中位～下位をへ

ラミガキする。胴部中位よりやや上に圧痕文を施す例が多いが、これを境にして中位をヨコ方向

のへラミガキ、下位をタテ方向のへラミガキしている○ミガキ調整の範囲は器形上半部の文様に

規定されている。賓の場合は圧痕文のある中位以下をタテ方向のへラミガキするが、次の中期後

葉と比べるとへラミガキの単位は細く丁寧で、パケメが残るということはない。ミガキの範囲も

中位よりやや上まで施されている。壷の内面調整はパケメを施し、ケズリは全くみられない。婆

も基本的にはパケメ◎ナデで調整するが下半部に限りへラケズリがみられる。但し、へラケズリ

後ミガキあるいはナデている個体もあり、へラケズリの単位も不明瞭である。小型賓A類の場合

へラケズリがかなり上位まで及んでいる。

文様（写真4）

突帯文　断面三角形突帯文と指頭圧痕突帯文がみられる。断面三角形突帯田は粘土紐をヨコナデ

によって断面三角形になるよう貼付けたものであるが、さらに刻み目を入れたもの（刻み目突帯

文回）が圧倒的に多く、A－1類を除くA類壷の頸部下位とB類壷の口緑外面に普遍的にみられ

る。高塀脚部上位にも断面三角形突帯をもつ例がある○特異な例としてはPo168にみられる口緑内
註2

面の突帯文は周防地方にみられるものであり、当地では類例の稀な存在である。指頭圧痕突帯回

は従来「ネクタイ」と通称されているものである。大型婆C類の頸部に特徴的にみられ、粘土紐

を貼り付け、2指の腹で挟み込む連続押圧によって器壁に密着させている。指頭圧痕突帯は中期

後葉では1指の指先刺突による連続押圧瓦にかわり、さらにへラ状工具（おそらく半裁竹管）に

よる刻み（圧痕）という省略化をたどるもので、中期後葉に入ると、口緑部のヨコナデ調整によ

り、ナデつぶされる傾向（回）もみられる。装飾以上に頸部の補強を重視されるのであろう。壷

ではPo261（A類？）と、C類Po196にみられるのみである。この2種類の突帯文は、文様効果と

しては似かよっているが、若干の混用はあるものの、壷には断面三角形（刻み目）突帯文、賓に
ノ

は指頭圧痕突帯文を明瞭に使い分けている。

凹線文　中期後葉に盛行する凹線文壇は下山南通遺跡の中期中葉の土器群には全く認められない。

例外的にはSI－04Po75とSK－72Po259が口緑端部に2～4条の凹線を施し、その上から刻み

目を入れている（回）。Po75はSI－04の上層一括遺物で、住居跡の廃絶に伴う下層の遺物と時期

差が認められることからしても中期中葉より降る可能性がある。

榔苗文　中期前葉にへラ描き文に取って替わり、中期中葉に盛行期を迎える施文手法であり、下

山南通遺跡の中期中葉壷形土器にも、直線文耳～国◎波状文錮◎斜格子文回◎匝◎鋸歯文◎羽状

文◎円弧文固等に多彩な活用をみせている。特にA－3類とB類の装飾壷の胴部上位以上あるい

は口緑内面にはこれらを組み合せて華麗な文様構成をみせている。

圧痕文　原体は、刷毛状工具◎櫛状工具画◎へラ状工具回◎貝殻腹緑等がみられ、壷◎賓◎高塀◎

鉢の口緑端部あるいは突帯に、刻み目（刻み臼状）として施されるものの他に、口緑端面、胴部

中位に所謂「刺突文」として施されるものがある。

浮　文　円形浮文画は壷◎高塀の口緑端面、棒状浮文国はB類壷の口緑外面複数突帯上に貼り付
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けられるが、個体数はそれほど多くはない。次の中期後葉まで若干残るようである。

小円孔文国　壷A－2、3類の水平あるいは下垂気味にのびた口緑の上から下へ向けて径2～3

mmの小孔を貫通するものが3例みられた。間隔はPo412◎413の1cm前後のものと、Po259の2cm

前後のものがある。機能的には蓋の類を紐により固定することが考えられるが、やや厳重にすぎ

ることと、口緑内面まで櫛描文◎圧痕文で飾る個体にのみみられることから何らかの装飾的意味

を想定しておきたい。小円孔文は、畿内◎山陰にもみられるが、中部瀬戸内に特徴的だといわれ
註3

ている。

記号文田　A－2あるいは3類の壷の口緑内面Po417に1例みられる。2条を単位とする櫛状原

体による沈線を雷文状に4本並列させ、それを丸く（おそらく楕円形）に囲んでいる。所謂記号
註4

文は弥生時代後期、畿内南部地域を中心に分布し、文字に先行する表現として評価されている。

前期◎中期に遡る例もあり、山陰では所謂「スタンプ文」が有名ではあるが、これらとのつなが

りは認められない。記号文の性格については十分な解明がなされていないため、本例のサインと

しての意味については今後類例の増加を待ちたい。

胎土◎焼成◎色調

中期中葉の土器の胎土は、1～2mmの石英◎長石を含み、ごく稀に2mm程度の角閃石がみられる。

大まかに後期後半よりは密であるが、中期後葉よりはやや粗いといえる。焼成はおおむね良好で

色調は灰白色系のものもみられるが、大半は黄褐～明赤燈色系を呈している。

中期中葉土器群の編年的位置

山陰の弥生土器編年において中期は、へラ描きに替わる多条化した櫛描文の出現、櫛描文の盛

行、凹線文の盛行と櫛描文の衰退をメルクマールとした前葉◎中葉◎後葉の3区分が認められて
註5

いる。下山南通遺跡の中期土器群は、この中期中葉～後葉の様相をみせている。鳥取県西部では

米子市青木遺跡において、大規模な発掘調査成果をもとにした弥生時代中期中葉～古墳時代後期、

奈良時代前半までの集落出土土器による編年が行なわれている。青木編年を弥生時代中期につい
註6

てみると、報告Iの段階では中期後葉をI期として青木遺跡の集落形成期に位置付けしていたが、
註7

報告IIでは、DSXlO、FSKllといった中期中葉に遡り得る資料の再評価を行ない、青木0期＝
註8

中期中葉と設定するに至っている。0期設定に際しては米子市奈喜良遺跡T3トレンチ拡張部出

土土器を援用しているが、なおかつ、婆を除く壷◎高塀らの様相は明らかになっていない。また、

青木報告IIでも触れられているように中期中葉といっても、青木0期の婆は若干口緑端部を拡張
註9

し、凹線状文を施し、内面胴部下半にへラケズリがみられることから、出雲市天神遺跡にみられ

る凹線文◎へラケズリを伴わない資料との関係において、天神遺跡を中期中葉古段階、青木0期

を中葉新段階において、新◎旧の関係で把えようとしている。形態からみても天神遺跡では口緑

が逆L字状に屈折するものがあり、胴部最大径が口径を大きく上まわることはないのに対し、青

木0期資料では口頸部はくの字状に屈折し、胴部は口緑径よりやや張り出している。当地域におい
註10

て青木0期に先行する資料は現在殆ど確認されないが、会見町宮前遺跡等に若干みられるようで

ある。下山南通遺跡中期中葉の婆は口頸部はくの字状を呈し、端部は僅かにつまみあげ、胴部内

面下半には不明瞭ながらへラケズリがみられることから青木0期に併行する資料である。但し、
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田断面三角形貼付突帯文　　固櫛描・波状文と直線文
屈刻み目突帯文　　　　　　田］ヶ・斜格子文と直線文
団口縁端部の特殊な刻み日　田ク・半円連弧文
突帯文　　　　　　　　　圧雪小円孔文
図指頭圧痕突帯（2指押圧）　国庄痕文（列点文）
国　　〃　　（1指刺突）　団記号文
固　　ク　　後ヨコナデ　固円形浮文
田凹線文　　　　　　　　　固棒状浮文
題凹線文＋刻み目＋円形浮文
団欄描文（斜格子・直線・
扇状文の組合せ）

写真4　弥生中期中葉の土器文様



本遺跡の資料は凹線文を全く伴なっていない点で、凹線文を伴う青木0期より若干古相を示し、
註11

将来的には青木0期を細分する可能性を示唆している。壷◎高塀については、山陰において、中

期中葉の良好な資料が欠落していたものを本遺跡の一括性の高い資料で埋めることができる。こ

の時期主流をなすA◎B類壷の形態が明らかとなったことは特筆に値しよう。壷D類については、

従来婆とされてきたものである。賓に比べて胴部が著しく張り出すこと、頸部指頭圧痕突帯をも

たず、胴部中位外面にヨコ方向のへラミガキをもつことなど、壷形土器に通ずる要素が多く、煮
●　　0　　0　　●

沸に用いた痕跡もないことから、壷として扱った。煮沸に用いられない葉形土器については再検

討が必要であろう。

他地域との併行関係をみると岡山県百聞川遺跡では賓の器形や内面下半へラケズリの手法から
註12

青木0期の賓は百聞川◎中◎II期の新相の土器に併行するとされている。百◎中◎IIの新相の段

階はすでに、菰池式（中期中葉の中相）で成立した凹線文が文様の主流となっており、中期後葉

に凹線文の盛行する山陰とは様相を異にしているが、凹線文の出自が中部瀬戸内に求められるこ

とからして、その盛行が遅れる現象は肯首できる。畿内も山陰と同じく凹線文の出現は遅れ、III
註13

様式古段階には凹線文は全く見られない。このような凹線文の有無を重視すれば、下山南通遺跡

南部遺構群の中期中葉土器群はIII様式古段階により近づくこととなり、水平口緑の高塀B類の存

在も含めて本遺跡例が中葉新段階でもやや古い段階に相当する可能性も考えられる。

本稿では、従来、山陰の弥生土器編年において不明瞭であった中期中葉の器種構成を明らかに

することを目的とした。特に壷形土器については良好な資料を提示できたが、他に比較できる資

料が殆どない為、その器形毎の変遷は今後の課題である。婆形土器については出雲市天神遺跡、

青木0期資料との比較により、中期中葉を細分する可能性を模索している。現在整理中の米子市

目久美遺跡◎松江市タテチョウ遺跡◎出雲市天神遺跡の資料等を加えて再び検討することとした

い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中原　斉）

註1出宮徳尚他『南方（国立病院）遺跡発掘調査報告』岡山市教育委員会1981年　P67、128、129

註2　山本一朗『山口県の弥生式土器』周陽考古学研究所2　1979年

註3　佐原真『紫雲出』、詫間町文化財保護委員会1964年

註4　佐原真「弥生時代の絵画」『考古学雑誌』第66巻第1号1980年

藤田三郎「弥生時代の記号文」『考古学と古代史』1982年

註5　東森市良他『八雲立つ風土記の丘研究紀要I』1977年

東森市良「入門講座弥生土器一山陰1～3－」『考古学ジャーナル』185、188、1921981年

註6　『青木遺跡発掘調査報告書I』鳥取県教育委員会1976年

註7　『青木遺跡発掘調査報告書II』鳥取県教育委員会1977年

註8　小原貴樹「奈喜良遺跡発掘調査報告」『米子市埋蔵文化財発掘調査報告I』米子市教育委員会1976年

註9　『天神遺跡』出雲市教育委員会1977年

註10　岡田竜平、清水真一『宮前遺跡発掘調査報告書』会見町教育委員会1979年

註11弥生土器編年の進んでいる山陽地方（岡山県）では中期中葉を古◎中◎新に3細分している。

高橋護「入門講座弥生土器一山陽1～4－」『考古学ジャーナル』173、175、179、1811980年

註12　平井泰男「弥生時代中期の土器」『百聞川兼基◎今谷遺跡1』岡山県教育委員会1982年

註13　井藤暁子他『池上遺跡第2分冊土器編』大阪文化財センター1979年
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b．石器

石器の分類については、第3章第2節bを参照されたい。

1。剥片石器〔挿図208◎209、挿表45◎46、図版65〕

①石鉢（S59～77）

総数19点。このうち、石材は黒曜石9点（47％）、サヌカイト10点（53％）である。完形のもの

15点について、長さ◎幅◎厚さの関係を挿図　に示す。長さは18．2～34．4mmの間にある。18．0～22．

0mmに含まれるものが8点あり、53％を占める。幅は10．9～21．2mmの間にある。11．0～16』mmに含

まれるものが9点あり、60％を占める。厚さは2．3～5．1mmの間にある。長さ◎幅◎厚さの相関関

係は、第3章第2節bの挿図　を参照されたい。

②その他の剥片石器（S78～80）

3点出土した。内訳は、サヌカイト製石槍1点、黒曜石製削器1点、サヌカイト製石匙1点で

ある。
．．

2。石核石器◎礫石器〔挿図209～212、挿表47、図版65〕

①磨石◎敲石

磨石◎敲石II（S81～83）

3点出土した。敲痕が長軸方向の端部のみ認められるもの（S82、83）、周縁部に認められる

もの（S81）がある。

石材は安山岩、中生代火山岩類、角閃石安山岩である。

磨石◎敲石III（S84～91）

8点出土した。磨痕があり、敲痕が周縁部にのみあるもの（S86、87、81、82）、敲痕が両面

又は片面に及ぶもの（S88◎89）などがあり、これらの中には過度の磨耗◎敲打により平坦面

を持つもの（S87、86）がある。S88は、磨製石斧を転用したものであろう。

石材は、角閃石安山岩、砂岩、閃緑岩、中生代火山岩類、結晶片岩などである。

磨石◎敲石IV（S92）

石材は輝緑凝灰岩である。表面に敲打による凹みと、磨痕が認められる。他の磨石◎敲石と

比べて最も小さい石器であり、磨る、敲くという本来の用途で使用されたものではないと考え

られる。

磨石◎敲石IV（S93）

石材は角閃石安山岩である。両面の中央部に凹みが認められ、周縁部に向って磨面が、周縁

部に敲面が認められる。過度の磨耗、敲打によって平坦面が現出している。

②石斧

打製石斧（S94～97）

4点出土した。基端と刃端にのみ打撃を加えたもの（S94）、基部と刃部の両方に打撃を加え

たもの（S95～97）があり、刃部は両凸刃（S95、96）である。S95は、ローリングを受けて

おり、磨滅が著しいため、剥離が不明瞭になっている。

石材は、斑れい岩、安山岩、中生代火山岩類である。

、
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磨製石斧（S98～102）

5点出土した。基部、刃部共に研磨されており、刃部は両凸刃でいわゆる蛤刃である。S98、

99は、石斧主面と両側緑に明瞭な稜を持たず、刃端は過度の研磨により光沢を持つ。またSlOO

は、石斧主面と両側緑に明瞭な稜を持ち、断面形は隅丸長方形を呈する。

石材は、ミロナイト、閃緑岩、砂岩、中生代火山類などである。

③環状石斧

石材は、安山岩である。％程度が欠損しているが、直径は140cmを測る。周縁は両面剥離によ

って刃部が作り出されている。石斧主面及び穿孔部は研磨による整形が認められるが、径2mm

程度の敲打痕が多数残っており、全体的に整形は雑である。穿孔は両側からなされており、孔

径は、表側で外径3．1cm、裏側で外径3．4cm、内径は2．0cmを測る。

④石皿（SlO4）

石材は、花崗岩である。扁平な平石を利用しており、表裏面、両緑は、過度の磨耗により中

央部が大きく凹んでいる。表面の中央付近（クボミ中央）には、淡赤褐色に変色した部分が見

られ、また裏面のほぼ全面にはススが付着していることから、石皿として使用された後、火を

使う調理用異として利用された可能性が考えられる。

⑤砥石（SlO5～125）

21点出土した。扁平な平石を利用したもの（SlO6、108、112、113、115）、比較的小さな石

（径10cm程度）を利用したもの（SlO5、107、110、118）などがある。

石材は、細粒花崗岩、凝灰質砂岩、角閃石安山岩、絹雲母片岩、アプライトなどがある。

⑥石庖丁

石材は硬砂岩である。両側から穿孔がされており、孔径は、右側で、外径6．5mm、内径3．7mm、左

側で外径7．0mm、内径3．2mmを測る。刃部はギザギザしており、使用痕が認められる。（松本琢己）

第3節　製鉄関連遺構について

砂鉄産地　　中国山地は中世代末後期白亜紀に噴出した花崗岩類を主とした地質で、伯膏（鳥取

県中◎西部）、出雲（島根県東部）にはたたら製鉄の原料となる良質の砂鉄を含む風化

花崗岩が広く分布している。近年鳥取県教育委員会によって行なわれた、古代から近
註1

世までの「生産遺跡分布調査」においても、その大半をたたら製鉄関係遺跡が占め、

豊富な原料を用いたたたら吹きが盛んに行なわれたことが窺われる。その分布は日野

郡（日南◎日野◎江府◎溝口町）、東伯郡（関金町◎三朝町）、倉吉市の一部といった山

間部で県内例の80％を占めており、溝口町には55ヶ所のたたら関連遺跡がある。溝口

町は中央を日野川が南北に貫流し、その右岸は赤目砂鉄（褐鉄鉱）、左岸は真砂砂鉄（磁

鉄鉱）を産することが知られている。真砂砂鉄は低チタンの極めて良質の砂鉄で、還

元性が良く不純物の少い優れた和銅の原料となるという。

下山南通遺跡　下山南通遺跡は、この日野川左岸の真砂砂鉄地帯でなく、右岸の赤目砂鉄を産する

大山西麓の丘陵台地上にある。第5章第1節で記述した如く、下山南通遺跡C区4E

グリッドで製鉄に関係すると思われる掘立柱建物SB－07とビット数基を検出した。
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これを製鉄関連遺構としたのはピット及びピットに埋め立てた須恵器賓中から鉄浮が

鉄渾化学分析　出土したことによるものである。出土した鉄澤については、日立金属株式会社安来

工場和銅記念館において化学分析及び金属学的調査が行なわれ、その結果は同記念館

佐藤豊副館長により報告を戴いている。順序は逆になるがC区出土の鉄澤について、

調査報告を引用させて戴くと

OSY－C区より出土した資料腕．1～4鉄浮は比較的低温度で製錬された製錬澤と推

定した。また金属鉄を多く含んだ部分を選別した可能性が強い。

○　資料‰1～5とも砂鉄を原材料に用いた製鉄法である。

という結果が出ている。詳細は報告に譲る。

14C年代測定また、鉄浮に伴って出土した木炭を京都産業大学理学部年代研究室　山田治教授に

液体シンチレーション14C年代測定を依頼し、以下の結果を得た。

鳥取県下山南通遺跡14C年代測定結果報告

測定番号 試　　 料　　 名 測定値（B P　 Y ）

K S U －1153

木炭

S Y －C 区No．534

S I－04内S F 85 ◎09 ◎19
1100±15

註1BPは、元来はBeforePresentの略であります○（RADIOCABON誌にもそう書かれていま

す。）しかし、Presentが毎年動いては困るので、AD1950年をもってPresent、すなわちO B

P　とすることに国際的な約束で決められております。

註214Cの半減期は5568年を用いる約束になっていますので、上記の結果も5568年で計算されていま

す。もし5730年で出したい時は、上の結果に1．029を掛けて下さい。

註3　年代の誤差は1標準偏差（1シグマ）であらわされることに約束されています。数学的には、

真の値が含まれる確率は次のようになっています○（普通は、真の値を含む範囲が1標準偏差の4
倍を越えることは殆どありません。）

1シグマ（1標準偏差）中に68％、2シグマ中に95％、3シグマ中に99．7％、例えば、5000±

100BPとなっているときは、4900BPないし5100BPである確率が68％であり、4800ないし5200

BPである確率が95％、4700ないし5300BPである確率が99．7％であります。

註414C年代が得られると、それから年輪年代（絶対年代）が求められています。詳しくは次の文献
を御覧ください。

E・K・RalPhetal・MASCANewsLetter，1973

H・N・Michael．E．K．Ralph．RADIO－CARBON．1984

東村　武信『考古学と物理化学』（学生社）

年輪年代　この14C年代を年輪年代（絶対年代）に置き換え鷲と

14C年代　　　　年輪年代

1100±15　　　　AD850′、910

となり、ほぼ9世紀後半～10世紀初頭（平安時代前期）に相当する。

土　器　ピット及び周辺部からは、鉄澤に共伴すると思われる土器が多数出土している。胴

部の張らない粗製の土師器婆類が殆どを占め、若干須恵器を伴うが、全体として奈良

時代後半～平安時代前期の土器様相を示す。小型杯類（土師器◎黒色土器）を伯膏国
註3

庁の土器編年と比較してみると、Po463は復口径12cm、器高3．7cmを測り、やや小型化
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している。焼成は不良であり、軟質でもろい上磨滅により明瞭ではないが、糸切り未

調整でロクロ成形されるものである。SD－38◎39出土土器に近く、10世紀前半代に

降る。黒色土器Po464は内面にのみ炭素を吸着させたA類であり、限定はできないが、

大まかに9～10世紀として矛盾はない。これらの土器様相は、14C年代から割り出した

年輪年代とほぼ一致する。これにより平安時代の初め頃に下山南通に製鉄に関連する

人々が居たことは明らかである。しかしながら、その製鉄の実態は、本例において製

錬炉はもちろん炉壁◎羽口といった具体的な製鉄関係資料が、何一つ発見されていな

い為全く不明である。ただ、分析幸艮告にあるように、比較的低温度での製錬が推定ざ

れるならば、あまり発達した炉構造は考えにくいと思われる。

鉄　　浮　　本遺跡における鉄浮の出土状況は極めて特異である。ピット5における壊れた土師

器賓片に伴う出土状況は廃棄を思わせるものであるが、ピット6においての須恵器賓

中に入れた在り方は土◎炭化物◎土器片と混在するとはいえ廃棄とは考えにくい。須
註4

恵器賓に納められた例としては、福岡県宗像市浦谷古墳群H－4号墳の例があるが、

これは古墳の横穴式石室墓道に所在する須恵器埋賓中に鉄浮を1個を納めたもので、

本例とは性格を異にする。そこで、‰1資料にみられる10000C以上の高温から急冷し

た現象を、鉄塊を割り易くするための強制冷却と考えれば、金属鉄を多く含んだ部分

を選別した可能性と併せて再度の製錬の為の一時的な集積と考えることもできよう。

周辺で、製練に直接関係する遺構◎遺物を見出せなかったことと、日常雑器の賓類が

多数検出されていることと併せて、SB－07は近傍に存在するたたら炉を営む人の住

居と考えられ、おそらぐ恒常的な住居ではなかったであろう。いずれにしても、類例

の増加を待って判断したい。

伯膏◎出雲の山間部におけるたたら製鉄の上限は、出雲風土記に川砂鉄を産出する
註5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註6

記録があり、大山町源平山古墳、島根県伯太町座王7号墳例などにより、かなり遡る

ことが知られているが、発掘調査によって古代まで遡る製鉄関連遺跡が確認された例
註7

は殆どない。鳥取県においては、大山北麓名和町東坪◎上寺谷たたら跡が発掘調査さ

れ、長さ3m、幅1mの溝状の本床中央部に長さ0．9m、幅0．5mほどの炉壁状の堅く

焼きしまった部分を確認しており、炭と小鉄淳と焼土を検出している。石材を用いな

い在り方から奈良時代まで遡るものと考えられている。本床の東3mには、径2mほ

どの土壌が2基あり、製錬淳を多く含んでいたが、焼けているなどの状況はみられな

かったという。下山南通遺跡のピット5と同じ在り方が注目される。伯膏国は延喜主

計式によれば調◎唐として、鍬◎織を納めていたとされ、古代から鉄製練および鍛冶

が行なわれていたことは明らかで、本遺跡はその実態をさぐる1例として、重要な資

料と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中原　斉）

註1　清水真一編『鳥取県生産遺跡分布調査報告書』鳥取県教育委員会1984年

註214C年代をもとにした年輪年代の計測は報告註4を参照して当方で行なった。

註3　巽淳一郎他『伯膏国庁跡発掘調査概報（第5◎6次）』倉吉市教育委員会1978年
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註4　原俊一氏の教示による。『浦谷古墳群I』宗像市教育委員会1982年

註5　大山町誌編さん委員会編『大山町誌』　大山町1980年

註6　青木博『岩屋谷古群他発掘調査』伯太町教育委員会1981年

註7　註1に同じ

第4節　おわりに

遺跡から間近に仰ぐ大山の峰々は、僅かばかりの冬の名残りを留めている。早春の4月に、江

府町佐川遺跡群と併行して始まった調査も瞬く間に四季を過ごし、ようやく調査報告書を上梓す

る運びとなった。下山南通遺跡では約16，000m2が発掘調査され、縄文時代～平安時代に至る総数

153基の遺構と約3，000点に及ぶ遺物を調査することができた。具体的な調査記録は本編中に収め

られているが、課題は山積みされ、本遺跡の歴史的な位置付けは今後の評価を得たねばならない。

下山南通遺跡の発見は昭和60年2月に遡る。降りしきる雪の中のトレンチ調査で確認されるま

で、本遺跡は一部の地元有識者を除けば全く存在を知られていなかった。昭和になって開拓の鍬

が入れられるまで、大山山麓の原野であったであろう此地に、石の槍で獲物を狩る人々、大陸か

ら伝えられた農耕文化を携えた人々、砂鉄から鉄を造り出す人々が移り住み、また何処ともなく

去っていったなどと誰が想像し得たであろうか。中国横断自動車道関連の調査では大山西麓の貴

重な遺跡と引き換えに、そうした古代社会と古代人の足跡を解明する糸口が与えられたのだと考

えたい。掘り起こされた資料に光を当ててやるのが私達の仕事であった筈だが、力及ばず不十分

な成果を送り出すことになった。この発掘調査による成果を地域の歴史という形で還元できない

ことは、地域の方々には誠に申し訳ない次第ではあるが、敢えてご寛恕いただきたい。

最後に大規模な発掘調査を円滑に進めるにあたっては、発掘作業に参加していただいた作業員

の方々を始め、地元の協力は不可決のものであった。また、遣物整理及び報告書の作成も、鳥取

県埋蔵文化財センターの職員、整理作業員の方々のおかげで、力量以上のことができたと思う。

末筆ではあるが感謝の意を表したい。

．籾弟　　　　　磯

写真5　調査に参加した人々
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